大 菩薩 峠 

無明の 巻 


中 里 介 山 


ひっきょう 

温かい 酒、 温かい 飯、 温かい 女の 情味 も 畢竟、 夢で 

ありました。 

じ や だき 

その 翌日の 晚、 蛇 滝の 参籠 堂に、 再び はかない 夢 を 

結び かけて いた 時に、 今宵 は 昨夜と ちがって しとしと 

と 雨です。 

あまだれ 

机 竜 之 助 は、 軒 をめ ぐる 雨滴の 音 を 枕に 聞いて、 寂 

しいう ちに うっとりと してい ますと、 頭上 遥かに 人の 

さわぐ 声が 起り ました。 

しとしとと 降りしきる 雨 をお かして、 十一 丁目から 


いくらかの 人が、 この 谷へ 向って 下りて くる ことが 確 

力です 

つづら ぢリ  お もむ 

見上げる ところの 九十 九折の 山路から 徐 ろに 下り 

とうゆ  やま かご 

て 来る の は、 桐油 を 張った 山 駕籠の 一挺で、 前に 手ぶ 

らの 提灯 を 提げて 蛇の目 を さした の は、 若い 女の 姿で 

あります。 

ややあって、 駕籠 だけ は 蛇 滝の 上に 置かせて、 蛇の 

目の 女 だけが 提灯 を 持って、 参籠 堂の 前まで 下りて 来 

ました。 

わざと 正面の 御 挣 の ある 階段から は 行かないで、 側 

面の 扉 を ほと ほと と 叩いて、 


「御免下さい まし」 

なんとなく、 うるおいの ある 甘い 声。 机 竜 之 助 は 枕 

を そば だてて、 その 声 を 聞いて いると、 

「あの、 昨晚 申し上げました ように、 わたくし はこの 

夜明けに 江戸へ 参ります、 それ は、 いつぞや も 申し 上 

げ ました、 わたくしの 子供の 在所が 知れました、 ふと 

ちち ちら 

した ことから 兄の 家へ 乳 貰いに 来た 人が、 その子 を 連 

れ て参リ ましたの を、 兄が 取り戻し たから、 そっと、 

わたくしに 取りに 来る ようにと 沙汰が ありました、 そ 

れ故、 急いで 行って 参ります、 急いで 帰る つもりで は 

ござ います けれど、 行きが かりで 日数が かかる かも 知 


れ ません、 どちらに 致しましても、 わたくし は あの 子 

を 連れてお 江戸に 近いと ころに はおられません から、 

きっと 戻って 参ります、 それまでの 間、 昨晚も 申し 上 

げ ましたよ うに、 これから 上野 原へ お移り 下さい まし 

つきみ でら  やまが 

あれに 月見 寺と 申しまして、 山家に して は 大きな お 寺 

がご ざいます、 あのお 寺に は、 わたくしの 妹が おり ま 

すから、 あれへ おいでになって、 暫く 御 養生 をなさい 

ませ」 

扉の 外に 立った 女 は 欄干に つかまって、 扉の 中へ こ 

れ だけの こと を 小声で 申し入れました。 中へ は 入ろう 

としないで、 外で これ だけの 用 向 をい つて、 中なる 人 


の 返事 を 待って いる 間に、 提灯の 中 を 上から ながめ 

ている その 面が、 やや 盛リを 過ぎて はいる けれども、 

情味の ゆたかな 女で、 着物 もこの あたりの 人と はいえ 

ない までに、 柄のう つりの よいの を 着て いるの が、 提 

灯の 光で すっきりと 見える のであります。 これ ぞ、 巣 

鴨 庚申 塚の ほとりで、 不義の 制裁 を 受けて 殺されよう 

とした 女に 紛れ もない のです。 たしか、 この 女の 郷里 

は、 ここから 程遠から ぬ 小名 路の 宿 の、 旅籠 屋の 花屋 

のぞ 

の 娘 分と して 育てられた 女であります。 視 いている 提 

灯に も、 花と いう 字が 大きく 書いて あるので わかり ま 


あれから 後、 夢の ような 縁に 引かされて、 この 蛇 滝 

こも 

に 籠る ことにな つて ほぼ 百箇 日、 その 間の 保護 は、 こ 

の 女から 受けて いたと 見る より ほかはありません。 

今、 この 女 は 江戸へ 行く とのこと です。 江戸へ 行か 

ねばならぬ その 理由 は、 よそへ 預けて おいた 行方不明 

の 子供の 行方が わかった から、 それ を 取り戻しに 行く 

の だと 言って います。 あの 近所へ 近寄れない 怖れと 弱 

味と を 持って おりながら、 やはり 子供の 愛に は 引か さ 

れて 行く ものら しい。 

「子供と いうの は、 それほど 可愛い もの かな あ」 

扉の 中で 竜 之 助の 声。 


「 可愛 ゆう) J ざん すと も、 子供 ほど 可愛 ゆ いもの は… 

〜」 

提灯の 中 を 見入って いた 女が 面 を 上げた 時に、 その 

身体が 欄干から するすると 巻き上げられて、 蛇に のま 

れ たように、 扉の 中へ すいこまれて しまいました。 

二 

参籠 堂の 中で、 焚火が 明るくな つた 時分に、 机 竜 之 

助 は、 いつのまにか 着物 を きがえて 旅の 装い をす まし、 

ずきん 

頭巾 を かぶって、 その 火に あたって おりました。 


それと 向い合って、 女 は 後れ毛 を かき 上げて、 恥 か 

しそうに 横 を 向いて いました が、 

「長 房と いうのへ 出て 小 仏へ かかる のが 順で ござ いま 

すけれ ども、 駕籠 屋 さんが 慣れて いますから、 高 尾の 

裏山 を 突 切る と 言いました、 五十 丁 峠の 道 を わけて、 

山道 づたいに 上野 原へ 出た 方が、 道 は 難渋 でも、 人目 

は 安心で ございます」 

「いや、 なにかとお 世話になる ばかりで、 御 恩 報じ も 

できない こと を 痛み入ります」 

あおじろ 

と 竜 之 助 は、 焚火に 手 を かざして、 その 蒼白い 面に、 

ひらり 

いささかながら 感謝の 閃き を 見せる と、 女 は、 


「いいえ、 どう致しまして、 わたくし こそ、 命 を 助け 

ていた だ いた 御 恩が 返し きれな い の でございます」 

「いつ、 拙者が 人の 命 を 助けたろう」 

「お忘れに なりました のです か」 

あき 

女 は その 言葉に 呆れたら しい。 

「そなたに 助けられた 覚え は あるが、 そなた を 助けた 

覚え はあり ませぬ」 

「まあ、 ほんとうに お忘れに なりました のです か、 あ 

の、 巣 鴨の 庚申 塚の こと を」 

この 時、 女 は、 病気の せいで この 人の 記憶が 鈍った 

ので はない かと、 まじめに 疑い はじめた が、 竜 之 助 は、 


「覚えて いますと も …… 」 

「それ ごらんなさい ませ。 あの ことがなければ、 わた 

くし はどうな つていた か 知れません、 いいえ、 わたく 

し は あの 時に 殺されて いたのです、 それ を、 あなた 様 

に 助けられました ので」 

しゅうち 

その 時の 思い出が、 女 を 堪えが たい 羞恥と 感謝と に 

導く。 

「そのと き 助けた の は、 拙者で はない、 助けようと 思つ 

たの も 拙者で は ござらぬ。 もし その 時、 そなたた ち を 

助けよう とした 人、 助け 得た 人が あつたと すれば、 そ 

れは弁 信と いって、 安房の 国から 出た 口の 達者な、 や 


はリ 眼の 見えない 小坊主の 働き じ や。 拙者 は 人 を 助け 

はせ ぬ、 助けようと もしなかった のみならず …… 」 

「 いいえ、 もうお つし やらなくても よろしう ござ いま 

す、 なんと おっしゃっても わたくし は、 現在 あなた 様 

に 助けられて いるので すから」 

女 は ひとり、 それ を 身に も 心に も 恩に 着て いるので 

あやま  ななた び 

あった。 人の 過ち は 七 度 これ を 許せと、 多数の 私刑 

者の 中に 絶叫して 歩いた の は、 竜 之 助の 言う 通り、 安 

房の 国から 出た 弁 信と いう 口の 達者な、 目の 見えない 

小坊主であった。 しかるに その 人 は 感謝 を 受けないで、 

しんじゅ うだ 

この 人が ひとり ほしいままに 女の 心中 立て を 受けて い 


る。 怨み 必ずしも 怨みで はない、 徳 必ずしも 徳 ではな 

い。 外で は 雨の 音。 

「さて」 

と 刀 を 取って 引き寄せよう としたの は、 待た して ある 

おもんぱか 

駕籠の こと を 慮 つたので しょう。 

「まあ、 お待ち 下さい ませ、 まだよ ろしう ございます 

かまいませんです、 みんな 家の 者 同様の 人た ちなん で 

す 力ら」 

最初に は、 上へ あがる こと を さえ I 憚 つた 女が、 今 は 

かえって 名残 リを 惜しんで、 立た せ ともなき 風情で あ 

り ま ^9 


「ああ、 そうでした、 わたくし は いつぞやお 約束の 

せんべつ 

餞別 を、 あなたに 差 上げる つもりで 持って 参りました」 

と 言って、 女 は 立って 扉 を 押し、 

「駕籠 屋 さん、 あの 刀 を ちょっと ここへ 貸して 下さい 

な」 

ぎょうえば 

やや 離れた 行 衣 場に、 同じく 焚火に あたり、 無駄話 

をして いた 二人の 駕籠 屋を 呼びます。 

女 は 駕籠 屋 から 刀 箱 を 受取って、 それ を 改めて 竜 之 


助の 前に 置いて、 

いんねん 

「あなた、 この 刀に は、 なかなか 因縁が あるので ござ 

レ ます」 

「何とい う 人の 作 か、 それ を 聞いて おきました か」 

といって 竜 之 助 は、 箱の 紐に 手 を かけて ほどき はじめ 

ました。 

「ええ、 銘が ございます そうです」 

「在銘 もの か。 そうして その 銘 は？」 

も トス き 

箱の 中から 萌 黄の 絹の 袋入りの 一 刀 を 取り出して、 

手 さぐりで、 その 紐 を 払う と、 女 は 燭台 を ズッと 近く 

へ 寄せて、 


「どうか、 よくごらん なすって 下さい まし、 こういう 

ものば かり は 見る 人が 見なければ …… 」 

「その 見る 人が、 この 通りめ くらだ」 

しら さや もの 

袋の 中から 白 鞘 物 を 取り出し ますと、 女 は、 

「それでも、 心得の あるお 方が お持ちに なれば ちがい 

ます」 

といって、 今更、 燭台 を 近く 引き寄せ たことの 無意味 

を 恥 かしく 思います。 

「重から ず、 軽から ず、 振り 心 は 極めてよ い」 

「手入れの 少ない わりに は、 さびが 少しもつ いてお り 

ませぬ」 


「なるほど。 そうして 刃紋の 具合 はどう じ やな」 

といって 竜 之 助 は、 鞘 を 払った 刀 を、 女の 声の する 方 

へ 突き出して 見せました。 

「刃紋 とおつ しゃる の は …… 」 

女 はこ ころもち 身 を 引き かげんに して、 この 時 はじ 

めて、 傍 近く 引き寄せた 燭台の 存在が 無意味で な いこ 

と を 知りました。 竜 之 助の 面と、 突き出された 白刃と 

を、 蠟燭の 光で 等分に ながめて、 返事に さしつかえて 

いると、 

つば もと  き つ さき 

「刃紋 と は、 鍔 元から 切 尖まで 縦に 刃の 模様が ついて 

いる はず、 その 模様が 大波 を 打った ように 大形に つい 


のこぎ リ 

ている の も あれば、 丸味 を 持った 鋸 の 歯の ように 細 

かくつ いている の も ある、 或いは 杉の 幹 を 立てた よう 

なのが 真直ぐ に 幾つと なく 並んで いるの も ある、 のた 

れ というの も ある、 美しい 乱れ 形に なって いるの も あ 

ります」 

のき 

「ございます、 ちょうど、 雨だれの 簷を 落ちる 時の よ 

うな 同じ 形が 揃って、 鍔の 下から 切 尖まで、 ずっと 並 

んで、 いかにも みごとで ございます」 

「あ、 では 五の 目 乱れに なって いるの だろう。 それ か 

ら、 錨と 匂い、 それ は、 あなたに はわ かるまい が …… 

銘が あるとの 話、 その 銘は 何とい う 名 か 覚えて います 


か」 

くにひろ 

「小さい 時から 聞いて おりました、 国 広の 刀 だそう で 

ございます」 

「国 広 …… 」 

「はい」 

「ただ、 国 広と だけ か」 

「ええ、 国 広の 二字 銘だ とか、 父が 申して おりました 

そうで」 

「ああ、 国 広 か」 

竜 之 助に かなりの 深い 感動 を 与えた ものら しく、 刀 

を 二三 度 振り返して みて、 


「国 広に も 新刀と 古刀と あるが、 これ は そのい ずれに 

属する か、 相 州の 国 広 か、 堀 河の 国 広 か」 

とひと り打吟 じて、 

「多分、 堀 河の 国 広だろう、 ああ、 いい 物 を 手に入れ 

た」 

あおじろ かお 

彼の 蒼白い 面の 色が、 みるみる 真珠の 色に 変って ゆ 

くと、 

「堀 河の 国 広と いうの は、 よい 刀です か」 

「新刀 第 一 だ」 

その 真珠色の 面が 刀の 光とう つり 合って、 どこかに 

ちしお 

隠れて いた 血汐 が、 音 もな く 上って 来る ようで、 気の 


せいか 女の 鬢の 毛が、 風 もない のに 動いて 見えます。 

なげう 

刀 を 抛って ここに ほぼ 百日。 ようやく 人の 世の 微 

光が その 眼に 宿り かけた 時、 再び これに 刀 を 与えた。 

要らざる 餞別。 与うべからざる もの を 与うる のが、 女 

の 常 か。 

雨の しとしとと 降る 中 を、 わざと 甲 州 街道の 本街道 

を 通らずに、 山 駕籠に 桐油 をまい て、 案内に 慣れた 土 

かご かき  かつ 

地の 駕籠 舁が、 山の 十一 丁目まで 担ぎ上げ、 それから 


本山 を 経て 五十 丁 峠の 間道 を、 上野 原まで やろうと す 

るの は、 変則であって また かなりの 冒険です。 しかし、 

駕籠 屋が 好んで それ を やる わけで はなく、 また 乗る 人 

が 好んで、 それ を 行きたがる わけで もな く、 要するに 

女の 特別の 頼みと、 駕籠 屋が 山上に 住んで いて、 往返 

の 距離と 案内に おいて かえって 優れてい るせ いと 思わ 

れ ます。 女 は、 そこまで 見送って、 別に 一人の 男 をつ 

れて、 駕籠 屋には 駄目 を 押して、 参籠 堂から 本道 を 家 

へ 帰つ てし まいました。 

きゅうこ うば い 

十一 丁目までの 間 は、 壁に のぼるよ うな 急勾配。 

ゆる 

それから 道 は 緩やかに なって、 そこで 駕籠 屋 たち も 無 


駄話 をす る 余裕が 出来ました。 

「もし、 旦那 様、 あの 花屋のお 若さん は、 あなたのお 

かみさんで すか」 

ぼくと つ  さきぼう 

朴訥な 言葉で、 前 棒 を かついで いた 若い のが、 駕籠 

の 中の 竜 之 助に 問い かけた ものです から、 竜 之 助 もむ 

ずが ゆい 心 持で、 

「韋 J う」 

「そうです か、 お 若さん は 江戸で 御 亭主 をお 持ちな 

すった そうです が、 本当で しょうか」 

「拙者 は、 それ をよ く 知らないの だ」 

「そうです か I 


といって、 前 棒の 若い 駕籠 屋は 黙って しまいました。 

その 言葉つ きに よって 見る と、 これ は 全く 土地の人 間 

で、 雲助 風の 悪ずれし たのと は、 たちが 違う ことが よ 

くわ かります。 暫く 無言で、 やや 坂道に なった ところ 

を 上りき ると、 今度 は 後ろの が、 

「お 若さん、 子供が あるって 本当だろう か」 

ぼつり と、 思い出した ようにい い 出した の は、 前 棒 

のより はや や 年と つたよう な 声です。 そうすると、 前 

のが、 

「ああ、 そり や 本当なん だ、 なんでも 今度 は、 その子 

供 を 引取つ て 来る とかい つ てる ものが あつたよ」 


「 子供が あれば 御 亭主 が あるだろう」 

「そうだな、 御 亭主が あ つ て も 子供 はな いのは あるが、 

子供が あつ て 御 亭主の ねえと いうの は あるめえ」 

「では 子供と 一 緒に 御 亭主さん も 来 るんだろう」 

「そうか も 知れね え」 

あたりまえ ならば、 この 会話に 何 か 皮肉が 入りそう 

なの を、 極めて 平凡な 論理と 想像で 進行 させて しまつ 

て、 道 はまた 少しく 勾配に かかる ので 黙って しまい ま 

した。 

「旦那 様」 

今度の は、 後ろの 駕籠 屋が 思い出し たように、 駕籠 


の 中に 向って 言葉 を かけました。 そこで 竜 之 助 は、 

「何 だ」 

「わたしども は、 あんまりお 若さん が 親切に あなた 様 

の 世話 をな さるから、 それで、 お 若さん は あなたのお 

うわさ 

かみさん だろうと、 もっぱら 噂 をして ぉリ ましたよ」 

「それ は 有難い ような、 迷惑な ような 話で、 拙者 は 世 

話に はなった けれども、 縁 はない のです」 

「それでも、 お 若さん は、 大 へん あなたに 御 恩に なつ 

たように 申して おり ましたよ」 

「別に 骨 を 折って 上げた 覚え もない けれどな、 まあ 計 

らぬ 縁で こうして 世話にな るの だ、 あれ は なかなか 親 


切で よい 人 だ」 

「そうです、 親切で、 気前が なかなかよう ございます。 

旦那 様 は、 あのお 若さん の 盛りの 時分から 御存じです 

か、 それとも、 近頃のお 知合い なんです か」 

「ほんの、 つい 近頃の 知合いだ」 

「そうです か、 小名 路の 花屋のお 若さん といえば、 甲 

州 街道き つての 評判で ございま したよ、 街道 を 通る 人 

が 花屋のお 若さん から、 お茶 を 一 ついた だかない こと 

に は 話の種に なりませんでした、 それだけ 評判 者で し 

たけれ ども、 身の上 をお 聞き 申す とかわい そうです」 

「はは あ」 


机 竜 之 助 は 思わぬ ところから、 女の 身の上 話 を 聞か 

されよう とする の を、 あながち いやと は 思いませんで 

した。 今まで も、 自分 を 推して は 問わず、 女 もまた 好 

んで 語ろうと もしなかった が、 雨の 山 駕籠 を 揺りな が 

ぼくと つ 

ら、 朴訥な 土地の 者の 口から 無心に 語り 出 でられよう 

とする 情味 を、 あえて 妨げよう とする 気に もな リ ませ 

ん。 

「御存じで すかね、 お 若さん は 花屋の 本当の 娘で は あ 

リ ません、 小さい 時に 貰われて 来たんで す」 

「なるほど」 

「貰われて 来たんで すけれ ども、 その 親許が わからな 


いのです ね」 

「親が わからない？」 

「それが ね、 わかって いるので すけれ ども、 わからな 

いこと にして あるんで す」 

「というの は？」 

「それが、 なかな かんり 込んで いるんで す。 あの 甲 州 

街道の、 駒 木 野のお 関所の 少し 北のと ころに、 お 

しおきば 

処刑 場の あとが あるんで ございます。 今 は、 そこで は 

しおき 

お 処刑が ありま せんが、 昔 は、 あそこで よく 罪人が 首 

を 斬られた ものです。 今の 花屋の 死んだ お爺さんが、 

そのお 処刑 場の 傍らで 供養に する 花 を 売って いました、 


つまり 花屋と いう 名 も、 そこいらから 起つ たんで しょ 

うねえ。 ところで、 あるとき 一人の 浪人が、 その 花屋 

ひと ふリ  ち 

のお 爺さんに  一 口の 刀と、 まだ 乳ば なれの しない 女の 

子 を 預けて どこかへ 行って しまいました、 この 女の子 

が、 あのお 若さん なのです。 浪人 衆 は 多分、 父親なん 

でしよう、 関所 を 通る について、 子供 を つれて は通リ 

にくい ことがあった のでしょう、 それつ きりお 父さん 

というの が 音沙汰が ありませんで、 女の子 は 花屋で 引 

取って 育てました、 これが あのお 若さん なんです。 土 

地の 人 は、 そんな こと を 知って る 者 もあります が、 知 

らな いもの もあります。 本人のお 若さん は、 そのこと 


を 知らな い で いるそう です」 

「それが、 どういう 縁で、 江戸の 方へ かたづい たの だ」 

「そのこと は、 あんまり よく 存じません が、 なんでも 

お 若さん は いやがつ ていたの を、 先方が 強って という 

のに、 世話人の 方へ 義理が あって 行く ことにな つたん 

だそう です よ」 

後ろの 老練な のが、 委細 を 説明して いたが、 この 時、 

不意に 前 棒の 若い のが 口を出して、 

「お 若さん に は、 別に 好きな 男が あつたつ ていう じ や 

なレ 力」 

「いろいろの 噂が あるに はあった がね。 何しろ 街道 一 


といわれた くらいだ から、 人が いろいろ のこと をい い 

まさ あ」 

「なかなか 固い という 者 も あれば、 思いの ほか 浮気者 

だとい つてる 者 もあった ね」 

「いよいよ 江戸へ 行って しまう という 時に、 高 尾の 若 

い 坊さんが 一人、 縊れて 死んで しまいました。 それに 

ついて、 また いろんな 評判が あります が、 つまり、 そ 

の 坊さん は、 恋の かなわない 恨み だとい うこと になつ 

て います」 

「そんな ことが あつたか 知ら」 

「お前た ちが まだ、 鼻汁 をたら していた 時分の こと だ」 


「してみ ると、 お 若さん は 罪つ くりだ」 

「罪つ くりに もなん にも、 一体が 女と いう もの は、 た 

いてい 罪つ くりに 出来て る ものです が、 そのうち にも 

势 い 女 ほど、 よけい 罪つ くりになる わけです ねえ、 旦 

那様」 

といって 老練な のが、 竜 之 助のと ころへ 言葉尻 を 持つ 

て 来たの を、 

「そうだ、 そうだ」 

さきぼう 

と 聞き流して いると、 前 棒の 若い のが、 

「罪つ くり は 女 だけに 限った もので も あるめえ、 男の 

方が、 女に 罪 を 作らせる こと も 随分あります ねえ、 旦 


那様」 

両方から、 罪の やり 場 を 持ち込まれて 竜 之 助 は、 

「そり や、 どちらと もい われない」 

この 時、 竜 之 助 はふと 妙な 心 持に なりました。 

五 

か しき だに  しんしん  ろうさん 

本坊の 前から 炊 谷 へ かけて 森々 たる 老杉の 中へ 

駕 きが 進んで 行く 時分に、 さきほどから 小 止みに なつ 

ていた 雨空の 一角が 破れて、 そこから、 かすかな 月の 

光が 洩れて 出で ました。 


「占めた、 お 月 様が 出た よ」 

老杉の 間から 投げられた 光 を 仰いで、 行 手 を 安心す 

る 駕籠 舁の声 を、 駕籠の 中で 竜 之 助 は 聞いて、 

「ああ、 雨が やんだ か」 

「ええ、 雨が やんで お 月 様が 出ました よ、 もう 占めた 

ものです」 

「この 分 だと、 大 見晴らしから 小 仏の 五十 丁 峠で、 月 

見が できます ぜ」 

しかしながら、 山 駕籠 は 別段に 改まって 急ぐ という 

わけで もな く、 老杉の 間の、 この辺 はもう 全く 勾配 は 

なくなつ ている 杉の 大樹の 真暗い 中 を、 小田原提灯の 


光一 つ をた よりにして、 ずんずん 進んで 行きます。 

駕籠に 揺られて いる 竜 之 助 は、 天に 月 ある こと を 聞 

いたが、 身 は 今、 この 老 大樹の 闇の 中 を 進んで いる こ 

と を 知らない。 ただ、 梢 はるかの 上より 降り 落つ る 

陰 深な 鳥の 声 を 聞いて、 ここ は 多分、 護ら れ たる 霊域 

の 奥で あろうと は 想像す るので す。 

ふと、 その 空気の 圧迫と、 怪しい 鳥の 落ちて 来る 鳴 

きリ  みさか 

き 声に、 過ぎ に し武州 御岳山 の 霧の 御坂 の 夜の ことが、 

彼の 念頭 を 鉛の ように 抑えて 来ました。 宇津木 文之丞 

を 木剣の 一撃に 打ち 斃 した その 夜、 同門の 人に やみう 

ち を 受けた 霧の 御坂の 一 夜、 その 夜、 山の 秘鳥、 


ごきと う ど リ 

御祈禱 鳥が、 降り かかる ように わが 身辺に 鳴いて いた 

中 を、 彼 は 熱さに 燃 ゆるお 浜の 胸 を 抱いて、 闇 を 走つ 

たので はない か。 

お浜 はいずれ にある。 恨みに 生きて 恨みに 死んだ、 

かの 憎むべき 女の 遊 魂 は、 いずれに さまよう。 

人間の 罪、 今 も 心なき 駕籠 舁の 口から 出た その 人間 

の 罪 は、 男女い ずれに 帰すべき や を 知らない。 その 起 

ると ころの いつで あるか 知らない ように、 その 終る と 

ころの いずこで ある や を 知らない。 ただ 知ってい るの 

ひ つ きょう 

は、 罪 は 畢竟ず るに、 罪 以上の もの を 産まない という 

こと。 


それ は 仮り に 罪と いってみ るまでの ことで、 竜 之 助 

自身に あって は、 世の いわゆる 罪と いう ことが、 多く 

は 冷笑の 種に 過ぎない ことです。 彼 は 自分の 生涯 を 恵 

まれた る 生涯 だと は 思って いないが、 また 決して 罪悪 

の 生涯 だと は 信じて いないの です。 彼 自身に おいて は、 

自分が 生きる ように 生きて いるの みで、 未だ 曾て 企 

んで人 を 陥れよう とした ことがない。 わが 生きる 前途 

に ふさがる もの は 容赦な く、 これ を 犠牲に して 来たつ 

もり だが、 わが 存在 を 街うた めに 一 筋で も、 他 を 犯し 

たこと はない つもりで ある。 夜な夜な 出で て 人 を 斬つ 

たこと で すらが、 彼は渴 して 水 を 求む るのと 同じ こと 


で、 自己の 生存 上の やむ にや まれぬ 衝動に 動かされた 

の だとい う、 盲目的の 信念に 生きて いるので あった。 

国と 国が 争う 時には、 幾 万の 人の 命が 犠牲になる では 

たくまし 

ないか …… 自然が 威力 を 逞 うした 時、 おびただしい 

人畜 を 殺す こと も あるで はない か。 誰が 国と 自然との 

罪 を 責める？ 

悪い こと をして いない、 という 盲目的 信念 は、 今 ま 

で この 男 をして、 世の 罪 ある 者の 方へ、 罪 ある 者の 方 

へと 縁 を 結ばし めて 来た。 愛すべき もの は 罪で ある。 

ことに 愛すべき は 罪 を 犯して 来た 女で ある。 今まで 彼 

を 愛し、 彼に 愛せられた 女性 は 皆、 この 罪 ある 女で は 


なかった か。 愛で も 恋で もない、 それ は 罪と 罪との か 

らみ 合う 戯れで はない か。 ただし 戯れに して は、 その 

悶えが あまりに 重く して 深い ことの 怨みが ある。 

かばの きか 

道 はいつ しか、 老杉の 境 を 出で て 樺 木 科の 密林 をよ 

ぎる と、 そこから、 すすき 尾花の 大 見晴らしの 頭が 現 

われます。 

「すっかり 晴れち まった ね。 いいお 月見です よ、 旦那 

様」 

駕籠 屋 がいい 心 持で 天 を 仰いで、 雨 あがりの 雲間の 

冴え た 月 をな が めて、 その 気分 を いささかながら 駕中 

の 人に 伝えよう とする 好意で、 


「ここのお 月見 は 格別です ね、 何しろ 十二 力 国が 一目 

で 見渡せ るんで すから ね」 

しずしず 

駕籠 は、 すすき 尾花の 大 見晴らし を徐々 と 押 分けて 

進む と、 五十 丁 峠の やや 下りになります。 少しく 下つ 

てまた 蜿蜒と して、 すすき 尾花の 中に 見えつ 隠れつ 峰 

づたいに 行く 道が、 すなわち 小 仏の 五十 丁 峠。 もし 昼 

間に これ を 通るならば、 身の 丈を蔽 いかくす ほどの、 

さ じ 

すすき 尾花の 路の つい 足 もとから、 バタ バタと 雉子 や 

山鳥が 飛び出して、 幾度 か 旅人 を 驚かす のです が、 夜 

はすべ ての 鳥が、 その 巣に 帰って いると 見えて、 悠長 

な 駕籠 屋を 驚かす ほどの 物音 もな く、 五十 丁 峠 を 七 八 


丁 ほど 来て、 また 小高い 峰の 頂に かかった 時、 

「向う の あの 松林の 中で、 変な 火の 色が 見えた ぜ」 

「え、 松林の 中で？」 

二人の 駕籠 屋 はいい 合わせた ように、 大 だるみ の 方 

面へ 走った 峰つ づきの 松原の 方 を 眺めました。 

「なるほど」 

「何だろう、 あの 火 は」 

「提灯で もな し」 

「焚火で もな し」 

駕籠の 中で、 それ を 聞いて いた 竜 之 助 は、 むら むら 

と 昨夜の 夢 を 思い起しました。 その 松林に は、 はるば 


としま 

ると 甲 州の 白 根の 奥から 来た 肉 づきの 豊かな 年増の 山 

まつたけ 

の 娘が いて、 その 火 は、 温かい 酒と 松茸 を 蒸して いる 

ので はない か。 

「こっちへ 来る ようで も あるし、 あっちへ 行く ようで 

も あるし」 

「いやな 色 をした 火 だな あ」 

駕籠の 歩みが、 こころもち 遅くな つたの は、 すすき 

尾花の 丈が ようやく 高くな つ て、 歩みわず らうせ いで 

しょう。 

「だけん ど、 おれ はこの 道で おつかね えと 思った の は、 

たった 一 ぺ ん きりさ」 


と 前 棒の 若い のが、 おじけが ついて、 強がり をい つて 

みたく でもな つ たもの のよう です。 

「そり や あ、 どうして だ」 

「高 尾の 山に は 天狗 様が いると いう 話 だが、 おれ は、 

三年ば かり 前の 晚景、 この 通りで その 天狗 様に でつく 

わして しまった。 な あに、 鼻 も 高く はない し、 羽団扇 

もな にも 持つ ちゃい なかった し、 あたりまえの 旅人の 

風 をして いたんだ が、 その 足の 迅 いこと …… すっとす 

れ 違った と 思ったら、 あの 地蔵 辻から、 もう 大 見晴ら 

しの 上に 立って いたのに おった まげて、 あの 時ば かり 

は 動け なくな つ ちま つ たよ」 


丄八 

その 地蔵 辻の 上へ 駕籠 を 置いて、 駕籠 屋は 一 息 入れ 

て います。 

蜿蜒と して 小 仏へ 走る 一線と、 どこから 来て どこへ 

こみち 

行く ともない 小径と、 そこで 十字形 をな している 地蔵 

辻 は、 高 尾と 小 仏との 間の 大 平です。 

四方に 雲が あって、 月 はさながら、 群がる 雲と 雲と 

の 間 を 避けて 行く ものの ように、 氣 信と 陣馬ケ 原の 

おお  どうし たんざ わ 

山々 は、 半ば 雲霧に 蔽 われ、 道 志、 丹 沢の 山々 の 峰と 


谷 は、 はっきりと 見えて、 洞然 たる パノラマ。 その 中 

に 置き 据えられた 一 つ の 駕籠。 

机 竜 之 助 は、 その 中に、 堀 河の 国 広 を 抱いて、 うつ 

とりと 眠る ともなく、 醒める ともなく、 天狗 様の 怪異 

談 まで 聞いて、 駕籠のと どま つたこと を 夢心地に 覚え 

て いると  

その 時、 不意に 風で も 吹き 起った ものの ように、 

サ ー ッと 尾萱の 鳴る 音が、 行 手で はなく、 自分た ちが 

今た ど つ て 来た 道筋から 起った かと 思う と、 月影に 見 

ゆるの は、 旅人ら しい 一 箇の 人影です。 

「今晩は」 


その 人影 は 早く も、 休んで いた 駕籠の 傍へ 来た。 先 

方から 挨拶の 言葉で、 一 一人の 駕籠 屋が あわてました。 

「今晩は」 

「いいあん ばいに、 雨が あがり ましたね」 

「ええ、 いいあん ばいに 雨が あがり ましたよ」 

「どちら へお いでになります ね」 

「ええ、 上野 原の 方へ。 急病人が ありました のでね」 

「それ は、 それ は」 

といって、 旅人 はお 辞儀 をして、 その 駕籠の わきの 細 

道 を 通りぬ けようと して、 また 踏みと どまり、 

「済みませんが、 火 を 一 つお 貸しな すって 下さい まし」 


「さあ、 どうぞ」 

この 旅人 は、 棒 鼻の 小田原提灯の 中の 火が 所望と 見 

えて、 懐ろ から 煙草 入 を 出す と、 その 面 を 提灯の 傍へ 

持って行きました。 駕籠 屋は 心得て 提灯 を 外して、 そ 

の 旅人の 鼻先に 突きつ けて やりながら、 その 面 を 見る 

とかな リの 年配で、 堅気の 百姓の ようで も あるし、 何 

か 一 癖 ありそう にも 見えます が、 物 ごし は 最初から 丁 

寧で、 好んで この 夜道 を 突 切りたがる 男と は 見え ませ 

ん。 

「いや、 どうも有難う ございました」 

吸いつ けた 煙草 をお しいた だいて、 お礼の 真似事 を 


しながら、 ジロリ と 駕籠の 方 を 見ました が、 あいにく 

に 提灯 を こっちへ 持って来 ていた もの だから、 横目で 

ジロリ と 見た ぐらいで は、 思うよう に 見当が つかない 

らしい。 

「どう致しまして」 

そこで 旅人 は、 煙草 をく ゆらして、 お別れ をしょう 

としたが、 また 何 か 思いついた ものの ように、 

「若い 衆さん、 お気をつけなさい ましよ、 やがて 霧が 

捲いて 来ます ぜ」 

「え、 霧が …… こんな 雨上りの 月夜に です か？」 

「そうです よ、 町の 真中で さえ 霧に 捲 かれる と、 方角 


を 間違えます からな、 ことに 山路で 霧に 捲 かれて は、 

いくら 慣れて おいでな すっても、 困る ことがあります 

からね」 

「そうです かねえ」 

駕籠 屋は、 いよいよ 脚せ ぬ 色で、 その 忠告 を 聞き流 

していた が、 な あ ー に、 こんな 雨上りの 月夜に、 そう 

急に 霧が 捲く ことがある もの かと、 たかをく くって そ 

れには あえて 驚き もしなかった が、 やがて、 

「あ ッ！」 

と 驚かされ たの は、 いま 立 去った 旅人の 挙動です。 つ 

い、 たった今、 そこで 煙草の 火 をつ けて、 霧の 起る ベ 


き 予告 をして おいて 立 去った 旅人 は、 早 や 眼 を 上げて 

いただき 

見る と、 二十 八丁の 頂 に、 豆の ような 形 を 消して 行 

くと ころです。 

「今の 人が、 もうあす こまで 行った」 

「あ ッ！」 

と 若い のが 青くな つたの は、 今 も 今の 話、 天狗 様の 夜 

歩き を、 この 男 は 生涯に 二度 見た からです。 二人の 見 

まっさお 

合わせた 面 は 真 蒼です。 

「さあ、 いけね え」 

慄 えがと まらな いでいる。 この 時 遅し とで もい おう 

か、 谷と 沢の 間から、 徐々 として 白い ものが 流れ出す 


と、 峠 や 峰の 横合いから も、 ひた ひたと その 白い もの 

が 流れ出して 来る のです。 

気の ついた 時分に は、 月の 光 も 隠れて おりました。 

「さあ 大変！ 天狗 様のお 告げ 通りに なった ぞ」 

彼等 は、 いま 立 去った 旅人 を 人間と は 見なかった よ 

うに、 いま 捲き 起った 霧 を、 単純な 天変と は 見る こと 

おのの 

がで きないで、 戦き はじめました。 

「旦那 様、 旦那、 どう 致しましょう、 いっそ 駕籠 を 戻 

ち ぎ ら 

しまし ようか、 それとも 千木 良の 方へ でも 下りて しま 

いまし ようか」 

根が 正直な 土地の 駕籠 屋 だけに、 まじめに なって 駕 


籠の 中の 客に 相談 を かける と、 その 理由 を 知る ことの 

できない 竜 之 助 は、 

「どうして」 

「今晩は、 いけない 晚 でございますよ」 

「何が いけない」 

「お聞きに なりました か、 今、 怪しい 旅の 人が、 煙草 

の 火 を 借りて 参りました、 それが、 その、 ただの 人で 

はない ので ございます」 

ぴと 

「ただ 人で ない？」 

「ええ、 さきほど もお 話し 致しました 通り、 この 高 尾 

のお 山に は、 昔から 天狗 様が 棲んで おいでな さるので 


す、 そうして 今の 旅人が たしかに、 その 天狗 様に 違い 

ありません」 

「ばかな こと をい うな、 拙者 もこ こで その 旅人の いう 

こと をよ く 聞いて いたが、 人間の 声 だ」 

「左様で ございます、 言葉 だ け をお 聞きに なつたん で 

は、 ちっとも 人間と 変り は ございません、 また 姿 を 見 

た つ て 人間と ちっとも 変り は ございま せんが、 旦那 様、 

歩く ところ を ごらんに なれば、 直ぐ わかります」 

「何 か 変った 歩きつ きをして 見せた か」 

「変った どころ では ございません、 今 ここ で 煙草の 火 

をつ けて、 霧が 捲く から 用心し ろと おっしゃつ たかと 


思う と、 もう 二十 八丁 目の 天辺へ 飛んで 行って しまい 

ました」 

「羽が 生えて 飛んで 行った のか、 足で 歩いて 行った の 

か」 

「それ は、 よく 見届けませんで したが、 二人が こうし 

わきみ 

て 傍見 をして いるかい ない 間に、 もうあす こまで 一飛 

びに 飛んで 行つ たんです から、 おおかた 羽が 生えたん 

でしよう」 

「心配す る こと はない、 ずいぶん 世間に は 足の 迅ぃ奴 

にんげんわざ 

が ある もの だ、 人間業と は 思えない ほどに 迅ぃ 奴が あ 

る もの だ、 そういう 奴が、 よく 山道の 夜歩き なぞ をし 


たがる」 

「足の 早い といった つて 旦那、 たいてい 相場が ありま 

しょう、 今の あの 旅人なん ぞは …… 」 

「たとい、 天狗に しろ、 お前た ち、 なにも 天狗に 申し 

わけの ない ほど 悪い こと をして いる わけで は ある ま 

い」 

「いいえ、 論より 証拠で ございます、 天狗 様が お知ら 

せに なった 通り、 晴れた 月夜が、 このように 霧に なつ 

てし まいました」 

「かまわず 目的 通りの 道 を 行く がよ い」 

「でも 旦那、 ほかの 者と 違って、 相手が 天狗 様 じ やか 


ない ません」 

「お前た ち、 天狗に 借金で も あるの か」 

ばち 

「御 冗談 をお つ しゃ つ てはいけ ません、 罰が 当ります」 

「罰 は 拙者が 引受ける から、 かまわず やってくれ」 

「行く に は 行き ま すが ね 」 

二人の 駕籠 屋は 怖々 ながら 棒に 肩 を 入れました。 ど 

のみち、 進む か 退く かせねば ならぬ 運命 を、 ぼんやり 

立って いるの はなお 怖い ような 心 持が する。 最初のう 

ち は、 彼等が 仰天した ほど 深く はなかった 霧が、 歩き 

出す につれ て、 歩一歩と 深くな り まさって ゆく ようで 

す。 やがて は 峰 も 谷 も、 すすき も 尾花 も 一様に 夜霧に 


お お 

蔽 われて、 人 も 駕籠 も その 中に 没入して、 五十 丁 峠 は 

晦冥の 色に 塗リ つぶされて しまいました。 

駕籠 屋が 迷い はじめた の は それからです。 本来 この 

連中が、 この 慣れき つた 道に 迷う はずがない の を、 迷 

い 出しました。 

「旦那、 方角が わから なくなつ ちまつ たんです が、 ど つ 

ちへい つた もんでしょう！」 

よわね 

正直な 二人が、 ようやくの ことで 弱音 を 吐き出した 

時分 は、 もう 真夜中で、 彼等と して は、 こう も 行った 

せんすべ 

ら、 ああ も 戻ったら という、 思案と 詮術も 尽き果てた 

から、 鈍重な 愚痴 を、 思わず 駕籠の 中なる 人に 向って 


こぼして みたので す。 

「こんな はずで はな かったんで すが、 どっちへ 行って 

も 道へ 出ないで ございます、 いっそ 千木 良 か 底 沢へ 下 

りて しまおうかと 思います が、 その 道が どうしても わ 

からな い で， >  J ざいます よ」 

「それ を 拙者に 言った つ て 仕方が あるまい」 

「それ はそう でございます けれども、 景 信から 陣馬を 

通って 上野 原へ 山道 をす る、 その 慣れき つた 山道が、 

今夜に 限って わから なくなって しまったの は、 只事 

じ や ございません」 

彼等 はもう、 おろおろ 声です。 


竜 之 助 は、 もう 取合わない。 

「もうし」 

この 時、 立て こめた 夜霧の 中から、 不意に 響いて 来 

たの は 人の 声です。 それ も 優しい 子供ら しい 声でした 

から、 

「おや！」 

「失礼で ございま すが、 あなた 方 は、 そこで 何 をして 

おいでになります か」 

力なた 

続いて 彼方の 夜霧の 中から 起った 声 は、 以前と 同じ 

く 優しい 子供ら しい 声で、 しかも この 時 は 一層 はっき 

おんと 

りして、 朗々 たる 音吐に なって おりました。 


「道に 迷つ たんだよ」 

かんしゃく 

駕籠 屋は、 不意 や、 おそれ や、 癇癩 や、 いろいろの 

思いで 投げ出す ように 返事 をし ますと、 先方で、 

「私 もそう だと 存じました から、 失礼ながら こちら か 

ら 言葉 を かけて みました ので ございます、 さいぜん か 

ら、 あなた 方 は 同じ 所を往 きつ 戻りつな さって おいで 

の 御 様子が、 只事と は 思えません ので ございます もの 

かよう 

ですから、 もしゃと お尋ね を 致しました。 斯様に 申し 

まする 私 は、 決して 怪しい もので もなんでも ございま 

あわのく に きょす み 

せん、 もと 安房 国 清澄の 山に おりました 小 法師で ござ 

いまして、 あれから 一度 は 江戸へ 出て 参り ましたが、 


江戸 も 少し さわる ことが ございまし たために、 私に 幼 

少の 折から 琵琶 を 教えて 下さいました 老師が、 あの 高 

尾 山 薬 王院に 隠居 をして おいでの 由 を 承り、 それ を 

頼って 参り ましたが、 不幸に して 老師 は 上方の 方へ お 

立ちに なって しまった あとな ので ございます、 それ 故 

に、 私 も 高 尾が なんとな くつれ なくなりました から、 

今宵 心 をき めまして、 またも 行方 定めぬ 旅に 出で たと 

いう わけなので ございます。 連れが 一 人 ございます、 

これ は 清澄の 茂 太郎と 申し、 私よりも 年下の 男の子で 

ございます」 

問われな いのに これ だけの こと を、 一息に 喋って 


しま つ た 者が あります。 

これより 先、 道 庵の 家の 一間で、 中に 火の 入れて な 

からかね  しかみ ひばち  めくら ほうし 

い 大きな 唐 銅の 獅嚙 火鉢 を、 盲 法師の 弁 信と、 清澄の 

茂 太郎が 抱き合って 相談した ことに は、 

「茂ち やん、 また 困った ことが 出来た ね」 

「どうして」 

「お前が この間、 上手に 笛 を 吹いた もの だから、 たち 

まち 評判に なって、 あれ は 清澄の 茂太郎 だ、 清澄の 茂 


太 郎が道 庵 先生の 家に 隠れて いると、 こう 言って 噂 を 

していた のが 広が つてし まった よう だよ」 

「困った ね」 

「それが 知れる とお 前、 また 小金 ケ 原の ような 騒ぎが 

はじまって、 二人が 命 を 取られる かも 知れない、 そう 

でなければ 両国へ 知れて、 またお 前が 見世物に 出され 

てし まう かも 知れない」 

「どうしたらいいだろう、 弁 信さん」 

「わたし は、 それにつ いて、 いろいろ 考えて みました 

うちの 先生に 御 相談 をして みょうと 思 つ たけれ ども、 

うちの 先生 は、 そんな 相談に は 乗らない 先生 だから 


困 つ ちまう」 

「どうして、 先生が 相談に 乗らない の」 

うすうす 

「でもね、 先生に 薄々 その 話 を するとね、 先生が あの 

りさ 

調子で 力み 返って ね、 ナニ、 お前た ち を 取り戻しに 来 

る ものが あるって？ 有るなら 有る ように 来て ごらん 

幾 万人で も 押し かけて 来て ごらん、 憚りながら 長者 

町の 道 庵が かくまった 人間 を、 腕ず くで 取り返せるな 

ら 取り返して みろ、 とこう 言って 大変な 力み 方で、 わ 

たした ちの 言う こと を 耳に も 入れない の だから、 先生 

に 相談しても、 トテも 駄目 だと 思います」 

「では、 どうしたらいいだろう」 


「茂ち やん、 先生に はほんと うに 済まない けれどもね、 

一 一人で 今のう ちに ここ を 逃げ出す のがい ちばんい いと 

思って よ、 今のう ち 逃げ出せば、 二人 も 無事に 逃げら 

れ るし、 先生のお 家へ も 御迷惑 を かけないで 済む から、 

今のところ は 御 恩 を 忘れて、 後足で 砂 を 蹴る ようで、 

ほんとうに 済まない けれども、 あとで 私たちの 心 持 は 

わかる の だから、 いっそ、 そうして しまった 方が よい 

だろうと 思 う。 茂ち やん、 お 前 逃げ出す 気 はない かえ」 

「弁 信さん、 お前が 逃げよう と言うん なら、 あたい も 

逃げる」 

「それじゃ あ 逃げる ことにし ようよ、 それ もなる ベく 


早い 方が いいから、 今晚 逃げる ことにし ようよ」 

「あたい はいつ でもい いけれ ど、 逃げる つて、 お前 ど 

こへ 逃げる の」 

「逃げる 先 は、 わたしが ちゃんと 考えて あるから 心配 

をお しでない」 

「もう、 小金 ケ原 じゃある まいね」 

「まさか、 二度と あそこへ 逃げられる もの かね、 今度 

は 全く 方角 を 変えて、 いいと ころ を 考えて あるんだ か 

ら 心配 をし なくっても いい。 それでね 茂ち やん、 もう 

一 つ 相談 だが、 お前、 ここで いっそ わたしと 同じよう 

に、 坊さんに なって しまう 気 はない かえ」 


「頭 を 丸く する の、 なんだか ィャ だな あ」 

「ィャ な もの を 無理に と は 言わない けれど、 向う へ 

行って 長く いるよう なら、 そうしてお しまいよ」 

「そり や あ、 お前、 都合に よつ ちゃ あね、 坊さんに なつ 

て もい いけれ ども、 いま 直ぐ じゃき まりが 悪い よ」 

「いま 直ぐで なくっても いいのよ、 その 心 持で いてく 

れれ ばいい の」 

「そうして、 お前、 逃げて 行く先 は どこな の」 

「それ はねえ、 これから 甲 州 街道 を 上って 行く と、 甲 

州境に 高 尾 山 薬王院 というお 寺が あるの よ、 そこへ 逃 

げて 行こう」 


「お前、 そのお 寺と 懇意な の」 

「そのお 寺に、 昔 わたしに 琵琶 を 教えて くれたお 師匠 

さんが、 御 隠居 をな さって いらっしゃる という こと を 

思い出し たんだよ」 

「それ はよ かった ね」 

「そんなに 遠い ところ じ やない のよ、 ここから 十五 六 

里ぐ らいの ものでしょう。 茂ち やん、 お前 は 足が 達者 

だし、 わたし は 眼が 見えない けれども、 旅 をす る こと 

は 平気 だから、 十 里 や 二十 里 はなん とも あり やしない 

ね」 

「十 里 や 二十 里、 なんともな いさ」 


「それじゃ お前、 今夜、 人が 寝静まつ てから 逃げ出す 

ことにし ようよ。 先生 はお 帰りになる かなら ないか 知 

れ ない けれど、 どちらに しても あの 通り 酔つ ばらって 

おいでな さるから、 夜中に 眼 をお さましな さるよう な 

こと はない けれど、 国 公さん に 気取られな いように 気 

をつ けて 下さい」 

「ああ」 

わらじ 

「そのつ もりで、 あたし は 草鞋 をち やあんと 買って お 

きました、 少し 大きい けれども、 茂ち やん、 お前 もこ 

れ をお 穿き」 

「有難う」 


「おぎ 遣 は、 あたしが 持って いるの を、 お前に も 分け 

て 上げる よ」 

「有難う」 

「裏の くぐりから 出る ことと しましょう。 夜中に、 あ 

たしが 時分 を 見計らって お前 を 起す から、 それまで は 

ゆっくり 休んで おいで」 

「ああ、 あたい は それまで 休んで いる けれど、 弁 信 さ 

ん、 お前 寝過ごし ちゃい けない よ」 

「大丈夫」 

「弁 信さん、 お前の 前 だけれ どね、 あたい はお 寺 は あ 

ん まり 好き じ やない のよ、 清澄に いる 時 だって、 ずい 


ぶん 頑 入に いじめられ たからな あ」 

「ああ、 そうそう、 頑 入 はずい ぶんお 前 を 苛めた つけ 

ね。 けれどもね、 頑 入の 方から 言えば 無理 もない とこ 

ろが あるんだ よ、 お 寺へ 入れられても お前 は、 少しも 

おとなし くないん だもの、 そうして 人の 嫌いな 虫 や 獣 

とば かリ 遊んで いるんだ もの。 頑 入 はお 仕置の つもり 

であん な こと をし たんだから、 頑 入ば かりが 悪い と 

りよ-つけん 

思って いると お前、 了見が 違うよ」 

「高 尾の 山に は、 頑 入み たような 坊さん はいない だろ 

うな あ」 

「そり やい ないだろう けれど、 お前、 おとなし くしな 


くち や いけない よ」 

「山へ 行きたい な あ」 

「山 はお 前、 房 州よりも あっちの 方が 本場 だから、 ず 

いぶんい い 山が たくさん あるだろう、 峰つ づき を 歩く 

と、 甲斐の 国 や 信 濃の 国の 山へまで いけ るんだ からね、 

それ を 楽しみにして お前、 早くお 寝よ」 

二人 はこ こで 相談 をと とのえ て、 おのおの 眠りに 就 

きました。 果して その 翌日に なると、 道 庵の 屋敷に こ 

のんき 

の 者 共の 影が 見えません。 そこで、 さすが 呑気な 道 庵 

あんどん 

主従 も 騒ぎ 出して 見る と、 二人の 寝た 行燈の 隅に 置 手 

紙が してあります。 それ を 読んだ 道 庵が 大きな 声 をし 


て、 

「べらぼうめ、 逃げるなら 逃げる でい いけれ ど、 道 庵 

いたた ま 

の 家 は 食物が 悪い から 居堪ら ねえの、 やれ 人使いが 荒 

いから 逃げ出し たのと、 よそへ 行って 触れる と 承知し 

ね えぞ」 

と 言 つ てプ ンプ ン怒 つ てみ たけれ ども、 別に あと を 

追つ かけろ とも 言いませんでした。 ともかくも 相談の 

通りに 道 庵 屋敷 を 落ちの びた 二人の 者 は、 真夜中の 江 

戸の 巿中 をく ぐり 抜け、 弁 信 は 例の 琵琶 を 頭 高に 負 

いなし、 茂 太郎は 盲者の 手引 をして 行く 者の ように 見 

えました から、 さの み 怪しむ もの もありません。 


上 高 井戸 あたりで 夜が 明けました。 それから 甲 州 街 

かどづけ 

道の 宿々 を、 弁 信 法師 は 平家 をうた つて 門附 をして 歩 

さます。 

茂 太郎は その 手引の つもりで 先に 立って いたが、 弁 

信の 語る 平家なる ものが、 なにぶん 俚耳に 入らないで 

困ります。 

ギ J お う ぎ じょ  さぴ 

祇王祇 女 を 淋しく 歌っても、 那須の 与巿を 調子 高く 

語リ 出しても、 いっこう 家並の 興を惹 きません。 道行 

く 旅人の 足 をと どめる こと もで きません。 

さいもん かた  さんざん 

ある 時 は、 祭文 語りの ために 散々 に 食われて、 ほう 

ほうの： K: で 逃げました。 


「弁 信さん、 お前の 平家 は、 根っから 受けない ねえ」 

けやきな みき 

府中の 六 所 明 神に 近い 大きな 櫸 並木の 下で、 一 休み 

した 時に、 さすがの 茂太郎 も、 弁 信 法師の 平家物語な 

る ものに、 そぞろ 哀れ を 催して しまいました。 

ところが、 弁 信 法師 は それほどに はしょげ ており ま 

せん。 

「ねえ、 茂ち やん、 平家と いう もの は、 本来 流して 歩 

くように 出来て いない の だからね。 お 江戸の 真中 だ つ 

てお 前、 平家 を 語って 歩いて、 それ を 聞いて くれる 人 

は 千 人に 一 人 も あり やしないよ。 だから なるべく よけ 

いの 人に 聞いても らいたい と 思う に は、 これ じ や 駄目 


なんだ よ。 それで、 あたし は 琵琶 を やめて 三味線に し、 

じょ うる リ 

平家の 代りに 浄瑠璃 を やって みたい と、 ずっと 前から 

そのつ もりで いた けれどもね、 気に入った 三味線が 手 

に 入らない し、 それから 浄瑠璃 もま だ 人様の 前で 語れ 

る ほどに 出来て いないから、 やっぱり、 まだこう して 

手 慣れた 琵琶 を やって いるの よ」 

「だからお 前、 琵琶 を やめて、 急いで 歩いた 方が いい 

だろう」 

「それでも ねえ、 黙って 道 を 歩く ょリ は、 何 かの 縁に 

なる もの だから、 やっぱり、 あたし は 知っている こと 

は 人様に 伝えた 方が よかろうと 思って よ。 人様が あた 


し をお 喋り だとい う 通り、 あたし は 知っている だけ 

のこと は みんな 喋って しまいた いし、 聞いて くれ 手が 

あっても なくっても、 覚えて いる だけの 平家 は 語って 

しまいた いのが、 わたしの 性分なん でしよう。 それに 

ついて、 ここ はお 前、 武 蔵の 国の 府中の 町と いって、 

この 府中の 町に はお 六 所 様と いうの があって、 これが 

武 蔵の 国の 総社に なって いるので す。 あたし は 今晚、 

そのお 六 所 様の お宮の 前で、 平家 を 語って お聞かせ 申 

したいと 思って いますよ。 昨夜 は 十五夜でしょう、 今 

夜 は 十六 日です からね、 いざよいのお 月 様 をいた だい 

て、 あたしの 拙い 琵琶 を 神様へ 奉納 をして 上げたい と 


思って、 さいぜんから そのこと を 考えて 来ました。 日 

が 暮れて 月が 上る 時分まで 待って、 そろそろお 六 所 様 

のお 庭へ 行って みまし ようよ」 

櫸の 根に 腰 を かけた 弁 信が、 こんな こと を 言い出し 

あき 

たから 茂太郎 も、 さすがに その 悠長に 呆れました。 呆 

れ ながら また 弁 信ら しい 願いで あると 思いました。 

「弁 信さん、 お前が その 気なら、 あたいだ つてい やと 

は 言わない よ」 

きか や  おちうど 

この 二人 は、 木 茅に 心 を 置く 落人の つもりで いるの 

こうま 

か、 それとも 道草 を 食う 仔 馬の 了見で いるの か、 居候 

から 居候へ と 転々 して 行く 道で ありながら、 こし 方 も、 


行く末 も、 御 夢中で あると ころが 子供と いえば 子供で 

陰暦 十六 日の 月が あがった 時分に、 この 二人 は相携 

えて、 武 蔵の 国の 総社、 六 所 明 神の 社の 庭へ わけいり 

ました。 

八 

六 所 明 神の 前にむ しろ を 敷いて 弁 信 法師 は、 ちょこ 

なんと 跪 まり、 おもむろに 琵琶 を 取り上げて キリ キ 

リと転 手 を 捲き 上げる と、 その 傍らに 介抱 気取りで 両 


手 を 膝に 置いて、 端然と 正坐して いるの が 清澄の 茂 太 

こっそりと 入って 来たから、 誰も 知る 者 はあり ませ 

ん。 

あらかじめ 二人の 間に 約束が あつたと 見えて、 琵琶 

は ただちに 曲に 入りました。 その 弾奏 は 自慢 だけに、 

い  だいげん  そ * フそ * フ 

堂に入った ところが あります。 大絃 は嘈々 として、 急 

しょうげん 

雨の ように 響かせる ところ は 響かせます。 小絃は 

せっせつ 

切々 として、 私語の ように 播き 鳴らす ところ は 鳴らし 

きゅうしょう かくちう 

ます。 宫 商角徴 羽の 調べ も、 乱す まじき ところ は 乱さ 

ずに 奏でます。 


果して、 弁 信 法師が、 琵琶 を 弾かせて 名人 上手と い 

える かどう か は 疑問 だけれ ども、 ごまかし を 弾かない 

こと だけ は 確かの ようで、 曲に 第五の 巻の 月見 を 選ん 

だ こと は、 如才ない と 見なければ なりません。 

「旧き 都 は 荒れ ゆけ ど、 今の 都 は 繁昌す、 あさまし 

かりつ る 夏 も 暮れて、 秋に も 既にな りに けり、 秋 も 

やう やう 半ばに なり ゆけば、 福 原の 新 都に まし まし 

ける 人々、 名所の 月 を 見む とて、 或 ひ は 源氏の 大将 

す ま  あかし 

の 昔の 路を 忍びつつ、 須 磨より 明 石の 浦づた ひ、 

淡 路の迫 門 を 押し わたり、 絵 島が 磯の 月 を 見る、 或 

しろうら ふきあげ  すみよし なに は たかさ ご をのへ 

ひ は 白 浦、 吹 上、 和歌の 浦、 住吉、 難 波、 高 砂、 尾 上 


の 月の 曙 を 眺めて 帰る 人 も あり、 旧都に 残る 人々 

は、 伏 見、 広 沢の 月 を 見る  」 

弁 信 は 得意に なって 旧都の 月見 を 語りました。 前に 

いうよう にこの 盲 法師が、 琵琶に かけて 名人 上手で あ 

るか どうか は 疑問です けれども、 月夜の 晚に、 月見の 

曲 を 選んで、 古今の 名文 を わがもの 面に 清 興 を 気取ら 

ず、 かなり 無邪気な 子供ら しい 声で 語る から、 人 をし 

て 声 を 呑んで 泣かしむ る ほどの 妙味 はなく とも、 聞い 

ていて 歯の浮くような 声ではありません。 

「中に も徳大 寺の 左 大将 実 定の卿 は、 旧き 都の 月 を 

恋 ひっつ、 八月 十日 あまりに 福 原よ リぞ 上り 給 ふ、 


何事 も 皆 変り はてて、 稀に 残る 家 は 門前 草深く して 

しげ  よもぎ そま  あさ ぢ  はら 

庭 上 露 茂し、 蓬が 杣、 浅 茅が 原、 鳥の ふしどと 荒れ 

はてて、 虫の 声々 うらみつつ、 黄菊 紫蘭の 野辺と ぞ 

なりに ける、 いま、 故郷の 名残りと て は、 近衛 河原 

の大宫 ばかり ぞま しまし ける」 

みょうもん 

弁 信 法師 は 得意に なって、 この 妙 文 を ほしいまま 

に 語って 退けました。 

あずまえびす 

不思議な もので、 こうな つて 来る と、 東夷の 住む 

草 の 武蔵 の 真中の 宫柱 に、 どうやら 九重の 大宮の 古き 

おもかげ 

御殿の 面影が しのばれて、 そこら あたりに 須磨ゃ 明 石 

の 浦 吹く 風 も 漂い、 刈り 残された 雑草の たぐい までが、 


大宫の 庭の 名残りの 黄菊 紫蘭と も 見え、 月の 光に 暗い 

こうらん  ひ  まつよい  こじ じゅう 

勾 欄の 奥から は 緋の袴 をした 待 宵の 小 侍従が 現われ、 

き つ れご う し  くらんど 

木 連 格子の 下から、 もの かわの 蔵人 も 出て 来そう です。 

ただ、 琵琶 を 抱えて いる 弁 信 法師 だけが、 どう 見直 

しても 徳大 寺の 左 大将と は 見えない と は 言え、 あまり 

喋り 過ぎた 時 は 小憎らしい ほどな 小坊主が、 この 時 は、 

いかにも しおら しい 月下の 風流 者であります。 風流 者 

と いうより 敬虔なる 礼拝 者の ように 見えました。 

茂太郎 もまた、 しんみ リ として、 両手 を ちゃんと 膝 

に 置いた ままに、 神妙に 聞き惚れて いるのに。 どうで 

みこしべ や  はくちょう 

しょう、 心なき 卸 輿 部屋の 後ろから 姿 を 見せた 白 丁 


の 男が、 いきなり 長い 竿 を 出して、 

「おい、 誰 だい、 そこで ピン ピン やって るの は 誰 だい、 

誰に ことわって そんな こと を 始めた、 誰の 許し を 得て 

歌なん ぞ をうた うんだい」 

闇の 中から がな リ出 したので、 せっかく 浮き出した 

情景が、 すっかり 壊されました。 

「へえ、 どなたで ございま すか、 まことに 申し わけが 

ございません」 

せっかく、 曲 も 終りに 入ろうと する 時に、 正直な 弁 

信 法師 は、 撥 をと どめて 返事 をし ました。 

「申し わけが ございま せんじゃない、 断わりな しに 


やしろ  ちんにゅう 

社 のお 庭へ 闖入 して は 困る じ やない か」 

「まことに 申し わけが ございません …… 」 

むしろ  おもむ 

弁 信 法師 は 琵琶 を 蓆の 上に さしおいて、 さて 徐ろ 

に 弁明 を 試みよう とする 態度であります。 

「申し わけがない と 悟ったら、 早く 出て 行かつ しゃい」 

長い 竿で、 弁 信の 頭 をつつ こうと します。 

「ええ、 少々、 お待ち 下さい まし、 ただいま、 立 退き 

まする でございます  立 退きます るに ついては、 一 

応ぉ話 を 申し上げて おかなければ なり ませぬ。 それと 

申します の は、 わたくし はこう やって、 お断わり を 申 

し 上げずに お 庭 を 汚して 拙 い 琵琶 を搔き 鳴らし まし 


たの は、 なんとも 恐れ入りました ことで ございま する。 

ただ いまやり ました の は、 お聞き で も ござ いましょう 

が、 平家物語 のうちの 旧都の 月見の  一 くだりで ござり 

まする。 お聞きの 通り 拙い 琵琶で は ござり まする けれ 

まごころ 

ども、 これで も わたくしが 真心 を こめて、 六 所 明 神様 

へ 御 奉納の 寸志で ござり まする。 昔、 妙 音院の 大臣 は、 

熱 田の 神宮の 御前で 琵琶 をお 弾きに なりました ところ 

が、 神様が 御 感動 ましまして、 霊験が 目の あたりに 現 

たいらの あそん つね まさ どの 

われました ことで ござります る。 また 平 朝臣 経 正殿 

ちくぶ じ まみよう じん 

は、 竹 生 島 明 神の 御前で 琵琶 をお 弾きに なり ましたと 

ころが、 明 神が 御 感応 ましまして、 白 竜が 現われた と 


のこと で ござり まする。 わたくしなん ぞは、 ごらんの 

通り さすら い の 小坊主 で ございまして、 無 衣 無官 は 申 

すまで も ございません、 その上に、 お 心 づきで も あり 

ましょうが、 この 通り 目が つぶれて いるので ござり ま 

す、 目 かいの 見えない 不自由な もので ございます、 そ 

れに、 琵琶 とても、 節 とても、 繰返して 申し上げる ま 

でもな く、 お聞きの 通りの 拙い もので ございま すから、 

とても 神様 をお 悦 ばせ 申す のなん のと、 左様な だい そ 

リ ようけん 

れた 了見 は 持って おりません ので ござり まする。 た 

だま あこう も 致しまして、 わたくしの 心 だけが 届き さ 

え 致せば、 それでよ ろしい ので ございま すから、 もう 


暫くのと ころお 待ち 下さい ませ、 せめて この  一く さり 

だけ を 語つ てし まいたい ので ござり まする、 旧き 都 を 

あさ じ  はら  くま 

来て 見れば、 浅茅ケ 原と ぞ 荒れに ける、 月の 光 は隈な 

し  いまよう 

くて、 秋風の みぞ 身に は沁 む、 というと ころの、 今様 

をうた つてみ たいと 思います から、 どうぞ、 それまで 

の 間お 待ち 下さい ませ、 それ を 済まし さえ 致せば、 早々 

立 退きます るで) j ざり まする」 

一息に これ だけの 弁解 をして しまったから、 さすが 

しゃじん  あき 

の 社 人 も 相当に 呆れた と 見えます。 ただ 呆れた だけな 

らいいが、 どうも そのこ まし やくれ た 弁解ぶ りが、 癩 

にも さわ つ たようで、 


ひ つけ どろぼう 

「いけね え、 いけね え、 貴様た ち は 火 放 泥棒で も 仕 兼 

ねま じき 乞食 坊主だろう、 昔の 高貴の 方と 一 緒の 気に 

なって、 神様へ 琵琶 を 奉納と いう 柄 じ やねえ、 そんな 

こと を 言い 言い、 社の 御 縁の下に 野宿で もしょうと い 

うた くらみだろう。 つい、 この間 も、 危ない ところ、 

もぐ 

乞食め が 潜り込んで、 煙草の 吸殻 を 落した ために、 火 

事 をし でかす ところだった。 乞食 琵琶なん ぞは サッサ 

とやめ て、 早く 出ろ、 早く 出ろ、 出ね えと これ だぞ」 

またしても 長い 竿で、 弁 信の 頭 をつつ きました。 

「弁 信さん、 出よう よ」 

茂太郎 は、 見兼ねて 促しました。 


「出ろ、 出ろ。 貴様た ち、 それほど 琵琶が 弾きたい な 

ら、 河原へ 行って、 思う存分 弾く とも 呶 鳴る ともす る 

がいい や。 そこ を 出る と 多摩川で、 その 近辺の 河原が 

ぶ ばいが わ ら 

分 倍 河原と いって、 古戦場の あとだ。 河原の 真中で 弾 

く 分に は、 誰も 文句 をい う もの はなかろう」 

社 人 は、 一 刻の 猶予 も 与えずに 追い立て るから、 弁 

信 も 詮方な く、 琵琶 を 抱いて 立ち上りました。 

しゃべ  たいらの こうごう のみやの すけつ ねま さ  ちくぶ しま 

弁 信の 喋 つ た 通り、 平 皇后 宫 亮 経 正 は、 竹 生 島 


で 琵琶 を 弾 じた 時に、 明 神が 感応 ましまして、 白 竜が 

袖に 現われた かも 知れない が、 弁 信が 六 所 明 神で 琵琶 

を 奉納す ると、 白 竜が 現われないで、 竹竿が 現われ ま 

した。 

その 竹竿に つっき 出された 二人 は、 これから 宿 中 を 

流して 歩こうと も 思いません。 また 宿 を 求めて 泊ろう 

とも 致しません。 わからずやの 社 人に 差 図 をされ た 通 

リ、 正直に 程遠から ぬ 分 倍 河原へ 出て しまいました。 

ここで 奉納の 曲の 残り を 語って しまい、 なお 夜 もす が 

ら 喋りつ づけ、 或いは 語りつ づける つもりと 見えます _ 

分 倍 河原へ 来て 見る と、 多摩川の 流れが 月 を 砕いて 


流れて います。 広い 河原に は、 ほとんど いっぱいに 月 

見 草の 花が 咲いて います。 遠く 水上に は、 秩父ゃ 甲 州 

お ま 

の 山が 朧 ろに 見える し、 対岸の 高く もない 山 や 林 も、 

墨絵の ように ぼかされ ています。 

「ここが 分 倍 河原と いうんだろう」 

むしろ 

蓆 を 巻いて 来た 茂太郎 は、 月見草の 中に 立って、 さ 

て どこへ 席 を 設けた もの かと 迷うて います。 

「ああ、 ここが 分 倍 河原で、 古戦場の あとなん だよ」 

弁 信 法師 はこう 言いました けれども、 その 古戦場の 

来歴 を 説明す るまでに は 至りません。 いかに 耳学問の 

早い 物識りの お喋り 坊主で も、 行く先、 行く先の 名所 


古蹟 を、 いちいち 明細に 説明して 聞かせる ほどの 知識 

は 持って いないの が あたりまえです。 

しかし、 二人の 立って いると ころ は、 いわゆる、 分 

倍 河原の 古戦場の 真中に 違いない ので、 そこ は 昔、 

ぐんば いがわら 

軍配 河原と となえられた ところで あります。 しかも、 

茂 太 郎が席 を 設けようかと 思案して いる あたりの 小さ 

な 二つの 塚 は、 俚俗に 首 塚、 胴 塚と となえられる 二つ 

じしょう 

の 塚であります。 治 承 四 年の 十月に は、 この あたりへ、 

つわもの くつ わ 

源 頼 朝が 召集した 関 八州の 兵 が 轡 を 並べ て 集まり 

に つたよ しさ だ 

ました。 新田 義貞が 鎌 倉 勢に 夜う ち を かけた の もこ こ 

であります。 頼 朝が ここに 集めた 関 八州の 兵 は、 総勢 


二十 八万騎 という こと だから、 かなりの 人数で ありま 

したろう。 義貞が 北 条勢を 相手に した 時 は、 太平 記に 

よると、 

r 義貞追 ひすが うて、 十万 余 騎を三 手に 分けて 三方 

とき  えしよう  あ わ 

ょリ 同じく 鬨を 作る、 入道 恵 性 驚きて 周章て 騒ぐ 処 

としま  かさい 

へ、 三 浦 兵 六 力 を 得て、 江戸、 豊島、 葛 西、 川 越、 

ばん どう  くもで わち が ひ 

坂 東の 八 平氏、 武 蔵の 七 党 を 七 手に なし、 蜘手、 輪 違、 

十文字に 攻めたり ける、 四 郎左近 太夫 大勢な りと 雖 

ち リぢリ  ひきし リぞ 

も、 一時に 破られて 散々 に、 鎌 倉 を さして 引退く」 

茂 太郎は 程よ きと ころへ 蓆 を 敷きました。 弁 信 は そ 

ごしょうだいじ 

の 上へ 乗って、 後生大事に 抱えて 来た 琵琶 を、 そっと 


さしおい てから、 きちんと 座 を 構える と、 つづいて 茂 

太郎が 前と 同じように 介 添 役 気取り で、 少し 前へ 避け 

て 坐り、 さて、 弁 信 は 再び おもむろに 琵琶の 調子 をし 

らべ にか かると、 

「茂ち やん」 

「何 だェ」 

「淋しい ねえ」 

「ああ」 

「何 か、 音が 聞え るよ」 

「何の 音が」 

くつ わ 

「 轡 の 音が 聞え るよ」 


茂 太郎は 何の 音 も 聞く ことがない のに、 弁 信 は 聞き 

耳 を 立てて、 撥 を 取り直そうと しません。 

「轡の 音が 聞え るよ」 

「どっちの 方から 聞え るの」 

「東の 方から」 

「噓 だろう、 東の 方から じ やない、 土の 下から 聞え る 

ん だろう」 

「いいえ、 東の 方から、 此方へ 向いて 轡の 音が 聞え る 

のよ」 

「弁 信さん、 そり やお 前の 気のせいだろう、 ここ は 昔 

いくさ  いくさ にん 

の 古戦場 だとい うから、 昔、 戦 をして 死んだ 軍人の 


魂が、 この 河原の 下に 埋まって いるんだろう、 その 軍 

人 や、 馬の 魂が、 お前の 耳に 聞え るのに 違いない」 

「なるほど、 そう 言われて みると …… この 川の 下流に 

に つ たよし おき 

あたって、 新田 義興 という 大将が 殺された 矢 ロノ 渡し 

ひづめ 

では、 どうかす ると 馬の 蹄の 足音が 不意に 聞え て、 

竜頭の 甲 を かぶった 大将の 姿が 現われる という こと 

を 聞きました。 茂 ちゃんの 言う 通り、 いま 聞え る あの 

くつ わ  おんりょう  しわざ 

轡 の 音 も、 昔 ここで 死んだ 軍人の 怨霊 の 仕業 かも 知 

れ ない、 それが 土の 下から 響いて 来る の を、 あたしの 

そらみみ 

空耳で 東の 方に 聞え るの かも 知れない」 

弁 信 はこう 言いました。 自分の 耳 を 疑った ことのな 


い 弁 信が、 かえ つ て 荒誕な 怨霊 説に 耳 を 傾ける のが 迷 

いでしょう。 

「そうだろう、 でも、 お前に 聞え る ものなら、 あたい 

にも 聞え そうな ものだねえ」 

「お待ちよ …… 何 か、 わたし は 気になって ならない」 

あ-こ J 

弁 信 は 見えぬ 眼に 四辺 を 見廻そう としたが、 四辺 を 

見廻した ところで、 前に 言う 通り、 ややもすれば 弁 信 

の 身の 丈よりも 高い 月見草が、 頭 を 出して いる 分 倍 河 

原に 過ぎません。 

「弁 信さん、 あたいが 悪かった、 たしかに 聞え るよ、 

たしかに、 あたいの 耳に も 馬の足 音が 聞え て 来たよ」 


その 時 坐って いた 茂太郎 が、 席 を 立ち上りました。 

子供と はいえ …… 、 立って みれば 月見草よりも 背が 

高い。 立って、 そうして 茂 太郎が 前後と 左右と、 遠近 

みとが 

と 高低と を 見廻した けれど、 月の 夜の 河原に 見咎め 得 

ベ きな にもの もありません。 

フ^、 えと ：：： 一 つ ：：： 一一つ ：：： 三つ ：：： 四つ ：：： 」 

弁 信 は 坐った ままで、 小声で 物の 数 を 読み はじめ ま 

した。 

「何 を 言って いるの、 弁 信さん」 

「五つ …… 六つ …… 七つ …… 八つ …… 」 

弁 信 はしき りに 数 を 読んで いる。 茂 太郎は それ を不 


審が つ ている うちに、 

「十 …… 十 一 …… 十二 …… 十三 …… 十四 …… 十五… 

—— 」 

で 終りました。 

「ああ、 これです つかり 腑に 落ちた。 茂ち やん、 馬の 

数 は 十五 だよ、 つまり 十五 人の 人が、 馬の 轡を 並べて 

東の 方から やって来 たんです よ。 夜中に 十五 人 も 馬 を 

並べ て 通る のが 只事で はない と 思って 考えて みたが、 

江戸の 侍た ちが 月見の 遠乗りに、 この 分 倍 河原 を さし 

て 来た ものでしょう。 今夜 は いざよいです からね」 

ところが この 十五 騎の 蹄の 音が やむ と 暫くた つ て、 


府中の 町が ひ つ くり 返る ような 騒ぎに なりました。 

けんけんごうごう ののし 

暄々 囂々 と 罵 る 声が 地に 満 つるの 有様です。 

一 年 一 度 行われる 関東 名物の 提灯 祭りの 夜 以外に は、 

絶えて ない ほどの 騒ぎが 持ち 上った の は、 まさしくい 

ま 乗 込んだ 十五 騎が 持ち込ん だものに 違いあります ま 

て い  やさが 

い。 事の 体 をよ く 見る と、 どうやら 全 町 を 挙げて 家 探 

しが 行われて いるよう です。 

騒ぎ、 驚き、 怖れ、 憂えて いる 人々 の 罵る 声 を 聞い 

てみ ると こうです。 世に はだい それた 奴が あれば ある 

もので、 江戸の あるお 大名の 奥方 を 盗み出して、 たし 

かに この 町 あたりまで 入り込んだ 形跡が あるよう で、 


江戸の 巿 中の 取締が 轡を 並べ て 追い かけて 来たと いう 

ことです。 いや、 それ は 奥方で はない、 お 部屋 様 だと 

いう 者 も ありました。 ともかくも 諸侯の 秘蔵の 寵者 

を 盗み出して、 連れて 逃げる という ことであって みれ 

ば 容易なら ぬ ことです。 

その 探索の 手に かかった 町民の 迷惑と いう もの もま 

た 容易な ものではありません。 泊り 合せた 旅人 どもの 

迷惑と いう もの も 容易な ものではありません。 まして 

きょうがく  ろうはい 

婦人の 驚愕 と 狼狽 は 見る も 気の毒な 有様。 

遥かに 離れて いると は 言いながら、 常の 人より は 三 

倍 も 五倍 も 勘の 鋭い 弁 信が、 その 騒ぎ を 聞きつ けない 


はずはありません。 

「茂ち やん」 

「何 だい」 

「府中の 町 は 今、 上 を 下への 大騒ぎ を やって いるね」 

「そうか 知ら」 

「何 か 大変が 出来た のに 違いない」 

「何だろう」 

二人 もまた 安き 心が なく、 自分た ちの 追われた 府中 

の 町 を ながめて、 茂 太郎は 立った まま、 弁 信 は 坐った 

ままで、 伸び 上って いる けれど、 その 騒ぎの 要領 を 得 

るに は 少し 離れ 過ぎて います。 


「いけない、 お 月 様まで 隠れて しまった、 さっきまで 

霽れて いた 空が、 すっかり 薄曇りに 曇って しまったよ、 

弁 信さん、 雨が 降りそう になって しまったよ」 

「琵琶 は 止めに しょう、 ね、 茂ち やん、 こんな 日に 無 

理を すると 悪い から」 

さすがの 弁 信 法師 も、 再三の 故障に 気 を 腐らして、 

琵琶 を 弾く の を 断念した ようです。 茂太郎 もまた それ 

が穏か だと 思いました。 弁 信 は せ つ かく 琵琶 を 弾く マ J 

と を 断念して、 静かに それ を 袋に 納めました。 


府中の 宿の この 大騒ぎの 避難者の 一 人に、 がんりき 

の 百 蔵が あります。 こういう 場合に おいて、 この 男 は 

避難ぶ りに おいても、 抜け駆けに おいても、 決して 人 

後に 落つ る もので はない。 手が 入った と 聞いて、 自分 

が 泊って いた 中屋の 二階から、 屋根 づたいに 姿 を くら 

ましたの は、 例によって 素迅 いもので、 もちろん、 あ 

きせる 

とに 煙管 一本で も、 足の つくよう な もの を 残して 置く 

ブ マな 真似 はしないで、 スヮと 立って、 スヮと 消えて 

しまった 鮮 かな 脱出ぶ リは、 手 にんった ものです。 

か お 

そうして、 まもなく すました 面 を、 日 野の 渡し守の 


小屋の 中へ 突き出して、 

「お爺さん」 

「はい、 はい」 

道中 師で 通って いるがん りきの 百 蔵 は、 ここの 渡し 

守のお やじと も疾 うからな じみで、 言葉 を かければ、 

響く ほどの 仲に な つ ている のです。 

渡し守の 小屋の 中へ 身 を 納めて、 土間に 燃えた 焚火 

の 前へ 腰 を かけ、 おもむろに 腰の 煙草 入 を 抜き取った 

時分に、 程遠から ぬ 街道の 騒動が、 渡し守の おやじの 

耳に 入って 来た ものです。 

「何 だい、 あり や、 えらく 騒がしい じ やねえ かな」 


寝て いたお やじが 起き直る と、 がんりき は、 さあら 

ぬ 面 をして、 

「お爺さん、 気をつけな、 府中の 宿 は 今、 上 を 下への 

大騒ぎ だぜ」 

「え、 府中の 宿が 上 を 下への 大騒ぎ だってな？ なる 

ほど、 馬で 人が 駆ける わな、 夜中に 馬で 飛ばす 騒ぎ は 

只事で は ござる めえ」 

おやじ は、 むつく りと 起きて 心配そう です。 悴の 

いくた リ 

家 は 府中の 町はずれ にあって、 幾人 かの 孫 も ある はず。 

「只事 じ やねえ、 府中の 町 を ひっくるめて、 一軒 別に 

家 さがしが 始ま つて るんだ ぜ」 


「へえ、 一軒 別に 家 さがし …… なんです、 泥棒です か、 

駆落です か」 

「さあ …… 」 

がんりき は 尋ねられて、 はじめて 当惑し ました。 実 

は、 脱出ぶ りの 迅 いの を 鼻に かけて、 ここへ 避難して 

来て はみ たもの の、 何者に 追われて 来た かと 聞かれる 

と 手 持 無沙汰です。 家 探しの 声 は 聞いた が、 何の 理由 

で、 何者の 手で 家 探しが 行われる の だか、 それ を 聞き 

洩らした の は 重大な 手落ち だ。 我ながら 気が 利いて 間 

が 抜けて いると、 がんりき は いささか 悄気て いると 親 

爺 は、 もう 提灯 を さげて、 


「それじゃ 親分 済みませんが、 今夜 は ひとっこ こに 

泊って いてお くんなさい まし、 わし はこれ から 宿 ま 

で 様子 を 見に 行って 来ます から」 

おやじ はがんり きに 留守の 小屋 を 託して、 渡し守の 

小屋 を 出て 行って しまいました。 

日 野の 渡しの 渡し守の 小屋 は、 江戸 名所 図会に ある 

通りの 天地 根元 造りです。 この 天地 根元 造りへ ひとり 

納まった がんりき は、 結句 これ をい い 都合に 心得て、 

焚火の 前に はだか リ ながら 思わず 見上げる と、 鼻の さ 

き に 弁慶が 吊り下げ てあります。 

あゆ はや うなぎ 

その 弁慶に は 焼いて 串に さした 鮎、 鮑、 鰻の 類が 


累々 とさし こんで ある。 がんりき は 手 を 伸ばして 鮎 を 

一 串 抜き取って、 少しば かり 火に かざして 炙って みる 

と、 濁りで もい いから 一杯 飲みた くな りました。 

酒 はお やじの 蓄え を 知っている。 自在に つるした 鉄 

瓶も燜 のし ごろに 沸いて いる。 左の 手 を 上手に あし 

ら つて 少しば かり 働いて、 それから、 さいぜん 親爺が 

寝て いた 空 俵の 畳へ みこし を 据えて しまって、 燜の出 

来る の を 待って いるう ちに、 何 か 思い出して、 

「南条 先生 も、 ずいぶん 人が 悪い や」 

とつぶ やいて ニヤ リと 笑う。 

てじゃく 

それから 手酌で、 一 ぱい 二 はいと 重ねてい るう ちに 


いい 心 持に なって、 そのまま、 うとうとと いど 寝 を は 

じめ てし まいました。 いっか 知らない うちに、 おやじ 

の 寝床に もぐり 込んで 一夜 を 明して しまったが、 夜中 

にお やじの 帰った 様子 もな し、 焚火に くべ てあつた 松 

しき  けんびし 

の 切株が 頻りに 煙 を 立てて、 剣菱の 天井から 白々 と 夜 

の 明け初め たのが わかります。 

何 かしら、 昨夜、 この 男、 相当の いい 夢で も 見た も 

のか、 寝起きの 機嫌が それほど 悪く はなく、 

「 南条 先生 も 人が 悪い が、 がんりき をがん リ きと 見込 

んで、 けし かけるな んぞは 隅に は 置け ねえ」 

しきりに 南条 なにがしが 口頭に 上って くるの は、 そ 


の 以前、 相模野 街道で 南条 なにがしから、 がんりきの 

そその 

百 蔵が こういって 唆 かされた ことがある、 「よろしい、 

それで は 貴様に 知恵 をつ けて やろう。 ほかで もない が、 

相手 は 出 羽の 庄 内で 十四 万 石の 酒 井 左 衛門尉 だ、 今、 

江戸 市中の 取締り をして いるの が 酒 井の 手で ある こと 

は 貴様 も 知ってい るだろう、 我々 にと つて、 その 酒 井 

が 苦手である こと も 貴様 は 知ってい るだろう、 酒 井 は 

我々 の 根 を 絶ち、 葉 を 枯らそうと している、 我々 はま 

た そこにつ け 込んで、 酒 井 を 焦らそうと している、 そ 

の 辺の 魂胆 はま だ 貴様に はわ かるまい、 わかって もら 

う 必要 もな い の だが、 貴様の 今に 始めぬ 色師 自慢から 


ごちょう あい  こうむ 

思いつい たの は、 酒 井 左衛門 尉の 御 寵愛 を 蒙った 

尤物が、 いま 宿 下り をして 遊んで いる こと だ、 それ は 

佐 内 町の 伊豆 甚 という 質屋の 娘で、 酒 井家に 屋敷 奉公 

をして いるう ち、 殿に 思われて、 お 手が ついて、 お 部 

屋 様に 出世 をして、 当時 は ある 事情の もとに 宿 下りの 

身分で あると いう 一件 だ、 その 名 はお 柳と いう。 これ 

だけの こと を 聞かせて やる から、 あと は 貴様の 思うよ 

うにして みろ」 —— こういって 猫の 前へ 鰹節 を 出した 

のが、 今い う、 その 南条 先生なる ものの 言い草で ある。 

この 南条 という 男、 ある 時 は 慨世の 国士の ように 見え、 

ある 時 はてんで 桁に 合わない こと を 言い出して、 掠奪 


や 誘拐 を 朝飯前の 仕事の ようにい つての ける。 勧める 

のに 事 を 欠いて、 がんりきの 百 蔵と いう やくざ 者に こ 

んな こと を 勧める の は、 油紙へ 火 をつ ける ような もの 

で、 ただでさえ も、 そういう こと を やりたくて、 やり 

たくて、 むずむず している 男に 向って、 こういって 筋 

を 引いた から 堪っ たもので はない。 「先生、 がんりき 

を 見込んで、 そう おっしゃって 下さる の は 有難え」— 

きょ うえ つ 

I 手 を 額に して 恐悦した の はつ い 先頃の ことです。 

今や、 その 仕事に とりかかろ うとして、 しきりに 思 出 

し 笑い をして いると ころへ、 夜前の 渡し守が 帰って来 

ました。 


「親方、 お 留守 を 有難う ございました、 いやはや、 昨 

晚は 話より 大騒ぎで したよ」 

その 時がん りき は、 もう 起き 上って 火 を 焚きつ けて 

いました。 

そこで がんりき はな にげなく、 

「お爺さん、 騒ぎと いうの は 何だった ね」 

「乱暴な 奴 も あれば ある もので、 あるお 大名の 殿様の 

お 妾 を 盗み出して 逃げた 奴が あるんだ そうです よ」 

「え •：•： 」 

「お 江戸から、 その 殿様のお 妾 を 盗んで 来て、 なんで 

も、 たしかに この 府中のう ちに 泊った にちがいないと 


睨まれたん だそう でが す」 

「ナ 二、 何 だって」 

「それ をお 前さん、 あとから 追い かけて きたもん でが 

す、 何しろ、 殿様の 御 威勢です からね、 二十 人ば かり 

のお 侍が 馬 を 飛ばせて 江戸から、 これへ 追い かけて 来 

たんだ そうで …… 」 

「ま、 待って くれ。 してみ ると 昨晩の 家 さがしと いう 

の は、 泥棒 や 火つ けと いうよう な もの じゃあなかった 

ん だね」 

「どういた して、 殿様のお 妾なん です、 お 大名のお 部 

屋様を 連れ出した 奴が あ つたんだ そうでが すから」 


おおごと 

「そいつ は なかなか 大事だった …… 」 

さいもん 

「大事に もなん にも、 浄瑠璃 や 祭文で 聞く お 半と 長 右 

衛 門が 逃げ出し たのなん ぞ より 事が 大き い でが すから、 

町の 役人た ち も 騒ぎました」 

「やれやれ」 

ここまで 聞いて みると、 どうやら、 がんりきの 胸が 

そその 

穏 かで なくなりました。 大名のお 部屋 様を嗾 かして 

来たと いう、 だい それた 色師の 腕が 憎い と、 そういう 

かたき 

ところに 妙な 反抗 心 を 持つ この 男 は、 その 憎い 仇の 

面 を 見て やりた くなる 心 持で、 

とつ  いろが たき 

「そうして、 お爺さん、 その 色 敵 は 首尾よく つかまつ 


たの かえ」 

「ところが、 つかまら ねえんで がす、 たしかに この 府 

中の 町へ 入つ たはず な のが、 どこ を どうして 逃げた か、 

ゆくえ 

い つ こう 行方が わからな くな つ てし まい ましたんで」 

「おやおや」 

お お 

がんりき として は、 首尾よく 逃げ 了せ た その 果報者 

をます ます 憎い 者に 思って、 また 一 面に は、 さがしに 

ふ が い  あざけ 

来た やつらの 腑甲斐な さ を、 腹のう ちで 嘲 つていた が、 

むしよ ■ つ 

なんだか 腹の 中が 無性に 穏か でない。 

「それで 何 かえ、 そのお 妾 を 盗まれた という 殿様 は 

いったい、 どこの 何とい う 殿様 だか、 それ を 聞いて 来 


なすった か」 

「それが、 その 酒 井 様の …… 」 

「ナ 二、 酒 井 様？」 

「ええ、 出 羽の 庄 内の 酒 井 様」 

「何 だ つ て」 

がんりきが 飛び 上った の は、 よくよく 胸に こたえる 

ものが あ つ たと 見えます。 

「ええ、 出 羽の 庄 内で 十四 万 石、 酒 井 左 衛門尉 様のお 

手が ついた お 部屋 様 を、 悪者が 盗み出して、 そうして、 

この 甲 州 街道 を 逃げた という ことです よ」 

「やい、 ばかにするな、 そのこと なら おれが 知って る 


んだ」 

がんりき は 眼の 色 を 変えて 飛び出 そうとす るから、 

渡し守の おやじが 呆気に とられて、 

「親方、 お前さん、 それ を 知って おいでな さる？」 

「知って ると も。 知らな けり や、 どうして こんな こと 

が 聞いて いられる と 思う、 ばかばかしい にも 程が あつ 

たもんだ、 昨夜 も それ を 考えて、 ひとりで 思 出し 笑い 

をして いた 奴 は どこに いる、 先手を打 たれて 眼の 前で 

騒がれな が ら、 いい 心 持で どぶろく を 飲んで いり や あ 

天下 は 泰平 だ、 面 を 洗って 出直さな けり や あ、 とても 

明るい 日の 下 を 歩け る わけの もの じ やねえ」 


こういって、 がんりきの 百 蔵 は 道中 差 をつ き 差す と 

共に、 小屋の 外へ 飛び出して、 いきなり 多摩川の 流れ 

で、 ゴシ ゴシと 自分の 面 を 洗い はじめました。 

十 一 

やや 暫くあって、 村 山 街道の 方面から、 八幡 太郎の 

けやきな みき 

櫸 並木 を、 なにく わぬ 面 をして、 府中の 町へ 入り込 も 

うとす るがん リ きの 百 蔵 を 見る ことができます。 

多摩川べ りから 大 廻りに 廻って、 宵に 逃げ出した あ 

ぶないと ころへ、 再び 足 を 踏み入れよう とする この 男 


の 心の中 は、 渡し守から 聞かされた 昨夜の 事件の 内容 

で、 自分ながら 呆気に 取られる と共に、 むらむらと 例 

によ つての 功名心に 油が 乗り、 わざわざ こうして 取つ 

て 返した もので、 取って返した 以上 は、 必ずし るし を 

挙げて、 我ながら 気の 利いて 間の 抜けた 昨夜の しくじ 

り を 取り返そう という 自信の ほどが、 鼻の 先にう ごめ 

いている。 

わらじ  さいさき 

「いけね え、 草鞋が 切れち やった、 幸 先が よくね え や、 

ちえ ッ」 

八幡 太 郎の櫸 並木のと つっきで、 草鞋の ちの 切れた 

の を 舌打ちして 忌々 しがった が、 まだ 夜明け 時分で は 


あり、 近いと ころに 店 もな し、 当惑して 見廻す と、 馬 

頭 観音の ささやか なお 堂の 前につ るして あるの が 奉納 

の 草鞋です。 

「これ、 これ、 これ を 御 無心 申す こと だ」 

といって 百 蔵 は、 堂の 前へ やって来て、 自分の 草鞋 を 

脱ぎ捨て、 奉納の 草鞋 を 抜き取り、 それに 紐 を 通して、 

例の 片手で 器用に 穿いて しまう と、 何と 思った か、 そ 

のま ま 立たないで、 堂の 戸前へ 腰 を 卸し、 

「いつ 見ても、 この 櫸 並木 はたい した もの だ、 八幡 太 

郎が 奥州 征伐の 時に 植えた という こと だが、 八幡 太郎 

は 今から 何年ぐ らい 前の 人 だか 知らね えが、 まあ、 ざつ 


と 千年 も 経つ かな、 見たところ、 千年 は 経つまい がな、 

ぞうし  や 

何しろ、 櫸 として は 珍しい 方 だ。 雑司ケ 谷の 鬼子 母 神 

の櫸 が、 また かなりの 大木 だ。 そのほか 一 本 立ちなら 

ば 随分 あっち こっちに 大木 は あるに は ある。 いったい、 

けやき 

関東で も、 この辺の 地味 は櫸 にい いんだろう。 そう 

かみがた 

いえば 上方へ 行つ ちゃ、 あんまり 櫸の 大木と いうの を 

見た ことが ねえ …… そり やそうと、 これから この 櫸並 

木 を 通って 府中の 宿 へ 入り込む と、 さて、 どういう ふ 

うに 当り をつ けて みた もの かな。 いったい、 おれが い 

ろい ろ 考えて みると、 お 役人の 力で 軒別に 家 さがし を 

して、 それで わからね えものが、 おれが こうして、 ぶ 


ら りと 飛び込んで みて 当りの つく はず もね えの だが、 

さて、 いったん 府中の 町へ 入り込んで 逃げた とすれば 

どこ だ、 どこ を ど つちへ 行けば うまく 逃げ果せ るか。 

ここ を こ つちへ 行けば 逃げ 損う という こと は、 ちゃん 

とおれが 心得て いる、 その 心得で 考えて みても、 どう 

もこの 悪者 はま だ 府中の 宿 を 離れて はいね えと、 こう 

睨んだ の だ、 つまり 酒 井 様のお 手の ついた 別嬪 を つれ 

出した 奴が、 ほんとう にこの 府中の 町へ 逃げ込んだ も 

のと すれば、 そうして 昨晚 つかまらなかった のが 本当 

だと すれば、 これ はま だてつ きりこの 府中の 町の どこ 

かに 隠れて いる。 隠れて いて、 ほ とぼりの 冷めた 時分 


に、 連れ出そう という 寸法に きまって いる。 そんなら 

ば、 広く もね えこの 府中の 町の 中の どこに、 その だい 

それたい たずら 者が 隠れて いるの か、 そこが 問題 だテ。 

くろうと 

そこの 見当が、 玄人で なくつ ちゃ あちよ つと 附き にく 

かろう。 ところで がんりきの 鑑定 をい つてみ ると こう 

だ …… これ はつ まリ、 あの 六 所 明 神の 社の 中に 何 か 仕 

掛 があって、 神主の なかに ダルな 奴が あるん じ やねえ 

かな、 六 所 明 神は武 蔵の 国の 総社で、 なかなか けんし 

きがある、 守護 不入 てえ ことにな つてい ると 聞いた が、 

そこ だ！」 

がんりきの 百 は、 この 時したり 面に、 ボンと 自分の 


膝 を 打って、 櫸 並木から 六 所 明 神の 森 を ながめた もの 

です。 果して この ロク でな しの 鑑定が 当ってい るか ど 

うか は 知らず、 当人 は、 いっぱし 睨みの 利いた つもり 

で、 武 蔵の 国の 総社 六 所 明 神 を 向う に 廻し、 一 合戦 を 

する 覚悟の 色 を 現わして、 小鼻 を うごめかしながら 立 

ち 上る 拍子に、 どうした もの かよろ よろ とよろ けて、 

あぶない 足 を 踏み締め ると、 これ はしたり、 自分の 

風 合羽の 裾が お 堂の 根太に ひ つか かってい る。 

「ちえつ」 

苦い 面 をして、 それ を はずしに かかって、 思わず 面 

の 色 を 変えました。 


合羽の 裾が 何 かに ひっかかって、 それで 足 をす くわ 

れ たものと、 いまいま しがって 外しに かかる と、 

「おや？」 

といって 百の 面の 色が 変った の は、 単に 出 そこなった 

釘の 頭 や、 材木の そそ くれに ひっかか つたので はない、 

刀の 小柄で 念入りに ピンと、 その 合羽の 裾が 根太へ 縫 

い つけられて あった からです。 

「誰 だい、 こリゃ あ」 

どぎ も 

さすがの やくざ 者 も、 これに は 少しば かり 度 肝 を 抜 

うちょうてん 

かれました。 自分が 有頂天に なって、 六 所 明 神 を 向う 

に 廻しての 策戦 を 考えて いるう ちに、 後ろに いてこう 


いうた ちの 悪い いたずら をした 奴が ある。 それ をう つ 

かリ 気がつかずに 引 張り込まれた なぞ は、 返す返す も 

ドジ だ。 昨夜の 逃げ出し 以来、 どうもがん りきの 風向 

きが 悪い と、 自分ながら 業が 煮えて、 

「誰 だい、 こんな 悪戯 をした の は」 

抜き取った 小柄 を 手に して、 堂の 後ろ を 見込んで 呼 

びかけ てみ たが、 がんりきの 心 持で は、 こういう 悪戯 

をす る 奴 は ほかに はない、 七 兵衛の 奴が 後ろに 隠れて 

いて やった のにき まっている、 一杯食わされ たなと い 

う 心 持で 呼んで みたので すが、 

「がんりき」 


といって、 物騒がずに 堂の 後ろから 姿 を 現わした の は、 

意外に も 七兵衛 ではありません。 形 こそ 七 兵衛に 似た 

ような 旅人の 風 はして いるが、 第一 、七 兵 衛ょリ は 物々 

しい 声であって、 全く 七 兵 衛とは 別人に 相違ない から、 

ここで もがん りきの 百が 見当 外れで、 

「え •：•： 」 

「どう だ、 がんりき、 おれ を 知って るか」 

といって、 笠の 紐へ 手 を かけて、 そろそろと 出て 来 ま 

した。 

「や あ、 あなた 様 は …… そうだ、 水 戸の 山 崎 先生で ご 

ざい ましたな」 


「うむ、 驚いたろう」 

「全く 驚き ましたね、 わつ し はまた、 てっきり 七兵衛 

の 奴とば かり 思って いた ものです からな。 先生、 なか 

なかお 人が 悪い、 時節柄で すから、 ずいぶん 驚いて し 

まい ましたよ、 どうかお 手 柔らかに お願い 致したい も 

ので ございます」 

「別段、 貴様 をお どかして みるつ もり もなかつ たの だ 

が、 張って おいた 網に 貴様の 方から ひっかか つたよう 

な もの だから、 ふしょう しろ。 実は、 もう 少し 大物 を 

引っかける つもりで 張った 網 だが、 いやな みそさざい 

がひつ かかった ので、 おれ も 少し うんざりして いるの 


だ」 

「みそさざい は 恐れ入りました」 

「ところで、 がんりき、 おれが こうして 網 を 張って い 

る わけ も、 また 貴様が こうして、 あぶない ところへ 近 

寄りたがる わけ も、 大概 はわ かってい る はず だが、 こ 

こで 計らず、 二人が めぐりあ つたの は、 六 所 明 神のお 

引合 わせ かも 知れない ぞ」 

「どう致しまして」 

がんりき は 額へ 手 を 当てて 苦笑いし ました。 今まで 

自分 は 南条、 五十嵐の 方の 手先 をつ とめて、 この 山 崎 

I この 人 はもと 新撰 組の 一 人で 水 戸の 浪士、 香 取 流 


の 棒 をよ くつ かう 人 —— に楣を 突いて 来たので、 この 

山 崎に は 七 兵 衛が附 いて、 おた がいに 張り合って 来た 

のです が、 ここで 苦手に とっつかまって は、 苦笑いが 

とまらない。 

「がんりき、 昨夜の あのいた ずら は 誰の 仕事 だ、 貴様 

はよ く 知つ ている だろう な、 知らないと は 言わ せんぞ _ 

あれ は南条 力と 五十嵐 某 らの 浪人 どもが 企 んで、 

伊豆 甚の娘 を 盗み出して 逃げた ものに 相違 あるまい。 

多分、 貴様 あたりが その 手引 をした ものと 睨んで いる _ 

どう だ、 真直ぐ にいって しまえ、 どっちへ 逃げた か、 

は つ きり 

それとも どこへ 隠した か、 てつと り 早く 明白と いって 


しまえ」 

山 崎 譲 は グッと 近く 寄って 来て、 小柄 を 持って いる 

がんりきの 小手 を、 しっかりと つかまえて しまい まし 

た。 

「その 事、 その 事なん でございます、 実はがん リ きも 

その 事で、 出し抜かれたん でございます からな あ」 

何 を か 言い わけ をしょう とする の を、 山 崎 は 許す ま 

じき 色で 手首 を 持つ て 引き寄せました。 

がんりきの 百 蔵 も、 この 人に とっつかまって は弱リ 

きってい るの を、 山 崎 はグン ダンと 引 張って、 

「がんりき、 貴様 はこの 間、 南条 なにがしの 案内 をし 


て 相模野 街道 を 南へ 歩いて いたそう だが、 あれ は どこ 

へ 行った の だ」 

「白状して しまい ますから、 どうか、 そう 強く 手 を 引 

張らない ようにして いただきたい ものです、 片一方し 

かないがん りきの 手が もげて しまう と、 かけがえ がね 

えんで ございます」 

がんりきの 痛そう な 面 を 見て、 山 崎 は 引 張って いた 

手 を ゆるめて、 

「うむ、 素直に 言って しまえよ」 

「素直に 申し上げ るまで も ございません、 あれ は、 た 

あいのね えこと なんです、 ほんの 道連れに なった だけ 


の もので ございます」 

「まだ トボ けて いるな」 

「お待ち 下さい、 私の方ではた あいのない ことなんで 

おもわ く 

すが、 先方 様の 思惑のと ころ はわ かりません、 ただ 

ちょっとした 縁で 道づれ になって、 その 道筋の 案内 を 

少しば かりして 上げた ような もので ございます」 

「その 案内の 道筋と いうの は、 どっちの 方角だった」 

「それ は …… その、 八 王子から 平 塚 街道 を 厚木の 方へ 

出る 道 をたず ねられた ものです から、 その 案内 をして 

上げました」 

「いや、 そうで は あるまい、 貴様 は南条 なにがしの 手 


おぎの やまな か 

引 をして、 荻 野 山中の 大久保 長 門 守の 城下へ 入り込ん 

だのだろう」 

「ええ、 それ は 違います」 

「違う はず はない、 白 を 切る と 承知 せんぞ」 

「違います、 あの方 は 果して 厚木へ おいでになつ たか、 

それとも 荻 野 山中の 大久保 様の 御城 下と やら へお いで 

になった か、 そのこと は 一向 存じません が、 かく 申す 

いとま ご 

がんりき は 途中から お 暇乞い をして、 八 王子へ 出て 

参った に 相違 ございません」 

「がんりき、 貴様 は、 南条、 五十嵐の 一 味が 容易なら 

ぬ 陰謀 を 企てて いる こと を 知って 彼等に 加担して いる 


のか、 知らず して 働いて いるの か」 

「どう致しまして、 あの 先生方が、 どういう 大望 を 企 

てて、 どういう 陰謀 をめ ぐらして いるの だか、 私共に 

はそんな こと はわ かりません、 出た とこ 勝負で、 頼ま 

れる ままに いい 気になって、 附 いたり 離れたり してい 

るまでで， > /ざ います」 

「そうすると 貴様 は、 あの 者 共の ダシに 使われて いる 

だけ だな」 

「そうで ございます とも、 ダシに 使われて いる だけの 

罪の ねえので ございま すから、 どうかお 手 柔らかに 願 

いたいんで ございます。 いや、 あの 南条 先生と きて は、 


あれで けっこう 人が 悪 いんだ からな。 さりと て、 今度 

のこと は あんまり 人 を ダシに 使い過ぎら あ」 

「うむ、 ダシに 使われて いると 知ったら、 それ を 出し 

抜いて、 裏を搔 いて やる 気に はなら ないか」 

「そういう 芸当 は、 大好き なんです がね、 何しろ、 あ 

ちらと こちらと では 役者が 違います からな あ」 

といって、 がんりきが ポ カンと 口 を あいて 見せた の は、 

かなり 人 を 食った 振舞です。 山 崎 はなん と 思った かが 

んリ きの 手 を 放して、 

「よし、 それで はがんり き、 もし 貴様が 南条、 五十嵐 

の 方で 買収され ているなら、 こっちで もう 一割 高く 


買って やろうで はない か。 先方の 後 立て はたかの 知れ 

た 大名、 こっち は 二百 五十 年来、 日本 を 治めて 来た 八 

百万 石の 将軍家のお 味方 だ。 ともかくも こっちへ 来い、 

人目の ない ところで、 もう 一応、 貴様 を 吟味して みた 

り、 また 貴様の 手 を 借りて みたい と 思う こと も あるの 

だ」 

といって 山 崎 譲 は、 がんりきの 手から 小柄 を 取り戻し、 

百 蔵 を-促して、 六 所 明 神の 森の 方へ 歩き 出す と、 がん 

リ きもい やい やながら、 それに 従わない わけに は ゆき 

ません。 


十二 

しののめ 

吉 原の 万 字楼の 東雲の 部屋に、 夜明け 方、 宇津木 兵 

らんとう  もと 

馬 は ひとり 起き直って、 蘭燈の 下に、 その 小指の 傷 を 

巻き 直して います。 

この 傷が、 妙に ピリ ピリと 痛んで 眠られない のです。 

傷が 痛む だけで はない、 良心が 痛む のでしょう。 

「起きて いら つし やる の」 

障子 を 半ば 開いて 笑顔 を 見せた 女。 

「ああ、 眠れない から」 

兵禹は 正直に 答えました。 そうすると 女 は、 うちか 


け を 引いて 中へ 入って 来て、 

「お 怪我 をな さった の」 

「少しば かり」 

「どこです か」 

「この 小指」 

兵馬 は 巻き かけた 右の 手の 小指 を、 女の 眼の 前に 突 

き 出す と、 

「まあ」 

まゆね 

と 女 は 美しい 眉 根 を 寄せて、 

「痛みます か、 どうして こんな 怪我 をなさい ました」 

「この間 あると ころで」 


「お転びに なった のです か」 

「いいえ」 

「それで は 戸の 間へ、 はさまれた のでしょう、 あれ は 

あぶない ものです」 

「そうで もありません」 

「巻いて 上げましょう」 

なじみ 

女 —— この 兵馬の 馴染に なって いる 万 字楼の 東雲 は、 

兵馬の 手から 繃帯の 一端 を 受取って、 軟らかな 手で 結 

び はじめました。 

「宇津木さん」 

手際よ く 繃帯 を 巻きながら 女 は、 やさしく 問い かけ 


ますと、 

「可 ひす」 

「あなた は、 隠して いらっしゃ いますね」 

「何 を」 

「何 をと おっしゃって、 あなた、 このお 怪我 は、 ただ 

のお 怪我ではありません」 

「ただの 怪我で ない と は？」 

「よく 存じて おります よ、 あなた 様のお 連れの 方々 の 

うわさ 

お 噂で は、 あなた はお 若い けれども、 たいそう 武芸が 

お出来な さるそう では ございま せんか」 

「なにも、 出来 はしない よ」 


「いいえ、 お出来に なること はよ くわ かってい ます、 

その あなた 様が、 たとい、 これ だけにしても、 手傷 を 

お負いになる の は、 よくよくの ことで ございます」 

「そういう わけで はない の だ」 

「ほほ、 そういう わけと おっしゃっても、 まだ その わ 

け を 言わない じゃありません か、 あたし、 最初から、 

あなた 様の 御 様子のお かしい こと を、 ちゃんと 見て お 

リ ました」 

「ふむ」 

「あなた は 斬 合い をな すって おいでにな つたので しょ 

う、 あなた ほどの 方です から、 きっと 先の 人 を 斬って 


おしまい になって、 その 時に 受けた 手傷が これなん で 

しょう、 わたし はそう 思います」 

「そうで はない、 ちょっとした 怪我 だ」 

兵馬 は 極めて 怪しい 打消し をす ると、 女 はこの 怪我 

をした 指先 を、 ちょっと 握って、 

「にくらしい」 

「ああ 痛ッ」 

兵馬 はほんと うに 痛 か つたので す。 

かたき 

「弱い 人です ね、 そんな ことで は 仇 は 討てません よ」 

東雲 は あやなす ようにい つたの を、 兵馬 はかえ つて 

意味 深く 聞いて、 


「全く •：•： 」 

おもて 

東雲 はしげ しげと 兵馬の 面 を 見直しました。 この 

女 は 兵馬が 仇 を 持つ 身で ある こと を、 まだ 知らないの 

です。 

「それで は 隠さずに いってし まおう、 いかにも この 傷 

は 人から 受けた 傷な の だ、 しかし、 斬 合い をして 斬ら 

れた 傷で はない、 人から 打 たれた 傷な の だ …… 傷 は 僅 

かながら、 残念で たまらな いのは、 受けな く ともよい 

傷 を、 無理に 受けた ようになる 鍛練の 未熟が 恥 かしい 

のじ や」 

兵馬 は 心から 残念が つて、 その 時の こと を 眼に 見る 


ように 思います。 

尺八 を 持って 月下に さまよう ていた 人。 それ を 普通 

の 虚無僧 だと 思って、 その 右 を 通り抜けよ うとした 時 

に、 その 虚無僧が 尺八 を 振り上げて、 風 を 切って 打ち 

こんで 来たの を、 かわす に はか わした が、 充分に かわ 

しきれないで、 この 指先 を 砕かれた。 その 不 鍛練が 今 

になっても 恥 かしい。 相手の 虚無僧の 只者で ない こと 

が 思われて ならぬ。 それ故に、 この 傷が 一層 痛んで 寝 

られ ない。 それともう 一 つ …… 兵馬 は 改めて 女に 向い 

いと まじめに、 

「今日は 暇乞いの つもりで 来ました。 それにつ いて、 


そなたへ 打明けての お願いが ある、 とりあえず ここへ 

きんす  わ し 

僅かながら 金子 を 持参 致した、 拙者の 帰る まで、 五日 

か 長くて 十日の 間、 これ を そなたに 預 つてお いて もら 

いたい、 それと 共に、 その 間 は そなたの 身に 変り のな 

きしょ ラ 

いように、 そなた はこの 万 字楼を 動かない ように 起請 

をしても らいたい の だ」 

ふとん 

といって 兵馬 は、 蒲団の 下に 置いた 一 包の 金子 を 取り 

出して、 東雲の 前に 置きました。 

「まあ、 足 もとから 鳥の 立つ ように。 旅に お出かけな 

さるので すか …… そうして このお 金 を、 わたしに 預か 

れ とお つし やる の は？」 


「かねがね 話しても おきました 通リ」 

兵馬 は 思い切って 語り 出で ようとす る 時、 廊下に 人 

の 歩む 音が あって、 

「東雲さん、 東雲さん」 

「はい」 

その 声 を 聞く と 女が、 そわそわと 立ち上り、 

「少しの 間、 待って いて 下さい」 

に つ こりと 愛嬌 を 見せて 行つ てし まいました。 

その 翌日、 結束して 江戸 を 離れて、 例の 甲 州 街道の 

真中に 立った 宇津木 兵馬。 


今夜 こそ は、 と 思い切って 出かけて みたが、 宵のう 

ち は 人に 妨げられ、 ようやく 打 解けて 物語りに かかろ 

うとす る 時、 また 人に 呼ばれて 女 は 行って しまった。 

そのまま、 ついに 思い を 遂げず して 楼を 出た の は 昨夜 

のこと。 

それが いかにも 残り惜し いので ある。 とはいえ、 も 

う 自分が あの 女 を 人手に 渡したくない という 心 は、 よ 

く 通じてい る はずで ある。 されば こそ 女の手 許に 預け 

た 一 包の 金、 事情 は語リ 残した けれども、 それが 何 を 

意味しての 金 だか、 女が 充分に 推量して いる、 と 兵馬 

は、 それ を 自ら 慰めつつ、 歩く ともなく 歩いて いるの 


です。 

その 時、 女に 預けた 金。 どうして 彼 は 今の 浪々 の少 

年の 身で それ を 得た か。 それ はま さしく 南条 力の 手 か 

ら 出で たもの。 

南条カ は、 絶えず 自分の 仕事の 邪魔者で ある 山 崎 譲 

を 亡き ものにし たいと 思って いる。 南 条の心 持で は、 

あえて 山 崎 一人 を 敵と する ので はない けれど、 この 男 

あるが ために、 ややもすれば 大事の 裏 を かかれようと 

そその 

する。 それが 苦手で、 ついに 宇津木 兵馬 を 唆 かした。 

兵馬 とても、 理由な しに 唆 かされて、 それに 応ずる 

ほどの 愚か者で なし、 ことに 山 崎 は 京都に いた 時分に 


は、 同じ 壬 生の 新撰 組で、 同じ 釜の 飯 を 食った 人で あ 

る。 唆 かされて 討つ 気になる ほど 兵馬もう つけ 者で は 

ない はずな のに、 ついに それ を 引受けて しまったの は 

はま 

誰の ためで もない 女の ためです。 知らず 識らず 陥り 込 

んだ 女が、 他し 人の 手に 身受けされ ようとす る 噂 を 聞 

き 込んで、 矢も楣 もた まらずに、 彼 は 南条の 勧誘に 従 

いました。 そうして 彼 は、 四 谷の 大木 戸に 待 受けて 山 

崎 を 斬った のです …… ところが それ は 当の 相手で はな 

くて、 名もない、 罪 もない、 飛脚の 男であった。 兵馬 

ざんき  はんもん  かお 

は 慚愧と 煩悶と を 重ねて、 もはや 南条に 合わす 面 はな 

いと 思い込んで いたのに、 南 条の方 は 案外 磊落で、 兵 


馬に 力 をつ けて、 もう 一遍 やれと いう。 山 崎 はい ま 甲 

州 街道 を 上って いる。 多分 駒 木 野の 関 以東の いずれ か 

で 彼の 姿 を 見出す に違いない、 といって 兵馬に 一封の 

金 を 与えた。 昨夜 吉 原へ 携えて 来たの は その 金です。 

ここ 数日の 間に 山 崎 を 斬って しまえば、 かの 女 を 自由 

の 身に する だけの 融通 は、 南条の 手で 保障が ついてい 

ると 見て よい。 

兵馬 はこうして、 山 崎 譲 を 斬りに 行く。 彼 を 斬る こ 

と は 必ずしも 難事と は 思って いないが、 彼 を 斬る の理 

由 を 見出す ことに 苦しんで いるので す。 意義の ない 仕 

事に は 必ず 苦悶が ある。 いかに 有利な 条件 も、 その 苦 


悶を 救う に 足らな いこと に 悩まされ ている。 

頭 を 挙げて 見る と、 秋の 武蔵 野に は 大気が 爽やかに 

流れて、 遥かに 秩 父の 連山。 その 山々 を 数えて 見る と、 

みたけさん 

武 州の 御岳山。 

そこで 流した 兄の 血潮 はま だ 乾いて はいない のに、 

さしお 

その 恨み は 決して 消えて はいない のに、 それ を 差 措い 

て、 自分 は 今、 意趣 も 恨み もない 人 を 斬ろうと して 行 

くの だ。 兵馬 は 浅ましく 思って、 われと 自分の 胸 を 強 

く 打ちました。 

ひあし 

宇津木 兵馬 は、 まだ 日脚の あるのに 府中の 町へ 入る 

さる わたりし 

と、 そのまま 六 所 明 神の 神主 猿 渡 氏の 邸 を 叩きます。 


猿 渡 氏の 家 は、 兵馬に とって は 旧知の 関係が あって、 

兵馬 の 不意 の 来訪 を 喜び、 それから それと 話が 尽き ま 

せんでした。 

そのうちに、 このごろ は 世の中が 物騒で、 この 界隈 

も穏 かで ないから、 今 この 社務所で も、 若い者 だの、 

剣術の 出来る 人 だの を 十 余人 も 頼んで あって、 警護 を 

怠らない という こと も ありました。 六 所 明 神 は 所領の 

高 も 少なく はない。 猿 渡 氏 もなかな か 裕福 を 以て 聞え 

た 家です から、 その 用心 ももつ ともと 思います。 

風呂に 入り、 夕飯 も 済み、 いざ 寝ようと いう 場合に、 

兵馬 はちよ つと 宿へ mFny しに 行 つ て 来る とい つ て、 


邸 を 出て 夜番の 詰 所になる 社務所へ、 下男に 案内 をし 

て もらいました。 

なるほど、 そこに は 火鉢 を 囲んで、 七 八 人の 人が 集 

まって 雑談に 耽って います。 下男の 紹介で 兵馬 は 一座 

に 仲間入り をす る。 一 座の 中の 浪人 者の ような のが 得 

意に な つ て、 

「いや、 その 前の 晚じ や、 拙者が、 陣 街道 を 三千 人 ま 

で 来た 時分に、 河原の まん 中に 当って 異様の 物の 音が 

する、 はて 不思議と 耳 をす ましてい ると、 それが 琵琶 

の 音 じ や」 

この 浪人 者 は、 むしろ 新来の 兵馬に 聞かせる つもり 


で、 兵馬の 横顔 を 見ながら 語リ 出で ました。 

「へえ、 河原で 琵琶が 聞え ました かね」 

とそれ にあ いづち を 打った の は 兵馬で はなく、 力自慢 

で 頼まれた 若い者。 

「たしかに 琵琶が 聞え たよ、 聞 ゆべ からざる ところで 

琵琶の 音が している から、 拙者 も 不審に 思って、 立ち 

どまって 耳 を 傾けて いる 間に、 例の 人馬の 音で、 この 

町が 物騒がしくな つたから 急いで 龃 けつけ た の だが、 

きこくし ゆうしゅう 

なんにしても、 あの 陣 街道 は 鬼 哭啾々 というと ころ 

である」 

「鬼 哭啾々 と いうの は 何です」 


誰かが 抜からず 反問した の を、 浪人 は 無雑 作に、 

「それ はお 化けの 出そう な ものすごい ところと いう 意 

味 だ。 何しろ、 分 倍 河原 はむかし 軍配 河原と いって、 

何十 何 万の 兵士が 火花 を 散らして 合戦 をした その あと 

だ、 陣 街道の 首 塚と 胴 塚、 それに 三千 人と いうの は、 

元弘ょ リ永享 にかけ て 討死した 三千 人 を 葬った ところ 

だから、 今でも その 魂魄が 残って 遊びに 出る。 あの 琵 

琶の音 も、 たしかに 魂魄の 致す ところに 相違ない、 こ 

ちらに 不意の 騒動が 起った ため、 よく その 根 原 を 見 届 

けなかった のが 残念 じ や」 

兵馬 は、 それ を 聞いて しまつてから、 この 座 を 立つ 


て 寝に 行く かと 思う とそうで はなく、 まもなく 番屋の 

まんじゅう がさ 

門 を 出で た 兵馬 は、 身に は 饅頭 笠 と 赤 合羽で、 片手に 

は 「六 所 明 神 社務所」 の 提灯 を 持ち、 片手に は 夜番の 

者が 持つ ような 六尺 棒 をつ いて、 刀 脇差 は 合羽の 下に 

もくば  おんみ や 

隠し、 木馬から 御宮、 本社 を 一 廻りして、 一 の 鳥居 か 

ら甲州 街道の 本通りへ 出で、 両岸に 賑わしい 府中の 宿 

の 真中 を悠々 と 通りました が、 誰も 怪しむ 者が ありま 

せん。 

ひだ リ どもえ 

兵馬が 誰に も 怪しまれなかった の は、 左 巴の 紋の 

つ いた 六 所 明 神の 提灯のお かげです。 

笠と 合羽 を 用意して 出た の は、 空模様 を もしゃと 気 


遣った のみでな く、 それが 身 を 隠す に 都合が よかった 

からで、 ことに 長い 刀 は 見えない ようにと 苦心して、 

悠々 と 府中の 宿 を 西へ 一 通り 歩み 抜けて 裏へ 出ました。 

裏へ 出る と まもなく、 問題の 分 倍 河原です。 河原 一 

リ リ  くさむら 

面に 離々 とした 草叢。 月の あるべき 空が 曇って いて、 

地上 はボ— ッ として 水蒸気が 立て こめて いるから、 さ 

おぼろよ 

ながら 朧夜の 中 を 歩んで 行く 気持です。 

鬼 哭啾々 のと ころ、 ここで 前の 晚、 時なら ぬ 琵琶の 

音が 聞え たと、 さいぜんの 浪人 者が いいました。 兵馬 

は 河原 道を陣 街道の 方へ 出ようと して、 そぞろに 進ん 

で 行く と、 河原の 中に 一 つの 大きな 塚が ある。 三千 人 


の 塚と いうの は 多分 これ か 知らと、 兵馬 は 塚の 下にた 

あた リ 

ち どまって、 四方 を 見廻す と、 や は リボ— ッと 立て こ 

もや  ぼうぼう 

めた 靄の 中に、 自分 ひとりが 茫々 と 置き 捨てられ てい 

る 光景です。 

その 時に 兵馬 は、 自分が 今までと はまる で 別の 世界 

へ 持って来られ たように 感じて、 画 中の 人と いう 気分 

に ひたって みると、 なんだか 知らないが、 犇々 として 

悠久なる 物の 哀れと いうよう な ものが 身に せま つ てく 

るの を 覚えて、 泣きた くな りました。 

ここ は武 蔵の 国府の 地。 東 照 公 入国よりも ずっと 昔、 

さかのぼ 

平安朝、 奈良朝 を 越えて、 神代の 時に 遡 る ほどの 歴 


史を 持った 土地。 江戸の 都が、 茫々 として 無人の 原で 

のうし かりぎぬ  わかとの 

あった 時分に、 この あたり は、 直 衣 狩 衣の 若殿 ばらが、 

さんざめ かして 通った ところで ある。 源 頼 朝 はこ こへ 

二十 万 騎の兵 を 集めた そうな。 新田 義貞 と北条 勢と は、 

ここ を 先途と 追いつ 追われつ していた。 足 利 尊 氏が 命 

からがら 

辛々 逃げた あと もこ こ を 去る こと 遠く はない。 英雄 豪 

傑の 汗馬の あと を、 撫子の 咲く 河原に ながめて 見る と、 

ぢも 

人 は 去リ、 山河 は 残る という 懐い が、 詩人なら ぬ 人 を 

まで も、 詩境に 誘い 易い のであります。 

こういう 弱い 心 を 鞭打つ に は、 こういう 静かな とこ 

ろへ 来て はいけ ない、 と 兵馬 は、 陣 街道 を 真直ぐ に、 


またも 府中の 宿へ 足 を 向けました。 

十三 

くるま かえし 

兵馬 は そこ を 引返して、 車 返から 甲 州 街道 筋へ 出 

て、 再び 宫 前まで 来た 時、 おそろしく 急ぎの 乗物が 一 

挺、 西の方から 飛んで 来る のにで つく わせました。 

もとより ここ は、 甲 州 街道の 道筋で は、 一 二 を 争う 

宿駅の 一 つ。 まだ 宵の口、 幾多の 人馬が 往来す る こと 

に、 敢て 不思議はありません が、 この 乗物 は、 物々 し 

い 人数に 囲まれ、 乗物 を 囲んで 急ぐ 三 四の 人影が、 皆 


さむらい である ことが 奇怪。 そうして 先手 を 払った 一 

人 は、 これ はさむ らい 化で はない のが、 棒 を 携えて、 

これが 一 行の 差 図ぶ りで 飛んで 来た もの だから、 兵馬 

はどうしても、 見逃す わけに は ゆきません。 で、 眼前 

を 過ぐ る 乗物に 近寄る と、 

「危ない」 

棒 を 持った のが、 それ を 制止しょう とした 途端の こ 

とです、 

「や あ」 

これ は、 どちらが 先に 言った のか、 

「君 は …… 」 


棒 を 持った のが 踏み 留まる と、 同時に 乗物 も、 これ 

を 擁護した 物々 しい 一行 も、 たじろいで しまいました。 

「君 は、 宇津木 兵馬で はない か」 

「おお、 山 崎！」 

そこで、 おた がいが、 やや 離れて 棒の ように 突立つ 

たもので す。 

乗物 を 守った 数名の さむらい たちが、 早く も 血気 を 

含む。 

「宇津木、 君 は 今頃、 こんなと ころに 何 をして いるの 

だ」 

乗物の 先 を 払って 来た その 人 は、 まさしく 山 崎 譲で 


ありました。 

「山 崎 氏、 君 こそ どこへ 行かれる の だ、 そうして その 

乗物 は？」 

兵馬 は 反問し ました。 その 時 は、 充分に 足場 をみ は 

からって いた ものら しい。 

「どこへ 行こうと も 君の 知った ことで はない が、 僕の 

方から、 君に は 充分に 聞いて おきたい ことがあ るの だ、 

いいと ころで 逢った」 

といって 山 崎 は、 乗物と、 それ を 守る 人々 を 見廻して、 

「君た ち、 拙者 はこの 少年に ぜひ 聞いて おきたい こと 

が あるの だが …… 」 


それから 六 所 明 神の 鳥居の 中に 眼 をつ け、 

「暫く、 あれで 待って いて くれ 給え」 

山 崎の 差 図 通りに、 乗物 は、 鳥居から 明 神の 境内に 

舁ぎ 込まれて、 鳥居の 背後に 置かれる と、 それ を 擁護 

しながら、 一 方に は 事の なりゆき を 注視して、 彼等 は 

すわと いわば 山 崎に 加勢す る 身構え 気 込み 充分です。 

しかし、 山 崎 は 甚だ 騒がぬ 体で、 

「宇津木」 

と 言葉 を かけて、 一足 近寄って 来ました。 

「宇津木、 君 は 何 か 非常に 心得違い をして いるら しい、 

ナゼ君 は 拙者 を 殺そうと している の だか、 その 理由が 


一向に わからん ので、 僕 は 迷って いる。 考えても 見 給 

え、 君と 拙者と は、 壬 生の 新撰 組で 同じ 釜の 飯 を 食つ 

た 仲で はない か、 それ以来、 拙者 は 何 か 君に 怨 まれる 

こと をした のかな」 

こうい われて みると、 兵馬 は 返すべき 言葉がない の 

で、 ぜひな く、 

「私の 怨みで はない …… 」 

といい ますと、 すかさず 山 崎 は、 

「私の 怨みで なければ 何 だ」 

兵馬 は、 この場合、 たしかに やや 逆上して いました。 

「ある 人に 頼まれた の だ」 


「人に 頼まれた？ ばかな！」 

山 崎 は、 カラカラと 笑う と、 いっそう 激昂した 兵馬 

は、 

「山 崎 氏、 君に は なんらの 怨みと て はない が、 君が 邪 

魔 をす るた めに、 国家の 大事 を 誤る といって 慨 いてい 

る 人が ある、 その 人の ために 君 を 遠ざけねば ならぬ。 

拙者 は その 人の ために 助けられ ている、 その 人 は 拙者 

の 命の 親で ある、 余儀なき 頼み を 引受けて 君 を 遠ざけ 

むく 

ようとす るの も、 一 つに は 恩に 酬 ゆるた め、 一 つに は 

君 等が 邪魔 をす るた めに、 国家の 大事 を 誤る と慨 いて 

いる —— それが 気の毒で、 頼み を 引受けた まで じ や」 


「まあ、 待て、 待て。 君 を 頼んだ という その 人 も、 こつ 

ちで はちゃん と 見当が ついている、 その 人た ちが ほん 

とうに 国家 を 憂いて いる 人 か、 あるいは 乱 を 好む 一種 

の 野心家に 過ぎない か、 君に は それが わかって いるの 

か」 

「わかって いる」 

「わかって いる？ では、 あの 連中が 本当の 憂国 者 か」 

「少なくとも、 君 等の 見て いるより は、 広く 今の 時勢 

を 見て いる こと だけ は 確か だ」 

「宇津木、 君 はい やし くもいつ たん 新撰 組に 籍を 置い 

た 人と して、 この 山 崎 譲の 前で 本心から それ をい うの 


か」 

「無論の こと」 

「そうなる と、 君 は 我々 同志に 縁の ある もの を、 残ら 

ず 敵と する の だが、 それでい いか。 拙者 だからい いよ 

うな ものの、 他の 同志の 中で、 その 一言 を 吐けば、 君 

は その 場で 乱 刀の 下に、 血祭りに 上げられる こと を 

知ってい るだろう な」 

「拙者 は、 壬 生の 屯所の 世話になった ことがある けれ 

ど、 新撰 組に 同志の 誓い を 立てた もので はない。 その 

新撰 組 とても、 幾つに も 仲間割れ がして、 おのおの 意 

見 も 違って いるで はない か。 尊王攘夷の 浪士 とても、 


もとより 無頼漢 も あれば、 真に 尊敬す ベ き 人 も ある。 

その 尊敬すべき 点 を 認めて、 同情 を 寄せる に は 何の 妨 

げも あるまい ではない か。 それが ために、 貴殿より 恨 

まるるならば、 恨まれても 仕方がない」 

「うむ、 君が 本心から それ を 言うならば、 我々 は 今後、 

君 を 待つ のに 裏切者 を 以てしなければ ならぬ」 

「拙者 は あえて 裏切り をした 覚え はない」 

「昨日 は 我々 の 組の 世話になり、 今日は また 西 国 浪人 

どもの 手先 をつ とめる 卑怯者！」 

「卑怯者と は 聞 捨てが ならぬ」 

兵馬 はムッ として 怒りました。 その 怒り は 心頭より 


かんしゃく 

発した る 怒りで はなく、 癇癩 より 出で た 怒りでした 

けれども、 この場合 怒る ことので きたの は 物怪の幸い 

でした。 しかしながら、 兵馬の 怒る より 激しく 怒って 

いるの は、 山 崎 譲で はなく、 乗物 を 守護して 来た 数名 

の 覆面の さむらい たちです。 

さいぜんからの 事の 行きが かリ を、 彼等 は 焦れき つ 

て 注視して いる。 遽 かに 乗物の 鼻 を 抑えた こと さえ あ 

るに、 まだ 小 ニ才の 身分で、 山 崎 譲に 向って、 ちっと 

も 譲らぬ 談判ぶ りが、 面憎くて たまらな いので ありま 

した。 それ を また、 かなりの 緩慢な 態度で 応対して い 

る 山 崎の 振舞 を、 はがゆく 思って おりました。 問答 は 


無益、 一蹴して 血煙 を 立てて 行けば 差支えな いもの を、 

なぜ 山 崎が 一 目 置いた 応対ぶ リ をして いるの だろうと、 

もど 

それが 悶 かしくて 堪らなかった から、 この場合、 火蓋 

を 切ろうと する の を 山 崎が 抑えました。 

「まあ、 待ち 給え、 諸君」 

「山 崎 氏、 緩慢 至極で 見て いられぬ」 

「待ち 給え、 これ は 僕の 旧友で、 宇津木 兵馬 …… 」 

そこで 改めて 兵馬の 方へ 向き 直り、 

「宇津木 君、 まあ、 そこへ 掛け 給え」 

山 崎 譲 は 自分が 先に 社 の 鳥居の 台石へ 腰 を 卸して、 

「この間、 四 谷の 大木 戸で、 君 は 罪のない 者 を 斬って 


しまったな、 よく 考えて 見 給え、 あれ は 飛脚 渡世の 者 

で、 家に は 養わねば ならぬ 妻 も 子 も あるの だ、 ああい 

う 者 を 斬 捨てて、 君 はいい 心 持で いるの か。 いい 心 持 

では あるまい、 間違えられた 僕で さえ、 気の毒で たま 

ら ないから、 通りが かりに は、 キット あの 遺された 家 

族の 連中へ、 見舞に 立 寄って いるの だ。 君の 人となり 

もたいて いは 知っている 拙者 だ、 無意味に 人間の 命 を 

取って、 それ を 興がる 君で ない こと は、 よく 知ってい 

るつ もり だ。 それ にもかかわらず、 ああい うこと をし 

でかした 原因 を 推量して みると、 宇津木 君、 君 はこの 

ごろ、 女に 迷うて いるので はない か。 女に 迷う と金に 


詰まる、 これ は 切って はめた ような 浮世の 習いだ、 君 

が、 誼 はあって も 更に 怨みと いう ものの ない 拙者 を 

討とうと する の も、 多分、 この辺から 来て いるので は 

ないか、 と 僕 は 推量して いる。 また、 そうとし かほ か 

じちょ ラ 

に 理由が 考えられないの だ。 自重して くれ 給えよ …… 

しかし、 宇津木、 それ はどうあろう とも、 正直のと こ 

ろ は、 拙者 は 君 を 敵に 持つ こと を 怖れて いるの だ。 卑 

怯の 意味で 後ろ を 見せる という わけで はない が、 君が 

強いて 事を好めば 拙者 も 手を束ねて はおられぬ、 同行 

の 諸君 も それ を 見て はおれまい。 ここでお たがいが 火 

の 出る ような 斬 合い を はじめて、 どっちが 勝って みた 


ところで、 どっちが 負けて みたところで、 あるいは 共 

ひっきょう 

倒れに なって みたところで、 無名の 戦い は 畢竟 無名 

の 戦いで、 空しく 人の 笑われ 草と なる に過ぎない。 こ 

こ をよ く 考えて くれ 給え、 とかくの 判断 は 後日と して、 

宇津木 君、 今日は 拙者 を 見の がして くれ 給え。 さあ 諸 

君」 

と 言って 山 崎 は、 棒 を 兵馬の 前へ 投げ出して、 人数の 

中へ ハサ まるが 早い か、 一団に なって 走せ 去りました。 

宇津木 兵馬 は、 過ぎ行く 乗物の 一行 を、 その 提灯の 

影が 見えなくなる まで、 茫然と して 見送って おり まし 

た。 


「少々 物 をお 尋ね 致しとう ございま すので すが」 

呼び さまされて 見る と、 自分の 前に、 見慣れない 旅 

人 風の 男が 立 つ ております。 

「何事です」 

「ただいま、 これへ 一 挺の 乗物が 通り は 致しませんで 

したろう か、 ええと、 たしか、 源氏 車の 紋の ついた 提 

灯 を 持って おりました はずで、 ぉ附 添の さむらい 衆が 

四 五 人、 もっとも その 中に 一人、 さむらい 体で ない お 

方が、 棒 を 持って おいでな さいました はずで」 

「はは あ、 そのこと か」 

「その 乗物 は 黒塗りで ございました」 


「それ それ」 

兵馬 はま だ、 過ぎ去った そのものの あと を ながめて 

いるので す。 

「いかがでしょう、 通りました でしよう か、 通り ませ 

ん でした ろうか、 通りました とすれば、 どのくらい 前 

のこと で ございましたろう、 ぜひ ひとつ」 

「なに、 何 をい われた？」 

「じょうだん では ございません、 ただいま これへ、 一 

挺の 乗物が 通リは 致しませんでした ろうか、 たしか 源 

氏 車の 紋の ついた 提灯 をつ けて、 ぉ附 添の さむらい 衆 

が 四 五 人、 もっとも その 中の 一人のお 方が、 さむらい 


姿で ない 棒 を 持った お 方と、 こうお 尋ね 申して いるん 

でございます」 

「うむ、 それ か、 それならば、 たった今、 ここ を 通つ 

た」 

「有難う ございます」 

喜んで 龃け 出した 旅人 風の 後ろ 影 を 見送る と、 その 

男の 足の 迅 いこと、 右の 肩から 腕へ かけて、 急に すべ 

り 過ぎて いる 姿勢 恰好。 

「はて …… 」 

あたま 

乗物が 怪しい！ その 瞬間に 兵馬の 頭脳に ひらめい 

たのが それです。 その 途端に、 鳥居の 後ろから そろ そ 


ろと 人の 姿が 現われて、 

「兵馬 様、 兵馬 様」 

と 呼ぶ 声。 それ は 七 兵衛の 声です。 

例によって、 笠 を かぶって 合羽 を 着た 旅装の 七兵衛 

は、 鳥居の 裏から 出て 来て、 

「兵馬 様、 私 はさい ぜんから 残らず こっちで 承って お 

りました、 山 崎 先生の おっしゃる ことが、 いちいち 

御尤もに 聞え まする と共に、 あなた 様の 御身に ついて 

がてん  ふし 

合点 の 参ら ぬ 節が 多い ようで ございます、 それ を 少し 

ばかり、 七兵衛 にお 聞かせ 下さい まし」 

といって、 兵馬と は 向い合った 鳥居の 台石に 腰 を かけ 


ると、 兵馬 は、 

「ああ、 自分で 自分の 心が わからぬ」 

「いったい、 お前 様 は、 ほんとうに 山 崎 先生 をお 斬リ 

ごりょう けん 

になる 御 了見なん でございます か。 それ はたし かに 山 

崎 先生に もお わかりに ならない ように、 私共に も 一向 

解せない ことで ございます。 なお、 山 崎 様の おっしゃ 

ると ころ を 聞いて おります ると、 お前 様 は、 このごろ 

吉原 へしげ しげおい でになる とやら、 そこへ 図星 を 差 

した 山 崎 先生のお めがね は、 見上げた もの だと 七兵衛 

も 感心 致しました。 悪所の 金に 詰まって、 心に もない 

人の 頼み をお 受けに なって、 由ない 人 を 討とうと なさ 


るお 前 様と は 存じ ませぬ が、 いかなる 人 も 女に 迷う と 

人間が 変り ます、 もしお 金が いりょうで ございました 

ら、 失礼ながら いくらでも、 私の 手で 都合して 差 上げ 

ガる はずみ 

ますから、 軽挙な こと はなさらぬ ように …… と 申し 

上げます と、 口幅った いようで ございます るが、 とも 

かく、 お金で 済む ような ことで したら、 いつでも 御 遠 

慮な く、 御 相談 を 願いたい もので ございます」 

「いつもながら、 そなたの 親切 は 有難い。 そういえば 

世間の こと は、 大抵 は 金で 済む ような もの じ や、 打 明 

けて いえば、 拙者の 迷うて いる こと も その 一 つか も 知 

れ ない、 金が あれば、 ここまで 深入り をせ ずと もよ か 


ろう もの をと 思われない ではな いが …… 」 

うちし お 

と 兵馬 はいい かけて、 また 打悄れ てし まいます。 実際、 

あや 

今の 兵馬の 場合 は 金の 問題で、 怨み もない 人 を 殺め よ 

うと 決心 を 起した の も、 せんじつめれば それです。 七 

兵衝 から そこへ 水 を 向けられて みると、 渡りに 舟の よ 

うな もので は あるが、 なんとい つても 相手が この 

田舎 老爺で は、 お 歯に 合わない ほどの 金が 要る と 思う 

から、 親切 は 有難く 思っても、 いっそう 打悄れ るの が 

関の山です。 ところが 七兵衛 は、 存外に 腹が いいと 見 

えて、 

「それ は 何よりです、 金で 思案が きまる ことで したら、 


及ばず なが ら 私が 骨 を 折って みょうで は ございません 

か。 いったい 差 当りお 前 様 は、 どのくらい お金が お あ 

りに なれば よろし い の でございます か」 

「いいや、 それ はいうまい、 いうた とて 詮 のない こと 

じ や、 今まで も そなたに は、 随分 世話になって いるの 

に —— 」 

「まあ、 おっしゃって みて 下さい、 七 兵衛の 手で 出来 

れば よし、 出来なければ 出来ない と 申し上げ るまでで 

す 力ら  」 

「正直に いってみ ると、 差 当り 三百 両 ばかりの 金が 要 

ります」 


「三百 両 ：：： 」 

七兵衛 は、 そこで、 ちょっと 黙って しまったの は、 

しリご  あきら 

むろん 後込み をして しまった ものと 兵馬 は 諦め、 い つ 

そこん な こと をい わない 方が よかった と 思って いると、 

七 兵衛は 率直に、 

「よろしう ございます、 私が、 きっと その 三百 両をぁ 

ととの 

なた 様の ために、 三日のう ちに 調 えて 差 上げましょう。 

その代り 私から、 あなた 様に 一 つの 願いが ございます」 

そこで 兵馬が 意外の 思い をして いるの を、 

「お願いと いうの は ほかではありません、 あのお 松の 

ことで， 1 J ざ います。 あ の 子 は 私が 大 菩薩 峠の 上で 拾 つ 


て 来た、 かわいそうな 孤児なん でございます、 私 だつ 

て、 いつまでも あの 子の 後 立てに なって いる わけに は 

参りません し、 それに、 私が 後 立てに なって いたんで 

は、 あの 子の ために 末始終、 よくない ことが 起る かも 

知れません ので …… どうか あなた 様に、 行末 永く、 あ 

の 子の 面倒 を 見て や つ て いただきた いので ございま 

す」 

こういって 改まって、 お 松と いう 女の子の 身の上 を 

頼みます。 

「それ はよ く 心得て はいます けれども、 今の 拙者の 身 

では、 人の 力に なって やる ことができない」 


「それ は噓 でございます」 

七 兵衛は 少しく 膝 を 進ませて、 

「人の 力に なって やる の やらない のとい うの は、 心 持 

だけの ものです、 あなたの 心 を、 お 松の 方に 向けて やつ 

ていた だきたい のです、 そうしません と、 あの 子 はい 

ちばん かわいそうな ものに なつ てし まいます」 

「拙者の 心 持 は、 いつも あの人に 親切で あるつ もり だ 

, 、ゝ  - 

力  」 

「ところが、 あの 子の 方で は、 わたしの 親切が 足りな 

いから、 兵馬さん に 苦労 をさせる の だと、 この間 も 泣 

や ぼ 

いてお りました。 私 はお 若い 方に 立 入って、 野暮な こ 


と は 申し上げる つもり は ございません、 あなた 様が、 

第一に あのお 松 を 可愛がって やって いただけば、 それ 

から 後の こと は、 とやかくと 申し上げ るので は ござい 

ません」 

といって 七兵衛 は、 何 か 思い出し たように 台石から 立 

ち 上り、 社の 木立から 少しば かり 街道 筋へ 出て 天 を 

見上げ、 

「それで は、 兵馬 様、 私 はこれ から 三日の 間に、 あな 

た 様のお 望み だけのお 金 を 調えて —— そうです ね、 ド 

コへ お届けし ましょう か、 ええと …… 浅 草の 観音の 五 

重の 塔の 下で お 目に かかりましょう、 時刻 は 今時分、 


あの 観音様の 前までお 越し 下さい まし、 その 時に 間違 

いなく お手渡し 致します。 今夜 は 雨が 降る かも 知れ ま 

わきみち  そ 

せん、 私 はちよ つと 側 道へ 外れる ところが ございます 

から、 これで 失礼 を 致します」 

といって 七兵衛 は、 そのまま 風の ように 姿 を 闇に 隠し 

てし まいました。 

そこで 兵馬 は、 社の 木立の 深い 中 をた どって、 社務 

所の 方へ 帰りながら、 

「わかった ようで わからぬ の は あの 七兵衛 という 人 だ、 

金 を 持って いるの か、 持って いないの か、 トン ト 判断 

がっかぬ。 どこに か 少なからぬ 小金 を 貯えて いて、 表 


ひょうひょう 

にあ あして 飄々 と 飛び 廻って いるの か 知ら。 いつも 

と 違つ て 今宵 は 三百 両 という なかなかの 大金で ある、 

それ を 事 も なげに 引受けて、 三日の 期限 をき つたと こ 

ろに は 信用して よいの か 悪い のか、 とんと 夢の ようで 

ある。 しかし、 今まで あの人の 約束 を 信じて、 ツイ 間 

違った ことがない、 それで、 ここで も 約束 通りに 信 を 

置いて 間違いないだろう か 知らん」 

と 胸に 問い つ 答えつ していた が、 やはり 夢の ようです。 

やすやす 

果して 易々 とその 要求す る だけの 金が 手に入ったなら 

ば、 自分の 今の 苦痛 はたち どころ に 解放され る。 解放 

くが い 

される の は 自分 だけで はない、 苦界に 沈む 女の 身が 一 


人 救われる。 そうして、 金に あかして、 愛 もなければ 

恋 もない 女 を 買い取ろう とする 色好みの 老人の 手から、 

本当に 愛し 合って いる 人の 手に 取り戻す ことができる。 

自分の 本望、 女の 喜び、 それ を 想像す ると、 兵馬 はた 

まらない 嬉し さに う つ とりと する。 

うっとり として、 自分の 足 も 六 所 明 神の 社内 を、 冷 

たく 歩いて いるので はなく、 魂 は宙を 飛んで、 温かい 

ね、 P 

閨の 燃える ような 夜具の 中に、 くるくると 包まれて ゆ 

く 心 持に なって ゆく 時、 ヒャリ として 胸を衝 いた もの 

は、 

「あなたの 心 を、 お 松の 方に 向けて いただき たいので 


す、 そうしません と、 あの 子 はいちばん かわいそうな 

ものに な つ てし まいます」 

ひとこと 

といまい い 残して 行った 七 兵衛の 一 言が それです。 

十四 

さやま  くめ むら 

狭 山の 岡と いうの は、 武蔵 野の 条村 あたりから 起つ 

て、 西の方、 箱根ケ 崎で 終る 三 里 ほどの 連 岡で ありま 

す。 武蔵 野の 真中に、 土の 持ち 上った だけの もので、 

ちちぶ 

その 高さ 一 一 百 歩 以上のと ころ はなく、 秩 父から 系統 を 

引いて いる わけで はなく、 筑波 根の 根 を 引いて いる わ 


けで もな く、 いわば 武蔵 野の 逃 水 同様に、 なんの 意味 

もな くむ くれ 上って、 なんの 表現 もな く 寝て いると こ 

ろに、 狭 山 連 岡の 面白味が あるので す。 

狭 山の 尽くる ところに、 狭 山の 池が あります。 その 

ほこら 

中に 小さな 島が あって、 ささやかな 弁天の 祠 がまつ 

られて ある。 府中の 六 所 明 神の 社頭で 兵馬と 別れた 七 

兵衛 が、 ひとり、 こっそり とこの 弁天の 祠に詣 でた の 

は、 その 翌日の 真昼 時であります。 

七 兵衛は 弁天 様に ちょっと 御 挨拶 をして から、 その 

のぞ  く も 

縁の下 を視き 込んで 手 を 入れて 探す と、 蜘蛛の巣の 中 

から 引き出し たのが、 一挺の 小 鍬であります。 この 鍬 


を 片手に 提げる と、 池の まわり を 一 べん 通り、 西の方 

へま わって、 松の 大樹の 落々 たる 間へ 進んで 行き まし 

た。 この辺、 数 里に わたって、 見渡す 限りの 武蔵 野で 

あります。 

七 兵 衛は池 尻の 松の 大樹の 林の 中 を 鍬 を 提げて 歩い 

て 行き、 一幹の 木ぶ り 面白い 老樹の 下に 立って、 いき 

なり 鍬 を 芝生の 上へ 投げ出す と、 その 松の 根方に 腰 を 

おろしました。 

そこで 煙草 入 を 取り出して、 燧を 切って 一 ぷく吸 

いっける と、 松風の 響きが 鼓の ように 頭上に 鳴り渡 

すきま 

リ ます。 七兵衛 は、 松の木 立の 隙間から、 晴れた空 を 


ながめ やり、 暫く その 空の 色に 見恍れ ていたよ うでし 

きせる 

たが、 やがて、 思い出し たように 煙管 を ハタ ハタと は 

たくと、 再び 立ち上って、 例の 小 鍬 を 無雑 作に 拾い 上 

げ、 いま 自分が 坐って いたと ころから 二 尺 ほど 離れた 

大地の 上へ、 軽く その 鍬 先 を 当てた ものです。 

七兵衛 はこ こへ、 何物 か を 掘り出しに 来た ものに 相 

違ない —— この 男 は 改めて 説明す るまで もな く、 極め 

て 足の 迅ぃ 奇怪な 盗賊であります。 一 夜に 五十里 を 飛 

おうめ じゅく 

ぶに はなん の 苦 もない 足 を 持って いて、 郷里の 青梅 宿 

を 中心に、 その 数十 里 四方 を緦 張りと し、 その 夜のう 

ちに 数十 里 をお せ 戻って、 なにく わぬ 面 をして 百姓 を 


している から、 捕われる 最後まで、 誰も それ を 知る も 

のがな か つ た 男であります。 

甲所で 盗んだ 金 は 乙 所へ 隠して 置き、 乙 所で 掠めた 

もの は 丙 所へ 埋めて 置いて、 自分 は 常に 手 ごしら えの 

絵図面 を 携帯し、 それへ いちいち 朱 点を打つ ておいて、 

時機に 応じ、 必要に 従って、 その 金 を 取り出す 習いに 

なって いるの だから、 ここへ こうして 鍬 を 持って来て 

みれば、 もう その 目的 は 問わず して 明らかな ので あり 

ます。 昨夜、 六 所 明 神の 社 前で、 宇津木 兵馬に 誓って 

きんす 

おいただけの 金子 を、 この 貯えのう ちから 引き出しに 

来た ものと 思えば 間違い はあります まい。 


兵馬 は、 今日まで、 ずいぶん この 男の 世話に はなつ 

ていた けれども、 ただ、 こういった 義俠 的の 人に 出来 

て いるの だろうと 思うよ り ほか は、 考えよう がな か つ 

さと 

たもので、 果してこうと 覚 つたなら、 その 恩恵 を 受け 

られ よう 道理がなかった のです が、 この こと は 兵馬が 

知らないの みならず、 誰も 知っていな いので、 ただが 

ん りきの 百 蔵と いう ならず者 だけが 心得て はいるが、 

これ とても 最初からの 同類で もなんでも なかった ので 

果して 七兵衛 は、 熱心に 芝生の 上 を 掘り はじめ まし 

まつち 

た。 下 は 軟らかい 真 土で、 掘る に 大した 労力が いる わ 


けで もな く、 たちまちの 間に 一 尺五寸 ほど 掘り下げる 

くわ  ほう 

と、 鍬 を 抛り 出して 両手 を 差し込み、 土の 中から 取り 

出した の は、 油紙 包を緦 でからげ た 箱の ような 一品で、 

土 を ふるって 大切そう に 芝生の 上へ 移し、 再び 鍬 を 

取って、 以前の ように 地均し を はじめて いると、 また 

も 晴れた 嵐が 松の 枝 を 渡る 時、 

「兄貴、 何 をして いるの だ」 

悪い 奴が 来た もので、 これ はがんり きの 百 蔵が 風の 

ように やって来て、 いっか 後ろに 立って いるので した。 

「百、 何し に 来たんだ」 

悪い ところへ 悪い 奴と 思って、 七 兵衛が 苦りき つて 


いうと、 百 蔵 は洒啞 として、 

「日光 街道の 大 松原で、 ふと 兄貴の 後ろ姿 を 見かけた 

もの だから、 こうして あと をつ けて やって 参りました 

よ」 

「油断 も 隙 もなら ねえ」 

七 兵 衛が鍬 をつ いてがん りき を ながめて いると、 が 

ん りき は、 その 鍬と 七 兵衛の 掘り出した 油紙 包の 箱と 

両方へ 眼 を くれながら、 

「ひとつ 折 入 つ て 兄貴に お聞き 申した い ことがあ つ て、 

それ 故、 お あと を 慕って 参りました」 

「それ はいった い、 どういう こと を 聞きたい の だ」 


「ほかで もありません が、 この 道中 筋 を 横と 縦へ 向つ 

て、 今がん りきの 百 蔵が しきりに 捜し物 をして 飛び 

廻って いると いう 次第です が、 その 捜し物と いうの は、 

兄貴の 前 だが …… 」 

「わかって る、 わかって る」 

七 兵 衛は頭 を 振って、 

てめ え  ちまなこ 

「手前が、 そうして のぼせ 切って 東西南北 を 血眼で 馳 

ふびん 

け 廻って いる 有様 を 見る と、 おれ は 不僴で 涙が こぼれ 

しまい 

る、 仕舞の 果てに はなけ なしの、 もう 一本の 片腕 をぶ 

いろき ちが 

ち 落される くらいが 落ちだろう …… 色 狂 い！」 

「その 御意 見 は 有難え が、 時の いき はりで、 つい 引く 


に 引かれね え 場合なん だから、 どうか 友達甲斐に、 こ 

のがん リ きの 男 を 立てて やって おくん なさい まし」 

「馬鹿野郎！」 

「まあ、 そう おっしゃらずに …… ときに 兄貴、 いった 

いこれ からがん りき は どっちへ 振 向いたら 目が 出 るん 

で ございましよう、 そこのと ころ を ひとつ」 

「おれ は 易者で はない から、 そんな こと は 知らね え」 

めした 

「それが 兄貴の 悪い 癖なん だ、 目下の 者 を あわれむ と 

いう 心が 無えん だから」 

「よし、 それじゃ、 お 情けに 一 つ 言って 聞かそう。 お 

よそ、 甲 州の 裏表、 日光の 道中 筋で、 この間 中から、 


俺 は 三つの 怪しい 乗物 を 見たん だ、 その 一 つ は 高 尾の 

じ や だき  い いづな ごんげん ひろまえ 

山の 蛇 滝の 参籠 堂から 出て、 飯 綱 権現の 広 前から、 大 

見晴らし を 五十 丁 峠へ かかった 一 つの 山 駕籠と、 それ 

からもう 一 つ は、 府中の 六 所 明 神の 前 を 五六 人の さむ 

らいに 囲まれて、 一散に 東へ 向って 急いだ 黒い 乗物と、 

もう 一 つ は …… ほぼ それと 同じ 時刻に、 八 王子の 大横 

町から 日光 街道 を 北へ 走った、 やはり 黒い 一挺の 乗物 

だ、 この 三 つが どうも 合点の ゆかね え 乗物 だと 思って 

いるが、 がんりき、 お前の 捜して いる 見当 は どれ かそ 

のうちの 一 つだろう」 

ちげ 

「違えね え」 


がんりき は 額 を 丁 と 打 つ て、 

「この間の 晚、 小名 路の宿 を 通る と、 雲助 連中が、 小 

仏へ 天狗が 出た、 天狗が 出た というから、 よく 聞いて 

みると、 なんの こと だ、 天狗と いうの は、 おおかた 兄 

貴の こと だろうと 俺 だけに 察しが つくと、 おかしく つ 

てた まらなかった。 ところで、 兄貴、 その 三つのう ち 

の ドレが 本物 だか、 そこん ところ を ひとつ 後生 だか 

ら！」 

「三つと も 見よう によれば、 みんな 本物だろう じ やね 

え か」 

かたき 

「世話が 焼けるな あ、 がんりき はなに も 親の 敵 をた 


ずね てるん じゃありません ぜ」 

「俺の 知った ことじ やねえ、 爪先の 向いた 方へ 勝手に 

行って みろ」 

七 兵衛が 取合わないで、 再び 鍬の 柄 を 取って 地均し 

にか かると、 がんりき は それ を 黙って 暫く 見て いたが 

や ぼ 

「なるほど、 こり や 聞く 方が 野暮だった、 おっしゃる 

通リ、 爪先の 向いた 方へ 行って みる ことにしよう、 兄 

貴、 さよなら」 

といって、 さっさと 松の木の 間へ 姿 を 隠して しまった 

から、 七 兵衛は その後ろ 影 を 見送って、 

「野郎、 気味の 悪い ほど 素直に 行つ ちま やが つた」 


本来なら、 掘り出した 一 品に 何 か 因縁 をつ けて 行く 

ひとこと 

べき 男が、 一 言 も それに 及ばず して 行って しまった か 

ら、 かえって 七 兵 衛が手 持 無沙汰の 体です。 

十五 

宇津木 兵馬 は、 七 兵衛の 約束 を 半信半疑 のうちに、 

たつみ 

浅 草の 観音に 参詣して 見る と、 堂 内の 巽 に 当る 柱で 

さわ 

噪 いでいる 一 かたまりの 人の 声。 

あだち  はら おにばば あ 

「はは あ、 あれが 安達 ケ 原の 鬼婆 だ、 よく 見て おけよ、 

孫 八」 


一 勇 斎 国芳の 描いた 額面 を 見上げて いる。 今に 始 

きのとう 

まった ことで はない。 「安政 二 年 乙 卯 仲春、 

おかもとろう しゅじんの しょくの ため  ひと 

為岡 本楼 主人 之嘱、 一 勇 斎国芳 写」 と銘を 打った 一 ッ 

家の 額面。 それ を 巽の 柱の 下に 群がった 一 かたまりが 

熱心に うち ながめて、 

「あの 鬼婆の 憎い 面 を 見ろ、 あの 出刃 庖丁で 女の 腹 を 

割いて、 孕 児 を 食い物に すると ころ だ あ、 孫 八」 

「憎い 婆！」 

かちい ろ  しリ はしょ 

褐色の 着物に 黒い 帯 をして、 尻 端折り をし、 出刃 を 

ぎょう そ う 

かざした 形相 ものすごい 老婆の 姿に、 憎しみの 眼 を 

投げる と共に、 その 腰に すがって いる 振袖 を 着た 可憐 


な 乙女に、 痛々 しい 同情の 眼 を 向けない 者 はない。 

「あの、 眼 をつ ぶって いるお 稚児さん は、 あり や 何 だ 

ろう」 

といった が、 急に それに 返答 を 与える ものが ありませ 

ん。 

はらみ ご 

つま リ、 女の 腹 を 割いて、 その 孕 児 を 見る という 安 

達ケ 原の 鬼婆 は、 今 その 携えた 出刃 庖丁で、 あの 可憐 

いけにえ  まないた 

な 振袖 を 着た 乙女 を、 犠牲の 俎板に 載せよう としてい 

る 瞬間と 見て いると、 自然 その 左手に 気高く ほおづえ 

ついて 眠って いる 稚児 鬍の 美少年が、 よけいな 物に 

なって、 説明に 行 詰まって しまいます。 それでも 一同 


は 額面 そのものに 堪能して、 一心に ながめて いると、 

「あれ は 安達 ケ 原の 鬼婆の 絵ではありません よ」 

くつがえ  そうしょ うずき ん 

従来の 説明 を 一 挙に 覆 したの は、 宗匠 頭巾 を か 

じ つ とく 

ぶって、 十徳を 着た 背の 高い 老人。 やや 離れた ところ 

に 立 つ ておりました。 

「え、 あの 憎らしい のが、 安達 ケ 原の 鬼婆で はあり ま 

せんので すか」 

「ええ、 安達 ケ 原の 鬼婆と は 違います、 よく あれ を 見 

て、 間違えて お 帰ん なさる 人が あります よ」 

「へえ、 そうです か、 あり や 鬼婆 じ やねえ の だと さ」 

「そうです か I 


十徳の 老人 は、 気の毒に 思って、 

「あれ はねえ、 石の 枕の 故事 をう つした ものなん で。 

昔、 この 界隈が まだ 草茫々 としていた 時分に、 この 近 

所に あの 婆さんが 住んで いた ものです。 こっちに いる 

きりょ う 

の は 婆さんの 一 人 娘なん です が、 この 娘が 容貌よ しだ 

もんです から、 往来の 人 を 連れ込んで 泊ら せ、 石の 枕 

へ 寝かして おいて、 寝つ いた 時分に、 その 旅人の 頭 を、 

あの 鉈で 砕いて …… 出刃ではありません、 鉈 でしよう、 

そうして 持物 を 奪い取る こと を 商売に していた のです。 

娘が それ を あさましい ことに 思って、 自分が 旅人の 装 

をして 身代りに 立ち、 婆さんの 手で 殺されて しまった 


のです。 さすがの 鬼婆 も、 間違って 自分の 最愛の 娘 を 

にわか ほっしん 

ころして しまった ものです から、 遽に 発心して、 つい 

に 仏道に 入った というと ころ を かいた もので、 あのお 

稚児さん は、 その 晚 泊った 旅人、 実は 観世音 菩薩の 

ごけ しん  ごうよく 

御 化身が、 強慾な 老婆 を いましめの 方便と いう ことに 

な つ ている のです」 

人だかり は 崩れて、 どやどや とお 神 籤 場の 方へ 行つ 

てし まった あとに、 兵馬 は、 十徳の 老人の 後ろに、 ま 

だ 額面 を ながめて います。 

十徳の 老人が、 額面 を、 それから それと 見て 歩いて 

いるから、 兵馬と は 後に なり、 先にな り、 重なり合つ 


て 立ち どまる こと もあります。 

二人が、 また 重なり合って 立ち どまった の は、 以前 

の 柱より は 少し 右の 方、 菊池容 斎の 描いた 武人の 大額 

の 下。 

そつじ 

「卒爾ながら、 これ は 何 を かいた ものです か」 

と 兵馬 は 突然に たずねて みます と、 老人 は、 ちょっと 

驚かされて 振 返った が 愛想よ く、 

おんま や  きさんだ 

「これ は、 御 廐の 喜 三 太 を 描いた ものです な」 

「はは あ」 

「鎮西 八郎、 鎮西 八郎」 

そこへ、 また 押し かけて 来た 二三の 若い者。 


「や あ、 鎮西 八郎、 豪勢 だな。 あの 弓で もって、 伊豆 

い くさぶ ね 

の大 島で、 軍船 を 一つ ひつく リ 返したん だから 豪勢 

だ」 

「何しろ、 鎮 西八郎 ときち や あ、 日本一 の 弓の 名人な 

ん だから」 

この 連中 は、 額面の 前で、 しきりに 勇み足 を 踏んで 

立 去り ましたが、 その後で、 例の 十徳の 老人 は 笑いな 

がら 兵馬 を 顧みて、 

「あの 国 芳の額 を 安達 ケ 原と 納まって 見る 人と、 これ 

を鎮西 八郎に 見 立 て て 帰る 者が 多い ので すよ …… どう 

です、 この 筆力の 遒 勁な こと は。 容斎は 豪いです。 


国 芳の石 枕 も 出色な 出来です が、 こうして 並べて 見る 

と 格段の 違いが あります ね」 

ちょうど、 延宝 年間に 納めた 魚河岸の 大 提灯 を 斜め 

にして、 以前の 国芳が 全体 を 現わして いると ころ。 老 

人の 説明 半ばで、 兵馬 は 内陣の 前に 手 を 合わせて いる 

吉原 芸者ら しい 女の 姿へ 眼 を 奪われて しまいました。 

濡 羽の ような 島 田に、 こって りと 白粉の 濃い 襟足 を 見 

ると、 ゾッ として、 あこがれ ている 脂粉の 里に、 魂が 

も だ 

飛び、 心が 悶えて きました。 

七 兵衛が 遅い —— 遅い ので はない、 自分が 早 過ぎる 

の だと 思い返して みると、 いつのまにか 十徳の 老人 は 


額面の 前 を 去って 在らず。 自分 は 空しく その 額面 を 仰 

いで 見た が、 早 過ぎた といっても、 もう 日 は 廻って、 

薄暗 い 堂 内 の 空気 は糢 糊と し て 画面 を 塗り つぶして い 
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そこで 兵馬 は、 やはり 渦巻く 参詣人の 中 を 泳いで、 

堂の 外へ 出て みました。 それにしても まだ 早い、 どこ 

で 暇 をつ ぶそう か 知らん。 本堂 を 経て 三 社 権現 をめ ぐ 

り、 知らず 識らず 念仏 堂の 方へ 歩み をう つす と、 松 井 

源 水が 黒山の ように 人 を 集めて 居 合 を 抜いて いる。 そ 

まめぞう  のぞ 

れ にも あまり 興が 乗らず、 去って 豆蔵 を視 いたり、 奥 

ようきゅう 

山の 楊 弓 を 素通りしたり している うちに、 日が 全く 


暮れて、 兵馬 は 約束の 五重塔の 下へ 来て みると、 

「宇津木 様、 お待ち 申して おりました」 

その 声 を 聞く と 兵馬 は、 飛び出つ 思いです。 

今日は 七 兵 衛が笠 も かぶらず、 合羽 も 着ず、 着流し 

に 下駄 穿き で、 近在の 世話人が、 公事で 江戸へ 出向い 

ふ う さ い 

て 来たよう な 風采。 

「お 約束のお 金 を、 ここへ 持って 参りました」 

といって、 懐ろ から 風呂敷 包 を 取り出す。 

「これ はありが とう、 なんとも お礼の 申しよう が あり 

ませぬ」 

実際、 兵馬 は 夢の ように 喜びました。 今まで 半 信 半 


疑と はいう ものの、 疑いの 方が 先に 立つ もどかし さが 

一時に とれて しまったので、 その 包 を 受取る と、 もう 

こお ど 

足が 小躍りして、 じっとして いられない 思いです。 

「御 自由にお 使い 下さい まし。 しかし、 申し上げ てお 

きません ければ ならない こと は、 もし、 そのお 金の 

で どころ 

出 所 を 人から 問われる ような ことがありましても、 七 

兵衛の 手から 出た という こと は、 決して おっしゃらな 

いように …… それと、 もう 一 つ は、 先日 申し上げ まし 

た 通り、 お 松と いう ものの こと をお 忘れ 下さらな いよ 

うに  」 

「万事、 心得て います」 


兵馬 は 七 兵衛の 言葉 もろく ろく 耳に は 入らない。 

「それで は、 私 も 急ぎの 用事が ございま すから、 これ 

でお 暇 を 致します …… 」 

「拙者 もこうな つた 上 は 一 時 も 早く …… 」 

「お待ち 下さい まし」 

七兵衛 はなお 念 を 入れて、 

「それから 兵馬 様、 もし 何 かまた 御 相談 事が 出来 まし 

あさって  ばくろち よう 

たらば、 私 は 明後日まで 馬 喰 町の 大城屋 というのに 

とうりゅう  や むら 

逗留 をして ぉリ ますから、 甲 州 谷 村のお やじと でも 

おっしゃつ てお たずね 下さい まし」 

兵馬 は、 それ も 耳へ は 入らないで、 ついに この 場で 


七 兵 衛と袂 を 別って しまいました。 七兵衛 は、 なお 

暫くと どまって、 兵馬の 去り 行く あと を 見送って いま 

したが、 

「どうも、 若い者の する こと は、 危なく つて 見て いら 

れ ねえ、 間違いがなければ いいが」 

と 眩きながら、 どこかへ 消えて しまいました。 

七 兵衛に 別れた 兵馬 は、 まことに 宙を 飛ぶ 勢いで、 

のれん 

吉 原の 火の 中へ 身 を 投げる と、 茶屋の 暖簾 をく ぐって、 

しののめ 

乾く 舌 をうる おしながら、 東雲の 名 を 呼んだ の は 間 も 

な いこと であります。 


「ナ 二、 東雲 は 病気？」 

逸りき つた 兵馬の 胸に、 大 石が 置かれた ようです。 

「そうして、 どこに 休んで います」 

彼 は 病室まで、 とんで 行き かね まじき 様子 を、 茶屋 

では さりげなく あしら つ て、 

「東雲さん は 病気で 休んで おいでな さいます、 まあ、 

よろしい では ございま せんか、 御名 代 を …… 」 

兵馬 は、 そんな こと は 聞いて おられない。 

「東雲の 宿と いうの は どこです」 

「いいえ、 そのうちに はお 帰りになります から、 まあ 

ごゆつ くりと  I 


「その 宿と いうの を 教えても らいたい」 

な、 しょ 

「さあ、 それで は 内所で たずねて 参ります から、 とも 

かくお 上りく ださい まし」 

「いいえ、 拙者 は 別な 人のと ころへ 行きた くもな けれ 

ば、 行く 必要 もない、 東雲が いなければ、 このまま 帰 

ります、 帰って、 その 宿所 をたず ねて、 病気 を 見舞わ 

ねばならぬ、 また 話して おいた 大事な 話の 残りが ある」 

「それ はずい ぶん、 御 執念な ことで ございます、 では 

内所へ 行って たずねて 参ります から」 

暫くして から、 また 戻って 来た 茶屋のお かみさん は、 

「あの —— 主人が 留守 だ ものです から、 東雲 さ ん のお 


家が どうしても 只今 わかりません」 

兵馬 は 熱 鉄 を 呑ませられ たように 思 つ たが、 このう 

え 押す と 佐 野次 郎左衛 門に されて しまう。 
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その 夜のう ちに 宇津木 兵馬 は、 ジ リジリ した 心 持で、 

本 所の 相 生 町の 老女の 屋敷へ 帰って来ました。 この 老 

女の 屋敷と いうの は、 一人の けんしきの 高い 老女 を 主 

人と して、 勤王 系の 浪人ら しい 豪傑が 出入りす る 大名 

の 下屋敷の ような ところ。 


そこで 彼 は 自分の 部屋へ 来る と、 どっかと 坐り込ん 

で、 懐中から 畳の 上へ 投げ出し たのが、 宵のう ち 浅 草 

の 五重の塔 下で、 七兵衝 から 与えられた 金 包です。 

「兵馬さん、 お帰りに なりまして？」 

とそ こへ 訪れた の はお 松であります。 

「いま 帰りました」 

「お茶 を 一 つお 上りなさい まし」 

「有難う」 

お 松 は 丁寧に 兵馬に お茶 をす すめた が、 兵馬の 浮か 

ぬ 面色 を そ つ となが めて、 

「どちら へ おいでに なりました」 


「ェ ェ、 あの •：•： 」 

なにげな いこと でも、 お 松に たずねられ ると 針の 

むしろ 

莛 にいる ような 心 持が します。 

「直ぐにお 休みになります か、 それとも 何 か 召し 上り 

ます 力」 

「いいえ、 何も 要りません …… あの、 お 松 どの、 そこ 

へ 坐って 下さい。 あなたに はこの 頃 中、 絶えず 心配 を 

かけて いた 上に、 少なからぬ 借金まで してお りました。 

今日は これ を 預か つてお いて 下さい」 

といって、 兵馬が 改めてお 松の 前に 置いた の は、 例の 

金 包です。 


「ええ？ これ を、 わたしが お預かりす るので すか？」 

お 松 は、 その 金 包 を ながめて 合点が ゆかない 様子。 

それ は、 この頃 中の 兵馬 は、 ずいぶん 金に 飢えて いる 

ように 見える のに、 今 ここで 突然に 投げ出した 金 は、 

どう 見ても 今の この 人の 手に は 余りそう な 重味が あり 
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「預かって おいて 下さい」 

r お 預かり 申し てよ ろしう ございま すが … … 数 をお 改 

め 下さい まし」 

「数 を あらためる 必要はありません、 そのまま、 あな 

たにお 預け 申します」 


「いいえ、 どうぞ、 わたしの 前で 数 をお あらため 下さ 

いまし」 

「それに は 及びません」 

「兵馬 様」 

お 松 は、 あらたまって 兵馬の 名 を 呼びました。 兵馬 

う つむ 

は 答えないで、 火鉢の 前に じっと 俯いて いる 様子。 

「夜分、 こんなに 遅く、 これ だけのお 金 をた だ 預かれ 

と おっしゃられ たので は、 わたくしに は 預かり きれな 

いので ございます、 そう 申し上げて はお 気にさ わる か 

も 知れません が、 このごろ は 何 かの 入 目で、 わたくし 

たちの 目に さえお 困りの 様子が ありあり わかり ますの 


に、 今晩に 限って、 これ だけのお 金 を 持って おいでに 

なった のが、 わたくしに はかえ つ て 心配の 種で ござい 

ます」 

「いや、 この 金 は 決して 心配すべき 性質の 金で はあり 

ません、 ちと 入用が あって、 人から 融通して もらった 

ところ、 急に それが 不用に なった から、 あなたに 預か つ 

ておいても らいたい のです、 金高 は 三百 両 ほど あると 

思います」 

「どなたが、 その 三百 両の お金 を、 あなたに 御 融通に 

なりました のです か」 

自分の 貯え も、 お 君の 貯え も、 一 緖 にして 融通して 


たち ま 

しまった ほどの 兵馬の 身に、 忽ち 三百 両の金 を 融通 

して くれる ほどの 人が どこに あるだろう。 それ を 考え 

ると、 お 松 は 兵馬の 心 持が、 怖ろ しい ものの ように 思 

われて なりません。 

「誰でもい いで はない か、 わし を 信用して 融通して く 

れた 人の金、 それ を、 あなたに 預かっても らうのに、 

誰へ も 憚る こと はありますまい。 拙者 は、 その 金 を 

あなたに 預ける ばかりで はない、 あなたの いいように 

処分して 使っても らいたい、 お 君さん への 借り も その 

中から 返して 下さい …… 遠慮 はいりません。 それでも 

なお 納得が ゆかないならば、 わしに その 金 を 融通して 


くれた 人の 名 をい いましょう。 それ は、 そなたの おじ 

さんの 七 兵衛の 手から 出た もの じ や、 わし はこれ から 

あの人 を 訪ねて、 相談 をして 来ようと 思う ことがあり 

ます」 

宇津木 兵馬 は 金 包 をお 松に 託して おいて、 もうかな 

リ夜も 遅い のに、 またも 外出して しまいました。 多分、 

じっとして はいられない ことがある のでしょう。 ある 
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お 松 やお 君の 金 さえ も 融通して もらい、 自分の 

さしり よう 

差 料 を さえ 売ろうと した 身が、 忽ち 三百 両の 金を不 

用と して 投げ出して 行って しまったの は、 それと 共に、 


絶望に 帰す る ものが あれば こそです。 

しののめ  おやもと 

東雲が 病気で 親許へ 戻つ ている というの は噓 だ、 

身請け をされ て しまったの だ、 という 暗示 は、 馬鹿で 

がてん 

ない 限り 合点の ゆかねば ならぬ ことです。 この 絶望と、 

今までの 自分の 血迷い かげん。 相手 は、 情 を 売る のが 

商売の 女で、 請け出す 人 は、 金に 糸目 をつ ける こと を 

知らない 楽隠居で ある。 部屋住みの、 修行 中の 自分が、 

その 中に 入って 歯が 立つ もので はない —— それ をい ま 

悟っても、 人に は 相当に 未練 というものがある。 兵馬 

は 多分、 これから 思い起した 七 兵衛の 言葉の 端 をた 

ばくろち よう 

どって、 馬 喰 町の 大城屋 というのへ 相談に 行く のか も 


知れない。 

しかし、 気の毒な の は 出て 行った 兵馬よりも、 残さ 

れ たお 松であります。 

大 菩薩 峠の 上で、 祖父 は 殺され、 自分 は 知らぬ 旅の 

とろ じ  ま 

人に 助けられて、 箱 根の 湯 本で 湯治して いる 時に 蒔か 

れた 二人の 縁が、 本 郷の妻 恋 坂の 雨 やどりで 芽ぐみ、 

ず ま い 

その後、 自分 は 京の 島 原の 生活から 花園の わび 住居、 

京都、 大和 路の 間で も 絶えず 頼りつ 頼られつ して 来た 

その 人 は、 親しみが 余り あるのに、 情と いう もの を 知 

わきめ 

ら ない 人であった。 いちずに 目的に 向って 他 目 も 振ら 

ない のが 物足りな いだけ、 それだけ 頼もしい と 思って 


いたのに —— 

今と なって、 こういう ことにして しまったの は 自分 

が 至らない からだと、 お 松 は 残念で たまりません。 お 

松 はまた こんな こと も、 内々 気取り もし、 聞いても い 

たのです。 それ は 自分 を 養女と して 仕込んで くれたお 

師匠 様のお 絹が、 兵馬 を 誘惑した こと も 一 度 や 二度で 

はなかった こと。 お 君で さえが、 一時 は 兵馬に ぼ ー つ 

としてい たこと も ある。 そういう 誘惑が 数々 あるのに 

それ を 受けつ けなかった 兵馬の 一徹な ところ は、 自分 

あん 

としても 暗に 勝利の ほほえみ を 以て 迎えて いたのに、 

おんな ふぜい 

今と なって、 色 を 売る 女 風情に、 あの人の 心 全部 を 奪 


われて しまった となると、 お 松の 気象で は、 泣いても 

泣き 足りない ほどの 口惜し さが あるの も 無理が ありま 

せん。 

果して 誰の 力で も、 兵馬さん を、 もとの 人に する こ 

と はで きないの か 知らん。 七兵衛 のお じさん は 旅にば 

かりいて 落着かな いし、 今、 兵馬さん が、 先輩と して 

敬服して いるの はこ この 南条 先生で あるが、 あの 先生 

も あんまりた よりない。 兵馬さん を 指導す る 恩人と し 

そそのか 

て 見て よいの か、 或いは 兵馬さん を ダシに 使って 嗾 

して おられる のか、 もう 少し 手強い 意見 をして 下され 

たら …… お 松 は あまりの 残念 さに、 つい 人 を怨ん でみ 


る 気に もな りました が、 どう 考えても 口 惜涙を 抑える 

ことができません。 

ぜひな く、 その 金 包 を 抱いて、 泣く 泣く 廊下 を 伝つ 

て 自分の 部屋へ 歩いて 来る と、 途中で 後ろから その 肩 

を 叩いた ものが あります。 

「お 松 どの、 宇津木に も 困った もの だな」 

それ は南条 力の 声であります。 

「はい」 

お 松 は 返事 をしながら、 しゃくり 上げて しまい まし 

た。 

「しかし、 あれ も 馬鹿で ないから 醒める 時が ある だろ 


いつわ  うまみ 

う、 偽りの 情から 醒めて みねば、 真実の 旨味が わから 

ん、 どのみ ち、 真実な ものが 勝つ の だから、 あま リ心 

配 せんがよ い」 

「有難う ござ います」 

とはいつ たが、 それ もお 松に は、 一時の 気休め 言葉の 

ように 思われて、 自分の 部屋へ 転げ こむ と、 金 包 を 抱 
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い て 散々 に 泣きました。 

まもなく 庭 を 隔てた 一 間の 障子に うつる 影法師 は、 

今の 南条 力。 

秀でて は 不二の 岳と なり 

ぎ ぎ  そび 

巍々 千秋に 聳え 


そそ  たいえ い 

注いで は 大瀛の 水と なり 

洋々 八州 をめ ぐる  

案に よって 微吟 し、 そぞろに 鬱懐を やる の 体。 

興に 乗じて 微吟が 朗吟に 変って ゆく。 

この 人 は、 会心の 詩 を 朗吟して、 よく 深夜 人 をお ど 

ろかす 癖が あります。 

志賀、 月明の 夜 

あら  ほうれん じゅん 

陽 はに 鳳輦の 巡 を 為す 

芳 野の 戦 ひ 酣 なる の 日 

てんし  たむろ 

また 帝 子の 屯 に 代る 

或は 鎌 倉の 窟 に 投じ 


憂賁 まさに 情々 

或は 桜 井の 駅に 伴 ひ 

いんぎん 

遺訓 何 ぞ慇憨 なる …… 

歌い ゆく と 興がい よいよ 湧き、 

昇 平 一 一 百 歳 

この 気、 常に 伸ぶ る こと を 得 

しか  あた 

然して その 鬱屈に 方って や 

四十 七 人 を 生ず 
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乃ち 知る、 人 亡ぶ と雖も 

いま かつ 

この 霊 未だ 嘗て ほろびず …… 

我 もまた 詩 中の 人と なって、 声 涙 共に 下る の 慨を生 


きた 

じ 来る の 時、 廊下に ドャ ドャと 人の 足音。 

その 吟 声が やむ と 暫くあって、 南条の 影法師と 向い 

合って、 新たに 幾 頭の 影法師。 

「南条 君、 いま 戻った」 

「や あ 諸君」 

たち ま  くつろ  にわ 

忽 ちに 主客の 影法師が 寛 いで、 室内が 遽か にあわ 

ただしい 気分になる。 

そこで、 おた がいの 舌頭から 火花が 散る ように、 壮 

快な 話題が 湧き上る。 

まと 

察する ところ、 南条を 的に して 数名の 壮士が、 いま 

旅から 帰った ばかりで、 やにわに ここへ 押し かけて 来 


たものと 見える。 

こもごも 

筑波、 日光、 今巿 II 大平山 等の 地名が 交々 その 話 

題の 間に はさまれる ところ を 以て 見れば、 この 連中 は 

常 野の 間 を 横行して 戻って 来た ものと 思われる。 

しかし、 ある 時 は、 その 話題が とうてい 間 を 隔てて 

は 聞き取れない ほどの 低声に な つ て 続く ことがある。 

そうかと 思 えば 忽ち に 崩れ て 、 快哉 を 叫ぶ ような ， J と 

も ある。 

そうして 一 通り、 重要の 復命 か、 相談 かが 済んだ と 

思われる 時分に、 

「日光 街道で、 変な 奴に 逢った よ」 


これ は 余談と して、 一 座の 中の 五十嵐 甲子 雄が 発言 

であります。 

「誰に？」 

南条 力が 受取る と、 

「あの、 ならず者の がんりきの 百 蔵」 

「はは あ、 あいつに 日光 街道で …… 」 

ちまなこ 

「何 か 知らん が 日光 街道 を、 血眼で 飛んで 歩いて いた 

から、 呼び留めて 聞く と、 奴なん ともい えない ィャな 

苦笑い をして、 お帰りに なったら 南条 先生に、 先生 そ 

れ では あんまり 人が 悪 過ぎます ぜと、 そうお つし や つ 

て 下さいと いった まま、 逃げる ように 行って しまった 


かっこう  しょうしせんばん 

恰好が、 笑止千万であった」 

「ふ ふむ」 

南 条カも 何 を 思い出し たか、 吹き出し そうな 気色で 

「しかし、 山 崎 譲に であわなかった の を 何よりと する。 

時に、 宇津木 兵馬 はいる か 知らん」 

五十嵐が たずねる と 南条が 、 

「あれ も、 血眼に な つ て、 たった今、 どこかへ 出て 行つ 

た」 

「例の だな —— 困り もの だ」 

「天下 を 挙げて 血眼に なって いるの だ、 達人の 目から 


見た 日に は、 権勢に 飢えて 血眼に なって いる 奴等と、 

たいして 択ぶ ところ は あるまい じ やない か、 我々 もま 

た 御多分に は 洩れまい じ やない か。 しかし 諸君、 時勢 

の 展開の ために、 おた がい は、 もう 少し 血眼に ならな 

ければ 噓だ、 少なくとも 色に 心中す る ほどの 真剣 さ を 

以て、 国家の 大事に 当らねば この 民が 亡びる …… 」 

南条カ は、 慷慨の 意気 を 色に 現わしました。 

十七 

両国の 女 軽業の 親方お 角 は、 


「ああ もしょう か、 こう もしょう か」 

と 次 興行の 膳 立てに、 苦心 惨儋の 化です。 

というの は、 肝腎の 呼び物、 清澄の 茂 太郎に 逃げら 

れて、 三日間 病気 休業の 張 出し をして、 その 間に 連れ 

戻そうと したが、 とうとう 発見す る ことができず、 や 

む を 得ず 熊 の 曲芸と、 春雨 踊りと いうので お茶 を 濁し 

ていたが、 この 次に 何 を 掛けよう。 これが ためにお 角 

きせる 

は、 火鉢に よりかかって、 長い 煙管で 煙草 を 吹かして 

みたり、 置いて みたり、 苦心 惨儋 のと ころです。 

しかし、 絶えず 行 詰まって 展開 を 求める ことが この 

女の 苦心で も あれば、 そこに はまた 言う にい われぬ 楽 


しみが あるら しく、 目先 を 変えて 同業者 を あっとい わ 

せ、 江戸の 人気の 幾 部分 を 両国 橋の 自分の 小屋へ 吸い 

とる ことに、 この 女の 功名心が 集まって、 それが ため 

この 女 は、 興行師の 味 を 忘れる ことができな いので あ 

リま ^G7 

けれども、 今度と いう 今度 はかな リ行 詰まって、 さ 

すがの 女 策士 も 展開の 道に 窮 してし まって、 「ああ も 

しょうか、 こう もしょう か」 の 決着が 容易に つかない 

それと いうの も、 不意に 清澄の 茂 太郎を 奪われた から 

いのち 

です。 はるばる 安房の 国まで 生命が けで 行って、 不思 

議な 縁で 茂 太郎を 連れて来て、 「山 神奇 童」 の 売り物で 


あん じょ-つ 

呼んで みると、 案の定 大当りで、 この 分なら ば、 趣向 

を 変えて 一 一月 や 三月 は、 この 人気 をつな ぐ こと もで き 

よう、 そのうちに、 またまた 奇策 をめ ぐらして、 満都 

といわない まで も、 満 両国 橋 を あっといわせる こと は 

お 手の 物 だとい う 得意が あった だけに、 途中で 茂太郎 

を 奪われた ことが 痛手です。 

いったい、 この 女が 最近に おいて 当てた 二 ッのレ 

コー ドは、 印度の 黒ん坊の 槍 使いと、 それから 山神奇 

童の 清澄の 茂 太郎に 越す もの はない のに、 二つと も大 

当りに 当りながら、 どちらも 途中で 邪魔の 入った のが 

しゃく 

癢 です。 


「ちえ ッ、 どこかで 見た つけ、 あの ちんち くりんの 黒 

ん坊 を。 もう 一 べん 引 張って 来よう か 知ら」 

と、 お 角が いまいま しそうに 未練 を 残して みたの は、 

例の 宇治山 田の 来 友の ことであります。 

「あれなら ば、 まだまだ けつ こう 人気が 取れ るんだ け 

れど、 あいつ は、 馬鹿正直で、 まるっきり 商売気と い 

う ものが 無 いんだから やりきれない」 

きせる 

お 角 は、 米 友に 未練 を 残しながら、 煙管 を やけに は 

たいて、 それから それと 問わず語り を はじめて いる。 

「お 祖師 様の 一代記 を 菊人形に 仕組んで みたら、 とい 

う 者 も あるが、 あれ はいけ ない ねえ、 人^に 相当した 


こと を やらな けり や 物笑い だからね え …… いっそ、 上 

方から 女 浄瑠璃の 大 一座で も 招んで 来よう か 知ら。 そ 

れも大 がかり だし、 第 一 それじゃ 今の 一 座が 納まる ま 

いし …… 」 

とつお いつの 末が、 朱 羅宇の 煙管へ、 やけに 煙草 を 

詰め込む のが 落ちで、 むやみに 焦った が つてい ると こ 

ろへ、 二階で 物音が しました から、 吸い かけた 煙管 を 

はなして 天井 を 見上げて いる。 

「お起きな すった のか 知ら」 

ここ は、 両国 橋の 雑沓が 聞えない 程度の 距離の しも 

たやで、 大抵のお 客 は 断 わって、 次 興行の 秘策 をめ ぐ 


ら すお 角の 唯一の 控所 であるのに、 二階で まだ 寝込ん 

でいた 人が あると すれば、 それ は 誰だろう。 お 角 も 相 

当に 腹の ある 女 だから、 まさかがん りきの 百 蔵の よう 

な 男 を、 ここへ 引 張り込んで 寝 泊り をさせる ような こ 

とも あるまい に。 

お 角が、 天井 を 見上げて いる 間に、 二階で 物音 を さ 

せて いたのが 静かに 歩いて 来て、 やがて 梯子段の 上が 

ミシリ ミシリ と 音を立て はじめる。 そこでお 角 はや や 

居ず まい を 直して、 

「お 嬢 様、 ぉ危 のう ございま すよ」 

煙管 を 片手に 梯子段 を 見上げて いると、 だまって 下 


りて 来る 人が あります。 ほどなくお 角の 前へ 姿 を 現わ 

したの は、 ねまきに 羽織 を 引っかけた 女の 姿に 違い は 

ない けれど、 どうした もの か、 頭からす つぼり とお 

こ そず き ん 

高祖 頭巾 を かぶった ままです。 

「おかみさん」 

「お 嬢 様、 もうお よろしう ございま すか」 

なお 

「ええ、 もう 癒って しまいました」 

おうよう 

お 角が、 ていねいで あるのに、 女 は なかなか 鷹揚で 

す。 それに、 いくらなんでも、 人の 前に 出て 頭巾 を か 

ぶった なりに 挨拶 をす るの は、 みょうに よって は 甚だ 

しい 横柄な もので、 それ をお 角 ほどの 女が、 一目置い 


て 応対して いるの は、 よほどの 奇観と いわなければ な 

ら ない ことです。 

「まあ、 お話し 下さい まし、 わたし も 退屈して 困って 

いますから、 どうぞ」 

といって、 お 角 は、 さながら 主筋に でも 仕える ように、 

至ってて いねいに 座蒲団 をす すめる と、 女 は、 その上 

へ 坐っても、 いっこう 頭巾 を 取ろうと しないし、 お 角 

も 一向、 それ を 気にして いないの がおかし いほ どです。 

それからお 角が、 お茶 をす すめた リ、 羊羹 をす すめ 

たりして いると、 

「おかみさん」 


「はい」 

なお 

「わたし は、 もうす つかり 癒り ましたから、 どうぞ、 

わたしの 頼み を 聞いて 下さい」 

「です けれども」 

「いいえ、 かまいませんから」 

お高祖頭巾の 女 は、 何 か を 頼みに 来たので す。 けれ 

ども、 頼む というより は 圧迫す るよう な 態度で、 それ 

をお 角 ほどの 女が、 あしらい 兼ねてい る あんばい がい 

よいよ 変です。 

「です けれども、 お 嬢 様 …… 」 

と、 お 角が ようやく 立て直して、 


「そう 申して はなんで すけれ ども、 わたし は、 あなた 

が、 もうあの 方に お 目に かからない のがお ためになる 

と 存じます」 

「それ はどうし てです か」 

「あなた は、 御存じに なって おります か 知ら」 

「何 を」 

「あの方の 本当のお 名前 を」 

「ェ ェ、 あれ は 机 竜 之 助と 申します、 吉田 竜太郎 とい 

うの は 仮り の 名前です」 

「そうしてお 嬢 様、 あなたの ごらんに なった ので は、 

あの方 は 善い 人です か、 それとも 悪い 人です か」 


「どちら だか 知りません が、 わたし は、 あの人が 大好 

きな のです」 

「もし、 悪い 人であって も？」 

「ええ、 あの人が ほんとうに、 わたし を 可愛がつ てく 

れ るから、 それで わたし は あの人が 忘れられません、 

あの人 だけが ほんとうに、 わたし を 可愛がって くれる 

のです。 それ は、 あの人が 眼が 見えない からです、 眼 

が 見える 人 は 一 人で も、 わたし を 可愛がる 人 はこの 世 

にありません」 

「けれども、 お 嬢 様、 あの方 は 悪人です よ、 あの方の 

傍に いると、 いっか、 あなた も 殺されて しまう こと を 


お忘れに な つ てはいけ ません」 

「いいえ、 あの方 は、 決して わたし を 殺し はしません 

…… わたし を 殺さない だけで はなく、 わたしが 傍に い 

れば、 あの方 は ほかの 人 を 殺さなくなる のです。 わた 

しと あの人と は、 しっくりと 合います、 わたしの 醜い 

ところが 全く 見えないで、 わたしの 良い ところ だけが 

この 肉体 も 心 も、 みんな あの人の ものに なって しまう 

のです から。 わたし は、 天に も 地に も、 あの人より ほ 

かに は 可愛がって くれる 人 もなければ、 可愛がって 上 

ごしょ ラ 

げる人 もない のです …… 後生です から、 あの人に 会わ 

せて 下さい、 いくらお 金が かかっても かまいません か 


ら、 あの人の 行方 を 探して みて 下さい」 

この 女 はお 銀 様 —— 甲 州 有 野 村の 富豪 藤 原 家の 一 人 

かお  こぼ 

娘。 花の ような 面 を、 鬼の ように 焼き 毀 たれてから、 

のろ  からだ 

呪われた 肉体に、 呪われた 心が 宿った の はぜ ひも あり 

ません。 スラリ とした 娘盛りの 姿に、 寝る から 起きる 

うち 

まで お高祖頭巾の 裡 につつ まれた 秘密、 それに 触る る 

もの は 呪われ、 これに 触れず して その 心 だけ を 取る も 

のの みが、 溶鉱 のように 溶けた 熱い 肉に 抱かれる。 

お 角 はお 銀 様 だけが どうも 苦手です。 この 人に 向う 

となんだ か 圧され 気味で いけない。 なんという 負い目 

が ある わけで はない が、 この 人に は、 先 を 制されて し 


まいます。 そこで 申し わけ をす るよう に、 

「よろしう ございます、 そういう こと を 頼む に は 慣れ 

た 人 を 知ってい ますから、 近いうちに、 キッ とお 嬢 様 

のお 望みの 叶うよう にして 上げましょう」 

「どうぞ、 お頼み 申します」 

といって お 銀 様 は、 お辞儀 をして 立って 行きました。 

うしろすがた 

二階へ 上って 行く 後 形 を 見る と、 スラリ としてい 

い 姿です。 品と いい、 物い いといい、 立派な 大家のお 

嬢 様と して 通る の を、 あの お高祖頭巾の 中の 秘密が、 

めちゃくちゃに、 一つの 人生 を 塗りつぶして しまう か 

と 思う と、 さすがに 不憫です が、 鉛色に 黒く 焼けた だ 


れた 顔面の 中には、 白 味の 勝った、 いつも 睨む ような 

まな ざ 

眼差し。 お 角で さえ も、 その 眼で 見られた 時 は、 ゾッ 

おもて  そ 

として 面 を 外ら さない ことはありません。 

お 銀 様が 二階へ 上って しまう と、 ホッと 息をついた 

お 角 は、 急に 何 かの 重し から 取られた ような 気持に 

なって みると、 今の 不憫 さが、 腹立たし いような、 嫉 

ましい ような 気持に 変って ゆきます。 巣 鴨の 化物 屋敷 

の 土蔵の 二階で、 あの人と 机 竜 之 助と が、 うんきの 中 

みず わた 

で、 夜 も 昼 も 水 綿の ように 暮らして いた 時の こと を 思 

うと、 お 角 は 憎らしい 心 持に なって、 よくも 図々 しく 

人に あんな ことが 頼まれた もの だと、 やけ 気味で 煙管 


を 取り上げ ると、 その 時、 表の 格子戸が ガラリ と あい 

て、 

「こんにちは、 御免下さい まし」 

「おや、 誰 だい」 

あんま 

「按摩で ございます」 

「按摩さん かえ、 さあお 上り」 

ご ひ いき 

「どうもお 待 遠 さまで ございました、 毎度 御 蟁属に 有 

難う ございます」 

按摩 は、 こくめいに 下駄へ 杖 を 通して 上へ あがって 

来る と、 お 角はク ルリと 向き を かえて、 肩 腰 を 揉ませ 

にか かる。 


「なんだか 雨 もよ いで ございま すね」 

「降る とい いんだが ね」 

「左様で ございま すよ」 

按摩 は臂 でお 角の 肩 を グリグリ させながら、 お天気 

たくま 

のお 世辞 をい つてい ると お 角 は、 その 腕の 逞しい と 

ころ を 見て、 

「按摩さん、 お前 は 幾つ だえ」 

「え、 私の 年で ございま すか、 まだ 若う ございま すよ」 

「若 いのは 知れて いるが、 幾つに おなり だえ」 

「ェ ェ、 十三 七ッ でございます」 

「ちょうど？」 


「左様で ございます」 

「おかみさん はあります か、 それとも まだ 一 人です か」 

「へ へえ ：：： 」 

「なんだ ね、 その 返事 は。 あるので すか、 ない のです 

か」 

「あるので すよ、 一 人あります のです よ」 

「 一 人 あり やた くさん じ やない か」 

「おかげさまで どうも …… 相 済みません」 

「おかみさん があった つて、 済まない こと はない じ や 

な レカ」 

「なかなか 親切に して くれます から、 それで 私 も 助か 


ります」 

きりょう 

「おやおや。 そうして 何 かえ、 そのお かみさん は 容貌 

よしかね」 

きりよう 

「へえ、 容貌のと ころ は 私に はわ かりま せんが、 皆 さ 

んが、 私に は 過ぎ 者 だと おっしゃって 下さいます」 

「やりきれな いね」 

「ところが、 ごしん さま、 容貌が よくて、 気立ての 親 

かたわ もの 

切な 申し分のない 女が、 私共み たような 不具者の とこ 

ろへ 来て くれる からに は、 どのみ ち、 ただ者 じゃあり 

ま すま レ 」 

「前 はどう だ つ て いい じ やない か、 今 さえよ ければ」 


「ところが、 今 だって 本当のと ころ はどう だか わか 

リゃ あしません、 わからない けれども、 私 は 最初から 

眼 をつ ぶ つ て います からね」 

按摩の 言葉 は、 妙に からんで 来ました。 

按摩 を 相手に 話して いると ころへ、 勝手口から 静か 

に 入って 来て、 

「お母さん、 ただいま 戻りました」 

「梅ち やん かえ」 

そこへ、 手 をつ いたの は 十四 五になる 小娘で ありま 

「帰りに、 楽屋の 方へ 廻って 来た ものです から、 ツイ 


遅くな りました」 

「楽屋で は 変った こと もなかつ たか ェ」 

「あの、 力 持のお 孰さん が、 少しお 腹が 悪い と 言って 

寝て いました」 

「勢 ちゃんが かい」 

「ええ、 それでも たいした こと はない のでしょう、 寝 

ながら みんなと 笑い話 をして いました から」 

「鬼の かくらんだろう」 

「あ、 そうそう、 福 兄さんが 来て 待って いました、 今 

日 はどうしても 親方に お 目に かかりた いが、 いつ 帰る 

だろう、 帰る まで まっている とおつ しゃいました」 


「ここ を 言 や あしないだ ろうね」 

「ェ ェ、 誰も 言いませんでした。 多分、 晚 方までに は 

帰る でしようと、 お 勢さん が 言いましたら、 福 兄さん 

が、 それじゃ 晚 方まで 待って いようと お言いでした」 

「何だろう」 

かし  あんま 

お 角が、 ちょっと 首 を 傾げた 時に、 按摩 は 一通 リ療 

治 を 終って、 

「どうも 御 窮屈 さまで ございました」 

「御苦労 さま」 

ちょう もく 

そこで 按摩に お 鳥目 を やつ て 帰して しま つてから、 

お 角 はま だ 思案の 体で、 


「福 兄さん 一人で 来たの かェ、 誰もお 連れはなかった 

かェ」 

つれし ゆう 

「ええ、 どなた もお 連 衆はありません ようでした」 

「あってみ ようか 知ら」 

たんす 

小娘 は 唄の 本 を 箪笥へ 載せて、 勝手元 を 働こうと す 

るの を、 お 角が 呼び留めて、 

ごぜん 

「そっち は あとに して、 二階のお 嬢 様に 御 膳 を 上げて 

下さい」 

「承知いた しました」 

この 小娘 は、 お 角が 掘り出して 貰い 受け、 今、 仕込 

み 最中の、 ちょっと いい 子で、 お母さん 呼ばわり をし 


て 懐いて います。 膳 ごしら え をして 二階へ 上った あと 

で、 お 角 は卷帯 をズル ズルと 解いて、 着物 を きがえに 

かかりました。 

はんてん 

藍の 小 弁慶のお 召の 半纏 を 着て、 鏡に 向って 立 膝 を 

しながら、 洗い髪の 兵 庫に、 黄楊の 櫛 を 無雑 作に 横に 

さして 立ち上る ところへ、 二階から 小娘が 下りて 来 ま 

した。 

「梅ち やん、 わたし は、 これから 行って 来る から、 お 

留守 を 頼みます よ」 

「行って いら つ しゃい まし」 

「もし 留守の 間に、 誰か 尋ねて 来ても、 わからな いと 


言つ て 帰して おくれ」 

「よろしう ございます。 それでも お母さん、 いっかの 

ように、 わからなければ 旦那のお 帰りまで 待って いる 

と 言って、 坐り込む ような 人が 来たら どうしましょう」 

「そうね。 では、 面倒 だから 鍵 を かけて おしまい」 

「はい」 

「そんなに 遅くなら ない うち 帰つ て 来る つもり だけれ 

ど、 福 兄さんとの 話の 都合で、 もし 遅くなる よう だつ 

たら、 誰か をお 相手に よこす から」 

「承知いた しました」 

「それからね、 二階のお 嬢 様が モシ どこかへ 出た がつ 


て も、 お出し 申さない ように。 そうそう、 勢 ちゃんが 

とぎ 

病気なら、 勢ち やん をお 伽に よこそう」 

「お 勢さん が 来て くれれば、 本当の 百人力です けれど、 

わたし 一 人で も 大丈夫で すよ」 

「勢ち やん をよ こしましょう」 

と 言って お 角 は、 この 家 を 出て 行きました。 

十八 

両国の 女 軽業師の 楽屋へ 来て、 お 角 を 待って いる 

福 兄なる もの は、 御家人 崩れの 福 村の ことで、 巣 鴨の 


化物 屋敷で は、 天晴れ 神 尾 主 膳の 片腕で ありました。 

今、 楽屋の 美人 連中 (あまり 美人で な いのも ある) 

を 相手に、 しきりに 無駄口 を 叩いて いる。 歳 はま だ 若 

あわせ ひと いんろう 

いが、 でつ ぶり 太って、 素肌に 羽二重の 袷、 一 つ 印籠 

と いう こしらえで、 

「そいつ あ 乙 だ、 一番 その 朝 比奈の 口上 言いと いうの 

を 買つ て 出よう かな」 

ともえ ごぜん 

「福 兄さんが 朝 比奈を やって 下されば、 巴 御前 はわた 

しの ものでしょう」 

と、 腹が 痛い と 言って 寝込んで いた 力 持のお 勢が 乗り 

出して 来る と、 はたに いた 美人 連が、 


「お 勢さん の 巴 御前に、 福 兄さんの 朝 比奈は 動かない 

ところ だ わ。 それで は、 わたし は 何 を 買って出 ようか 

知ら」 

「わたし、 おちゃつ ぴ いになる わよ」 

「わたし も、 おちゃつ びい」 

「では、 わたし もお ちゃつ ぴ いに なりましょう」 

「あなたお 米屋のお ちゃつ ぴぃ になり なさい、 わたし 

酒屋のお ちゃつ ぴ いになる わ」 

さかなや 

「そう、 それじゃ、 わたしお 肴屋 のおち やつ ぴぃ にな 

るから、 あなた 薪屋 のおち やつ ぴぃ におな りなさい」 

「それから、 わたしと 組 ちゃんと は、 質屋と 古手 屋の 


おちゃつ びいに なって、 表口から 乗 込む ことにし ま 

しょう」 

「嬉しい わ、 そうして、 おちゃつ びいが 揃って、 万夫 

不当の 朝比奈 をぎ ゆ うぎ ゆ う 言わせ て やれば、 ほんと 

に 儲かる わね え」 

「そこへ、 裏手から、 こっそりと 巴 御前が 現われて、 

窓口から お金 を 投げ込んで 行く ところ は 浚われても 仕 

方がない、 何でもお ちゃつ びいに なって、 朝比奈 をギュ 

ゥ と 言わせ て やり さえ すれば 胸が 透く わ 」 

美人 連が はしゃぐ のに、 福 兄 は 多少の 不服で、 

「そうお ちゃつ びいば かり 出来た つて、 梶 原が いなけ 


り やお 芝居に ならね え」 

「そうです ね、 梶原は 誰の ものでしょう」 

みずげい 

「水芸のお 政さん じ や、 少し 年功が 足りな いわねえ」 

「いやよ、 わたし、 梶 原なん か 大嫌い。 同じ 梶原 でも、 

かたきやく 

梅ケ 枝の 源 太なら 附 合っても いい けれど、 敵役の 梶 

原なん て、 第一、 わたしの 柄に ない わ」 

キ J 

「人魚のお 作さんでも、 憎みが 利かない かねえ」 

「あれ じ や、 あんまり 温和し 過ぎる わ。 と 言って、 蛇 

使いのお 金さん は 柄が 小さい し」 

「そうそう、 ある わよ、 ある わよ」 

「誰？」 


「怒られる と 悪い から」 

「かまわな いからお 言いな」 

「でも 叱られる といやよ」 

「誰も 叱る もの はい やしない、 ねえ、 福 兄さん」 

「ああ、 どうして、 梶原 という 役 は、 あれで 色悪に は 

なって いるが、 ほんとう は なかなか 腹の ある 奴 だから、 

わりふられた つ て 怒る が もの はねえ や」 

「それじゃ 言いましょう か」 

「お言い、 お言い」 

「うちの 親方」 

「なるほど、 まあ、 その 辺だろう 一 


「そこで 錦絵 姫が 一枚 欲しい の だが、 おちゃつ びい を 

外して お 姫様 を ふるわけ にもい かず、 これ も 難役 だろ 

うじ やない か」 

「お 姫様なら、 わたし 代って 上げても いい わ」 

「わたし も、 おちゃつ びい を やめて、 お 姫様の 方へ 廻 

ろうか 知ら」 

「わたし は、 おちゃつ ぴ いはお ちゃつ ぴ いとして、 お 

姫様と 二役 やって みたい」 

「まあ、 慾 張り …… 」 

「静かに おし、 梶原 様の おんり」 

力 持のお 勢が 眼 面で 知らせた ところへ、 親方のお 角 


が やって来ました。 

お 角が 現われる と、 美人 連 も 急に 引 締まって、 どて 

らを 被って 寝て いた 力 持のお 勢で さえ も、 起きて 迎え 

に 出ました。 

「勢ち やん、 あんばい はどうです」 

「有難う、 格別の こと も ございません、 よくな り まし 

た」 

「大切に おしよ」 

ひかえ 

美人 連 は、 そわそわ として 持 場 持 場に ついたり、 控 

へ 出て 行ったり して、 そこに 残る もの は 福 兄と お 角の 

二人 だけです。 


「福 兄さん、 よく 無事で ながらえ ておいで になり まし 

たね」 

「恐れ入り やした」 

あけに 

福 兄 は 明 荷のと ころへ 背 を もたせて、 ちょっと ばか 

リ頭を 下げて、 

「拙者の 方で も 一 別 以来、 ずいぶんの 御無沙汰 だが、 

親方、 お前の 方で もずい ぶん 薄情な もの だ、 化物 屋敷 

が 焼けて、 御 允 は あの 通り 苦しんで いる、 我々 はみ な 

散々 バラ バラに なって いるのに、 ツイ ぞ 今まで、 福 は 

ためし 

どうして いるかと、 お見舞に あずかった 例がない」 

「その 恨みなら、 こっちに 言い分が 大有り さ。 立 退き 


先 を あれほど 探して 歩いた のに、 わからない ばかり か、 

わかりきつ ている 行 先 を さえ、 わたしにまで 隠そうと 

しゃく 

なさるな んぞ は、 水臭い にも 程の あった もの、 癩 にさ 

わ つ てた まらなかった のさ」 

「それに はまた それだけの 理窟が あって、 あの 当座 は、 

あんまり いどころ を 人に 知られたくなかった のさ。 そ 

おんたい 

の 点 は 喧嘩両成敗 として、 御大 も 実は 苦しみ 抜いて い 

る、 一度、 見舞に 行って くれない か」 

「上ります とも。 上って よければ 今日に でも あがり ま 

すけれ ど、 そんな わけ だから 遠慮 をして いました」 

「もう 遠慮 は 御 無用 I 


「神 尾の 御前のお 怪我 はどうで すか」 

きず  みけん 

「創 は 癒着す るに はした が、 なにぶん、 眉間の 真中 を 

ぼたもち だい  く  あと 

牡丹餅 大 だけ 刳り 取られた の だから、 その 痕が ありあ 

りと 残って、 まあ 出来損ないの 愛染明王 といった 形 だ、 

とても、 あの人 相で は、 世間へ 出る 気に はなれな いと 

あって、 大将 当分 は 引 込んで いる はず だ」 

つるべ 

「怖ろ しい ことで したね。 何しろ、 あの 時に 釣瓶へ 肉 

が パック リと喰 付いた 有様 は、 眼の 前に 物の 祟 リを見 

るよう で、 ゾッ としてし まいました」 

「御大 も、 あの 時の こと を 思い出す と癩 にさ わると 見 

え、 身ぶ るい をして、 僧い おしゃべり 坊主！ と 口 


しがって いる」 

「全く、 あの 小坊主 は 変な 坊主でした、 うちの 茂太郎 

の 友達 だと 言って 来た こと も ありまし たが、 怖い ほど 

勘の いい I 」 

「全く あの 時分の 化物 屋敷 は、 名実 共に 化物 屋敷で 

ぎょうそう 

あつたが、 御大が あの 形相 では、 今後の 化物ぶ りが 一 

層 思い合わされ るの だが、 当分、 田舎に 引 込んで 此方 

へ は 出て 来まい」 

「どこへ 引 込んで おいでになつ ています か」 

「栃木の 大中 寺と いうと ころに、 もとの 知行 所が あつ 

て、 そこへ 隠れて いる」 


「栃木の 大中 寺、 たいへん 遠い ところへ お越しに なつ 

たもので すね」 

「なに、 遠い といっても 日光より 近いの さ。 一度、 日 

光 参詣 をつ いでに、 一緒に 見舞に 行かない か」 

「ぜひお 供 を 致しましょう」 

「ところで、 今日 ヮザヮ ザ やって来 たの は ほかで はな 

い、 君に ちょっと 金儲けの 口 を 授けよう として 来たの 

だ。 というの は、 ながらく 西洋へ 売られて 行って、 あつ 

ちで 珍しい 手品 を 覚えて 来た 奴が ある、 それ をう まく 

売り込みたがって いる 口 を 聞き込ん だから、 頼まれ も 

しないのに 持ち込んで 来た もの さ」 


「それ は 耳よりの 話です ねえ」 

お 角 は 乗気に なって しまいました。 

「詳しい話 は 拙者のと ころへ やって来 給え、 小石 川の 

みょうが だに  きりし たんざ か 

茗荷 谷で、 切支丹 坂 を 上って、 また 少し 下りる と、 長 

屋 門の ィャに 傾いだ のが 目安 だ …… 」 

十九 

両国 橋の 女 軽業の 小屋 を 出た 御家人く ずれの 福 村 は、 

とお リ あぶらち よう  そうし どん や 

帰りが けに 通 油 町の 鶴屋 という 草紙 問屋へ 寄って、 

誰への みやげ か、 新版の 錦絵 を 買い求めながら、 ふと 


傍 を 見る と、 お 屋敷 風の 小娘が 一人、 十 冊ば かりの 

ちゅうほん 

中 本の 草紙 を 買い求めて、 それ を 小 風呂敷に 包んで 

いると ころであります。 

むらさきち リ めん 

まず、 その 小 風呂敷に 目が つくと、 紫 縮緬の まだ 

巳の 刻な のに、 五 七の 桐が 鮮 かに 染め抜い てあります。 

はて、 物々 しい、 と 福 村 は それに 目 を 奪われて、 いま 

包もうと する 草紙 を視 いて 見る と、 上の 一 揃い は 「常夏 

うすゆき 

草紙」、 下の は 「薄雪 物語」、 どちらも 馬 琴 物と 見て取 

りました。 

「さようなら」 

みせさき 

代 を 払って、 娘が 店頭 を 去る と、 


ご ひいき 

「毎度、 御蟁 属さ まに 有難う 存じます る」 

大切な お 得意先と 見えて、 番頭 は 特別に 丁寧に、 こ 

の 小娘のお 使に 頭 を 下げて 送った から、 福 村が はじめ 

てこの 娘 を 見直す と、 

「お 松 どので はない か」 

娘が 振 返って 見て、 

「まあ、 福 村 様」 

みせさき  か いこう  て い 

二人 は 鶴屋の 店頭で、 意外の 邂逅に 驚いた 体です。 

娘 は 申す まで もな く、 本 所の 相 生 町の 老女の 邸のお 

松であって、 この 男 を 知ってい るの は、 ずっと 以前、 

神 尾 主 膳の 伝馬 町の 屋敷に 仕えて いた 時分の ことで、 


その 時分から、 この 福 村 は 神 尾の 屋敷へ 出入りし てい 

た 道楽 友達であります。 

あの 時分に はなん といっても、 神 尾 は 由緒 ある 旗本 

の 株 を 失わなかった し、 福 村 も 今 ほどく ずれて はいな 

かった から、 お 松 は 主人 筋のお 友達に 出逢った 気持で、 

福 村 様と いいました。 ところが、 今では 軽業 小屋の 美 

人 連からで さえ も、 福 兄さんで 通って いる 福 村 は、 お 

いんぎん 

松に かく 慇憝に 福 村 様 と 呼び かけられて、 多少き ま り 

の 悪い 形です。 

「いかさま 珍しい ことじ や、 いったいお 松 どの、 君 は 

今 どこに いるの だね」 


「本 所の 方に おります」 

「本 所 —— 本 所 は どこ だね」 

「本 所 は 相 生 町で ございます」 

「相 生 町 I 」 

といって 福 村 は、 お 松の 姿と、 抱えて いる 風呂敷 包と 

を、 事新しく ながめます。 お 松の 姿 はお 屋敷 風で、 そ 

の 胸に かかえて いるの は、 今 もた しかに 見て おいた 通 

り、 五 七の 桐 を 白 抜きに した 紫 縮緬の 風呂敷で ありま 

す。 そこで、 ちょっと 福 村が、 胸の 中で、 相 生 町へ 当 

り をつ けて みました。 相 生 町 辺で しかるべきお 屋敷 I 

I それ も 格式の 軽くない 五 七の 桐 を 用いて いるお 屋敷 • 


福 村 は 地 廻り 同様にし ていた 土地 だから、 ちょっと 当 

リを つけよう としてみ ました。 

ェ— ト、 相 生 町の  一 丁目から 五丁目までの 間に は、 

しかるべき 大名 旗本の 屋敷 はない はず だが、 お 台所 町 

へ 出る と、 土 屋相模 守と 本 多 内蔵 助が ある。 土屋は 

九曜 で、 本 多 は 丸に 立葵。 緑 町へ 行って 藤 堂 佐 渡 守 

の 下屋敷、 あれ は 蔦の 葉、 津軽越 中 守 は 牡丹 丸。 こう 

考えて くると、 あの 辺で 五 七の 桐 を 用うる 屋敷 は 思い 

当らない のであります。 そこで、 

「相 生 町 は、 誰のお 屋敷？」 

とたず ねる と、 お 松 も、 ちょっと 返事に 困ったら しく 


「御 老女 様のお 屋敷に、 お世話になって おります る」 

「御 老女 様？」 

とみ がてん 

これ も 福 村に は頓に 合点が ゆきません。 しかし、 店 

頭 を 離れてから、 福 村が、 

「ともかく 珍しい、 ぜひ 遊びに やって来 給え —— ええ 

と、 拙者のと ころ は 小石 川の 茗荷 谷、 切支丹 屋敷に 近 

いところ で、 いやに 傾いだ 長屋 門 を 目安に 置いて たず 

ねれば 直ぐ 知れる。 君のお 師匠 様 も 一緒にい るよ」 

「え、 お 師匠 様が？」 

お 松 は ギヨ ッ としました。 


ひょうぼう 

やがて 夕方に なると 福 村 は、 しばしば 標榜して い 

た 通り、 茗荷 谷の 切支丹 屋敷に 近い 長屋 門の ィャに 傾 

おの 

いだ 一 方に、 福 村の 名 を 打って ある、 己れ の 屋敷へ 戻つ 

て 来ました。 

帰って 見る と、 お 絹 は 火鉢に もたれながら、 しきり 

まるまげ 

に 絵本に 読み耽つ ている ところであります。 丸鬍に 

結った、 いかにも 色つ ぼい 後家さん といった 風情。 

「やれやれ くたびれた」 

その 前へ 無遠慮に 胡 坐 を か いた 福 村。 

「お帰りなさい」 

お 絹 は 絵本 を 畳の 上へ 伏せて、 乳色 をした 頰に、 火 


鉢の かげんで ぼ— つと 紅 味の さした 面 を 向けて、 につ 

こりと 笑う。 

「おみやげ」 

「な あに？」 

福 村 は 懐ろ から ふくさ 包 を 取り出して、 

「通 油 町の 鶴屋 で、 それ 御所 望の 六 歌仙、 次に 京 橋へ 

廻って わざわざ 求めて 来た 仙女 香」 

「まあ 嬉しい」 

「まだ あるよ …… 黒 油の 美玄 香」 

「それが いけない、 いつも 落ちが 悪い から」 

「あんまり いまいま しいから、 ついこん な もの を 求め 


て 来る 気になった のさ」 

「何が、 そんなに いまいま しいの」 

「いつにな つたら 浮気が やむ のか、 気が 揉めて たまら 

ないから、 せめて こんな もので も 見せつ けたら、 少し 

は 身に こたえる かと 思 つ て 買つ て 来た」 

「かわいそうに」 

「ちえ ッ、 いやにな つち まうな あ」 

福 村 は、 じれったい 様子 をして 見せる。 

こうして 見る と 二人 は、 まるっきり 夫婦 気取りです _ 

先代の 神 尾 主 膳に 可愛がられて 妾と なり、 今の 神 尾 

主 膳の 御機嫌 をと リ、 そのほかに 肌合いの 面白そう な 


男と 見れば、 相手 を 嫌わない 素 振 を 見せる 女 だから、 

時の 拍子で、 もうこの 男と も 出来合って しまった のか 

知ら。 そうでなければ、 何 かに 利用す るつ もりで、 い 

いか げんに 綾な している のか も 知れない。 

「どうも有難う、 これ だけ はこつ ちへ いただいて おき 

ます、 これ は そっちへ」 

といって お 絹 は、 錦絵と 仙女 香と を 受取って、 美玄香 

だけ を、 わざと 福 村の 方へ 押しつけ ると、 福 村 は、 

「そんな もの はいりません、 早く 飯が 食べたい のです」 

「いま、 食べさせて 上げる から、 おとなし くして おい 

で」 


「あい、 さむらいの 子と いう もの は、 腹が減っても ひ 

もじうな い …… それよ、 今日は また 珍しい 人に、 二人 

までぶ つつかつ て 来ました よ」 

「珍しい 人 …… 誰？」 

「 一 人 は 両国の 女 軽業の 太夫 元のお 角さん …… 」 

「いやな 奴」 

お 絹 は 心からお 角 を 好いて いない。 お 角の 方 も 御 同 

様でしょう。 

だいち ゆうじ 

「そのうち、 日光へ 参詣 を 兼ねて、 一緒に 大中 寺の 

おんたい 

御大 をたず ねる 約束 をして 来たから、 近い うちこ こへ 

やって来 ると 思う、 やって来ましたら、 どうぞお 手柔 


「知らない」 

お 絹が 横 を 向く と、 福 村 は 改めて、 

「御機嫌 を 直して 下さい、 もう 一人 は、 決して あなた 

の 嫌いな 人ではありません、 あの あなたの 娘 分のお 松 

どのに 逢つ て 来ました よ」 

「お 松に、 どこで？」 

「通 油 町の 鶴屋 で」 

「あの 子 はこつ ちへ 来て いたの か 知ら。 来て いたんな 

ら、 わたしの ところへ 面 を 出しそう な もの。 薄情な 娘。 

问 をして いました」 


「お 屋敷 奉公なん だろう が、 そのお 屋敷と いうの が… 

〜」 

かいこう てんまつ 

そこで 福 村が 邂逅の 顛末と、 五 七の 桐の 疑点と を 物 

語る と、 聞いて いたお 絹の 面に、 安から ぬ 色が 浮び ま 

二人が お 取 膳で 御飯 を 食べて しまつてから、 福 村 は、 

「御大 もこつ ちへ、 出て 来たい に は 来たいだろう がな」 

といい ますと、 お 絹が、 

「出て 来た つ て 仕方が ありま せんよ」 

「かわいそうに、 そんな 薄情な こと を 言う もんじ やな 

い、 当人 は 島流し 同様な 境遇に いるの だから、 あの 気 


象で はた まるまい」 

わがまま 

「な あ ー に、 向う で、 我儘 いっぱいに している でしよ 

う」 

「そうはい くまい テ、 誰と いって 親身に なって 侍く 

もの は あるまい し」 

「いいえ、 旧領 地の 人た ちが、 有難が つて 大騒ぎして 

いると いう ことです」 

「だって、 旧領 地の 人 じゃあ 仕方がない、 誰か こっち 

から 行って やりたい 親切な 人 はない かな あ」 

「そり や あるでしょう」 

「あるならば、 遠慮なく 行って おやりなさい」 


「知らない …… 」 

お 絹 は 横 を 向いて、 絵本 を 取り上げて しまいました。 

「怒った のかね」 

福 村 は 御機嫌 をと ると、 お 絹 は やっぱり 横 を 向いた 

一一 f  一一  f  o 

「お 気にさ わったら 御免下さいよ」 

それでもお 絹 はつん として、 絵本に 見入って いる。 

そこで 福 村 は、 

「お 気 を 直して 下さいよ」 

それでもお 絹 は、 つんと して 口 を 利こうと はし ませ 


その 時、 急に 次の間から、 はした 女の 声で、 

「あの —— 出 羽 様のお 屋敷から お 使の 衆が お見えにな 

りまして、 今晚 集まりが ございまして、 皆さんが 大抵 

お揃いに なりました から、 どうぞ 御主人 様に も、 早速 

お いで 下さる ようにとの ことで ございます」 

「あ、 そうだ、 忘れて いた、 今日は 例の 集まりの 日で 

あった」 

福 村 は、 急に そわそわ として、 何かと 用意 をし、 

「それじゃ 行って 参ります から、 後のと ころ をよ ろし 

く。 なに、 ちょっと 面 を 出して すぐに 戻って 参ります 

よ、 どうか 御機嫌 を 直して お待ち 下さる ように」 


刀 をた ばさん で 出かけよ うとす るから、 お 絹 も だ 

ま つ て はおれず、 

「行って おいでなさい」 

無愛想に 言った。 その 言葉に 福 村 は、 甘ったるい 思 

い をしながら、 ほくほくと 出かけて 行きました。 集ま 

りと いうの は、 何 かの 賭事 を 意味して いる この 一連の、 

どうらく 者の 集まりに 相違ない。 

残された お 絹 は 絵の 本 を 置いて、 この 時 はじめて、 

福 村が 買って 来て くれた 錦絵 を 一 枚ず つ 念入りに なが 

めて いました が、 それ も 見て しまう と、 暫く ぼんやり 

と 物 を 考えて いるよう でした が、 何 か 急に ィャな 気が 


さして 来た 様子で、 

「おとう や —— 」 

女中 を 呼んだ けれども 返事が ありません。 

「いないの かえ」 

だ だつ 広い 屋敷のう ちが、 ひときわ ひっそりして、 

滅入り そうな 心 持です。 

「どこへ 行つ たんだろう」 

お 絹 は、 だらしなく 立って 廊下へ 出て 行きました。 

かわや 

こんな 時には 早く 寝て しま つ た 方が と …… 厠 から 出 

ちょうず ばち 

て 手水 鉢の 雨戸 を 一 尺ば かり あけて 見る と、 外 は 闇の 

夜です。 


お 絹が 手水 をつ かってい ると、 植 込の 南天が ガサ リ 

として、 

ご しん ぞ 

「御新造」 

「おや！」 

お 絹が びっくり しました。 

「誰？」 

あわや 戸 を 立てき つて、 人 を 呼ぼうと いう 時、 

「わたくしで ございます、 がんりきの 百 蔵で ございま 

す」 

「百 蔵さん —— なんだ つ て 今時分、 こんなと ころから」 

あき 

お 絹が 呆れて、 立ち 尽 している と、 


「ようやく 尋ね 当てて 参りました」 

と うざ ん  はんてん 

外に 立って いる 男 は、 唐桟の 襟の ついた 半纏 を 着て、 

げんや だな  よ さ 

玄冶 店の 与 三 もどき に、 手拭で 頰か むり をした がんり 

きの 百 蔵であります。 こうして 不意に 忍んで 来ても、 

前以て 相当の 理解が あれば こそ、 お 絹 もさ ほどに は 驚 

かない ものと 見えて、 

「どうして ここが わかった の」 

「昼のう ち、 あると ころで、 福 兄さんの 姿 を 見かけた 

もの だから、 あと をつ けて 漸く わかりました」 

だしぬけ 

「あんまり 突然 だから、 こんなにび つくりして しまつ 

た」 


お 絹 は 胸へ 手 を さし 込んで みる。 

「 …… それでも 笹子 峠の 時 ほどび つくり はなさる ま 

い」 

「あの 時 は 命が けだった よ」 

「こっち も 命が けでした よ。 どうです、 徳間 峠の 時と 

比べたら」 

「あの 時 は 怖かった、 あんな 怖い 思い をした こと は あ 

リ ません」 

「この 通り 右の 片腕 を 打ち落されて、 生れ もっかぬ 片 

輪に されち まった の は 誰 故でしょう」 

「誰も 頼み はしない のに」 


「頼まれち ややれ ません。 時に 御新造、 私 はもう 一 ぺ 

つ るぎ 

ん 危ない 剣の 刃渡り をして みょうと 思 うんで。 これ 

はさる 人から 頼まれて、 慾と 二人 づれ なんだ が —— 」 

「まあ、 ともかくも お上り」 

といった 時、 表で ガラリ と 戸の あく 音が します。 ハツ 

と 離れた 二人。 がんりき は 早く も 庭の 木立の 蔭へ かく 

れ ると、 

お 絹 は 廊下 を 一 一足 三 足、 

「福 村が 帰 つ て 来たよう です」 

「ちえ ッ」 

がんりきの 百 蔵 は 木蔭で いま いまし がる。 


「奥様、 奥様」 

「おとう かい」 

すりあし 

暗い ところ を 摺足して 歩いて 来る の は、 女中のお と 

うに 違いありません。 

「はい」 

「お前、 どこへ 行って いたの」 

「ちょっと、 表までお 使に 行って 参りました」 

「だまって 行って は 困る じ やない か」 

「どうも 済みませんでした。 あの、 奥様 …… さっき、 

わたしが 出かける 時に、 お 家の 裏の 方に うろうろして 


いる 人影が ありまし たから、 気味が 悪う) ございました」 

「だから、 なおさらの ことじ やない か ：：： 勝手元の 締 

り をよ くして お置き」 

「はい」 

「それから、 玄関の 戸 も、 しっかり 錠 をお ろして おし 

まい」 

「それでも、 まだ 旦那 様が お帰りに なりません のに」 

「多分お 泊り だろう」 

「左様で ございま すか」 

「そうして お前、 もう 休んでも いいよ、 旦那 様が お 帰 

りに なったら 起す から」 


「有難う ございます」 

女中が 行って しまつてから、 小戻り して 来たお 絹 は、 

「百 蔵さん、 お入り」 

それと は 別に、 その 晚、 江戸の 巿 中の 一 角 を 騒がす 

の 事件が ありました。 

と ある 幕府の 重い 役、 老中の 一人 をつ とめて いた こ 

との あるお 屋敷の 中の 一隅で、 かねがね 賭博 を 開いて 

いた ものが ある。 もちろん、 集まる ほどの 者 は、 邸 外 

の やくざ 者で あつたが、 それ を張番 している のが 邸内 

ベ つとう  うまやち ゆうげん 

の 馬丁 ども (廐 仲間) であつ たがために、 そのお 屋 


敷の 威光 を かさに 着て、 だんだん 増長して きたた めに、 

見の がせ なくなって、 その 門外で お 手入れが あつたと 

いう ことで、 その 界隈 は 容易なら ぬ 騒ぎと なりました。 

そこで 上げられた 者 は 誰 だか 知らないが、 風聞 だけ は 

やか ま  れきれき 

かなりに 暄 しく、 なかには 歴々 の 旗本 さえあって、 上 

げられ た 以外の 者に、 慌てふためいて 逃げ のびたし か 

るべ き 士分の 者 も あ つ たという。 

洗って みれば、 さほどの 事件で もなかった ろうが、 

その 当座、 事が 秘密に されて いた もの だから、 それ を 

なかなか 重大に 考えた ものが あって、 江戸 人の 頑固な 

方面 を 代表す る 老人 はなげき ました。 


「権現 様が 旗本 を つれて 江戸 をお 開きに なった 根元と 

いう もの は、 そういった ものではなかった の だ、 権現 

様 は 大きな お 庄屋さん 気取り、 旗本 は 三 河の 田舎 ざむ 

らい を 恥と しなかった もの だが、 世が 末に なれば と 

い つ て、 今日 このごろの 有様 は、 ほんとうに 浅ましく つ 

かぶき もの 

て 涙 も こぼれない、 色里 や 歌舞伎 者に チヤ ホヤされ る 

のが 江戸 ッ児 だと 心得て いる くらいだ から、 刀の さし 

ようは 知らな くっても、 花札の 引きよう は 心得て、 

まち じょうる リ  うな 

町 浄瑠璃の  一く さリも 唸れなければ、 さむらい ではな 

いと 思って いる、 心中 者が 出来れば 羽目 を 外して 大騒 

ぎ を やる、 かりにも 老中のお 屋敷が バ クチの 宿と なつ 


て、 旗本が お 手入れ を 食って 逃げ出し たと は、 なんと 

いう みじめな 有様 だ、 これで 世が 亡びなければ 亡びな 

いのが 不思議 だが、 しかし、 さすがに 権現 様の 御 威光 

は 大した もので、 これほどに 腐りき つた 屋台骨が、 と 

も かく も 無事で 持ち こたえられて いると いうの は、 一 

に 東 照 権現の 御 威光の しからし むる ところ だ」 

しかし、 また 一 方に は、 それ をせ せら 笑う 若い もの 

も あ つ て 申します。 

「それじゃ 何 かえ、 せっかく ここまで 進んで 来た 江戸 

の 文化 を、 昔の 田舎 気分に 引き戻せと おっしゃる のか 

い。 権現 様 だってな にも、 人間 を 窮屈に しょうと 思つ 


て 江戸 をお 開きに なった わけ じゃあ ぁリ ますまい。 そ 

、かだん 

リゃ 戦争の時 分 は 玄米 飯 を かじる もよ かろうが、 平常、 

玄米ば かり かじっても いられ まいじ やない か。 第一 権 

い まど. S 

現 様の 時代と 今日と は 時代が 違います ぜ、 今時、 江戸 

うな 

に 生れて 清 元の 一 つも 唸れね えよう なの は 人間と は 言 

われません や。 京都へ 行って 見さつ し、 長 州 だとい つ 

たと ころで、 薩摩 だとい つたと ころで、 江戸の さむら 

いほ ど 京女に 持てる の はあり やしません ぜ、 京女に 鼠 

あずまおとこ 

なき をさせる の は、 東男に 限った もので ゲス」 

それと は 趣 を 異にした 本 所の 相 生 町の 老女の 家で は、 

南条 力が 壮士 を 相手に して、 


「当時、 江戸 幕下に 人物がない と は 言えな いの だ、 

おぐ リ こうずけ  かつ あわ  げんば 

小 栗 上野が ある、 勝 安房が ある、 永 井玄蕃 も、 水 野 

ち うん  むこうやま こうそん  かわじせ いぼ 

痴雲 も、 向山 黄 村、 川路 聖謨、 その他 誰々、 当時 天下 

の 人物と しても 恥 かしい 人物で はない が …… なにぶん 

大  1K の 覆える 時 じ や、 徒らに 近 藤 勇、 土方 歳 三 輩の 

蛮勇 をして 名 を 成さし むる に 至った の も、 天運の めぐ 

る 時で ぜひ もない …… それにつ けても 我々 は、 亡ぶ ベ 

きもの を 亡ぼす と共に、 生れ 出づ べき 生命 を、 永久に 

意義 ある ものと しなければ ならない」 

二十 


さて また、 長者 町の 道 庵 先生の 屋敷の 門前で は、 子 

供た ちがし きりに 砂い じり をして 遊んで います。 

「条 ちゃん、 そんな こと をしても ツマら ないから、 もつ 

と 高級な 芸術 を こしらえて 遊 ぼ う や 」 

「ああ、 そうしょう、 みんなお いでよ、 良ち やん もお 

いでよ、 広ち やん も。 みんなして 高級な 芸術 を こしら 

えて 遊 ぶんだ から」 

「ああ、 あたい も 入れて おくれ」 

「あんまり 大勢 呼ぶ の はおよ し」 

「高級な 芸術って どんなの」 


「今、 あたいた ちが こしらえ るから、 こしらえたら 

じょうず  、た  ほ 

上手で も 下手で もい いから、 みんなして 手を叩いて 賞 

める のよ」 

「それが 高級な 芸術な の？」 

「ああ、 君た ち も 少し 手伝って おくれよ」 

「あたい もね」 

子供た ちが 集まって、 しきりに 砂 を 集めて 塔 を こし 

ら えてい ると ころへ、 ヒョッ コリと 首 を 出した のが 主 

人の 道 庵 先生です。 先生 は 子供た ちの 挙動 をし きりに 

ながめて いたが、 (無論、 先生 は 酔つ ばらって いるので 

す) やがて 突然、 口を出して、 


「みんな、 そこで 何 を こしらえて いるんだ い」 

「何でもい いから 黙って 見て おいでよ」 

「教えた つてい いじ やない か」 

涎 を 垂らさん ばかりにして、 子供の 砂い じり をな 

がめ ていた 道 庵 を、 子供た ち は 相手に しないから、 道 

庵が また 首 を 突 込んで、 

「何 を こしらえ てるんだ よう」 

「だまつ て 見て おいで つ てば」 

「わかつ てら あ、 胃袋 を こしらえ るんだろう」 

「はは あだ、 胃袋 だって やがら。 先生 はお 医者 だ もん 

だから、 胃袋 だなん ていって やがら。 胃袋なん かこし 


らぇ るん じ やねえ やい、 高級な 芸術 を こしらえ てるん 

だい」 

「高級な 芸術？」 

「そうだよ」 

「それが 高級な 芸術ての かい」 

道 庵 先生が、 やかまし くいう もんだ から、 子供が う 

る さが つ て、 

「先生、 あっちへ 行って おいでよ」 

「それでも、 おれが 見る と 胃袋に しき や 見えね え」 

「先生に は、 芸術が わからね えんだ よ」 

「ああ、 芸術が わからな いんだから、 あっちへ 行って 


おいでよ」 

「だってお 前た ち、 胃袋 を こしらえて 高級な 芸術 だ つ 

たって 仕方がな いよ、 それ 胃袋 じ やない か、 胃袋の 形 

をして いる じ やない か」 

といいながら、 酔つ ばらって いる 道 庵 先生 は、 子供た 

ちが 一 生 懸命で こしらえた 砂の 塔 を、 ひょいと 突つ つ 

くと、 たちまち その 塔が ひっくり返って しまったから、 

子供が ムキ になって 怒り 出しました。 これ は 道 庵 先生、 

少々 おとなげない ことで、 子供た ちの 怒り 出した のに 

も 無理の ない ところがあります。 

「あ、 先生が 高級な 芸術 を ひっくり返して しまった、 


悪い 奴！」 

「みんなして、 先生 を 叩いて やろうよ」 

子供た ちが 総立ちに なって、 道 庵 先生 をと りまい て、 

「ぺ チヤ、 ぺ チヤ、 ぺ チヤ、 ぺ チヤ」 

盛んに 叩き 立てました から、 道 庵 先生 は 羽織 を 頭 か 

ら かぶ つ て、 

「こいつ はかな わね え」 

人 を 殺す ことに かけて は、 当時、 道 庵の 右に 出で る 

もの は あるめえ、 新撰 組の 近 藤 勇と いえ ども おれに は 

かな  さじ 

敵わね え、 道 庵の 匙に かかって 命 を 落した ものが 二 千 

りんり， レ 

人から あると、 日頃 勇気 凜々 たる 道 庵 先生 も、 この 子 


供た ちに 逢って は 一た まりもな く、 ほうほうの 体で 門 

内へ 逃げ込んで しまう と、 やや 離れて お手玉 をと つて 

遊んで いた 女の子 供た ちまで が 飛んで 来て、 

「先生 を 叩いて やりましょう よ」 

みやげ  たこ 

「お土産 三つに m 三つ」 

そこで、 道 庵 先生 を また ペチ ャ、 ぺ チヤと 叩き まし 

た。 

子供に 叩かれて、 ほうほうの 体で 家の 中へ 逃げ込ん 

だ 道 庵 先生 は、 座敷へ 入る と、 ケロリ として 道中記 を 

ながめて います。 

道 庵 先生に とって は、 今が その 小康 時代 ともいうべ 


きものでしょう。 ナゼ ならば、 先生の 唯一 の 好敵手た 

まら まち ご C ん 

る 隣り の餾八 御殿の 主人公が、 洋行から 戻って 来た 暁 

おお ばんぷるまい 

に は、 また ぞろ百 五十 万両も かけて、 大盤振舞 をす る 

にき まってい ますから、 それ を 見せつ けられた 日に は 

先生 もまた 相当の 手段 方法 を 講じなければ ならない は 

すてす 力ら 

ところが その 騮八 大尽 は 洋行の 留守中で あり、 江戸 

の 武家 は 長 州 征伐と いう わけで、 風雲の 気 はおの ず か 

ら 西に 走せ てし まった ような あんばい だから、 先生 も 

いささか 張 合 抜けの 体です。 

そこで 先生 は、 この 余った 力と 機会と を 利用して、 


五十 日間の 予定で、 名古屋 から 京大 阪を 遊覧して 来よ 

うとの 案 を 立てました。 

先生が 今度の 旅程のう ちに、 特に 名 古屋を 加えた と 

いうの は、 先生 独得の 見識の 存 すると ころで、 その 意 

見 を 聞いて みると、 先輩の 弥次 郎兵衛 と 喜 多 八が、 東 

海道 を 旅行 中に、 名 古屋を 除外した というの が 不平な 

の だ。 

「べらぼうめ、 太閤 秀吉の 生れた 国と、 金の しゃち ほ 

ひざく リげ 

こ を 見落して、 東海道 膝 栗毛 も すさまじ いや、 尾 張 名 

みや しげ 

古屋は 城で 持つ と、 雲助まで も 唄って いら あな、 宫重 

大根が どのくらい 甘え か、 尾 州 味噌が どのくらいから 


いか、 それ を嚙 みわけて みねえ ことに や、 東海道の 神 

様に 申し わけが ねえ」 

特に 東海道の 神様と いう 神様が あろうと も 思われな 

いが、 これが 先生の 名 古 屋へ立 寄る 一 つの 理由と なつ 

ている のであります。 しかし、 弥次 郎兵衛 と 喜 多 八が 

名 古屋を 除外した からといって、 故意に やった わけで 

はなく、 宫の 宿から 一番 船で、 七 里の 渡し を 渡って、 

伊勢の 桑 名へ 上陸の 普通の 順路 を 取った まで だから、 

それ をい まさらい い 立てる の は、 少しき だと 思われ ま 

それより もこの 際、 京、 上方の 空気と いう もの は、 


道 庵 先生な どの 近寄るべき 空気で はない のです が、 こ 

の 先生の こと だから、 それ をい えば、 例の おれの 匙に 

かかって、 命 を 落した ものが 二 千 人から ある を 持ち出 

して、 始末に おえない から、 まあ ほうっておいて、 気 

ままに させる より ほか はない のです。 

「道 六 や」 

そこで 代診の 道 六と いうの を 膝 近く 呼び寄せて、 留 

ばんたん 

守 中 万端の 心得 をい つて 聞かせ、 今や、 その 旅行の 日 

程に 苦心 中で あるが、 東海道 筋 は 先年、 伊勢参りの 時 

に 往復して いるから、 今度 は ひとつ 趣 を 変えて、 甲 州 

街道 を 取ろう か、 或いは 木 曾 街道 を 選ぼうかと、 道中 


記と 首ッ 引きの 結果、 距離と 日数に 多少の 費え は ある 

が、 変化の 面白味から いって、 木 曾 街道 を 取り、 途中 

から 名 古屋へ 廻る という ことに 決定し ました。 

それが きまる と、 次の 問題 は 道連れの 一 件で ありま 

す。 これに はさす がの 先生 も、 ハタと 当惑し ました。 

一人旅 はいけ ない。 そうかといって、 野 封 e 間の 仙 公 

こ  やくろう もち  りちぎ  き 

に は 懲りて いる。 薬籠 持の 国 公 は 律義な だけで 気が 利 

かず、 子分の デモ 倉 あた リは、 気が 早くって 腰が 弱い 

からい けない。 知己 友人に 当り をつ けて みたところで 

ひまじん 

オイ ソレと 同行に 加わる ような 閑人 は 見つからない。 

旅の 話 相手に もな り、 相当に 気 も 利いて、 慾 をい えば 


この 際の こと だから、 武芸の 片端 を 心得て、 用心棒 を 

兼ねて くれる ような 男で も あれば 申し分ないが、 そう 

は 問屋で 卸さない。 さすがの 道 庵 先生 も、 この 人選に 

はこと ごとく 頭を痛めて いると ころへ、 

「先生、 お客様で ございます」 

「誰 だ」 

「玄関へ 来 友さん とおつ しゃる 方が おいでになり まし 

た」 

「ナ 二、 米 友が 来た！ 鎌 倉の 右 大将 来 友 公の 御 入 

り！ 占めた」 

この 際、 天来の 福音に 打 たれた ように、 道 庵 先生が 


躍り 上りました。 

二十 一 

甲 州 上野 原の 報 福 寺、 これ を 月見 寺と となえる の は、 

月 を 見る の 趣が 変つ ている からです。 

上野 原の 土地 そのもの は、 盆地と もい えない し、 高 

やまあい 

原と も いいにくい 山間の 迫った ところに、 おのずから 

小規模の ハイランド を 形づくつ ている だけに、 そこで 

はまた 何ともい えない 荒涼たる 月の 光 を 見る ことがあ 

るので あります。 


今宵、 寺の 縁側へ 出て 見る と、 周囲 をめ ぐる 山巒、 

前面 を 圧する 道 志 脈の 右へ 寄った ところに、 富 士が半 

身 を 現わして いる。 月 は それより 左、 青 根の 山の 上へ 

高く 鏡 を かけて いるので あります。 

かとうぐ ち  めくら ほうし 

火燈 口の 下に 座 を 構えた 盲 法師の 弁 信 は、 物 を 言い 

はじめました。 

「今晩は また 大 へん 月が よろしい そうで ございま すね。 

月が 澄み わたりましても、 私共に は 闇夜と 同じ ことで 

ざとう  いにし 

ございます。 明月 や 座頭の 妻の 泣く 夜 かな、 と 古え 

の 人が 咏 みました そうで ございま すが、 人様の 世に こ 

そ 月、 雪、 花の 差別 は あれ、 私共に とりまして は、 こ 


むみょう 

の 世が 一 味 平等の 無明の 世界な ので ございます。 無明 

が そもそも 十一 一 因縁の 起リだ とか 承った， J とが ござ い 

ます。 いつの 世に 長き 眠りの 夢 さめて、 驚く ことの あ 

らんと すらん、 と 西 行 法師が 歌に 咏 みました という こ 

と を も、 承って ぉリ ますので ございます。 悲しい こと 

むみょう ちょうや  さ 

に 皆様 は いっか こ の 無明 長夜 の 夢から お醒めになる 時 

がありまして も、 私共に はこの 生涯に おいて は、 その 

ことがある まいと 思われ ますので ございます。 夢に 始 

ま つ て 夢に 終る の 生涯が、 この 上 もな く 悲しう ござい 

ますので、 西 行 法師が、 驚く ことの あらんと すらん と 

ぉ咏 みに なった 心 を 承け て、 数なら ぬ 私共 もまた、 何 


物に か 驚かされ たいと 常に 念じて いる 次第で ございま 

す。 けれども、 浅ましい ことに、 何物 も 一 つと して、 

この 私の 悲しい 心の底 を 驚かせて くれる ものが ござい 

ません。 泣ける 時に 泣けない 人、 笑える 時に 笑えない 

人、 驚く 時に 驚け ない 人 は、 恵まれない 人で ございま 

しゅじょう  ゆいま こじ 

す …… 衆生 病む が 故に 我 も 病む、 と 維摩 居士 も 仰せ 

しょうじょう 

になり ました。 生 々 の 父母、 世々 の 兄弟のう ち、 一 

じょうぶ つ 

人 を 残さば 我れ 成仏せ じと いうの が、 菩薩の 御 誓い 

だと 承りました。 大 慈悲の 海の 一滴の 水が、 私共の こ 

の 胸に 留まります るなら ば、 たとえ 私の この 肉の 眼 か 

ら 一 切の 光が 奪われまして、 この 世の 空に かかる 月 は 


姿 を 見せず とも、 本 有心 蓮の 月の 光と いう もの は、 ゆ 

たかに 私共の 心のう ちに 恵まれる ものに 相違 ございま 

せんが、 何 を 申す も 無明 長夜の 間に さまようて、 

たしょう こうごう  るてん  すておぶ ね 

他生 曠劫 の 波に 流転す る捨 小舟に ひとしき 身で ござい 

きた 

ます、 たどり 来った ところ も 無明の 闇、 行き 行かん と 

すると ころも 無明の 闇 …… ああ、 どなたが 私 を この 長 

夜の 眠りから 驚かして 下さいます …… 昨日 も 私 はこの 

裏の 山へ 入って 行きます と、 山鳥の 声が しきりに 耳に 

入りました。 目 は 見えませんでも、 物の 音 は 耳に 入る 

な 

ので ございます。 そのと き 私 は、 ほろほろと 啼く 山鳥 

の 声 聞けば、 父 かと ぞ 思う 母 かと ぞ 思う、 のお 歌 を 思 


い 出しまして、 この 見えぬ 眼から、 しきりに 涙 をお と 

した ことで ございます。 私共の 心眼 さえ 開いて ぉリま 

すなら ば、 山鳥の 音 を 聞きましても、 まことの 父と 母 

との 御 姿 を 拝む ことができましょう のに、 小器 劣 根の 

私に は、 それが できません のかと 思う と …： 」 

弁 信 法師 は、 ここに 至って ハラハラと 泣いて しまい 

ましたが、 やがて 涙 を 払って、 

「斯様な お喋り はやめにいた しまして、 いかがで ござ 

つたな 

いましょう、 お 邪魔に ならなければ、 拙 い 琵琶の 一 曲 

を 奏でて お聞きに 入れましょう か」 

誰に 話して いるの だか、 誰が 聞いて いるの だか 知ら 


ない が —— また、 これから 誰に 聞かせよう というつ も 

りか 知らないが、 弁 信 法師 は、 琵琶 を かかえて 縁に 立 

ち 出で ました。 

そこで 調子 を 合わせに かかる と、 葉 鶏頭の 多い 庭先 

から 若い 娘が、 息せ ききって 駆け込んで 来て、 

「弁 信さん、 大変が 出来ました」 

「ェ、 お雪さん、 大変と は 何で ございます」 

弁 信 は 琵琶の 調子 を 合わせて いた 手 をと どめる と、 

娘 は、 

「先生 はおいで です か …… あの、 姉が 殺されました そ 

うで」 


「ヱ？」 

弁 信が 琵琶 を 手放して しまう と、 娘 は、 

「たった今、 人が 来て、 この こと を 知らせて くれ まし 

たから、 先生に …… 」 

娘 は、 倒れる ように 縁側へ つかまって、 面色 も変リ 

唇が わなないて 見えます。 

「ああ、 それ故に こそ 私 は、 さいぜんから なんとなく 

胸騒ぎが 致した ので ございます、 さあ、 落着いて 委細 

のこと を 先生に 話して 上げて 下さい まし」 

「御免下さい まし」 


娘 は、 やっと 縁 をの ぼって 座敷へ 通る と、 そこに 病 

人で も あるよう に、 蒲団の 上に 横たわって いたのが、 

ひと リ 

いま 半身 を 起き直して いると ころの、 一箇の 男の 枕辺 

に 坐る と、 

「お 若 どのが 殺された？ どこで、 誰に やられました」 

と 尋ねる その 人 は、 机 竜 之 助です。 

あおじろ かお 

いつにな つても 蒼白い 面。 その 時 は 僧の 着る ような 

白衣 一枚で、 蒲団の 中に いたので すが、 起き直って 帯 

を 結び 直して 坐る と、 

「誰が 何の 恨みでした のか、 わたくし はすこし も 存じ 

こうしん づか 

ません が、 江戸に 近い 巣 鴨の 庚申 塚と いうと ころで、 


惨たら しく 殺されて しま つたそう で > ざいます」 

といって 娘 は、 声を立てて 泣きました。 

「巣 鴨の 庚申 塚で？」 

おいはぎ 

「多分、 追剝 にで もっか まった ので ございましよう… 

…そうでなければ、 人に 恨み を 受ける ような 姉で は ご 

ざいません」 

あ あ 

「嗚呼！」 

弁 信 法師が 傍らから、 思わず 感歎の 声を立て たの は、 

その 出来事の 悲惨に 悲しむ ょリ は、 姉 を 信ずる 妹の 心 

に 動かされた ようです。 

「姉 は、 人に S み を 受ける ような 人ではありませんで 


したのに …… 」 

娘 は 重ねて、 さめざめと 泣きながら いいました。 

「いいえ、 あなたの 姉さん は、 人に 恨み を 受けて いる 

のです よ」 

やっき 

弁 信 法師が い いますと、 泣いて いた 娘 は、 躍起と な つ 

て、 

「それ は 違います、 わたくし は、 あの 姉さんと は 義理 

です けれども、 あんな 親切な 姉さんはありません でし 

た、 皆の 人に 好かれました、 恨み を 受けて 殺される よ 

うな 人ではありません」 

「親切な 人 だから 恨み を 受けた のです、 人に 好かれる 


から 恨みが 集まる のです よ、 好かれない 人 は 恨まれ ま 

せん」 

「違います、 違います」 

娘 は 袖に 面 を 押 当てて 頭 を 振り ましたが、 やがて 声 

を 立てて 泣き ふしてし まう と、 竜 之 助 は、 

「誰が 殺した かわからない のです か」 

「先生、 殺した の は あなたです、 あなたの ほかに あの 

方 を 殺した ものはありません」 

と 弁 信が いいました。 

「ナ 二？」 

おぼしめ  ぜんしょう  ごしょう 

「噓と 思 召すなら、 前生 および 後生 をたず ねて ごら 


ん なさい まし。 天上へ 昇りましょう とも、 地下へ 降リ 

ましょう とも、 あの方の 真白い 胸に、 血の ついた 刃 を 

突き刺し ている 姿 を、 あなたの ほかに 見出す ものが あ 

りましたら 不思議で ございます」 

「弁 信さん、 何 を おっしゃる のです、 ここにお いでな 

さる 先生が、 どうして そんな こと。 あなた は 血 まよつ 

ておいで なさい ます」 

と 娘が ささえる と、 弁 信 は 澄ましき つて、 

「私 は 血 まよって おりません、 私の いう ことが 本当で 

ございます」 

「弁 信さん、 そういう 無茶な こと をお つし やつ て は 先 


生に 申し わけが ありません、 あなた は 何 か 勘違い をし 

ておいで になります」 

娘 は 泣きながら 弁 信 をた しなめ るの も 無理 はあり ま 

せん。 ここと 巣 鴨の 庚申 塚と は、 数十 里 を 離れて いる 

のに、 当人 は 半ば は 病気で、 その上に 目の 光 を 奪われ 

ている 身で あるのに  

それでも 竜 之 助 は、 弁 信の いった こと を、 娘が 気に 

かけて いる ほど 気に かけない と 見えて、 

「かわいそうな こと をした」 

といった きりで、 口 を 結んで しまいました。 

「御免下さい まし、 また 上ります」 


といって、 娘 は 泣きながら、 庫裡の 方へ 帰って しまつ 

ふとん  しら さや もの 

た あとで、 竜 之 助 は 蒲団の 下に 敷いて 寝て いた 白 鞘 物 

力た TP 

の 一 刀 —— 殺された という 女が 記念に くれた —— それ 

を 取り出して 膝へ 引 寄せました。 引 寄せて みたところ 

で どうなる もの か、 この 刀に、 その 女の 魂魄が 残って 

いる わけで は あるまい し、 といって、 見えぬ 目の前に 

いる 見えぬ 同士の 弁 信 を、 どうしょうと いうので も あ 

るまい。 五十 丁 峠から 陣 馬へ かかる ところで、 みちに 

迷うて 行きつ戻りつ していた 駕籠 を、 無事に こっちへ 

引 向けて、 予定通り この 月見 寺へ 導いて 来たの は、 ほ 

かならぬ お喋り 坊主のお かげではなかった か。 


その 弁 信 法師 は、 この 時分、 もう 再び 琵琶 を かなで 

るの 元気 はなくな つたと 見え、 そうかといって、 それ 

しま 

を 蔵おう でもな く、 しょんぼり として 縁先に 坐った ま 

ま て ^9 

おお むれ やま 

空の 月 は、 青 根から 大群 山の 上 をめ ぐって いる。 

「弁 信 殿」 

「はい」 

竜 之 助の 問いに 弁 信が、 例によって 神妙な 返事 をし 

ま ^9 

「お前 は 心 あつ て ああい うこと を 言われる のか、 それ 

とも その 時の 出 まかせ か」 


重ねて 竜 之 助が 問う と、 弁 信 は、 

「左様で ございます」 

同じと ころ を 向いた ままで、 同じように しょんぼり 

とした ままで、 

「私 は 口が 過ぎて いけません。 そのこと は 知らないで 

はありません から、 自分ながら 慎み をしょう かと も 

思います けれども、 その 場合になります と、 そういう 

感じが フィに 湧き起つ て 参りまして、 そう 言わな けれ 

ば だま つ て いられな いので ございます。 言つ てし ま つ 

た あとで、 ハツと は 思います けれども、 なおよく 考え 

てみ ますと、 自分の いった ことが 間違って いたと は 思 


われません ので、 これ はいい 過ぎた と 後悔 を 致した こ 

とが 更に ございません のです。 その 時 はお 笑いに なつ 

た 方々 まで、 あとになります と、 私の 申した ことに ヒ 

タヒタ と 思い当る ことが おありな さると 見えて、 さの 

み 私 をお 咎めに もな りません ので ございます」 

「では、 ここにい る 拙者が、 巣 鴨まで 人 を 殺しに 行つ 

たの も 本当 かも 知れない」 

おもて 

といって 竜 之 助 は、 冷たい 笑い を 例の 蒼白い 面に 漂 

わせ ましたが、 何とした もの か、 その 笑いが 急に 止む 

と、 その 面が みるみる 真珠の ような 白 味 を 帯びて、 ひ 

ちラ ちう 

とむらの 殺気が 濛々 として、 湧き上 つ て 来る ようです。 


その 時、 弁 信 法師 はこれ も 何と 思った か、 ヒラリ と 

縁 を 飛び下りて、 下に 揃えて あった 草履 を 穿き、 すた 

すたと 庭へ 下りて 行って、 庭の 一隅に 四寸 角、 高さ 一 

丈 ほどの 卒塔婆が 立って、 その 下に 小石が 堆 く 積ん 

であると ころへ 来る と、 腰 を 屈めて 合掌し、 

「南無阿弥陀仏、 南無阿弥陀仏」 

と 唱えて、 その 小石 を 一 つず つ 取って は 移し、 取って 

しとね 

は 移しして いました。 その 時褥を ガバと 蹴って 跳ね 

起きた 竜 之 助 は、 白 鞘の 刀 を 抜いて 縁先に 立ちました 

が、 その 見えない 目 は、 まさしく 盲 法師の 弁 信に 向つ 

ている。 


「あ、 先生！ あなた は 私 をお 斬りに なろうと いうの 

です 力」 

おもて 

目の 見えない 弁 信の 振 向いた 面 は、 やはり ビタリ 

と 竜 之 助の 面に 合って います。 

何ともい わない 竜 之 助の 白衣の 全身から、 まさしく 

ほとばし 

殺気が 迸 つてい るの を 感得した 弁 信の 恐怖 を、 誰 

あ つ て 来り 救おうと する もの もありません。 

ヒラリ と 卒塔婆の 蔭に 身 を 移した 弁 信 は、 恐怖 は感 

じながら も、 叫び を 立てて 人 を 呼ぼう でもな く、 

「先生、 あなたが 私 を 斬ろうと なさる の はいけ ません 

今までに ない ことで ございます、 今まで 私 は、 あなた 


の 傍に おりましても、 更に その 殺気と いう もの を 受け 

たこと がご ざいません から、 少しも 怖れと いう ものが 

起り ませんで した けれども、 今 は 怖れます、 あなた は、 

たしかに 私 を もお 斬りに なろうと いう 覚悟で、 それへ 

おいでになりました」 

こだて  まとも 

弁 信の 小楣に 取った 卒塔婆の 一面に、 この 時、 真 向 

に 月が さすと、 それに、 

「若 残 一 人、 我不 成仏」 

の 文字が ありあり と 読める。 ただ、 斬ろうと する 人 も、 

斬られよう とする 人 も、 共に それが 認められな いだけ 

です。 


「t 寺へ おいでにな つてから、 これで 二度 あなたの 身 

に 殺気の 起った ことが 私の 心に 響きました。 その 一度 

は、 先日の 夜、 あなた は、 今の あの 娘さん —— お雪ち や 

ん というの を 斬ろうと なさい ました。 その 時、 私が 感 

づぃ たもので すから、 不意に 中へ 入って お雪ち やん を 

助けて やりました。 それともう 一 つ は、 たった今、 私 

を 斬ろうと なさる その 心です。 悲し いこと では ござい 

ません か、 まだ、 あなた は 人 を 斬らなければ ならない 

ので ございま すか」 

といった けれども、 何の 返答 もな く、 刀 を 提げて そろ 

く つぬ ぎ 

そろと 縁 を 下りて、 沓说の 上に 並べて あった 草 覆 を 


つっかけ ると、 声 を しるべに 徐々 と 弁 信の 方へ 近寄つ 

て 参ります。 

そこで、 弁 信 は、 いよいよ 圧迫され て、 苦しま ぎれ 

の 絶叫 を 振 絞って、 人 を 呼ぶ かと 見れば そうで はなく、 

「先生、 私 は、 あなたの 殺気 を 怖れます、 けれども 自 

分の 命 を 取られる こと を、 さの み 怖れ は 致しません」 

この場合 において、 お喋り 坊主の 減らず口 は、 必ず 

しも 減らず口と は 思われない ほどの 冷静 を 持って いま 

す。 それに は 頓着 無しの 竜 之 助 は、 刀 を 片手の 中段に 

持ち直して、 ジ リジリ とそれ を 突きつ けて 来る 呼吸 は、 

絶えて 久しく 見ない 「音 無しの 構え」 です。 兎 を 打つ 


にも 全力 を 用うる という 獅子の 気位 か 知らん。 この 身 

に 寸鉄 もない …… 寸鉄が あつたから とて、 それ を 用う 

すべ 

る 術 を 知らない 盲目の 小 法師に 向って すらが、 彼 は 正 

式に して、 対等の 強敵に 向う と 同じ 位 を 取って 突きつ 

せいさん 

けて 行く 時に、 言おう ようない 悽惨な 力が、 その 刃先 

さ  おもて 

といわず、 蒼白い 冴えた 面と いわず、 白衣に 月 を 浴び 

た 五体と いわず、 さっと 流れて 面 を 向くべく もない の 

であります。 

ところで、 不思議なる は 弁 信 法師。 この 凄まじい 刃 

まとも  そとば 

先 を 真 向に 受け て 、 それ を 相 も 変らず 卒塔婆 の 蔭に 避 

わるび 

けて はいるが、 一 向に 悪怯れた 気色が 見えません。 


「私 は 死ぬ こと を 怖れません …… 染 井の 屋敷で、 神 尾 

主 膳の ために 井戸の 底へ 投げ込まれた 時に、 死 は 怖れ 

ではなく して、 悦びで ある こと を 悟りました、 その 時 

まで はい われが なくして 死ぬ のがい やで、 必死で 生き 

る ことに 執着 は 致して みました けれど、 今と なって は 

いわれが ありましょう とも、 なかり ましょう とも、 死 

ぬべき 時に、 死ぬ る こと を 怖れ は 致しません が、 また 

甘んじて 免れ 得らるべき 命 を、 殺したい とも 思って は 

おりません ので ございます」 

といいながら、 ジリ ジリと 迫って 来た 刃先 を 左へ 廻つ 

て 避けました。 その 時、 月の 光 もまた めぐって、 卒塔 


婆に うつる 一 面の 文字に は、 

「我 不愛 身命、 但惜 無上 道」 

月 は 冷やかに、 道 志 脈の 上 を 徘徊す る こと、 以前に 

変り はありません。 

この頃、 月 を ながめて いる 人の 話に よると、 時 あつ 

て 月が 紅く 見える そうです。 多分、 それ は 黄塵が 空中 

ぎんかん  ゆえん 

に 満ちて、 銀 環の 色 を 消す 所以の ものでありましょう 

が、 人に よって はそう 見ません。 

白虹 日 を 貫く の は 不祥で ある、 月光 紅 に 変ずる の 

も 只事で はない。 日月 は 天に あって、 人生 を 照覧す る 

きょ 

もの だから、 心を虚 にして それ を 直観して いると、 す 


いしょう 

ベての 人間界の 異象が まず 以て 日月の 表に 現われる の 

だとい うこと を、 まじめに 信じて いるものが あるので 

すから、 夜な夜な 月色が 紅に 変ずる の を、 吉兆と 見た 

り、 悪瑞と 見たり する 者の 出づ るの も 抑える ことが で 

きません。 そうだと いう 迷信に 対して、 そうでな いと 

いう 正 信 も 成立って はいない らしい。 

一本の 卒塔婆 を 中に して、 盲 法師のお 喋り 坊主の 

弁 信と、 刃 をつ きつけた 机 竜 之 助と が 相対して いる 時 

に、 たまたま 道 志 脈の 上に 横たわる 月の 色が 変って き 

いっとき 

ました。 たとえ、 一 時と は 言いながら、 血の ように 紅 

く 見え 出して きたの が 不思議です。 


とはいえ、 それ は 都 大路で 見る 時の ように、 多くの 

人が 人だかりして 指さし 騒ぐ ので はない。 この 小高 原 

の あたりで は、 もうす でに 寝静まり、 月見 寺の 庭に は、 

こうして ただ 二人 だけが 相対して いるの みで、 しかも、 

その 二人ともに 眼が つぶれて いるので すから、 月が 紅 

くな ろうと も、 青くな ろうと も、 あえて 驚く 人で は あ 

りません。 

しかし、 月の 紅く 見えた の は ホンの 一 時、 あれと 言つ 

ている 間に、 もとの 通りの 冷々 然 たる 白い 光 を 静かに 

投げて、 地上 は 水 を 流した ようです。 

机 竜 之 助の 刀 を 突きつ けて ジリ ジリと 詰め寄る の は、 


非常に 悠長な もので、 名人の 碁 客が 一 石 をお ろす ほど 

の 静粛と、 時間と を 置いて、 弁 信 法師に 迫って は 行く 

が、 まだた しかに 両者の 距離 は 三 間から あります。 盲 

目と なって 以来、 この 男の 刀の 構えぶ りが、 一層 静か 

になって きました。 刀 を 以て 敵 を 斬る より は、 刀 を ふ 

せて 敵 を 吸い 寄せる の 手段 かに 見えます。 思う に、 盲 

目と なって 以来、 幾多の 人 を 斬った 手段が 皆 これで 

しょう。 刀 を 構える と、 全身の 殺気が 電流の 如く、 そ 

の 刀に 流れ 寄って 来る のであります。 蛇が 樹下 にあつ 

て 口 を 開く と、 鼠が おのずから その 口中に 落ちて 来る 

ように、 この 流る るが 如き 殺 剣 を 突きつ けられる と、 


何物 も 身が すくんで、 我と その 刃に 触れて、 命 を 終ら 

むし 

ぬと いう ことはありません。 斬る より は 寧ろ 斬られる 

のです。 のがれん とする より は、 近づいて 来て 斬られ 

てし ま レます 

ひと リ このお 喋リ 坊主の 弁 信に 限って、 その 怖る ベ 

き 吸引 力の 外に 立って いるの が 不思議。 いや 不思議で 

も 例外で もない、 御 同様の 盲目で、 多分 その 殺気 は受 

けても、 殺 剣が 見えない からでしょう。 

とうじん 

「身に 徳が あれば 刀刃 も 段々 に 折れる ことで ございま 

しょう、 徳 がなければ 刃 を 待たず しても 亡ぶ る もので 

ございます。 前世の 果報が 尽きた 時に、 今生の 終り 


が 来る ので ございま すから、 死ぬ も 生きる も 己れ の 業 

一 つで ございます。 業 は 受け ざれば 尽きず と 釈尊 も 仰 

せに なりました、 逃れん としても 三世の 外へ 逃る る こ 

と はでき ません …… 私 は、 もうこ こ を 動きますまい、 

ここに こうして、 じっとして 立って おりましょう」 

彼 は 相 変らず 殺 剣の 前に 立 つ て 減らず口 —— しかし 

減らず口 も、 この 際 これ だけの 余裕 を 持ち 得る こと は、 

無辺際なる 減らず口と いわねば なりません。 

清澄の 茂太郎 は、 その 時分、 寺の 東南、 宫の 台なる 

三重の 塔の 九輪の 上に 遊んで おりました。 


「弁 信 さあ— ん」 

塔の 上から 三度、 弁 信の 名 を 呼んだ けれども 返事が 

ありません。 そこで 彼 は、 

「どうしたんだろう」 

九輪 を 抱きながら、 月光 さわる ことなき 地上 を 見下 

ろしました。 いつもな らば、 呼ばない 先に 「茂ち やん 

かい」 —— 庭へ 走り出して、 見えない 眼 を こちらへ 振 

向けて 返事 をす る はず。 そうすると 茂太郎 は、 「ああ、 

わたし だよ、 弁 信さん、 琵琶 を 持って こっちへ おいで 

よ」 「茂ち やん、 お前 どこに いるの」 「三重の 塔の 天辺 

にい るんだ よ、 月が いいから おいでよ」 「待って おいで」 


—— そこで 弁 信が、 いったん 寺の 中へ 取って返して 琵 

琶を 持ち出して 来る の だが、 今宵 は さっぱり 返事が あ 

りません から、 

「どうしたんだろう」 

九輪の 上で 茂太郎 は、 しきりに 小首 を 傾けて おり ま 

どこへ も 出かけた はず はない、 まだ 眠った とも 思わ 

れ ない。 打てば 響く ほどの 返事がない のが、 なんとな 

く 気が かりで、 茂 太郎は まもなく、 三重の 塔 を 下へ 降 

りて 来ました。 

下りて 来たと ころも 満 地の 月。 月光、 水の 如く ひた 


ひたと 流れて いるもの ですから、 茂 太郎の 心が 浮 立つ 

て 歩む 足 どり も 躍る ように、 精 いっぱいの 声 を 張り 上 

げて、 宫原節 を 歌い 出しました。 

向う を 見ろ よ 月が 出る 

おいら は 森に いつ 行く か 

しゃる ろ つとにし やる ろ は 

ぎ 

こう 訊いた 

しゃとうに は 

とう、 とう、 と、 つ 

おいらが 持つ の は 一 人の 神様 

一 人の 王様 


いちもん 

たった 一 文に 靴 片方 

じゃこうそう 

麝香 草に 露の 玉 

朝っぱらから 飲んだくれ 

二 羽の 雀 は 満腹ぶ う 

、ばっし、， こま 
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おいらが 持つ の は 一 人の 神様 

一 人の 王様 

たった 一 文に 靴 片方 

こうまの ような 狼 一 一匹 

かわい そうだが 酔つ ばらい 


穴で は 虎め が 上機嫌 

むう どんに は 

どん、 どん、 どん 

おいらが 持つ の は 一 人の 神様 

一 人の 王様 

たった 一 文に 靴 片方 

あ つ こう  ぞうごん 

一 人 は 悪口、 一  人 は 雑言 

おいら は 森に いつ 行く か 

しゃる ろ つとにし やる ろ は 

こう 訊いた 

ばんたんに は 


たん、 たん、 たん 

器量 いっぱいの 声 を 張り上げて、 茂 太郎は 唄いな が 

ら、 宫の 台から 卵塔場 を 突 切って、 

怪 体な 鼠のお 喋 りめ 

こないだ ミラの 窓 叩き 

おいら を 呼んだ ばっかりに 

娘 たちあ どこへ 行く 

ロン、 ラ 

ほんに いとし や 女 ども 

おいら を 迷わす その 毒 は 

オル ヒラ さん を も 


酔わす だろ 

娘 たちあ どこへ 行く 

ロン、 ラ 

庭の 木戸 口へ 来る と、 ギヨ ッ として、 何 かに 驚かさ 

れて 立ちす くんで しまいました。 

「弁 信 さあ —— ん」 

この 時、 一方で は 水 を 切って 落ちて 来た 一刀。 丈余 

の 卒都婆 をス トリと 二つに 切って、 南無阿弥陀仏の 

ぼんじ 

梵字 を 頂いた 「我不 愛 身命」 の 残骸が 下に、 残る 所の 

一 面に は、 「伹惜 無上 道」 が 冷々 たる 寂 光 を 浴びて、 空 

を 制して そそり 立 つ ている ばかりです。 


「あ！」 

と 言った の は 清澄の 茂太郎 で、 弁 信 法師 は 天に 上った 

か、 地に 伏した か、 その 影 を さえ 見る ことができ ませ 

ん。 

暫くあって 弁 信 法師が、 

「茂ち やん、 危ない よ」 

「弁 信さん、 どうしたの」 

まぎ 

二人 は 抱き合って、 卵塔場の 中へ 紛れ込んで 姿を消 

してし まいました。 

同時に、 竜 之 助の 姿 も そこに は 見えません。 ただ 氷 

片 のよう な 卒都婆の 残骸が、 いよいよ 白く 月光 を 浴び 


まか 

て、 夜の 更 くるに 任す るの みです。 

その 翌朝、 二つに 切られた 卒都婆 を 見て、 まず 驚き 

に 打 たれた の は、 寺の 娘のお 雪ち やんで あります。 

「まあ、 卒都婆が 二 つに 切れて います こと、 勿体ない」 

それ を 拾い上げて いると ころへ、 子 を つれた 鶏が 餌 

を あさりに 来て、 ククと 鳴く。 

きれい  いたずら 

「綺麗に 切れて いる、 茂ち やんでも 悪戯 をした のか 知 

ら」 

長さ 一 間に 及ぶ、 梵字と 経文の 卒都婆の 半分 を、 お 

雪 は 重そう に 両手で 抱え 上げて、 庭 を 廻って 見る と、 


縁側の 日当り のよ いところ に、 弁 信と 茂太郎 とが 栗 を 

数えて 話 をして います。 

「弁 信さん」 

お雪が 呼ぶ と、 

「はい」 

「茂ち やん も ごらんなさい、 こんなに 卒都婆が 斬れて 

いました よ」 

「ええ」 

一 一人 はいい 合わせた ように 栗 を 数えた 手 を 休める と、 

お雪 は 卒都婆 を 縁の 上へ 置いて、 

「誰が 悪戯 をし たんでしょう」 


といって、 茂 太 郎の面 を 見る と、 

「あたい は 知らない や」 

茂太郎 がいい わけ をす る。 お雪 は、 深く 咎めようと 

もしない が、 それでも、 茂 太郎の 外に、 こんな i 心戯を 

か お 

する 者 はない ような 面 をした のが 気になる と 見えて、 

茂太郎 はムキ になって 何 かいおう としたが、 弁 信が 急 

さえぎ 

に それ を 遮 るよう に、 

ころち 

「雪ち やん、 御覧なさい、 私の 法衣 もこの 通りに 切れ 

て いますよ」 

「え え？」 

「その 卒都婆と 同じように、 斜に 切れて いるでしょう」 


「まあ、 どうした のです、 わたしが 縫って 上げ ましよ 

う」 

お雪が 改めて 見直す と、 なるほど、 弁 信の 麻の 法衣 

の 左の 肩から 袈裟 を かけた と同じように、 一筋の 切れ 

目が 糸 を 引いて います。 

「法衣 だけ じ やない のです、 下着まで、 これと同じ こ 

とに 切れ目が 入って いるんで す。 いいえ、 下着ば かり 

じゃありません、 たしかに この 私の 身体の 中に も、 こ 

れと 同じ 筋が ついてい ると 思います が、 よく 見て 下さ 

い」 

と 言って 弁 信 法師 は、 肌 を 押しぬ いで 見ます と、 赤い 


筋が 一線、 左の 肩から、 胸から、 下腹まで かけて、 絹 

糸 ほどの 筋 を 引いて いるので すから、 そこでお 雪が 驚 

いて、 

「弁 信さん、 お前、 誰かに 斬られ たんです か」 

「いいえ、 斬られ たんなら 生きち やい ません が、 わた 

し は 斬られなかった のです。 その代り、 つまり、 私の 

身代りに その 卒都婆が 斬られたん でしよう」 

「誰が 斬った のでしょう」 

「誰か 知りません」 

「怖い ことね」 

ふる 

お雪 は 慄ぇ上 つ て 思わず 小 庭の 方 を 見廻し ましたが、 


小春日和 うらら かで、 子 を ひきつれた 鶏が、 そこで も 

ククと 餌 を 拾つ ている ばかり。 

「ちゅう、 ちゅう、 たこ かいな …… 、 弁 信さん、 お前 

にこれ だけ 上げよう」 

茂 太郎は 頓着な しに、 山から 拾って 来た 栗の 粒 を 数 

えて、 一 山 だけ を 弁 信の 前に 置き、 改めてお 雪に 向い、 

「雪ち やん、 お前に も 少し わけて 上げよう か」 

庭の 鶏 も、 縁の 上の 人 も、 いずれも 平和の 気分で は 

あるが、 お雪 はなんだ か 鉛の ように 重い ものが、 この 

うらら かな 天気 を 圧して、 青天白日の 間に 鬼火が 流れ 

さむけ  かとうぐ ち 

るよう に、 ゾク ゾクと 寒気が 立ち、 書院の 火燈 口の 方 


を 見やる と、 そこに 微かな 人の 咳 の 声が します。 

「弁 信さん、 お前、 怖く はない の？」 

と 言って 見た 時、 平然として 坐って いた 弁 信の 面の 色 

まっさお 

が 真 蒼で ありました。 

二十 二 

宇治山 田の 来 友 は、 道 庵 先生の ために、 圧倒的に 説 

き 伏せられて、 とうとう 上方 行きの 随行 を 承知す る こ 

とに な つ てし まいました。 

米 友に とって は、 道 庵が 命の 親で あるの みならず、 


たしかに 一箇の 苦手で、 この 人に 向う と、 得意の タン 

力 も 切れ なくなって しまい、 苦々 しい 思い をした が、 

それと いって 今の 身分で、 道 庵の 頼み を 拒むべき 理由 

もな く、 かえって 無意味に 遊んで いるより は、 有益な 

ことに は 違いない から、 ともかくも 返答に 三日の 猶予 

を 置いて、 これから 小石 川へ 帰ろうと します。 

気の 短い 道 庵 は、 お 仕着せ や、 そのほか 旅の 用意 を 

ととの  せ お 

その 場で 調えて、 それ を 風呂敷に 包んで、 来 友に 背負 

くだん 

わせました。 そこで 米 友 は、 件の 風呂敷 包 を 首 根つ 

子に 結いつ け、 竹 笠 を かぶって、 跛 足の 足 を 引き、 例 

の 杖 槍 をつ いて、 道 庵の 屋敷 を 立ち 出で ました。 


ふらふらと 浅 草 広小路へ 出て 来た 米 友 は、 ここ だな 

と 思いました。 ここで、 その 昔、 梯子乗りの 芸当 を やつ 

て 見せて、 かなりの 人気 を 博した ことがある。 その 時 

さきて  すいか あたま 

ある 大名の 行列が 乱暴 をした から、 その 先手の 水 瓜 頭 

を 十ば かり 見つ くろって 殴り、 吉 原の 方へ 逃げ込んだ 

ことがある。 その 時の 前科 はもう 気の つくもの は ある 

まいが、 それでも 米 友 は 多少 気が引けて、 笠 を かたげ 

る 気分で 通って みても、 露店 や 見世物の 賑やかな とこ 

ろ を 見る と 目 うつりがして、 やがて 以前、 自分が 梯子 

乗り をして いたと ころへ 来て 見る と、 そこに 店 を 張つ 

て いるものが あります。 


それ は 一 人の 絵描きが 露店 を 張って、 通る 人の 求め 

に応じて、 さまざまの 絵 を 描いて いるので あります。 

ふうさ い 

ところが、 この 絵描きが、 風采から してす こぶる 変つ 

たくま  ひげお とこ  けっぱつ 

て います。 六尺 豊かの 筋骨 逞しい 鬚 男 で、 髪 は 結髪 

にした 上から、 手拭で 頰 かむ り をし、 眼 先 なかなか も 

まえ はん 

のす ごく、 小刀 を 前半に し、 大刀 を 後ろの 柳の 木へ、 

戸板 を 結びつけた しきりへ 立て かけて 置いて、 その 中 

ふる 

へ あぐら を 組んで、 しきりに 絵 筆を揮つ ている のが、 

一 種 異様に 見えます から、 来 友 も 思わず 足 を 留めて そ 

の 前に 立って いました。 

しょうさ さま 

「済みませんが、 鍾馗様 を 一 つ 描いて 下さいな」 


町家のお かみさん らしい のが 頼みに 来る と、 

「よろしい」 

絵師 は、 さっさと 紙を展 ベて、 縦横に 筆 を 走らせ、 

見る まに 悪 魔除けの 鍾馗様 を 作り上げて しまう と、 お 

ちょう もく 

かみさん は 喜んで それ を 受取り、 いくらかの 鳥目 を 

紙に 包んで 去りました。 

「おじさん、 m の 絵 を 描いて おくれ」 

「よしよ し」 

ひきつづき、 二人の 子供の ために、 絵師 は 筆を揮つ 

たち ま  うん リ ゆう やっこ  しろうと 

て、 忽 ちに 雲 竜 と 奴 と を 描き 上げた 腕前 は、 素人の 

米 友が 見て さえ キビ キビした ものです。 


「こちらへ お出しなさい。 糸目 をつ けて 上げます か 

ら」 

絵師が 風の 絵 を 描いて しまう と、 その後ろ に 乳呑児 

を 抱いて 控えて いた、 この 絵師の 女房ら しいの が 直ち 

に それ を 受取って、 子供の ために 糸目 をつ けて やる。 

この 女房 も、 身な リ こそ は 粗末 だが、 人品に なかなか 

あなど 

侮 りが たいと ころが ある。 

M の 絵 を 描いて もらって、 糸目まで つけて もらった 

鼻たら し 小僧 は、 

あし 

「おじさん、 お 銭 を ここへ 置く よ」 

まう 

五六 文の 銭 を 抛り 出して 行って しまう と、 その あと 


は 暫くお 客が 絶えて いたが、 絵師 は、 別の 紙 を 取り出 

して、 盛んに 筆を揮つ ている。 

たくま 

その 逞しい 筋骨と いい、 両刀 を 離さない ところと 

いい、 その 女房の 品格の あると ころと いい、 たしかに 

変った 絵師 夫婦で あるが、 さりと は 落ちぶれ 過ぎ た と 

哀れ を 催す もの も ありまし たが、 米 友 は、 その 絵師が 

描きな ぐって いる 絵筆の 勢いが、 ばかに 気持が いいの 

で、 お得 意 柄、 名人の 使う 槍で も 見る ような 気持で、 

その 筆勢に 見惚れて おりました。 

感心な ことに 宇治山 田の 来 友 は、 何事に 限らず、 芸 

なま 

の 神髄 を 見る ことが 好きな のです。 生な 奴が キ ザな 真 


似 を すれば、 この 男 は、 やにわに 立って 叩きのめした 

くなる 病が あると 共に、 事の 妙 境に 触る る を 見て とつ 

ち き 

た 時には、 我 を 忘れて 心酔す るの 稚気が あるので す。 

そこで、 この 絵師の 書きなぐる 筆勢 を、 心酔 的に な 

がめ ている と、 あたりの 人が 散って しまったのに は 気 

がっきません。 ちょっと 絵筆 を さしおいた 絵師が、 

「君、 絵が わかる かね」 

とたず ねたと きに 我に かえ つ て、 

「うむ、 絵 はわから ねえ けれど、 筆つ きが 面白い な あ」 

「そうか、 一枚 描いて 上げよう か」 

「いらね え —— 」 


すげ もな くいう と、 絵師 は、 

「君 は 面白そう な 男 だ。 いったい、 拙者の 絵 を 見て い 

るの か、 筆 を 見て いるの か」 

「うむ —— 」 

うな 

米 友 は 唸りました。 改 つてこう 尋ねられて みると、 

ちょっと 返答に 困る のです。 ナゼ ならば 米 友 は、 そん 

なに 絵が 好きではありません。 この 絵師の 描いて いる 

画題 そのもの も、 人の 足 を 引 留める ほどの 奇抜な もの 

みせさき 

でもなんでも ないから、 絵 草 紙屋の 店頭 を も 素通りす 

る 米 友が、 ことに これらの 絵に 向って、 足 をと どめね 

ばなら ぬ 必要 は 更にない はずです。 そうかといって 筆 


が 好きだと いうの も、 おかしな ものです から、 ちょつ 

ど +P 

と 吃つ て、 

「筆つ きがば かに 気に入つ たな あ」 

「はは あ、 では、 やっぱり この 筆が 気に入つ たの だな。 

絵 は^らな いが、 筆が 欲しい というの か。 そんなら こ 

の 筆 を 上げよう」 

といって 描き かけた 筆 を 米 友の 前に 提示し ました。 来 

友 は 面 喰って、 

「1 らが筆 を 貰った つて 仕方が ねえ」 

「それじゃ 何が 欲し いんだ」 

絵師 は頰 かぶりの 中から、 巨 眼を睜 つて、 改めて 来 


友の 面 を 穴の あく ほど ながめた から、 来 友が 少し 癩に 

さわ つ て、 

「いつ、 俺ら が 欲しい といった い？ 俺ら は 物貰いに 

来たん じ やねえん だぜ」 

こういって 軽く 地 団太を 踏んで 見せます と、 来 友の 

笠の 下から、 穴の あく ほど ながめて いた 絵師 は、 何に 

感心した か、 小首 を 捻りながら 言葉 を 重く して、 

「君」 

「何 だい」 

「君に ちっとば かり 頼みたい ことがある」 

と 改まったい いぶりで、 なお 米 友の 面 を 穴の あく ほど 


ながめて、 

「ぜひお 願いだ！」 

絵師 はむしろ 歎願の ような 声。 それ を 来 友 は 焦れて、 

「なんだ つてお 前、 傲らの 面ば つかり ながめて るんだ。 

第一、 人の 面 を、 ちょっとぐ らいなら いいが、 そう 長 

く ながめて いるの は 失礼に 当る だろう」 

絵師 は その 時、 わざわざ 頰か むり を 取って、 

「悪く 取って もらって は 困る …… 拙者 は、 君の 面に 

見惚れて、 つい 失礼し ちまった の だ」 

「ナ 二？」 

「怒って はいけ ない よ、 君」 


絵師 は 落着いて いる けれども、 来 友はム カム 力と 来 

ました。 いつぞや 金 助と いう 男 は、 この 手で 来 友 を 

ちょうろう 

嘲弄して、 両国 橋から 大 川へ 投げ込まれた ことがある。 

絵師 もまた 危ない 刃渡り をして いるよう な ものです。 

「君、 拙者 は 君 を 侮辱す るつ もリ でい うんじ やない よ、 

他人 を 侮辱す るに は 自分の 現在と いう ものが、 ごらん 

の 通り あまりに 貧弱 だ。 ただし かし、 世間の 賞美す る 

人間の 面と いう 面が、 ことごとく 押絵 細工 同様の 薄つ 

ベら な ものである ところへ、 君の 面 を 見て 僕 は 驚歎し 

あしかが 

て しまったの だ。 拙者 は 足 利の 田 山 白雲と いう 貧乏 絵 

師 だが、 今日は これからな けなしの 財囊を 傾けて、 君 


のためにお ごりたい の だ、 ぜひつ き 合つ て くれ 給え」 

足 利の 絵師 田 山 白雲と、 宇治山 田の 来 友と が 会話 最 

中、 

「人気者が 来た！」 

たださえ、 物見高い 浅 草の 広小路 附近に、 潮の よう 

な 群れが 溢れ 返って、 

「人気者が 来た！」 

口々 に 喚き 叫んで、 押しつ 押されつ 非常なる 混雑に 

なって しまったから、 自然 二人の 対話 も 途切れて、 そ 

の 人だかり を ながめな いわけに は ゆきません。 

「みいち やん、 人気者が 来たから 見に 行きましょう」 


「は あち やん、 待って 下さいよ」 

まちなみ 

町並から 走り出で る 者。 

「御 同役、 人気者が 出て 参った そうで ござる、 一 見 致 

そうで は) /ざらぬ か」 

「いかさま」 

通行の 者 も 歩み をと どめて ながめる。 

「人気者と は 何です！」 

と 中から 叫び 出で たもの が あると、 群集 は 怒り を 含ん 

だ 声で、 

「人気者と は 何 だと 問う の は 誰 だ、 人気者で あるが 故 

に 人気者で ある、 理由の 存 すると ころに は 人気 はな 


い！」 

一 喝 する 者が あります。 

「違う、 実質が あって 後に、 人気 はおの ずから 生ずる 

のが 原則 だ、 しからざる 者 は 一 時の 虚勢に 過ぎない。 

あお 

当世 はまず 人気 を 煽って、 しかして 後に 事 を 行わん と 

する の 風が ある、 これ 冠履顚 倒で、 余弊 済う ベから ざ 

る ものが ある、 よろしく 人気の 根元 を 問うべし」 

と 焚きつ ける もの もあります。 

しかしながら、 問う 者 も 答える 者 も、 現在 やって来 

る 人気者の 何者で あるか を 突 留めて いる 者 はない。 た 

のぼり 

だ、 遠くから 人の 頭 越しに、 おびただしい 旗と 幟 の 行 


列が つづく の を ながめて いる だけです。 

そんのうじょうい 

「多分 尊王攘夷で しょうよ」 

聞えない ように 眩く の は、 安政 仮条約の 時代 をよ 

く 知っている お爺さんです。 

「フランス という 国で、 かくめい という 大戦が あった 

おきて 

揚句、 今までの 锭を ばかにする ために、 ヮザ とお 寺 や 

社 を こわして、 日本で いえば お 女郎と かじ ごくと か 

いったよ うな 女 を、 神様 同様に 守り立てて、 車に 載せ 

て 押 歩いた という こと を、 三 田の 先生から 聞きました 

世が 末になる と、 いよいよく だらない ものが 人気に な 

リます 」 


この 男 は、 時代の 作る 悪人 気と、 悪人 気に 騒ぎ 易い 

人心 を なげいて いるら しい。 

「御 心配な さる ほどの もの じ や ございま せんよ」 

苦労人が 口を出して、 

「今、 江戸 中での 人気 ある、 商品の 売出し 広告 を、 あ 

あして 聯合で やって いる だけなん です よ、 この 旗 を ご 

らんなさい」 

「なるほど」 

足 利の 絵師 田 山 白雲と、 宇治山 田の 来 友と は、 人気 

者の 行列と は、 没交渉で あるから、 白雲 は 語りつ いで、 

「実は 君、 拙者 はこの ごろ、 三十 六 童子の 姿 をう つし 


てみたい と 思って 苦心して いると ころなん だ、 不動 明 

けんぞく 

王の 眷族 三十 六の 童子 を、 古例に なず まずに、 おのお 

の その 性格に よ つ て 表現 を 異にしよ うとこう 考えて い 

ふんぽん 

るの だが、 その 粉本に 苦しんで いる …… ところが 今、 

計らず 君に 出逢って 見る と、 まさに これ 天より 与えら 

れた 模型で ある。 どうか 君、 拙者の ために 時間 を さい 

て くれ 給え。 君の 住所 を 聞かして くれれば 拙者が 出向 

いて 行こう、 君の 方に さしつかえなければ 拙宅へ 来て 

くれても よい …… ナニ、 三日 目に 旅に 出る？ それで 

は、 ぜひ、 今日のう ちに、 ちょっと そこで 輪郭 だけ を 

取らして くれ 給え、 頼む！」 


こも 

米 友 は、 この 無作法な 物の 頼み も、 その 中に 籠る 真 

実 性に 動かされ たものと 見え、 絵師の 頼みに 同意 を 与 

える と、 絵師 は 喜んで 道具 を 畳んで 妻子 を 返し、 自分 

は 米 友 を 誘うて 人気者の 行列 を 突 切りました。 

二十 三 

宇治山 田の 来 友 は、 夜に なって、 その 宿所なる 小石 

川の 伝 通院の 学寮へ 帰って来ました。 現在の 米 友の 仕 

ぞうきん 

事 は、 ここで、 雑巾が け をす る だけの ことです が、 そ 

のうちに、 寺 侍た ちが、 いっか 米 友の 槍の 達人で ある 


こと を 知って、 今では 折々 その 師範 役 を 兼ねてい るよ 

うな 有様です から、 寺 内で もなくて ならない 人の よう 

にな つ ています。 

「遅くな つ て 申し わけが ねえ」 

わびごと 

と 来 友が 詫 言 をい つて、 土間へ 入り込んで 来た 時分に、 

土間で は 一 斗 も入リ そうな 薬罐の つるされた 炉の 周囲 

に、 寺 侍 だの、 寺男 だのが、 腰掛で 雑談の 真 最中で あ 

リ ま ^u/ 

「や あ、 友 造 どのお 帰り か」 

f  J， J では 友 造の 名で 通つ ている。 

「遅くな つ て 済まね え」 


笠 をと り、 風呂敷 包 を 解きながら、 再び 申し わけ を 

しました けれど、 実は そんなに 夜が 遅い ので はあり ま 

せん。 ただ 予定通りに 帰れなかった こと を、 来 友と し 

て、 しきりに 申し わけなが つてい るの だが、 誰も 別し 

て それ を 咎めよう とする 人 もな く、 かえって 寺 侍の 一 

人が、 意味 ありそうに ニヤ ニヤと 笑って、 

「友 造 どの、 奢らな くって はいけ ない ぜ」 

「ナ ゼ？」 

来 友が 円い 眼 を クル クルさせる と、 

「なんと 皆の 衆、 今日は ひとつ、 友 造 どんに 奢らせな 

ければ なるまい」 


「そうと も、 そうと も、 今日は ひとつ、 友 兄に 奢って 

もらう が もの は ある」 

「それ、 どう だ、 友 造 どの、 覚悟 をき めて 返答 さ つ しゃ 

い」 

「何だか わからね え」 

来 友 はよう やく 首 根っ子に 結びつけた 風呂敷 包 を ほ 

どいて、 縁台の 上へ 置いて、 解せない 面。 それ を 興 あ 

まと 

る ことに 思って、 一同の 者が 残らず 米 友 を 的に、 

「さあ、 友 造 君、 奢る か 奢らない か」 

「わからね え、 奢って いい 筋が あるなら、 ずいぶん 奢 

らね えもので もね えが、 わけ も 話さね えで、 人 を 見 か 


けて むりやりに 奢れった つて、 そうはい かねえ」 

来 友 は炉の 傍に 立った ままで 解せない 面に、 多少の 

不安 を 浮ばせて いると、 

「友 造 どの、 そなたに 宛てて 別嬪から 文書が 来て いる 

よ」 

「ェ、 文書が …… 」 

寺 侍の 某が 、やはり ニヤ ニヤと 笑いながら、 一通 

の 封 じ 文 を 米 友の 眼の 前に 突き出して、 

「どうも この頃 中から 様子が おかしい と 思って いたら、 

この 始末 だ、 油断 も 隙 もなら ねえ」 

そうすると 寺男が また 口を出して、 


「全く 人 は 見かけに よらね えもん だ、 これ を 奢っても 

ら わなかった 日に や、 やりきれ ねえ」 

「う ー ん」 

みは  うな 

と 来 友が 眼を睜 つて 唸りながら、 その 一通 を 受取つ 

て 見る と、 美しい 女文字で 表に 「友 造 様まい る」 —— 

一同の 連中 は、 面白がって、 まじま じと 米 友の 面 をな 

がめ ている と、 当の 来 友 は ニコ リ ともしないで、 裏 を 

返して 見る と 「本 所 相 生 町に て、 松より」 

「友 造さん、 最初 は その 手紙 を 使の 者が 持って来たん 

です が、 待ち切れないと 見えて、 御 当人が、 わざわざ 

おいでに なり ましたよ」 


「うん」 

といって 米 友 は、 周囲の 雲行きに 頓着な く、 その 場で 

封 を 切って 読んで みると、 

「来 友さん、 あなたの いらっしゃる 所 を、 今日 道 庵 

先生から お聞き 申しました から、 大急ぎで この 手紙 

を 差 上げます。 手紙 を ごらんに なりましたら、 すぐ 

においで 下さい まし、 お 君さん が 危ない のです。 ぜ 

ひ、 生きて いる 間にもう 一 べん 米 友さん に 会いたい 

といって いますから、 今までの こと は 忘れて 来て 上 

げ てくだ さい。 これ を 聞いて 下さらなければ、 私が 

一 生 恨みます よ」 


読んで しまう と 米 友が、 暗い 心に なりました。 伊勢 

ふるいち  おさななじみ 

の 古市 以来、 幼馴染のお 君が、 今、 九死の 境に いる。 

駒 井能 登 守に だまされて、 身 を 誤った 女で ある けれど 

も、 こういう 場合に こうい われて みれば、 さすがに 来 

友 も ひとごと ではない。 

再び 伝 通院の 学寮 を 立ち 出で た 宇治山 田の 来 友。 以 

ちょ-つちん 

前と 違って 笠 を かぶらないで、 「伝 通院 学寮」 の 提灯 

を 腰に はさみ、 例の 杖 槍 はてば なすこと なく、 門 を 出 

いき ざ か  びっこ 

て 本郷の 舂岐坂 方面へ、 跛 足 を 引いて 歩んで 行きます。 

いきどお 

米 友と して は、 たとい、 お 君の 行動に 憤 リを 含む 


とはいえ、 妊娠の こと も 聞いて いる、 病気の こと も 聞 

かないで はない、 九死一生 を 訴えられて みれば、 行か 

ぬの は義 において 欠く ると ころ ありと 考えた のでし よ 

う …… しかし、 心 は 決して 打 解けて いる わけで はあり 

ません。 

今日は、 なかなか 多事の 日で ある。 あれから 足 利の 

絵師 田 山 白雲に 引つ ばられ て 人気者の 中 を 横ぎ り、 

や つ こうな ぎ 

奴 鰻で 一 杯 飲みながら —— 来 友 は 飲まない けれども 

—— その 絵師の 縦横の 画談 を 聞きつつ、 彼が 自分 を 床 

の 間に 立た せて、 写生 を 試みて いる 熱心な 態度 を 思い 

出して みると、 尋常な 絵師と は 思われません。 今 こそ 


らくはく 

落魄 はして いるが、 後 来 必ずや 名 を 成す の は、 あんな 

人だろう なん ぞと来 友 は 考えました。 

ひんき ゆうぐみ 

やがて、 柳 原 河岸 近くまで 来た 時分、 ここ は 貧窮 組 

の 騒いだ ところ。 自分が 金 包 を 落して、 それ を 夜鷹の 

お 蝶に 拾って もらった ところ。 そのお 蝶 こそ 恩人で あ 

る。 大事な 節操 を、 二十 文 三十 文の 金で 切 売り をして 

恥じない 夜鷹の 身で ありながら、 人の 落した 大金 は大 

切に 保存して、 苦心 を 重ねて、 それ を 落し主に かえし 

て くれた 親切 を 来 友と して、 ここへ 来て 思い出さない 

はずはありません。 

かね つき どうしん みち 

あの 女 はどうし ている。 まだ 鐘撞堂 新道の 相 模屋に 


いる はず だが、 そうだと すれば 今晚 もこ こ へ 稼ぎに 出 

ている かも 知れない、 と 思って 来 友 は、 河岸の 柳の 蔭、 

夜鷹の 掛 小屋 をい ちいち 視 いて 歩きました。 

けれども、 お 蝶ら しい 女 を 発見す る こと はでき ない 

む さ ぼ  う ぞ う む ぞう  むくろ 

で、 腐れた 肉 を 貪る 有象無象の 浅ましい 骸を、 まざ 

まざと 見せ つけられ たに 過ぎません。 

あれ だけの 容貌 を 持ち、 あれ だけの 心立て を 持ちな 

がら、 あの 境遇に 甘んじて、 それ を 抜け出そう ともし 

ない 女の 心が 悲しい。 

そこ を 過ぎ去って、 杉の 森 稲荷から 郡 代 屋敷、 以前 

めくら ほうし 

女が 殺された 所、 盲 法師の 弁 信と お 蝶と が 連れ立って 


通りかかった 時、 自分 はムク と共に あちらから 龃 けつ 

けて 見た けれど、 その 人 は 煙の 如くに 消えて しまった。 

あの 身体で、 あの 目で、 夜な夜な 人 を 斬らねば 眠れ 

なかった その 人 もど こへ か 行って しまった。 その 翌日 

まくらべ 

病み 疲れた 枕辺に 立 つ て —— 地 団太を 踏んで みたけれ 

ど、 彼 はどうしても その 人 を 憎む 気になれなかった I 

I 沈勇に して 大人の 風 ある ムク犬 は 今 も 無事で、 それ 

でも 魂の 抜けた 主人 を 守って いるの だろう。 さて 顧み 

れば 四辺に 全く 人 はない。 今時、 今の 刻限、 この あた 

ひと 

り を 独り歩きす るの 危険、 それ は 来 友 だって 知ってい 

る。 


辻 斬の 本場 ともいうべ きこの あたり。 深夜に この辺 

を うろつく 者 は、 斬りに 行く か、 斬られに 行く か 二つ 

の 中。 ここで 米 友 は、 改めて 自分ながら 危ない 夜道 だ 

と 思いました。 

幸いに して 「伝 通院 学寮」 の 文字が、 辻番の 目に も 

りょうかい 

諒解 を 与える に 充分で あつたと 見えて、 無事に ここ 

まで 来た 時に、 はじめて 米 友 も、 うすら 淋し さ を 感じ 

たが、 もう 一息で 両国。 そこ は、 花やかな 歓楽 郷。 橋 

一 つ 越 ゆれば 目的の 相 生 町。 

で、 以前、 女の 殺された あたりの 柳の 生えた 堤に 沿 

うて 急いで 行く と、 道珞に 物が 横たわつ ている。 心得 


て 米 友 は 少し 廻り 込んで 歩きながら、 提灯 をつ きつけ 

て 地上 を 見る と、 道に 横たわって いるの は 意外に も 一 

本の 長い 刀。 

米 友 は ギヨ ッ として、 何 かまた、 いたずら 者の 名残 

り、 逃ぐ るに 急で 振 落して 行った ものだろう、 見ぬ ふ 

りして 過ぎる の も 卑怯な ような 気がした から、 とも か 

力 力 

くもと 腰 を 屈めて 地上に 落ちた 刀 を 拾い 取ろうと する 

と、 その 刀が ひとりでに ス ルス ルと 動き 出しました。 

刀が ひとりでに 動き 出して 堤の 上へ のぼると、 堤の 

上から、 その 刀 を 携えて 下りて 来た ものが ありました。 

あ ンナ 

「武士た る ものの 魂 を 足蹴に すると は 何事 だ」 


「ナ 二？」 

そこで、 米 友 は 一 間ば かり 飛びし さりました。 

「武士た る ものの 魂 を 足蹴に すると は 何事 だ」 

はは あ、 例によって 辻 斬 だな、 但し、 こいつ は少々 

かけひき 

龃 引が あると 来 友が その 時に 思い ましたの は、 ほんと 

まえぶれ 

うに 斬る 気なら ば 前 触 はない はずで ある、 ところが 刀 

を 往来 中へ ころがして 置いて、 文句 をつ けに 出る の だ 

のみしろ 

から、 飲 代で も 稼ごうと いう 代物であって、 必ずしも 

斬ろうと いうの が 目的で はない、 と は 感づき ましたけ 

れ ども、 ともかく、 これ だけの 仕掛 をす る ほどの 図々 

しい 奴 だから、 でように よれば 斬る だけの 腕 を 持って 


いる 奴で ある。 

ちょうちん 

で、 一間ば かり 飛びし さった 米 友 は、 提灯 を かざし 

て、 その 下りて 来た 武士た る ものの 様子 を 篤と ながめ 

ました。 

こちらが ながめる より 先に、 先方 は 敵の 提灯で、 敵 

うちかぶと 

の 内兜 を 見定めた と覚 しく、 

あて 

「こいつ は 少し 当が 外れた！」 

やがて カラカラと 大きな 声で 笑い出し たの は、 何 か 

えもの 

相当の 獲物 を 期待して いたのに、 ひっかか つたの がー 

匹の 雑魚に 過ぎない と 見た からでしょう。 なるほど、 

夜目 遠目で 一 見した ところでは、 来 友 は 雑魚の ような 


ものです。 

「いいから 通れ、 通れ」 

おうよう 

武士た る もの は 米 友に 向って、 鷹揚に 木戸 を 通そう 

とする が、 お 情けで 網の 目から おつ ぼり 出されて、 そ 

れを 有難が る 来 友ではありません。 

「お前に 許し を 受けな くった つて 通ら あな、 天下 様の 

往来 だ …… 」 

天下 様の 往来と はいいながら、 この場合 において、 

この 男 は 大手 を 振って 通る わけに は ゆきません。 提灯 

を 左に 持って、 杖 槍 を 右に かい 込んで、 その 円い 目 を、 

武士た る ものの 身の まわりへ ピ タリと つけて、 やや 遠 


くから 廻リ 込む ようにして 過ぎよう とする の を、 武士 

たる もの はじ つ と 立 つ てながめ ている。 

「待 たっしゃい」 

米 友が、 ようやく 半円形に 通り過ぎた 時分に、 立つ 

ていた 武士た る ものが、 また 言葉 を かけました。 

「何 だい」 

米 友 は 怒気 を 含んで 答えます。 

「見受 くると ころ、 貴様 は 取る に 足らぬ 下郎 ゆえ、 助 

けて 遣わそうと 思 つ たが」 

「取る に 足らぬ 下郎で まことに 済まなかった、 それが 

どうした」 


勃然として、 宇治山 田の 米 友が タン 力 を 切りに かか 

ると、 武士た る ものが、 

あしげ 

「推参な、 下郎の 分際で 武士た る ものの 魂 を 足蹴に し 

ふらち 

た 不埒な 奴、 刀の手前、 許す わけに は 相 成らん」 

「ばかにして やがら」 

ここで 米 友 は 冷笑 を 発し、 

「武士た る ものの 魂が どうしたんだ、 自分の 魂 を 足蹴 

にされ るよう なと ころへ ほう つ てお くお びんず る も 無 

かろう じ やねえ か」 

「何と 申す、 無礼な 奴」 

ここで 武士た る ものが 憤り 出しました。 最初 は 相当 


の 獲物と 思って 網 を 張った のに、 ひっかかつ たのが 存 

外の 雑魚 だから、 逃がして やろうと した 情け を 仇に、 

あべ こべ に 啖呵 を 切つ てお びんず る 呼ばわりす るの は 

奇怪な 奴、 たとい 馬鹿にしても ようしゃ はならない と、 

憤然として 武士た る もの は、 今にも 斬って 捨てん ず 意 

気 を 見せました。 そうすると 来 友 は 提灯 を 下へ 置いて、 

はんみ 

足場 を 見計らい、 例の 杖 槍 を 取って、 半身に 構えた も 

のです。 

だ いどうな か 

「武士た る ものの 魂が それほど 大事なら ば、 大道 中へ 

しょ ラのラ 

ころがして おくが もの はなかろう、 樟脳の 五斗 八 升 

も ふりかけて、 七重の 箱の 奥へ 八重の 鍵で も かけて 


しま 

蔵って おいたら どう だ」 

「よくも 拙者 をお びんず るに たとえた な」 

武士た る もの も 容赦の ならぬ 顔色です。 

武士た る もの は、 今にも 斬らん ず 構え をして、 槍 を 

構えた 来 友の 形 を 篤と 見た ままで、 まだ 刀 を 抜き放た 

な いのは、 かなりの くせ 者であります。 

下段に 身 を しずめて いる 米 友。 風雲 甚だ 急なる 時、 

武士た る ものが、 存外 急き込まないで、 

「はは あ、 こいつ は 奇妙 だ」 

と い いました。 

さて、 来 友に もまた わから なくなりました。 宇治山 


田の 米 友 は、 槍 を 使う ことにお いて は 天成の 自信 を 

持って いる はず、 天成の 自信に、 淡路 流の 極意 を 加え 

て、 格 法 を 無視して、 おのずから 格 法の 堂 にんって い 

る ことが、 心得 ある 人 を 驚かす の を 例と する。 進んで 

道場 荒し をして、 我 を 売らん とする ほどの 野心 はない 

が、 来って 触れる 者 を 驚かす に は 充分で ある。 槍 を 持 

たせれば この 男 は、 たしかに 眼中 人が 無くなって、 自 

分の 天分 以外の 達人 は有リ とも、 自分の 天分 以上の も 

の は 無い と 信じて 疑わない。 系統 格 法 は 論外に 置いて、 

物が あらば 必ず 突き 留め 得る ものと 信じて 疑わない と 

ころに、 この 男の 船 天 荒な 勇気が きざして 来る ので あ 


ります。 我 を 知る もの は 必ずや 敵 を 知って、 彼 はこの 

勇気 を 思慮な く 濫用 するとい うこと はありません。 

まう 

わから なくなつ たの は、 大道へ 武士の 魂 を 抛り 出し 

のみしろ  しろもの 

て、 飲 代に でも ありつこう とする 代物の こと だから、 

どうか つ 

恫喝 は 利いても、 腕 は 知れた ものだろう との 予想が 外 

れて、 悠然として 此方の かかる の を 待って いる 化 は、 

やはり 米 友 その 者 を 知らないから、 ちょっと ばかり 腕 

に 覚えの ある 馬鹿者が、 誰かに オダ てられて 来たの だ 

ろうと、 多分、 先方 は その 辺に 見くびり をつ けたので 

しょう。 それとも 事実 腕の ある 大男の 剛の者 か。 そこ 

で、 米 友 はわから なくなった けれども、 敢て 自分の 自 


信 を 傷つ けられた という わけで もありません。 

その 呼吸 を 見て取った 武士た る もの は、 

「待ち 給え」 

てのひら  でばな 

刀 を 抜かないで、 掌 を 突き出して 来 友の 槍の 出端 

を 抑える ようにして、 

「君の その 槍 は、 拙者の 小手 を 突く つもりだろう」 

といい ました。 これに は 来 友が ピリ リと 来て、 

「ェ ？」 

といつ て 眼 を 円く します と、 

「君の 槍 は 奇妙 千万で 何とも 形容が できない。 いった 

い、 君 は どこで その 槍 を 習った。 槍先 はたし かに 宝蔵 


院の挙 一にな つてい るが、 槍 そのものの 構え 方 は 木 下 

流 に似てい る、 といって 気合 精神 は それらの 流儀の い 

ずれで もない、 トンと 奇妙 千万。 まあ、 仲直り をし よ 

う、 仲直り をして 一 話し 致そう ではない か」 

先方から 講和 を 申込んで 来ました が、 その 時、 来 友 

は、 

「う ー ん」 

うな 

と 唸り 出しました。 今度 は 全く わから なくなつ たので 

す。 武士た る もの はいつ こう 騒がず、 

「君、 まあ、 この辺へ 坐り 給え。 実は 君 をォド かして 

済まなかった が、 こんない たずら をして みたの は、 こ 


の 辺が 辻 斬の 本場に なって、 世人が 迷惑 を 致す から、 

ひとつ 見せしめ を 試みて、 今後 を戒 しめよう として、 

こうして 網 を 張って みたの だが、 求めて みると なかな 

えもの 

か 獲物 はかから ない、 ところへ ひっかかった 君 は、 案 

外の 雑魚 だと 思 つ たら、 実は 意外の 掘 出し物で あ つ た 

の だ。 勘弁し 給え」 

聞いて みると なるほどと 頷かれる。 して みれば この 

武士た る もの は、 極々 上の 達人で なければ ならない。 

こういう 芸当 は、 覚え 以上の 腕がなければ できない 芸 

当で ある。 されば こそ 来 友に 講和 を 申込んで、 その 手 

腕 を 閑却す る ことができなかった の も 道理が ある。 し 


かし 米 友 は、 前途の 急 を 説いて せっかくの 好意 を 辞退 

したが、 件の 武士た る もの は、 では 近いう ち ぜひ 遊び 

に 来 給え、 住所 姓名 は、 神 田お 玉ケ 池の なにがし とた 

ずね てみ ろと 教えて くれました。 

二十 四 

浅 草 御門 を 両国 広小路、 両国 橋 を 渡り 終って、 ほど 

なく 相 生 町の 老女の 屋敷に 着いた 宇治山 田の 来 友。 

くぐ  ど 

ホッと 息をついて 裏門の 潜り戸 を 押す と、 迎えに 出で 

た 真黒な 豪 犬。 


「おお、 ムク か、 久しぶり だ、 久しぶり だ」 

ちょうちん  な 

提灯 を 持ち 換えて、 ムク 犬の 首 を 撫でて やる 宇治 

山 田の 米 友。 

「友さん、 よく 来て くれ ましたね」 

そこへ 走り出で たお 松。 来 友 を 案内して 一間へ 通す 

お 松の 眼に は 涙が いっぱいです。 この 気丈な 娘に して 

この 悲しみ、 米 友 もなん となし に 情けない 心に 打 たれ 

しお 

て悄れ ました。 

「友さん、 お 君さん がもうい けない のです よ」 

「ど、 どうして？」 

おもて 

米 友 は 胸 を 圧迫され るよう な 苦し さで、 お 松の 面 


を じ つ と 見つめる。 

「赤ちゃんが 生れました、 赤ちゃんの 方 は 丈夫です け 

れ ども、 お 君さん がいけ ない のです、 で、 自分に それ 

がわ かってい るんで しょう、 ぜひ、 友さん に 会わせて 

下さい つ て、 そのこと ばかり 言い つづけ なんです よ、 

ほんと によく 来て 下さいました」 

「うむ」 

「けれども、 友さん、 そういう わけです からね、 いつ 

ものよう に ポンポン いっち やい けません よ、 たとい 友 

さんの 気象で、 面白くない ことがある としても、 友 さ 

ん みたよう に、 あんなに 強く いわれる とね、 気の 弱い 


人 は のぼせて しまい ますから、 やさしく 口 を 利いて 

やって 下さいね」 

「俺ら だ つ て、 好んで 悪口 をい うわけ じ やねえん だ」 

「そうでしょう けれども、 なるべく やさしく いってく 

ださいよ」 

「ムク がか わい そうだな」 

といって 来 友 は、 障子 を 開いて 縁の 外 を 見ます と、 お 

松 力 

「ええ、 ムク もこの ごろ は、 しおれき つてい ます、 御 

飯 を やっても 食べ やしません」 

米 友 は 立って 縁の 上に 出で、 そこで 口笛 を 吹きます 


と、 

「友さん、 夜に なって 口笛 を 吹く ものではありません 

よ、 悪魔が その 音 を 聞いて 尋ねて 来る そうです」 

しかし この 時 は、 悪魔 は 来ないで、 ムク 犬が やって 

来ました。 

お 松が 立って 行った あとで、 来 友 は、 

「ム ク」 

うるみき つた 大きな 眼と、 真黒い 中で、 真黒い 尾 を 

振る 姿 を 見て、 

「ム ク、 手前 は 強い 犬だった な あ、 昔 もそう だった か 

ら今 もそう だろう が、 強い 犬になる にゃあ、 飯 を うん 


と 食わな くち や 駄目 だぞ」 

「  」 

「飯 を 食わな けり や あ 痩せち まあな、 痩せち まっちゃ 

強い 犬に はなれね えぞ、 しっかり しろよ」 

身 を 屈めた 来 友 は、 手 を 伸べ てムク 犬の 首から 咽喉 

を 撫でて やり、 

「宇治山 田に いる 時 はな あ、 手前が ほんとうに 怒って 

ふ る 

吠える と、 街道 を 通る 牛 や 馬まで 慄ぇ 上って、 足が す 

くんじ まった もの だ。 こっちへ 来ても、 おそらく 手前 

ほどの 犬 は 無かろう。 たとい、 おいらが 附 いていな く 

たって、 お 松さん という 人が 附 いている、 お 松さん は 


ほんとうに 親切な 人なん だから、 手前 はよ くお 松さん 

のい うこと を 聞いて、 飯 を 食わな くち やい けね えぞ」 

「  」 

「影 久地 なしめ、 痩せて やがら。 ホン トに 手前 はいつ 

まで も 強い 犬で いねえ と、 おいらが 承知し ね えぞ。 遠 

吠え 専門の 痩 犬 は 何 万 匹あろう とも、 ほんとうに 強い 

犬と いうの を 殺す の は 惜しい な あ、 手前 もちつ とは自 

分の 身が 惜しい という こと を 知れ」 

来 友の 声が うるんで きた 時、 お 松が 戻って 来て、 

「友さん、 それで は、 どうか こっちへ 来て 下さい」 

見事な その 一 間、 絹紬 の 夜具に 包まれて、 手厚い 看 


病 を 受けて いるお 君の 身 は、 体面に おいて はさの み不 

幸な ものと はい われません。 

さび 

米 友が 来たと 聞いて、 その美し い、 衰えた、 淋しい 

おもて 

面に、 このごろ 絶えて 見た ことのない 晴々 した 色が 

浮びました。 

「お 君さん、 友さん が 来ました よ」 

「どうも有難う」 

力の ない 身体 を 向き 直す つもりで、 鉢巻 をした 面 だ 

け を こちらへ 向ける と、 来 友 は 無言の まま、 そこへ 坐 

り 込んで います。 

「友さん、 よく 来て くれ ましたね」 


「うむ」 

「わたし はね、 頭の 方 は 癒 りました けれど、 身体 はも 

う 駄目な のよ」 

「  」 

その 時に、 お 松が 米 友に 代って いいました、 

「そんな ことはありません よ、 産後です もの 誰 だって 

…：- J 

「いいえ …… 」 

お 松 も 信じて は 力 をつ けられない。 お 君 も 気休めの 

言葉 を、 気休めと して 聞く ほどに 自分 を 知っている。 

「ですから 友さん、 わたし はお 前によ く 話 をしたり、 


頼んだり してお きたいと 思って いるの …… 」 

「うむ」 

「友さん、 お前 はわた し を 憎んで いる ばかりでなく、 

駒 井の 殿様 を も いつまでも 憎んで おいでな のが、 わた 

し は 残念で たまらない」 

「それ は 昔の こと だ、 今 じゃあ そんな ことまで 考え 

ちゃ あいね えよ」 

「噓 です、 友さん は 憎み はじめたら、 良い 人で も、 悪 

い 人で も、 終い まで 憎んで しまう のです から、 わたし 

は 悲しい。 です けれども 今 はそんな 話 はよ しましょう、 

あ い やま 

間の 山に いた 時のお 友達の 昔に 返って、 友さん にわた 


し はお 頼みして おきたい ことがある のよ …… 」 

お 君 は、 やっと これ だけの こと をい うと、 すっかり 

疲れて しまって、 咽喉 も かわく し、 唇の 色まで 変って 

レます 

「お 君さん、 お 薬 を 上げましょう か」 

「どうも 済みません」 

お 松の 手で 咽喉 をし めして もらった お 君 は、 再び 言 

葉 をつ ぐ 元気がない と 見えて、 目をつぶつ たままで 微 

い き 

かに 呼吸 を 引いて います。 

一 一人 も、 その 安静 を 妨げない 方が よいと 思って、 黙つ 

て、 お 君の 寝顔 を ながめて いる だけです。 


「友さん …… 」 

暫くして 呼んだ お 君の 声 は、 夢の 中から 出た ようで、 

その 眼 は 開いて いるので はありません。 

「お 君さん …… 」 

と 来 友の 代りにお 松が 返事 をした けれど、 お 君の 呼ん 

だ の は囈言 でありました。 

二人 は、 なお その 寝顔 を じっと見て いると、 お 君の 

額に ありあり と、 苦痛の 色が 現われて、 

「あ！」 

「お 君さん」 

お 松が その 背中へ 手 を 当てる と、 


「皆さん、 ムクを 大切に して 下さい、 お 松 様、 あの こ 

と をお 頼み 致します よ」 

「何 をい つてい らっしゃ るの、 お 君さん、 しっかりし 

なくて はいけ ません」 

「友さん …… それで は、 わたし を 間の 山へ 連れて行つ 

て 下さい …… 駒 井の 殿様へ よろしく 申し上げて、 さあ 

いっしょに 帰りましょう …… 鳥 は 古巣へ 帰れ ども、 往 

きて 還らぬ 死 出の 旅 …… 」 

この 時、 お 君の 面 から サッと 人間の 生色が 流れ 去つ 

て、 蠟 のよう な 冷たい ものが、 その あと を 埋めて しま 

いました。 


「誰か 来て 下さい …… 」 

お 松が 叫んだ 時、 抱えて いたお 君の 頭が、 重く お 松 

の 胸に 落ち かかります。 

「死、 死んだ のかい！」 

宇治山 田の 来 友が、 矢庭に 飛び 上った の も それと 同 

時刻。 

かわいそうに、 お 君 は 死んで しまいました。 

ま つ し ぐら 

まもなく、 この 邸の 裏門から 驀然に 走り出 だした 

たもと 

宇治山 田の 米 友 は、 相 生 町 を 真 一 文字に、 両国 橋の 抉 

まで 飛んで 来て、 


「これこれ、 どこへ 行く」 

橋 際の 辻番の 六尺 棒で 行 手 を 支えられた 時、 

「間の 山へ 行 くんだ」 

「何 だ …… 」 

「間の 山 …… じゃなかった、 小石 川へ 帰 るんだ」 

「小石 川の どこへ」 

ちょうちん 

「この 提灯 を 見ね えな」 

突き出して みたけれ ども、 あいにくの ことに、 その 

提灯に 火が 入って いません。 

「ちえ ッ」 

杖 槍と、 提灯と を、 ひっかか えて 来た けれども、 こ 


の 提灯へ 火 を 入れる こと を 忘れて いた。 

「どこから 来た」 

辻 番は穏 かならぬ 面色で 咎める と、 来 友 は 舌打ち を 

しながら、 

「相 生 町の 御 老女の 屋敷から 来て、 小石 川の 伝 通院の 

学寮へ 帰 るんだ、 火 を 貸して おくん なさい」 

米 友 は 火の 入って いない 提灯 を、 辻 番所まで 持ち込 

むと、 

「それ」 

ちょっと 億劫が つた 辻番 が、 投げ出す ように 火 打 道 

具 を 貸して くれる。 


「力 チカ チ」 

「ちえ ッ」 

「力 チカ チ」 

ひうち  わなな 

燧を 打つ手 先が 戦いて、 ほくち を 取 落して は ひろ 

い 上げ、 ようやく 附 木に うつす と パッと 消える。 

「ちえ ッ」 

焦れ 立 つ た 来 友の 挙動 を 見て いた 辻番 が、 

ひうちが ね 

「それで は 燧 金が さかさ だ」 

「ええい ッ」 

やっとの ことで 火 は 提灯へ 入った が、 手先が、 や は 

り わな わなと ふるえて いる。 


「なるほど」 

辻番は 提灯に 現われた 「伝 通院 学寮」 の 文字 を あり 

ありと 読んで、 やや 得心が 行った ように、 

あわ 

「何 を 慌ててい るの だ」 

来 友の 挙動に は、 不審が 晴れない。 

「何でもね えんだ、 どうも有難う」 

そうして 走り出す と、 

「おい、 待 たっしゃい」 

呼び留めた 辻番、 振 返った 来 友。 

「何 か 包 を 落した ぞ」 

「うむ、 そうだ」 


、.7  くさ 

辻番が 拾って くれた 帛紗づ つみ を、 手早く 受取って 

懐ろ へ 捻じ 込む。 

「気をつけて 歩かつ しゃい」 

がてん 

辻番 も、 来 友の 挙動 を 合点 ゆかない と は 思った が、 

出て 来たと ころが 老女の 屋敷で、 行 先が 伝 通院と いう 

ことに 諒解 を 持った ものと 見えて、 跡 を 見送った だけ 

である。 一 目 散に 両国 橋の 上 を 走り 渡った 宇治山 田の 

米 友が、 

「往 きて 還らぬ 死 出の 旅」 

そこで、 ピッ タリと 足 をと どめて、 

「さあ、 わからな くな つ た、 前と 後ろが わからな くな つ 


ちまった、 右と 左 も わから なくなつ ちまった」 

宇治山 田の 来 友 は、 両国 橋の 真ン 中の 欄干の 前に 

突ッ 立って、 

「何が何だか、 おいらの 頭 じ やわ かりきれ なくなった。 

来世と いうの はいった いど こに あるんだ。 ナニ、 魂 だ 

けが 来世へ 行く？ さあ 誰が その 魂 を 見た、 その 魂が 

来世と やらへ 行って 何 をして いるんだ。 ナニ、 この 世 

で 苦労した ものが 来世で 楽 をす る？ 誰が それ を 見て 

来たんだ、 魂が 来世へ 行って 何 を 働いて いるか、 見 届 

けて 来た 人が あるなら 教えて くれ、 後生 だから …… 今 

まで 生きて たもの が 死ん じ まった、 ただ それだけ か。 


花 は 散りても 春 は 咲く、 鳥 は 古巣へ 帰れ ども、 往 きて 

還らぬ 死 出の 旅 …… 今、 それが ひとごと じ やねえん だ 

ぞ、 ほんとうに 死んだ 奴が 一人 あるんだ ぞ。 ナニ、 誰 

か 殺したん だろう つて？ 冗談 じ やねえ や …… ナニ、 

米 友、 お前が 苛め 殺したん だろう つて？ ばかにする 

ない。 そうで なければ 駒 井能 登 守 の 奴が 殺したん だろ 

うって？ 何 をい つて やが るんだ い、 何が何だか この 

頭 じ やわから ねえ や」 

宇治山 田の 来 友 は、 狂気の 如く 同じと ころ を 飛び 

上って います。 


二十 五 

ひっそく 

栃木 の 大中寺 に 逼塞 の 神 尾 主 膳 は、 このごろ は 昔と 

打って 変った 謹慎の 体であります。 

謹慎で なければ ならぬ ように、 すべての 都合が 運ん 

でい ると ころへ 自分 もまた、 つくづくと 半生の 非 を 

悟った。 これからの 生涯 を 蒔き 直そうかと 考えて いる 

らしい。 

しゅへき 

この 男 は、 悪友と 酒癖 さえなければ、 転回の 余地が 

ない という 限り はない。 今、 斯様に かけ 離れた ところ 

に 来て いれば、 悪友の 押し かける 憂い もな し、 酒は自 


ら 悔いて いる くらいだ から、 断じて 盃を 手に 取らぬ と 

いう 堅い 決心 を きめてい るので す。 それに、 悪友と 酒 

癖と からこの 人 を 遠ざけた 一 つの 大きな 理由 は、 例の 

お喋り 坊主の 弁 信 を、 巣 鴨の 化物 屋敷で 井戸の 中へ 投 

つるべ  は 

げ 込もうと した 時に、 釣瓶が 刎ねて 受けた 傷、 眉間の 

真ン 中に 牡丹餅 大の肉 を 殺ぎ 取られて、 生れ もっかぬ 

ぎょうそう  かお 

形相と なって しまった。 それ以来、 世間へ この 面 を 

さ ら  ごう は ら 

曝す ことが 業腹で、 思いきって 旧領 地の 縁 をた どり、 

ここへ 引 込んで しまったの だから、 今の 謹慎 も 実は、 

そ の 面部 の 大 傷が さ せ た 業と 言う べき ものです。 それ 

と、 もう 一 つ は、 財政が もはや 全く 枯渴 して、 化物 屋 


さ 

敷の 類焼 以来 は、 江戸 三界で は 融通が 利か なくなった 

という ことで、 それが おのず からこの 男 を 謹慎に し、 

多少、 謹慎の 味が わかって みると、 遅蒔きながら、 生 

涯を 蒔き 直そうかと いう 気に もな つてみ、 寺 僧に 就い 

て、 多少、 禅学の 要旨 を 味わって みたり、 茶 や、 生花 

の 手ず さみ を 試みて みた リ、 閑居しても、 必ずしも 不 

善 を 為さぬ ような 習慣に な つ ている のです。 

ほっしん  しょうじん 

しかし、 これ とても、 本心から 左様に 発心して 精進 

している わけで はなく、 事情し からしめ た 故にそう 

なった ので、 この 事情が 除か るるならば —— たとえば 

面の 傷が 癒着す ると か、 財政の 融通が 利いて 来る とか 


いう ことに なれば、 また 逆転 しないと いう 限り はない 

が、 今のところ では その 憂い はなく、 それで、 附近の 

旧知 行 所の 人々 は 質朴で、 殿様 扱いに 尊敬す る もの だ 

から、 満足 はして いないながら も、 無聊に 堪えられな 

いという こと はなく、 どうかす ると 斯様な 生活ぶ リに 

自然の 興味 を さえ 見出す こと も あるので す。 

今宵 は 月が 佳い からと いうので —— 大中 寺と は 背中 

おお： S ら やま 

合わせに なって いる 大平 山の 隠居から 招かれて、 碁 打 

ちに 参りました。 

ごがた き 

この 隠居 も大中 寺へ 見えて、 主 膳と は 碁 敵に なって 

いるが、 主 膳の 方がず つと 強いながら、 この辺と して 


はくつ きょうの 相手です から 隠居 は、 主 膳の 来訪 を 喜 

は 、-, ば ん 

んで、 眺めの よい 高楼に 盃盤を 備えて 待 受け、 

「これ は 講中の 者から 贈って よこしました 花 遊と 申す 

美酒で ございます、 美酒と 自讃 を 致す の もい かがな も 

ので ございま すが、 ともかく、 関東と して は、 ちょつ 

と 風味の ある 品と 覚えました 故、 一献 差 上げたい と存 

じます る」 

「折角ながら、 拙者 は 酒 を 飲まない ことに 致して おる」 

「それ は それ は、 何 か 御 心願の 筋で も あらせられ まし 

て」 

「いや、 別に 心願と いう わけで もない が、 酒で は 幾度 


も 失敗 をし でかした 故に」 

「それ は 残念で ございます。 しかし、 少々 ぐらい はお 

差支えが ございますまい」 

といって、 隠居 は 手ず から 神 尾の 前の 盃に酒 を 注ぎ ま 

した。 

「せっかくながら …… では、 早速 一戦 を 願おう か」 

あだうち 

「今日 こそ は、 先日の 仇 討 を 致さねば なり ませぬ」 

そっち 

二人共、 酒盃は 其方の けにして、 石 を 並べ はじめ ま 

した。 

局面が 進んで 行く と、 二人 はいよ いよ 熱中す る。 隠 

居 は 石 を 卸しながら、 ちょいちょい 酒盃を 手に する が、 


最初から 手 を 触れない でいた 神 尾、 

「ここ は ぜひとも 切らなければ」 

と 言って 一 石、 その 手が 思わず 盃に さわる。 

我知らず 唇のと ころまで 盃を 持って来て、 はじめて 

気がつき、 

「あつ」 

と 苦い 物で も嚙ん だよう に、 下へ さしおいて、 

「ともかく、 切った 以上 は繫 いでお く」 

隠居 は 考え込んで、 

「弱り ましたな」 

「これで 局面が 一 変」 


神 尾 は 喜んで、 再び その 手が 無意識に 盃の上 へ 下り 

る。 

「さあ」 

と 隠居が、 いたく 考え込んで いる。 得意に なった 神 尾 

が、 知らず 識ら ず盃を 唇のと ころへ 持って来て、 

「あつ」 

あわ 

また 熱い 物で も 触れた ように、 慌てて 下へ 置く。 

「そうなります と、 絶体絶命、 劫に 受ける より 手が な 

う 41- て 

くな りました。 上手に 向っての 劫 は 大損で ございます 

が、 仕方が ありません」 

さゅラ きゅラ 

隠居 は窮 々 として 受身で ある。 神 尾 は 劫 を 仕掛け 


て、 いよいよ 有利と 見える。 もはや、 充分に 死命 を 制 

したつ もりで 得意に なると、 三た び、 その 手が 盃に触 

れる。 唇のと ころまで 持って来て、 

「いや、 これ は 違った」 

苦々 しい 面 をして いると、 気がついた 隠居が、 

「これ はこれ は、 御酒が 冷えました で) /ざいましょう 

お 熱い の を 換えて 差 上げましょう」 

忙 がしい 中で 手 を 打って 女中 を 呼んで、 燜の 代リを 

いいつけて、 

「では、 これ だけいた だきましょう」 

「それ は 相 成らん」 


「拙者 はこつ ちの 方 を 少しば かり」 

「どう致しまして」 

「こ， J なら 頂けます か」 

「な 力な 力 以て」 

「左様ならば、 ホンの 少々 だけ」 

「御免 を 蒙ります」 

「これ はこれ は。 あれ も 下さらない、 これ も 下さらな 

い。 しからば ホンの 三 目 だけ」 

「その 三 目をやって は 全体 が^き 返る。 さあ その 次 

ま」 

「ごようし や を 願います。 左様ならば これ だけ」 


「以ての ほか ：：： しかしながら、 これで 拙者の 方の 

劫 種が 尽きた わい、 あれと これと 交換で は 割に 合わぬ、 

じ やと 申して、 もう ほかに は 種がない、 こり や 劫 負け 

力な」 

「そのく らい は 負けて いただ かないと 碁に なリ ませ 

ぬ」 

「さあ、 これで また 局面が 逆転した、 悪かった な」 

神 尾 は 当惑して 暫く 考えて いると、 またしても その 

手が 盃に 触れる。 

「これで ホッと 一 息 致しました」 

隠居 は ホッと 息をついて 盃を 取り、 飲みぶ リ 面白く 


乾す と、 

なんせき 

「さあ、 難 石 だ」 

といって 神 尾もう つかり 唇まで 持って行った 酒 を、 チ 

ピリと  一 口 飲んで しま つ て、 

「あ」 

取 返しの つかない というよ うな 面。 

「こり や、 のんで おく か」 

「え、 どうぞ」 

神 尾 は 一 石 伸ばす と共に、 無心で  一 口つ けた 盃を、 

今度 は 自暴の 気味で グッと 飲み乾して しまう。 

「さあ、 どうぞお 引き 下さい ませ」 


隠居 は 碁石と ぉ铫 子と を、 ちゃん ぼんに 扱う。 

「どうなる もの か」 

神 尾が 荒つ ぼく 一  石 を 打ち 卸して、 その 手が また 

有心 無心に 盃に 触れる。 

「どうぞ、 お重ね あそばして、 さあ」 

隠居 はお 姚子を 打って、 碁石 をす すめる ような もて 

なし。 

「いよいよ 悪かった か」 

神 尾 はついに 三た び、 盃を 飲み乾した 時、 陣形 こと 

ごとく 崩れて しまって、 もはや 収拾の 余地がない。 勝 

ち 誇った 隠居 は、 その 滂 らいい 気になって 神 尾に 酒 を 


つ  ごうはら 

酌ぐ。 業腹に なった 神 尾 は、 

「投げ だ」 

碁石 を 投げ出して、 焦々 しく 酒盃を 取り上げる。 

「ハ ハハ ハハ、 怪我で ございます、 大きな 拾い物 を 致 

しました」 

幸いに して 神 尾 主 膳 は、 この 時 まだ 全く 自制 を 失つ 

たという のではありません。 謹慎の 癖が ついて みると、 

破戒の 咎 がいくら か 身 を 責めて、 ある 程度で 盃を くい 

とめた の は 大出来です。 

ちょ うず 

改めて 一 石 —— そこで 主 膳 は 手水に 出た 時、 廊下で 

あわただしく 一  間へ 龃け 込んだ 人影 を 見て、 小首 を 傾 


げ ました。 

てしょく 

別に 女中が 追い かける ように 手燭 を 持ち出し たけれ 

ど、 もう 遅い。 

主 膳が、 酔眼に もし かと 認めた その 人影 は 女。 それ 

も 江戸の 町家、 或いは 大名の 奥な どで 見る ような 娘ぶ 

この 家に 娘 はない と 聞いて いた。 して みれば 今の 

は？ 

主 膳 は その 疑問 を 解き 終らずに 席へ 戻って、 改めて 

盤に 向う。 

数番の 勝負 終って 後、 主 膳 もし かるべき ところで 切 


り 上げて 帰ろうと する。 

そこで 隠居 は、 秘蔵の 刀剣 や 書画骨董 を 取り出して 

見せる。 

やがて 主 膳 は 隠居に 辞儀 をのべ、 思わず 酩航 した 申 

しわけ をす ると、 

いっそん  つかまつ 

「お 口に 叶いましたならば、 別に 一 樽 を 献上 仕 る」 

隠居 は 別に 美酒 一 樽 を 仕込んで 僕に 持たせ、 主 膳 

を 送らせる ことにし たの は 出来過ぎです。 

断 わっても 聞かれず、 月 はありながら 提灯 を 持った 

僕に、 別 酒 一 樽 を 持たせて 大平山 神社の 社 を、 左へ 

取って、 石 積みの 鳥居 を 潜る 時分、 酔いが 廻って 主 膳 


は 陶然た る 心 持に なりました。 

ちょうど、 向う から 無 提灯で 来た 旅の 者 —— 月夜で 

すから 無 提灯が 当り前です けれども、 それにしても 旅 

慣れた 姿、 この間 道 をよ く 登って 来る 近在の 百姓と も 

思われません。 

すれ違った 時に 先方の 合羽が、 

「モシ、 失礼で ございま すが、 神 尾の 殿様で はいらつ 

しゃいません か」 

「なに、 そち は 誰 じ や」 

そこで 神 尾が 踏みと どまる と、 旅の 者 は 傍へ よって 

きて、 小 腰 を かがめ、 


「百 蔵で ございます」 

「がん リ きか」 

神 尾 主 膳が 苦々 しげに 立って いると、 がんりき はな 

れ なれし く、 

「これ はよ いところ でお 目に かかりました、 実は、 殿 

様が こちらに おいでな さる こと を 承つ て参リ ましたの 

です が、 ともかく、 大平 山へ 参詣 致しまして から、 改 

めて お伺い 致そうと こう 考えて いたと ころなん で ござ 

います、 ここでお 目に かかった の は 何より。 そうして 

殿様 は、 これから どちらへ お越しに なろうと いうんで 

ございま すか」 


「いや 戻り道 だ、 大平 神社の 隠居 殿 を 訪ねて、 これ か 

ら大中 寺へ 戻ろうと すると ころ じ や」 

「左様で ござ います か」 

「百 蔵、 お前 はまた 何し に、 こんなと ころへ 来たの だ」 

「少々 ばか り 信心の 筋が ござ いまして ね。 それと もう 

一 つ は、 ぜひお 久しぶりで 殿様の 御機嫌 を 伺いたい と、 

こう 思 つ て 参り ましたんで ござ います」 

「それ は 有難い ような、 迷惑な ような 次第 だ」 

と +P 

「いかがでしょう、 これから 殿様のお 伴 を 願いまして 

ま」 

「左様 …… 」 


主 膳 は、 ちょっと 考えて いたが、 隠居の 僕 を 顧みて、 

「これこれ 若い 衆、 そち は、 もうよ いから 帰らつ しゃ 

い、 ここから 帰って、 隠居 殿に よろしく 申して くれ」 

「いや ナニ、 せっかくで ございま すから、 あちらまで 

おとも を させて いただきましょう」 

「若い 衆さん …… 」 

がんりきが、 隠居の しもべ を 見て いいました。 

「お 帰ん なすって 下さい、 私が 殿様のお ともを 致して、 

無事にお 送り 申し上げて 参ります から、 御 安心な さる 

ように …… おっと、 それ はお みやげで ございま すか、 

がんりきが 頂戴して 持って 参りましょう」 


といって、 僕の 手に していた 美酒 一 樽 を、 早く もがん 

りきが 受取つ てし まいました。 

隠居の 僕 はぜ ひなく お 暇 をいた だいた わけで、 がん 

りきの 百 蔵が 代って おみやげの 美酒 一 樽 を ぶらさげ、 

提灯 は 断 わって しまって、 二人が 相 携えて、 大平山 を 

やまあい  こみち 

大中 寺の 方へ、 山間の 小径 を 伝うて 下ります。 

「がんりき、 そち は どこで 拙者の 隠れ家 を 聞いて 来た」 

「ええ、 福 村 様から 承って 参りました」 

「福 村から？ 福 村 はどうし ている」 

「相 変らず …… お 盛んな 御 様子で ございました」 

「そうか」 


「時に 神 尾の 殿様、 あなた 様 はいった い、 もうこの 土 

うず 

地で、 一生 を 埋めて おしまいになる つもりで ございま 

すか、 江戸の 方に は 未練 をお 残しな さるよう な こと は 

ございま せんので すか」 

「そうさな あ、 住めば 都の 風と いって、 このごろ のよ 

うに 行い 澄ました 心 持に なって みると、 こういった 生 

涯に もまた 相当の 味が ある もので な」 

「はは あ、 では、 その 大中 寺と やらで、 御 修行 をな すつ 

て いら つし や るんで ございま すね、 御 修行が 積んだら、 

ゆくゆく は 一 力 寺の 御 住職に でもお なりな さるつ もり 

で …… いや、 頼もしい ことで ございます」 


がんりき は、 わざとら しく 一  樽の 美酒 を ブラ ブラ さ 

せる。 

「何 をい つ ている の だ」 

はなしが たき 

神 尾 も 久しぶりで 相当の 話 敵が 出来た ような 気分 

で、 がんりきの 相手に なって、 ブラ ブラと 小径 をた ど 

る。 

「 そ り やず いぶんと 結構で ございますな あ、 殿様が そ 

ういう 結構な お 心に なった と は 露知らず、 世間に はず 

いぶん ふざけた 奴が 多い ので、 いやにな つち やい ます 

な あ」 

「がんりき、 そち は 妙ない い 廻し を 致す ではない か」 


ほ つ しん 

「全く 腹が立つ ちまい ますね え、 せっかく、 発心な すつ 

くどく 

て 功徳 を 積もうと なさる 殊勝な お 心がけ を、 はたから 

ぶちこ わして 行く 奴が 多 いんで、 情けなく なつち まう」 

「何が どうしたの だ、 誰か 修行の 妨げで もした という 

のか」 

「まあ、 早い話が …… この 酒樽なん ぞも、 その ロクで 

ひと つ 

なしの 一人、 ではない 一箇のう ちで ございましよう、 

こいつが」 

といって がんりき は、 その 提げて いた 酒樽 を、 邪慳に 

ブラ ブラさせる。 

「その 酒樽が …… 何 か 悪事で も 働いた というの か」 


「悪事 どころ じ や ございません、 第一、 御 修行 中の 殿 

様 を、 今、 お見かけ 申せば、 どうやら いい 心 持に して 

上げた の も、 こい つ の 仕業 かと 思います ると 憎らしい」 

がんりき はこうい つ て、 またも 酒樽 を 烈しく ブ ラブ 

ラ させる。 

「これ、 酒樽に 罪 はない、 そう 手荒い こと をす るな」 

「手荒い こと をす るな とおつ しゃった つて、 これが 憎 

まずに いられましょう か、 さんざん、 殿様 を ほろ 酔い 

機嫌の いい 心 持に して 上げた うえに、 また 宿へ お帰り 

さんざん 

になれば、 寝酒と いう やつで、 散々 のお 取 持ち をす る、 

思えば 田 3 えば、 この 樽め が 僧ら しい、 僧ら しい！」 


がんりき は、 今度 は、 ブン 廻す ように 酒樽 を 烈しく 

揺ると、 神 尾が 笑い出し、 

「いいかげん にして 許して やってくれ。 実は 近頃、 全 

こよい  ごがた き 

く 禁酒 をして いるの だ、 ところが 今宵、 碁 敵の 隠居に 

招 ばれて、 碁に 興が 乗って くると、 思わず 知らず 盃に 

手 をつ けたの が こっちの 抜かり ：：•• 四 五盃を 重ねて、 

つい、 いい 心 持に なって いると ころへ、 隠居が 気 を 利 

いっそん 

かせた つもりで、 その 一 樽 をば お持たせ という ことに 

なった ので、 拙者の 意志で はない、 先方からの 好意が 

かえって 有難 迷惑 じ や」 

「されば こそで ございます、 それほど 殿様が 一 生 懸命 


に 行い 澄まして いらっしゃ るの を、 外から 甘えて こつ 

ちの ものにしようと 企む 奴、 いよいよ 以て 容赦の なら 

ぬ 樽め」 

がんりき は、 いよいよ 樽 を 虐待して みたが、 それで 

も 踏み こわす ほどの こと はなく、 やがて、 おとなしく 

なって、 わざとら しく 猫撫で声、 

「神 尾の 殿様、 憎 いのは こいつば かりじ や ございませ 

ん」 

「まだ 憎み 足りない か」 

「憎み 足りない 段で は ござり ませぬ、 ほんに 骨身 を 食 

かばやき  うなぎ 

いさいて やりたい というの は、 蒲 焼の 鰻 では ござい 


ません が、 年 をと る ほど 油の 乗る 奴が あるんで ござい 

ます、 見る たんびに 油が 乗って、 舌た るいと いったら 

たま 

堪っ たもの じゃあり ません、 あれ をむ ざむ ざ 食う 奴 も 

食う 奴、 食われる 奴 も 食われる 奴、 全く 骨身 を 食い さ 

いて やりたい ほど、 憎らしい もんです」 

「がんりき」 

「はい」 

「その 酒 を ここ へブチ まけて しまえ」 

神 尾 主 膳 はなん となく 焦れ 出して きたよう に 見える 

「それ は 勿体な いこと でございます」 

「 いいから ブチ まけて しまえ」 


「勿体な いこと で ございま すな 、 おいやな らば 私が 頂 

戴 致しましょう、 お下りで ありましょう とも、 お余り 

でありましょう とも、 うまい 物に は 眼の ない このがん 

きい つぼん 

りき、 まして 手入らずの 生 一 本と きて は …… 」 

二十 六 

ほどなく 大中 寺の 門前まで やって来た 時分に、 がん 

りきの 百 蔵 は、 急に 主 膳に お 暇乞い をして、 明日に も 

改めてお 伺い 致します と 言って 別れて しまいました。 

いかにも 泊り込み そうな 気合で 来て、 ふいに 外れて 


しまったから、 主 膳 も、 拍子抜けの 気味で、 そうかと 

いって、 泊り込まれ るより は 世話が ないから、 その ま 

ま 門前で、 がんりきと 別れて しまいました。 

そこで 主 膳が もてあま したの は、 隠居から おみやげ 

しもべ 

に 贈られた 美酒 一 樽。 僕の 手から 、がんりきの 手へ、 

がんりきの 手から いま 改めて 主 膳に 返されて みると、 

主 膳 は それ を 持 扱いの 体です。 

これ は 山門の 中へ は 持ち込めない。 そうかといって、 

ここへ 無下に 打捨ら かしてし まう の も 冥利で ある。 そ 

こで、 主 膳 は 門番の 戸 を 叩きました。 

「どなたで ございます」 


と いうの は 門番 又 六の 女房お 吉の 声です。 

「神 尾 じ や、 又 六 はおらぬ か」 

「まあ、 殿様で ございまし たか」 

ぉ吉が 驚いて 戸 を あけて 迎える。 主 膳 は 中へ 入って、 

「又 六 はおらぬ か」 

「皆 川の 方へ 参りまして、 まだ 戻りませんで ございま 

す」 

「左様 か。 ぉ吉、 迷惑 だが、 これ を 預かって もらいた 

い。 いや 預かる ので はない、 門前の 誰かに 欲しい もの 

が あったら 遣つ てし ま つ て もよ ろしい」 

「何で ございま すか。 おや、 これ は 結構な 御酒で は ご 


ざいません か」 

「うむ、 大平 山の 隠居から 貰って 来たの じ や。 又 六 は 

傲け ぬ 口で あつたな」 

「こんな 結構な お 酒 を、 ここ いらの 者に 飲ませて は 

もったい  めし リ よう 

勿体のう ございます、 殿様のお 召 料に なさい ませ」 

「そうはい かない」 

「それで はこ ちらで お預かり 申して おきましょう。 あ 

あ、 ちょうど よろしう ございます、 鉄瓶が あんなに 沸 

いてお ります から、 少々 ばか リ ここでお 燜を 致して 差 

上げましょう、 お 一 人で は 御 不自由で ございましよう 

から」 


「それに は 及ばぬ」 

「どうぞ、 殿様、 せっかく、 隠居 様のお 心 持で ござい 

ますから、 そう あそばして  一 口お 召 上りなさい ませ」 

ぉ吉は 甲斐甲斐しく、 この 酒 を 受取って ぉ燜の 仕度 

にかかろう とします。 

主 膳 は、 さきほど がんりきに 焚きつ けられて、 も だ 

も だとい やな 気がさし たのが、 ぉ吉 のこの 愛想で、 ま 

た 前の ようにい い 気持に なり かけました。 

又 六の 女房お 吉は、 さして 好い 女と いうで はない が、 

愛嬌が あって、 親切 者で、 日頃よ く 主 膳の 面倒 を 見て 

くれる から、 主 膳 も 好意 を もっていた ところへ、 こう 


して 下へ も 置かぬ ようにされ ると、 つい、 「それで は」 

と いう 気になりました。 

「まあ、 こんなむ さくる しいと ころへ、 どうぞ 殿様、 

これへ お上りく ださい ませ」 

ござ 

ぉ吉は 蓮な ど を 持って来て、 すすめる もの だから、 

主 膳 もつ いそこへ 上り 込んで しまいました。 

「隠居のと ころで、 御馳走に なって、 久しぶりで 酩酊 

の 有様、 少し 休ませて もらおう かな」 

「ええ、 どうぞ、 何も ございま せんが」 

ぉ吉 はいそい そとして、 酒の 燜、 有 合わせの 肴 を 集 

めて もてなそう とする 親切気、 まだ 醒め やらぬ 酔眼で、 


その 親切気 を 見て いると 主 膳 は 嬉しくな り、 その もて 

なし を 受けて みた い 気にな つ て ゆきます。 

ぉ吉の 方で は、 こうして 旧主に 当る 人 を もてなす の 

を 光栄と し、 取 急いで 膳 立て をして、 

「さあ、 失礼で ございま すが」 

温かい 酒の J 献を主 膳に すすめました。 

今日に 限って、 すべての 環境が、 主 膳 を 温かい 方へ、 

温かい 方へ、 とそ そって 行く ようです。 ぉ吉の もてな 

し を 受けて その 温かい 酒の 盃が 唇に 触れた 時の 心 持 は、 

隠居の 時の 苦々 しいのと は 違います。 

みこし を 据えて 飲む 気になって みると、 酒の 味が 一 


層うまい。 そろそろと 酔いが 廻って ゆく と、 半ば 忠義 

気取りで もてなす ぉ吉の 親切が、 あだ 者に 見える。 

そこで、 さいぜんの がんりきの いい 廻し を 思い返し 

てみ ると、 たまらない 気になる。 先代の 愛妾お 絹と 福 

村と は 夫婦 気取りで 暮 している そうな。 女 も 女なら、 

福 村の 奴 も 福 村の 奴 だ。 おれが こうして 殊勝に 引 込ん 

でい る 気 も 知らないで、 人 もあろう に 度し難い 畜生 共 

だ。 江戸へ 押し かけて、 福 村の 奴 を 取って 押えて 泥 を 

吐かして やろう か。 

しかし、 仕方が あるまい。 どのみ ち、 おれ も 今まで 

しきた 

の 仕来り を 考えてみれば、 そう 立派な こと もい えない 


の だ。 だが、 いまいましい 奴等 だ。 お 絹の 身 持 は 

ごんごどうだん 

言語道断、 福 村の 奴 もこれ まで、 どのくらい 眼 を かけ 

て やった か 知れない のに、 ふざけた 真似 をす る、 外に 

女が な いで は ある ま い に  年 をと る ほど 油が 乗る と 

いう 淫婦の 肉体 ほど 厄介な もの はない。 殺して しまわ 

なければ その 油が 抜けない。 いまいましい 話 だ。 それ 

を 思う と 甘 か つ た盃が 急に 苦くな ります。 

「殿様に は、 よく まあ 御 不自由の 中に 御 辛抱 をなさい 

ます。 世が 世なら ば、 私共なん ぞは、 お 傍へ も 寄る こ 

と はでき ません のに、 こんなと ころへ お越し 下さい ま 

して、 ほんとうに 勿： K: ない ことで ございます」 


「いや、 ぉ吉、 お前に は 何から 何まで 世話になる ばか 

リで 本当に 済まぬ、 主 膳 もこの まま 朽ち果てる とも 限 

るまい から、 何 かまた 世に出 づる 時が あらば、 この 恩 

報じ は 致す つもり だからな、 又 六に も 悪くな くいって 

おいて くれよ」 

やど 

「殿様、 恐れ多い ことで ございます。 宿 も、 殿様が お 

気の毒 だ、 お前 はよ くして 上げなければ ならない と、 

い つで も 申して おります でございます」 

「又 六 もなかな か 心がけの よい 者 だ、 主 膳が 世に出れ 

ば、 このまま では 置かない つもり だ」 

神 尾 主 膳 は、 どうした もの か 今夜に 限って、 しきり 


に 世に出れば、 世に出れば、 が 口の端に 出る。 この ご 

ろ は ともかくも 今の 境遇に 安んじて、 それ を 楽しむ 心 

さえ 起り かけて いたのに、 今夜 は 急に、 これ を 不足と 

する らしい。 

「どう致しまして、 殿様、 私共 は いつまでも 殿様が こ 

うして こちらに おい であ そばす 方が、 忠義が できて 有 

難いと 申して おります ので ございます。 殿様が、 以前 

の 御身 分に お戻りな されば、 とてもお 傍へ も 寄る こと 

はでき ません、 殿様のお ために は、 御 出世が ようご ざ 

います か 存じません が、 私たちの ために は、 こうして 

お 身軽く してお いでな さるの が 何より 有難い ので ござ 


V ます」 

「いや、 ぉ吉、 お前 方の 親切 はほんと うに 嬉しい ぞ。 

それが 本当 だ、 今 ま で 拙者が 交際して いたや つら は、 

羽振りの よい 時 だけに 限った もの だが、 お前た ちに は 

それがない のが 嬉しい、 嬉しい。 ぉ吉、 ほんの 志 じ や、 

これ をお 前に 取らせる ぞ」 

といって 神 尾 主 膳 は 差して いた 脇差 を 抜き取って、 お 

吉の 前に 置きました から、 ぉ吉 がび つくりして、 

さしり よう 

「まあ、 こんな 結構な お 差 料 を、 わたくしに …… 」 

「取って置き やれ。 ああ、 いい 心 持に なった。 もう 夜 

も かなり 遅い ことだろう、 又 六 は 今夜 は 帰るまい かな。 


いとま 

あまり 夜 ふかし をしても ならん、 ドレ、 拙者 もお 暇 と 

致そう か」 

こういって 主 膳 は 立ち上る と、 腰が よろよろ としま 

した。 

「ぉ危 のう ございます」 

「帰る、 帰る、 どうしても 帰る I 

主 膳 は 外 を 見る と、 月が もう 落ちて しまって 闇です。 

ちょうちん 

ぉ吉は 提灯 をつ けて 主 膳 を 送りに 出ました。 

千鳥足で 外へ 出た 神 尾 主 膳 を、 提灯 をつ けて 送り出 

したお 吉。 山門 を 入る と 両側 は 巨大なる 杉の 木。 宏大 

なる 本堂の 建物 を 左に して、 書院の 方へ 進んで 行く と、 


神 尾 は むらむらと 何 かに 刺戟され ました。 

この 男に は、 烈しい 酒乱の 癖が ある。 ひとたび それ 

きぎ 

が 兆した 時 は、 われと 人と を かえりみ るの 余地の ない 

こと をお 吉は 知りません。 そうして 油 坂の 石段の 下 ま 

で 来る と、 そこから 急に 右へ まわり 出しました から、 

ぉ吉 が、 

「殿様、 どちらへ おいでになります か」 

「お前の 知った ことで はない」 

ずんずん 横へ 外れて 行く 神 尾 主 膳。 ぉ吉は 見て いら 

れ ないから、 追つ かける ようにして、 

「ぉ危 のう ございます」 


「お前の 知った ことで はない」 

どこへ 行く かと 思う と、 神 尾 は 勝手 を 知った 庭 を 

通って、 大中寺 名代の 七不思議の 一 つ、 「開かず の 雪隠」 

の 前へ いって、 その 戸の 桟へ手 を かけて、 それ を 引 開 

けようと する 様子です から、 ぉ吉 が、 あな やと 驚き ま 

した。 

「殿様、 何 をなさい ます」 

「お前の 知った ことで はない」 

「殿様、 それ をお あけに なって はいけ ませんで ござい 

ます」 

お 吉は神 尾 主 膳の 前に 立ち塞がって、 その 手 を 抑え 


ようとし ました。 

ここにい う 大中寺 七不思議の 一 つ 「開かず の 雪隠」 

というの は、 昔、 佐 竹の 太 郎が皆 川 山城 守に 攻められ 

て、 この 寺へ 逃げ込んで 住職に 救い を 求めた が、 住職 

が 不在で 留守の 者が、 これ を 聞き入れなかった。 佐 竹 

は その 無情 を 憤って、 乗って 来た 馬の 首 を 寺の 井戸の 

中に 斬り 落し、 自分 は大平 山の 上に のぼって 自殺して 

果てた。 その後、 佐 竹の 奥方が 夫君 はこの 寺に 隠れて 

ひそ 

いるものと 信じて、 密かに たずねて 来て 見る と、 右の 

始末で 敢 なき 最期 を 遂げて しまった という ことが 明瞭 

になる と、 そのまま この 雪隠の 中へ 入って 自害 を 遂げ 


てし まった。 その後、 どうも この 雪隠に 怨霊が 残つ 

てなら ぬ。 何かと 祟りが あって 不祥の あま リ、 錠 を 卸 

して 人の 出入り を 禁ずる こと 数百 年。 よって 「開かず 

の 雪隠」 の 名で 今 も 大中寺 七不思議の 一 つに 残って い 

なんぴと 

る。 それ以来、 何人も その 禁を 犯した ものがない —— 

それ を 今、 神 尾 主 膳が、 故意 か 間違い か、 手 を かけて 

引 開けようと している 有様 だから、 ぉ吉の 驚いた の も 

無理が ありません。 

「殿様、 御存じで も ございま しょうが、 これ は 開かず 

の 雪隠と 申しまして、 これ へお 入りに なると 祟りが ご 

ざいます から、 幾 百年の 間 も、 こうして 錠 を 卸して お 


くので ございます、 あちらへ 御 案内 致します から」 

ぉ吉が 立ち塞がって、 主 膳の 手 をと つて 外に 案内 を 

しょうと すると、 それ を ふりきった 主 膳が、 

「知っている、 知っている、 祟り を 怖れる 人に は 開か 

ずの 雪隠、 祟り を 怖れぬ 人に は あけっぱなし …… 」 

知って 無理 を 通そうと する から、 ぉ吉 はこれ こそ 酒 

のせい と 初めて 気がつきました。 

「殿様、 そういう こと を あそばす もので は ございませ 

ぬ、 佐 竹 様の 奥方が お恨みに なリ ますよ」 

「うむ、 佐 竹の 奥方が 恨む、 その 奥方の 怨霊と やらが 

残って いるなら、 こんなと ころに 閉じ籠め ておいて は 


きれい  さいど 

なお 悪い、 明け 開いて 綺麗に 済度して やる がよ ろしい。 

ぉ吉、 邪魔 をす るな」 

神 尾 は、 力 を 極めてお 吉を 押しの けようと する。 お 

吉は 一生懸命で その 禁制 を 護ろうと する。 そこで、 ほ 

とん ど 二人が 組 打ちの 有様です。 こうなる とまさし く 

きざ 

神 尾の 怖るべき 酒乱が 兆して 来た もので、 その 兇暴な 

力が 溢れ出す と、 ぉ吉も 禁制 を 破らせて は 済まない と 

いう 奉公 心 も 手伝って、 なお 一 生 懸命に 支える と、 提 

灯 はハネ 飛ばされて 闇と なり、 闇のう ちに 組ん ず ほぐ 

れつの 体。 

「誰か 来て 下さい」 


ぉ吉が 叫び を 立てた その 口 を、 神 尾 はしつ かりと 押 

えてし まいました。 

二十 七 

神 尾 主 膳 は その 翌日、 頭痛で 頭が 上りませんでした _ 

終日 小坊主の 介抱 を 受けて いたが、 こういう 時に、 早 

速 見舞に 出て くる はずの 門番の 又 六の 女房のお 吉が出 

て 来ません。 

酔い はもう さめて しまって いるが、 従来、 酔いに 次 

ぐに 酔い を 以てして、 酔いから さめた 時の 悔恨 を 医す 


る 例に なって いたのが、 この 時に かぎって それ をす る 

すべ 

術がない ものです から、 したがって、 今までに 味わわ 

なかった 悔恨の 苦痛が、 酔いの さめる と共に、 めぐり 

きた  いかん 

来る の を 如何と もす る ことができない らしい。 

夕方に なると、 ぉ吉が 見舞に 来ないで、 又 六が やつ 

て 来ました。 

「殿様、 お 加減が お 悪い そうです が、 どんなで ござい 

ます」 

「ああ、 又 六 か」 

「噚 あの 奴 も、 頭が痛いなん ぞ といって、 今朝から 寝 

込んで しまいました」 


「ぉ吉 も 頭が痛い？」 

「どうもお 天気具合が 悪い せいで ございま しょうよ」 

主 膳 はこの 時 気の毒 だとい う 感じが しました。 せつ 

かく、 十分の 好意 を 以て もてなして くれたお 吉の 好意 

を 蹂躪して、 枕の 上らない ようにして しまった 昨夜 

の 罪。 それ をお 天気具合に 帰して いる 又 六の 無邪気。 

それ を 思う と 主 膳 は、 かわい そうだと も 済まない とも、 

慚じ 入る ような 気分に なった の は、 主 膳と して は 珍し 

いこと です が、 これ はむしろ 主 膳 そのものの 本性で、 

いつも そういう 悔恨の 時に、 良心 を 酔わせる 材料が な 

いせいか も 知れません。 


「ぉ吉 も 病み 出した か、 それ はか わい そうだな あ」 

「な あ ー に、 たいした こと は ございま せんよ、 根が が 

ん じょうな 奴です から」 

又 六 は、 昨夜、 主 膳が 酒 を 飲んだ こと を 知らないら 

しい。 ぉ吉 が、 それ を 又 六に は 話して いないら しい。 

して みれば 無論、 開かず の 雪隠 以後の、 乱暴 を 働いた 

こと も、 いっさい 告げ口が ましい こと をし ないから、 

又 六 は 仕事から 帰って 早々、 ただ 病気 だと 信じて、 主 

まご 

膳 を 見舞に 来たの みで ある こと は紛 うべ くもない。 

「時候の せいか も 知れない、 大事に してやって くれ」 

「有難う ございます …… それから あの、 殿様、 ただい 


ま、 お客様が、 わたし ン処 まで、 おいでな すった で ご 

ざいます」 

「ナ 二、 客が？」 

「ェ ェ、 殿様に お 目に かかりた いんだが、 こちらへ 伺つ 

て は少々 都合が 悪い から、 わたし ン処 でお 目に かかり 

たいって、 殿様に 申し上げて くれと 頼まれて 参り まし 

た」 

「うむ、 それ は 誰 だ」 

「見慣れない 旅のお 方で ございます、 あの、 お 名前 は 

百 蔵さん とかお つ しゃ いました」 

「うむ、 がんりき か」 


主 膳 は 寝ながら、 向き 直って 天井 をな がめ、 ホッと 

息をつきました。 

憎い 奴、 がんりきの 百 蔵。 あの ロク でな しが 来な け 

れば、 こんな ことはなかった の だ。 ただ 隠居のと ころ 

ほろ よ 

から 微 酔い 機嫌で 出て 来た 分に は、 こんなにまで はな 

ら なかった の だ。 あいつが 途中で いやに 気 を 持たせて 

そそのかし たために、 ぉ吉 のと ころで 毒気が 廻って し 

まった の だ。 それに 心 を 乱された の はこつ ちの 落度と 

いわばい え、 あの ロク でな しが、 わざわざ このところ 

を 突 留めて 出向いて 来たの は、 そもそも この 神 尾 を、 

何 かの ダシに 遣おうと の 魂胆で なければ 何 だ。 癩に 


さわる 小 悪党め、 憎む に は 足らない 奴 だが、 見た くも 

ない。 主 膳 はこう 思って、 がんりきの 百 蔵と いう 奴が 

癩に さわつ てた まらない から、 

「会えない、 当分 会えない から 帰れと いって くれ」 

主 膳 は、 又 六に 向って、 素気なく いいました。 又 六 

は、 とりつく 島がない から、 

「はい」 

といって、 腰 を 浮かす だけです。 

又 六が 帰る と、 行燈を 点して 来た 小坊主の 面 を、 主 

膳 はす ごい 眼 をして 睨みつ けたから、 小坊主が 怯え ま 

した。 


「あのな、 お前、 用が 済んだら 門番のと ころまで 頼ま 

れて くれ。 ぉ吉が 病気に なった そうだが、 加減 はどう 

か、 悪くなければ、 ぉ吉に ちょっと 来て くれる ように 

い つ て くれ」 

「 畏 まりました」 

小坊主 はおび えながら、 承知して 行って しまいます。 

しかし、 暫く 待っても ぉ吉 はやって 参りません。 主 

膳 は その 時 焦れても みました が、 また かわい そうだと 

も 思いました。 しかし また、 来なければ 来ない ように 

言い わけが ありそうな もの を、 小坊主 は その 返事 をす 

もたら 

ら齎 さない。 忘れた のか、 ズル けたの か。 


その 時分、 庭で、 けたたましい 人の 声。 

「え、 油 坂で 転んだ？ それ は 誰 だェ。 気をつけ なく 

ちゃい けね え。 ェ、 誰が 転んだ の だ ェ？」 

「又 六さん が 転ん だんです よ」 

「ェ、 又 六が かい。 何たら そそっかし いこと だ、 慣れ 

て いるく せに」 

噪ぎ 立てた 問題 は、 単に、 又 六が 油 坂で 転んだ とい 

うだけ のこと。 

主 膳 は、 そこで また カツと しました。 油 坂 は 転んで 

はならない ところ。 そこ は、 やはり 大中寺 七不思議の 

一 つ。 


本堂から 学寮への 通路に 当る 油 坂。 昔 は、 そこ を廊 

かよ  すうそう 

下で 通って いた。 いつの 頃 か、 学寮に 篤学な 雛 僧が 

あって、 好学の 念 やみ 難く、 夜な夜な 同僚の ねしずま 

る を 待って、 ひそかに 本尊の 油 を 盗んで 来て、 それ を 

とち 

わが 机の 上に 点して 書 を 学んだ。 本尊の 油の 減り かげ 

いちじる 

んが 著 しいので、 早く も番 僧の 問題と なった。 これ 

ひつじょう 

は 必定、 狐狸の いたずらに 紛れ もない、 以後の 見せし 

めに 懲らして くれん ずと、 ある 夜更けて、 二三の 番僧 

が、 棒 を 構えて この 廊下に 待 受けて いた。 今宵 も 例に 

よって 人 定まる を 待ち、 本尊の 油 を 盗んで、 この 廊下 

すうそう  う む 

を 戻る 篤学の 雛 僧。 それと は 知らぬ 番僧 ども は、 有無 


ち ろ 

もい わさず、 叩き伏せ 叩きのめして しまう と、 脆く も 

あえ  さいご  とし ふ  たぐい 

敢 なき 最期 を 遂げた。 年 経る 狐狸の 類 にゃあらん、 

とちし 

正体 見届けん と 燈 を さし つけて 見れば これ は 意外、 

日頃、 同学の 間に 誉れ 高き 篤学の 雛 僧で あつ たので、 

下手人ら は 青くな つて 怖れ、 かつ 哀しんだ けれども、 

もう 如何と もす る 由がない。 その後、 この 廊下に は 雛 

僧の こぼした 油の 痕が、 拭うても 拭うても 生々 しく、 

その 油に、 u つて 倒れた ほどの 人が、 やがて 死ぬ。 幾多 

の 人命が そうして、 油の ために 奪われた ので、 寺で は 

怖れて、 廊下 を こぼって 石段に 換えて しまった。 その 

石段 を 油 坂と いうので あって、 ここに did む ほどの 人で、 


、-, リねん 

その 因縁 を 知らぬ という はない はず。 おぞまし くも 今 

門番の 又 六が その 因縁つ きの 油 坂で 転んだ という。 時 

も 時で、 主 膳 はい やな 気持が して、 またい らいら とし 

てきました。 

それだけで、 又 六から も、 ぉ吉 から も、 小坊主から 

も、 なんとも 音沙汰がない のに、 夜 はよう やく 更けて 

ゆき、 主 膳 はいよ いよ 眼が 冴え かえって 眠る ことが で 

きません。 

まよなかと おぼしい 時分に、 障子と 廊下 をへ だてた 

雨戸が ホト ホトと 鳴る。 

「神 尾の 殿様」 


呼ぶ 声で、 主 膳が ハツと 驚かされる。 空耳で はな 

かった かと 疑いながら、 音の した 方へ 眼 をつ けて、 

「誰 じ や」 

「殿様、 百 蔵で ございます。 ちょっと ここ をお あけな 

すって」 

図々 しい 奴、 しっこい 奴、 会いた くもない 奴。 しか 

し、 こうして 寝込み を 襲われて みれば、 主 膳 も だまつ 

て はおられない。 

「何し に 来た」 

「殿様、 お迎えに 上りました。 といい ましても 今晩の 

ことで は ございません、 どのみ ち、 殿様に 再び 世に出 


ていた だかなければ ならない 時節に なりました から、 

そのお 知らせ かたがた …… ちょっと、 ここ をお あけな 

すつ ていた だけますまい か」 

二十 八 

すの さき 

房 州の 洲 崎で 船の 建造に 一 心 を 打 込んで いた 駒井甚 

三郎 —— その 船 は、 いつぞや 柳 橋の 船宿へ、 そのころ 

ずし ゆう へ だ 

日本 唯一 の 西洋 型 船大工と いわれた 豆 州 戸田の 上田 寅 

吉を 招いて 相談した 通り、 シコナ と 千代 田 型 を 参考に 

して、 これに 駒 井 自身の 意匠 を 加えた 西洋 型。 長さ 十 


七 間 余、 幅 は 二 間 半、 馬力 は 六十。 仕事 は 連れて来た 

寅吉の 弟子 二人と、 附近の 漁師の 若い者が 手伝う。 

終日、 工事の 監督に 身 を 委ねて いた 駒 井能 登 守 —— 

ではない、 もう 疾の 昔に 殿様の 籍を 抜かれた 駒 井甚三 

こも 

郎。 夜 は 例によって 遠見の 番所の 一室に 籠って、 動力 

の 研究に 耽って いる。 

八 畳と 六 畳の 二 間。 六 畳の 方の 一 間が 南に 向いて、 

窓 を 推し さえ すれば 海 を ながめる ことができる ように 

なって いる。 床の間に 三 挺の 鉄砲、 刀架に 刀、 脇差、 

柱に かかって いる 外套の 着替、 一隅に は 測量 器械の 類。 

机 腰掛に 陣取って いる 駒 井 甚三郎 の 髪 を 分けた ハイ 力 


ラな 姿が、 好んで 用うる 白くて 光の 強い 西洋 蠟燭の 光 

とよく うつり 合って いる こと も、 以前に 変り ません。 

駒 井 甚三郎 は、 いつもす るよう に 研究に 頭が 熱して 

くると、 手 を さしのべて、 窓 を 推し、 海の 風に 疲れた 

頭 を 吹かせる。 

番所の 目の 下 は 海で、 この 洲 崎の 鼻から 見る と、 内 

そとうみ  な 

海と 外洋の 二つの 海 を 見る ことができる。 風 ffl ぎた る 

日、 遠く 外洋の 方 を ながめる と、 物凄き 一 条の 潮が 渦 

しお みち 

巻き 流れて 伊豆の 方へ 走る。 漁師が それ を 「潮の 路」 

おそ  そと うみ  ひごう 

と 名 づけて 畏れる。 外の 洋で 非業の死 を 遂げた 幾多の 

亡霊が、 この 世の 人に 会いた さに、 はるばると 波路 を 


たど つて ここまで 来る と、 右の 「潮の 路」 が 行 手 を 遮 つ 

て、 ここより 内へ は 一寸 も 入れない。 さりと て 元の 大 

洋へ 戻す こと もようし ない。 その 意地悪い 抑留 を 

こうむ 

蒙 つた 亡霊 共 は、 この 洲 崎の ほとりに 集まって、 昼 は 

消えつ 夜 は 燃え 出して、 港へ 帰る 船で も 見つけよう も 

のなら ば、 恨めしい 声 を 出して、 それ を 呼びと める か 

ら、 海に 慣れた 船頭 漁師 もお ぞけを ふるって、 一斉に 

櫓 を 急が せ て 逃げ て 帰る という 話。 

そのころ の 最新 知識 者で ぁリ、 科学者で ある 駒井甚 

三郎 が、 今宵 は その 亡霊に 悩まされ ている というの は 

不思議な ことです。 駒 井 は 今日 このごろ 頭が 重く、 何 


かの 憂いに 堪 ゆる ことができない。 憂いが 悲しみと 

なって、 心が しきりに 沈んで 行く のに 堪える ことが で 

きない。 窓 を 推して 見る と、 亡霊の 海 波が 悲愁の 色 を 

含んで、 層々 として 来り 迫る ものの ようです。 潮流 は 

地の 理に 従って 流るべき 方向へ 流れて いるに 過ぎない 

そうぼうばん こ 

し、 詩人で ない 駒 井 は、 「そぞろに 覚ゅ 蒼茫 万古の 意、 

かん  きた 

遠く 荒 煙 落日の 間より 来る」 と 歌う こと も 知らない か 

ら、 

「おれ は 今、 何 を 憂えて いるの だろう、 何が 今の わが 

身に とって、 この 憂いの 心 を もたらす 所以と なって い 

るの だ、 わからない」 


人間と 交渉 を 断って、 科学と 建造に 他 目 も ふらぬ 今 

の 生涯に は、 過去 は 知らないが、 少なくとも 今の 生涯 

に は、 自分と して 多くの 満足 を 見出せば とて、 悔い を 

残して はいない はず だ。 悔いの ない ところに 憂いの あ 

るべき はず はなかろう。 今、 不意に こうして 骨髄 を ゆ 

すり はじめた 憂愁の 心 は、 その 出づ ると ころが わから 

ない。 

ただ 一 つ、 ここへ 来て 以来、 時あって か 駒 井の 心 を 

憂えし むる もの は、 最初に つれて 来た 船大工の 清吉の 

ぼくちょく 

死が あるば かりだ。 無口で 朴直な あの 男、 寝食 を 共 

ゆくえ 

にして いた あの 男の 行方が、 今以て 不明で ある —— 女 


ひら さ  うら 

軽業のお 角と いう 女 を 平沙の 浦から 救い出して、 ここ 

の 生活に 一 点の 色彩 を 加え 出した と 同時に、 清 吉の行 

方が 不明に なった。 

その 事が、 時あって 駒 井 甚三郎 の 心 を、 いたく 曇ら 

すの だが、 今宵の 淋し さは それと はまた 違う。 

人間の たまらない 淋しい 心 は、 その 拠る ところから 

切り離された 瞬間に 起る。 その 魂が 暫し 足場 を 失って、 

ほう 

無限の 空間へ 抛り 出された 時に 起る 悲鳴が、 即ち 淋し 

い 心で ある。 よし それほど でない にしても、 憂悶 は 詩 

ぐ どうしゃ 

人の ことで、 悔恨 は 求道者の 段階で、 現実と 未来に 執 

着の 強い 科学者が、 瞬間に 起伏す る 感情の 波に 揺 ぶら 


れ るの は 恥辱で ある。 

駒 井 甚三郎 は、 自覚 しないう ちに、 そういう ふうに 

感情 を 軽蔑したがる 癖がない と は 言えない。 今、 自分 

とお 

の 心のう ちに 起って いる 骨髄に 徹る 淋しい 心。 その 湧 

い て出づ ると ころ をたず ねて 茫然と して 何の 当り も つ 

かない。 地震と 海 嘯 は 人間に 予告 を 与えず して 来る が、 

ただ 人間が その 予告 を覚 知す るまでに 進歩して いない 

分の ことで、 地殻の 欠陥が おのずから、 地の 表面へ そ 

ういう 結果 を もたらす に過ぎない、 といった ように、 

駒 井 甚三郎 は、 おのずから 湧き起った 心 をよ そから な 

がめ て、 批判の 態度 を 取ろうと する。 


心の 屈托を 医す るた めに は、 駒 井 はいつ も 遠く 深く 

海 を ながめる の を 例と する。 海 を ながめて いるう ちに 

この 人の 頭に 湧き起る 感情 は、 未来と 前途と いうと こ 

ろから 与えられる 爽快な 気分です。 それと 共に、 現在 

の 「船 を 造る」 という 仕事が、 勢 いづ けられて、 すべ 

ての 過去と 現在と を 圧倒して しまう の を 常と する。 わ 

かぎ 

が 手で、 わが 船 を 造り 出して、 この 涯 りなき 大洋 を 横 

ぎって、 まだ 知られざる 国に 渡リ、 その 風土と 文物と 

を 究め 尽 したいと いう 欲望。 今や 国内の 人が、 その 

ほうど  かん 

封土の 間に 相 争って いる 時に、 この 封土 以外の 無限の 

ふ る 

広大な 天地に、 無究の 努力 を 揮う ことの 愉快。 それ を 


想う と 駒 井 は、 自分と いう ものに 翼 を 与えて、 天空の 

間 を 舞い、 瓶 闊の間 を 踊り、 過去と 境遇の 立場 を、 すつ 

かり 振い 落して しまう。 

そこで この 人 は、 物の 力の 絶大なる ことに 驚喜す る。 

物の 力 を 極度まで 利用す る こと を 知つ ている 西洋人の 

脳の 力に 驚嘆す る。 西洋文明の 粋 を 知る こと 漸く 深く 

なって、 好学の 念が いよいよ 強くなる。 学べば 学ぶ ほ 

どに、 彼我の 文明の 相違の 著しい ことが わかる。 将来 

の 文明 は 機械の 文明であって、 当分の 日本の 仕事 は、 

まず 以て その 機械の 文明 を 吸い取る こと だ。 これより 

以上の 急務 はない —— そうして この 自分の 「船 を 造る」 


という 仕事が、 一 歩 一 歩と その 理想に 近づく ことにお 

いて、 今の 日本の 誰もが 気の ついていない 仕事、 気が 

ついていても 進んで これに 着手して いる 人の ない 仕事、 

それが ただ 自分の 手に よ つ てな され つ つ あると いう 自 

負 心が、 どのくらい 駒 井の 心 を 高める か 知れない。 

しかし、 今宵 だけ は、 どうしても その 前途と 未来の 

空想に 浸りき つて、 我 を 忘れる ことができない。 

「金 椎、 金椎」 

駒 井 は 何と 思った か、 珍しい 人の 名 を 呼んで みまし 

たが、 返事がない ので 気がついた 様子で、 「そうか」 と 

苦笑い をしながら 立って、 廊下 伝いに 足 を 運んで 行き 


ました。 

事務室と も、 小 使 室 ともいうべき 板張りの 床、 同じ 

ろ-つ そく 

ように 机、 腰掛で 蠟燭の 火に 向い、 しきりに 書 を 読ん 

けしぼう ず 

でい る 少年。 それ は 頭 を 芥子 坊主に して 支那 服 を 着て 

いる。 駒 井が 扉 を あけて 入って 来ても、 この 少年 は 

いっこう 驚かず、 うしろ を も 向かずに、 机に 向って 書 

を 読み耽つ ている。 

キン ツイ 

「金 椎」 

後ろから 肩 を 叩いて 名 を 呼んだ ので、 はじめて 少年 

おもて 

はび つくりして、 駒 井の 面 を 見上げました。 

駒 井 は、 相 変らず やって いるな、 という 表情で 少年 


しる 

に 向い、 有 合わせの ペン を 取って 紙片に 「紅茶」 と 記 

うなず  ひもと 

すと、 少年 は 頷いて、 今まで 繙 いていた 一巻の 冊子 

を ポケットの 中に 納めながら、 椅子 を 立ち上ります。 

その 時に、 駒 井 は 同じ 紙の 一 端に ぺ ンを 走らせて、 

「ソノ 本 ヲ少シ 貸シナ サイ」 —— ポケットの 中に 納め 

かけた 一 巻の 書 を、 少年 はぜ ひなく 引き出して 駒 井の 

前に 提出す ると、 それ を 受取った 駒 井 は、 

「有難う」 

これ は 言葉で 挨拶す る。 少年 は そのまま 勝手元へ 

行って しまい、 同時に 駒 井 も その 部屋 を 立って 自分の 

部屋へ 帰って、 少年の 手から 借りて 来た 書物 を 二三 頁 


読み返して いると、 以前の 少年が 温かい 紅茶 を 捧げて 

やって来ました。 

「君 も そこ へ 坐り 給え」 

これ も 同じく 口で いって、 椅子の 一 つ を 少年に 指さ 

し 示す と、 卓 の 上に 紅茶 を さしおいた 少年 は、 心得 

て 椅子に 腰 を 卸しました。 つま リニ 人 はこ こで 相対 坐 

の 形と なりました。 

「君 も 一 つ」 

紅茶の 一 杯 を 少年に 与えて、 自分 は その 一 杯 を 啜り 

ながら、 この 少年 を 相手に 閑談 を 試みん とする。 少年 

は、 すすめられる ままに 推戴 いて、 その 紅茶の 一 杯に 


口 を 触れ、 神妙に 主人の 眼 を 見て いると、 駒 井 甚三郎 

は 以前の 一巻の 書物 を 取り出して、 左の 片手に 持ち、 

右の 手 は 鉛筆 を 取って 卓の 上の ノ— トに 置く と、 少年 

は その 鉛筆に 向って 熱心に 眼 を 注ぎます。 その 時、 駒 

井 は 鉛筆 をノ ー 卜の 上に 走らせて、 

「基督 ハ 何国ノ 人？」 

と 書き記す と 少年 は 眼 をす まして、 

「ユダヤい う 国、 べッレ ヘムい うと ころで お生れに な 

リ ました」 

なま 

これ は 訛りの ある 日本語です。 駒 井 は 続いて 紙の 上 


「生レ タノ ハ 何年 ホド 昔」 

「千 八 百 II 年、 西洋の 国で は、 その 年が年 号の 初め 

です」 

「ソ レデハ 基督 ハ 西洋 ノ 王様 力」 

「いいえ」 

ユダヤ 

「ソ レデハ 猶太 ノ 王様 力」 

「いいえ」 

「ソ レデハ 基督 ハ 何者 ノ 子ダ」 

「大工さん の 子であります」 

「大 エノ 子。 ソ レデハ 西洋 デハ、 大工 ノ子ノ 生 レタ年 

ヲ、 年号 ノ初メ ニス ルノ 力」 


「左様で ございます」 

「基督 トイ ゥ人 ハ、 ソン ナニ 豪ィ 大工 デ アツ タノ 力」 

「大工さん の 子と してお 生れに なりました けれども、 

基督 様 は 救世主で ございました、 神様の 一 人 子で ござ 

いました」 

「神様 ノ 一  人子ト ハ？」 

「神様が 人間の 罪 をお 憐み になって、 その 一人子 を 

天から お 降し になって、 人間の 罪の 贖い をな され ま 

した。 それ 故、 基督 様 は 十字架に つけられて、 人間の 

罪の 代りに 殺されて おしまいに なりました 救世主で ご 

ざいます。 この 救世主に よらなければ、 人間の 罪 は 救 


われ ませぬ。 救世主の お生れに なった 年です から、 こ 

の 世の 年号の 初めと する のが あたりまえで ございま 

す」 

駒 井が 鉛筆で 問う こと を、 少年 は 口で 明瞭に 答える 

ところ を 見る と、 この 少年の 耳 は 用 を 為さず、 口 だけ 

おし  つんぼ 

が 自由 を 有する 少年、 つまり 啞 ではない が、 聾で ぁリ 

ました。 

駒 井 は 次に 何 を 問わん かとして、 鉛筆 を 控えて、 そ 

の 問い 方に 窮 したので す。 そのころ 第一流の 新 知識と 

しての 駒 井が、 西洋 諸国が ことごとく 耶蘇 紀元 を 用い 

ている こと を、 事新しく この 少年に 向って 問わねば な 


らぬ 必要 はない。 といって、 知っている ようで 知らな 

いのは 自分の 知識で ある。 いちいち 明瞭に 答えられて 

みると、 閑談の つもりで 相手に していた 相手から、 か 

え つ て 自分が 苦しめられる ような 結果になる  つま 

がく 力く 

り、 赫々 たる 功業 もな く、 帝王の 家に も 生れなかった、 

大工の 子の 生れた 時から、 西洋の 歴史が 始まる という、 

この 単純な 事実の 解釈が、 どうしても 駒 井の頭で 消化 

しきれ なくなった のです。 

駒 井 甚三郎 が 金椎を 手許に 置く ようにな つ た 因縁 を 

いえば、 過ぐ る 月、 駒 井 は ひとりで 鳥銃 を 荷って、 房 

州の 山々 をめ ぐり、 はしな く 清澄の 裏山へ 出て、 そこ 


で 一 羽の 雉 を 撃ちと めた ところから、 寺の 坊主の 怒リ 

を 買い、 烈しく 責められて もてあまして いると ころへ、 

さんか 

山 下の 鴨 川 出身の 大 六の 主人が 参詣に 来合わせて、 駒 

井の ために 謝罪して ことなく すんで 後、 駒 井は大 六の 

こみなと 

持 船 天神 丸に 同乗して、 小湊 からこ ちらへ 送り届けら 

れ たこと があります。 その 時の 船の 中で、 はしな く 眼 

に 留まった のが、 右の 支那 少年の 金椎 でありました。 

大六 というの は、 房 州 鴨 川の 町の 出身で、 最初 日本 

橋 富 沢 町の 大 又とい う 質屋へ 奉公し、 後、 日本 橋 新 泉 

町に 一 本 立ちの 質屋 を 出して 大黒 屋六 兵衛と 名乗り、 

ようやく 発展して 西洋 織物 生糸 貿易にまで 手 を 延ばし、 


ついに 三 井、 三 野 村、 井 善、 大 六と 並び 称せら るる ほ 

どの 豪商と なリ、 文久 三年、 伊藤 俊輔、 井上 聞 多、 井 

上 勝、 山尾庸 三ら の 洋行に は、 この 人の 力 与 つて 多き 

に 居る という 話です。 

大六 は、 当時 失意の 境遇に ある この 人材、 駒 井能 登 

守 を 自分の 顧問に 引きつけ たなら ば、 大した 手柄 だと 

思いました けれど、 別に 志す ところの ある 駒 井 は その 

話に は 乗らずに、 同じ 船の 一隅で マドロスの 服 を 着け 

ふくいんしょ ひもと 

て、 帆柱の 蔭で 福音書 を繙 いている 異様な 支那 少年 

の 挙動に 目 を 留めました。 物 を 問い かけて みて、 この 

つ レま 

少年が 聾 である こと を 知り、 筆談に よって、 その 名の 


「金 椎」 である こと を 知り、 なお 筆談 を 進めて 行って、 

ウィリアム 先生と いうのから 受洗した 耶蘇の 信者で あ 

る こと を 知り、 本来の 支那 語と、 多少の 英語と 日本語 

と を 解す る こと を 知り、 それ を奇 とする の 念から、 大 

六に 請うて 貰い 受け、 自分の 助手と して 使って いる わ 

けです。 

駒 井と 同居す る ことにな つて 後の この 少年の 挙動 は、 

船の 時と 同じ ことで、 命ぜられた 仕事の 合間に は、 手 

ずれき つた 一巻の 福音書 を 離す ことなく、 繰り返し 繰 

り 返しして いる。 日本の 武士が 刀剣に 愛着す ると 同じ 

ように、 この 一巻の 福音書に 打 込んで いる 少年の 挙動 


を、 駒 井 は 笑いながら 見て いました。 

「私が 耶蘇に なった といって、 私 を 憎んで 殺そうと し 

ましたから、 私、 海 を 泳いで 日本の 船へ 逃げ込んで、 

ようやく 助かりました、 その 時、 海の 水で 本が この 通 

りい たんで しまいました」 

手 ずれき つた 革 表紙 を繙 いて、 頁の しみ だらけに 

なった ところ を 駒 井に 見せて 金椎が 説明す る。 

明けても 暮れても 一 巻の 福音書に うちこんで いる 体 

を 見て、 駒 井 は そぞろに 微笑 を 禁ずる ことができな 

かった けれども、 その 微笑 は 冷笑ではありません。 

別に、 駒 井 自身 は、 科学者と しての 立派な 見識 を 持 つ 


ている。 その 見識に よって 迷信 屋を 憐れむ だけの 雅量 

を も 備えて いるつ もりで ある。 あらゆる 信心 は、 みな 

迷信の 一種に 過ぎない ものとの 観察 を 持って いる。 法 

華 経 を 読めと いわれて 読んで みた こと も あるし、 耶蘇 

の 聖書 も、 その 以前、 一 通り は 頁 を 翻え してみ たこと 

も あるに は あるが、 全然、 空想と 誇張の 産物で、 現実 

を 救う に 夢 を 以てする ような もの  要するに、 過去 

と 無智と が 産んだ 正直な 空想の 産物と 見て おりました。 

物と 力 を 極度に 利用す る 西洋の 学問に 触れてから、 

一層 その 念が 強くな つて、 神仏の 信仰 は 文明と 共に 消 

滅 すべき もの、 消滅すべからざる まで も 識者の 問題に 


はならない はずの ものと 信じて いたと ころ、 その 西洋 

諸国が 一斉に、 耶蘇と いう ェ タイの 知れぬ 神様の 生誕 

を 紀元と するとい う 矛盾に、 なんとなく、 足 許から 鳥 

が 立った 思いです。 

駒 井 甚三郎 が、 耶蘇の 教え を、 もう 少し まじめに 研 

究 してみ ようとの 心 を 起した の は、 この 時から はじま 

リ ま 

翌朝、 例によって 金椎の 給仕で —— この 少年 は 支那 

料理の ほかに、 多少 西洋 料理の 心得 もあります —— 

あさげ 

朝餉の 膳に 向う と、 造船 小屋の 方で しきりに 犬の 吠え 

る 声。 造船 小屋に は 常に 二 頭の 犬 を 飼って 置いて、 駒 


井 は 警戒と 遊獵 との 用に あてて いるが、 滅多に はない 

外来 客が ある 時 は、 まず この 犬が 吠え 出します から、 

隔たった 番所に いて、 駒 井 は 犬の 声に よってまず、 珍 

客の この 里へ 訪れた こと を 知る のであります。 

今日は 早朝から 珍客、 箸 を 取りながら 窓の 外 をな が 

める と、 激しく 吠えて いた 犬の 声が、 急に 弱 音を立て 

て 逃避す る ものの ように 聞え ます。 最初に は 珍客に 

向っての 警戒と 威嚇の 調子で 吠えて いたのが、 急に 恐 

怖の 調子に 変って きました から、 駒 井 は 「敵が 来たな」 

と 思いました。 敵と いうの は 自分に 対する 敵で はない 

犬 共に とっての 強敵が 現われた の だとい うこと を、 駒 


さと 

井 は 経験の 上から 覚 つて、 直ちに 他郷から 彼等の 同類 

の 強敵が、 ここへ 入り込ん だの だな と、 箸 を 上げな が 

ら外を 見る と、 まもなく、  二 頭の 飼犬が、 後に なり 先 

になり、 或いは 吠え、 或いは 唸り、 見慣れない 一 頭の 

おお、， な 

巨 犬 を 遠巻きに して、 こちらへ 進んで 来る の を 見受け 

ま ^9 

食事 中、 駒 井 はこの 窓外の 物々 しい 風景 を 興味 を以 

てながめ ました。 見慣れない 一 頭の 犬 は、 ほとんど 小 

たくま 

牛 を 見る ほどに 大きく、 逞しく、 真黒な 犬で、 急ぎ足 

で、 まさしく 自分た ちの 番所の 方へ 進んで 来る のに、 

二 頭の 番犬 は、 それ を、 ひたすらに 恐怖しながら も、 


しかも 自分の 職責 を 怠るまい と、 引きずられて 来る 

有様です。 

「はは あ、 大きな 犬が やって来 たな」 

件の 大犬 は、 ほとんど 駒 井の 見て いる 窓 下まで 近 

づ いて 来た 時に、 駒 井 は その 犬の 首に 何物 かが 巻きつ 

いている こと を 知る とともに、 その 犬が どこかで 見た 

ことの ある …… と 思った 瞬間に 叫びました。 

「ム ク」 

おお、 これ はムク だ。 甲府 勤番 支配であった 時、 わ 

すれ もせぬ お 君の 愛犬。 その 人に も、 この 犬に も、 無 

限の 思い出がなければ ならない。 それと 知る や、 駒 井 


は 箸 を 捨てて 立ち上りました。 

「ム ク」 

犬 は 駒 井の 姿 を 見、 その 声 を 聞く と共に、 勇み をな 

して 飛んで 来る。 駒 井 は 縁先へ 出て それ を 迎える。 

「ム ク、 お前 はどうして ここへ 来た」 

あやしみ、 喜びながら もまず 気になる の は、 その 首 

に 巻きつけられた、 五寸 ほどに 切った 竹筒 を、 麻の 網 

で 両方から ムクの 首に 結いつ けて ある もの。 駒 井 は、 

その 竹筒 を 外して 見る と、 中に 一 通の 書状、 手 は 女で 

もん ごん 

文 言の 意味 は、 

「駒 井能 登 守 様。 


殿様 は 今、 どちらに おいでな さる か 存じません が、 

私 はお 君 様に 代って、 殿様に 悲しい お便り を 申し 上 

げ なければ なりません。 

この 十三 日に、 お 君 様 は 亡くなりました。 お 君 様 は 

亡くなりました けれども、 若様 はお 丈夫で ございま 

す。 お 君 様の くれ ぐれの 遺言 も ございま すから、 こ 

ひとこと 

のこと を どうぞして 殿様に 一 言お 知らせ を 致したい 

と 苦心 致し ましたが、 私共の 手で はどうしても わか 

リ ません。 ふと 思いつき ましたの はこの ムク のこと 

でございます。 ムクは 強い 犬で、 りこうな 犬です か 

ら、 ムクを 放して やれば、 殿様に この こと をお 伝え 


する ことができ るかと 思いまして、 このように 取 計 

らい ましたの は、 本 所 相 生 町の 御 老女 様の 屋敷に い 

る 松で) J ざいます。 

若様のお 名 は 能 登 守の 一 字 を 戴いて 『登』 様と 仮り 

に 私が 申し上げ ている こと をお 許し 下さい ませ I 

I」 

その 手紙 を 持った ままで 駒 井 甚三郎 は、 自分の 部屋 

へ 入って しまいました。 そうして、 寝台の 上に 身 を 横 

たえて、 頭から 毛布 を かぶって 枕 を 上げません。 程 経 

て金椎 が、 その 扉 を 押してみ たけれ ども あかない、 叩 

いてみ たけれ ども 返事が ありません。 


常に、 ことわられ ている こと は、 研究に 熱心の 際 は 

外物の さわりが ある。 扉に 錠 を 卸した 時には、 軽く 

叩いて みて 返事がなければ 入るな と、 こう 命ぜられて 

おきて 

あるから、 金椎は その 捉を 守って 引返しました。 

おお 、 ぬ 

引返して 見る と、 使命 を 帯びて 来た 巨大 は、 神妙に 

以前のと ころに 控えて いる。 金椎は 心得て、 それに 飲 

物と 食物と を 与えました。 

その 日 一日、 ついに 駒 井 甚三郎 は その 部屋 を 出で ま 

せんでした。 こういう こと は 必ずしも 例の ない ことで 

はない。 不眠不休で 働いた 揚句、 二日 二 晚も寝 通した 

こと さえ 以前に あるの だから、 金椎は それ を 妨げに 行 


こうと もしなかった が、 夜に 入って は、 さすがに 不安 

でした。 

以前の 巨 犬 は、 何 か 返事の 使命 を 待つ ものの 如く、 

また 使命の 重きに 悩む ものの 如く、 首 垂れて、 おとな 

しく 控えて いる。 

「ワンワン、 こちらへ おいで」 

金 椎は犬 を 導いて、 自分の 室の 一隅に 入れ、 犬と 食 

事 を 共に し、 祈り を 共に して、 その 夜の 眠りに 就き ま 

した。 

翌朝、 例刻に めざめて、 例の 通りまず 主人の 部屋 を 

とざ  ドア 

訪れて 見る と、 昨日 は 固く 鎖され た 扉が、 今日は 押せ 


ばす ぐに あきました。 金椎 は、 

「お早う ございます」 

室内に 入って 見る と、 机に も、 腰掛に も 主人の 姿 を 

見ず、 寝台の 上 はもぬ けの 殻で、 人の 影はありません。 

机の 上 を 見る と、 常用の 大型の ノ— トに 一枚の 紙が 物 

いいたげ に ハサ まれて いるの を 見る。 金椎は 心得て、 

その 紙片 を 取って 見る と、 主人の 筆で サ ラサ ラと、 

「金 椎ョ、 余ハ急 ニ感ズ ルコト ァリ、 今朝 ヨリ 暫時 

ノ 旅行 ヲ試 ミン トス。 行先ハ 江戸、 滞留 及ビ 往復 ノ 

日数 ヲ 加へ テ 多分 十日 以内 ナル べシ。 留守中 ノ事ョ 

ロシク 頼ム。 昨日、 使 二 来 リシ 犬ハ、 最モ愛 スべキ 


忠犬 ナ レバ、 ョク イタ ハリ、 カヘル トモ、 留 マルト 

モ、 犬ノ 意志 二 任セテ サシッ 力へ ナシ。 

二十 一 日 午前 一 時 

駒 井」 

それ を 読んで 金椎 は、 まだ 充分の 納得が ゆかない な 

がら、 ひとまず 安心し ました。 そこで、 紙片 をし まい、 

ノ ） ^の 開かれた ところ を 見る と、 まだ インキの あと 

の 生々 しい 文字が 目に うつる。 この 置 手紙と 前後して、 

主人が 筆 を 走らせた のに 相違ない。 

「死ハ 万事 ノ終 リカ。 

彼ノ女 ノ罪ハ 祖先 ノ罪 ナリ。 


駒 井 ノ家ノ 系統 ヲ タヅ ヌル 二、 清 和 源氏 二 出 ヅルモ 

ノ ノ如シ —— 然 レドモ —— 彼 ノ女ニ 対 スル余 ノ愛ガ 

彼 ノ女ヲ 殺シ、 彼 ノ女ノ 愛 ガマ タ余ノ 生涯 ヲ 一 変セ 

シメ タリ トャィ ハム。 

何故 ニ余ハ 最後 マ デ彼ノ 女 ヲ愛シ 能ハザ リシ 力。 彼 

ノ女ハ 何故 二 最後 マデ余 二 愛 セラ レザ リシ 力。 

金椎ノ 談ニョ レバ、 救世主 ハ大 エノ 子 ニシテ II 耶 

蘇ノ教 フル トコ ロニ ョ レバ、 娼婦、 税吏、 異邦人、 

姦淫 セル 女 等ガ却 ッテ、 驕慢 ナル権 者、 偽者 ナル智 

者、 学者 ヨリ 光栄 アル 壇上 二 置 カルル モノ ノ如 シ。 

嗚呼、 彼ノ女 ノ罪ハ 祖先 ノ罪 ニァ ラズ、 彼 ノ女ノ 死 


ハ彼ノ 女 ノ罪ニ ァラズ —— 彼ノ女 ヲ殺シ タル ハ余ナ 

リ、 駒 井能 登 守 ナリ。 

余ハ 惑乱 ス」 

記号と、 数量と、 線と、 画と で、 書き 充 たされて い 

たノ— トが、 この 頁から 一変した 感傷の 文字で、 しど 

ろ もどろ に 塗られて いました。 

二十 九 

お 濠 端の 柳の 木に 凭れた 宇津木 兵馬 は、 どのぐ らい 

の 間、 何事 を 考えて いたか 自分で も わからな いが、 突 


然 大きな 声 をして、 

「おれ は、 もう 駄目 だ」 

と 叫びました。 

その 声に 驚かされた 通行人が、 たちどま 

を さしつけ、 

「句でしょう」 

「たしかお 濠 端で、 人の 声が しました ぜ」 

「身投げで はありますまい か」 

遠くから 提灯 を さし つけ、 

「モシ モシ」 

返事が ありません。 


「そこに 誰かい るんで すか」 

おそ 

なお 返事がない ので、 怖る 怖る 近寄って 来て、 

「モシ、 短気な こと をな すつ ちゃい けません ぜ」 

「馬鹿！」 

兵馬が、 J 喝 したので、 その 二人 は、 わつ！ とひつ 

くり 返って 逃げて しまいました。 

「身投げと 間違えら れ た 」 

兵馬 は 苦笑いしながら 四辺 を 見廻す と、 四辺 は 真暗 

うめ 

で、 たしかに 自分 は 濠 端に 立って 呻いて いる。 

「なるほど、 この 腑甲斐ない 自分と いう ものの 持って 

行き場 は、 身投げ あたりが 相当だろう、 復を 切る とい 


う 代物で はない」 

自分で 自分 を 嘲って いると ころへ、 鍋 焼う どんが 来 

る。 

「おい、 うどん 屋」 

「はい、 はい」 

兵馬 は、 うどん 屋を 呼び留めて、 熱い うどん を 二 杯 

食べて、 銭 を 抛り 出し、 

「ここ は、 どこ だ」 

「へえ、 ここ はお 暴 端で ございます」 

「お 濠 端 はわ かってい るが、 お 濠 端の どこ だ」 

「へえ、 ワラ 店の 河岸で ございます」 


「ワラ 店の 河岸？」 

「ェ ェ、 左様で ございます、 どうも有難う ございまし 

た」 

うどん 屋が 逃げる ように 行って しまったの は、 何 か 

兵馬の権 幕に おそれ を 抱いた ものと 見えます。 
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「ところで、 今 は 何時 だ」 

兵馬 は、 それ を 聞き はぐって、 その 濠 端に ついて、 

ずんずんと 上手へ 歩き 出しました。 かなり 歩いても 濠 

端に は 相違ない。 

「やい、 気をつけ や がれ」 

出合 頭に 突 当ろうと したの は、 やはり 二人 づれの 酔 


どれ、 ど こぞの 部屋の 渡り 仲間と 見える。 よくない 

相手に とつ つかまった 兵馬 は、 

「馬鹿め」 

ききうで 

その 利 腕 取って、 やにわに 濠の 中へ ほうり 込んで、 

さっと 走り出しました。 あとで、 仲間 どもが 天地の 

ひっくり返る ほど 喚き 出した の も 聞 捨てに —— 

なお 一 目 散に 濠 端 を 急いで 行く と 往来 止め。 

「ちえ ッ」 

行き 詰って、 むしろ、 この 往来 止めの 制札 を 打 砕い 

どぶ  どぶねずみ 

て、 掘り っぱなしの 溝の 中 を 泳いで、 溝鼠の ように 向 

うへ 這い 上ったら 痛快だろう、 と 思った だけで、 往来 


止めの 制札の 横の 方に 置き 捨てられた 大きな 切 石の 一 

端に、 腰 を 卸して しまう。 いいあん ばいに 後ろ は 背 を 

もたせる ように 出来て いる 柳の 樹。 兵馬 は、 それに 凭 

りかかろう とすると、 ヒャリ と 頭 を 撫でる ものが ある _ 

なまぬる 

手 を あげて さぐる と、 いやに 生温い ものが 指先に さわ 

る。 

「あ ッ」 

兵馬 は 手 を はなして、 よく 見る とまさし く 首く くり 

だ。 

「ええい！」 

再び 手 を 出して、 その ブラ 下がって いる 足に 触れて 


みると、 生温い と 思った の は 最初の 瞬間、 冷えき つて 

絶命して いる。 

「ちえ ッ」 

さきに は 自分が 身投げと 間違えられる、 今 は 首く く 

りに 頭 を 撫でられる、 兵馬の 腹 はむしゃく しゃです。 

廻り 道 をして、 やはり 一方の 濠 端 を 歩む。 折々、 拍 

子 木と 按摩の 笛が 耳に 入る。 

「旦那、 駕籠 はいかが」 

と ある 柳の 木の 下、 これ は 辻待ちの 駕籠 屋 ですから、 

喫驚す るに は 当りません。 

「旦那、 いかがです、 大門までお ともを 致し やしよう、 


二 朱 やって 下さい、 二 朱」 

それ を、 うるさい と 振 切ろうと した 兵馬が、 考え直 

したと 見えて 立ち どまり、 

「駕籠 屋、 駕籠 屋」 

「へえ」 

「駕籠 を 持って来い」 

「へえ、 畏まりました」 

担ぎ出した 四つ 手 駕籠。 拾い物 をした ように、 二人 

の 駕籠 屋は 大喜び。 兵馬 は 何と 思って か、 その 駕籠に 

飛び乗る と、 駕籠 屋は 威勢よ く 走り出し たが、 その 行 

先 を 知らない。 行 先 を 知らないで 担ぐ 奴 も 担ぐ 奴、 担 


がれる 奴 も 担がれる 奴。 

しかし、 駕籠 屋は、 もう いっぱし 心得て いるつ もり 

らしい。 

「駕籠 屋、 駕籠 屋」 

暫く あ つ て 中から 言葉 を かけた 兵馬。 

「相棒、 旦那が お呼びに なら あ」 

「何で ございます、 旦那」 

「お前た ち は、 何方へ この 駕籠 を 持って行く つもり 

じ や」 

さ つ き 

「冗談 じ や ございません、 先刻お 約束 を 致し ま した 通 

り」 


「まだ 約束 はして いない」 

「御 冗談 を おっしゃらな いように。 日本 橋 並みで 大門 

まで 二 朱は大 勉強で ございます ぜ、 旦那」 

「それ はお 前た ちの ひとりぎ めだ、 わし は 甲 州へ 行き 

たいの だ」 

「え？」 

「どうじ や、 甲 州まで この 駕籠 はやって もらえな いか」 

「いよいよ 御 冗談です、 旦那」 

「冗談で はない、 ちと 急ぎの 用が あって、 甲 州の 松 里 

村と いうと ころまで 行きた いの じ や」 

「え、 甲 州の 松 里 村です つて？ のう 相棒、 それじゃ 


あまた 御 相談 を 仕直さな く つち やなら ねえ」 

「お前た ちが 甲 州まで 続かなければ、 甲 州 街道 を 行け 

しゅく かご 

ると ころまで 走って くれ、 そこで 宿 駕籠に 移る としょ 

う」 

「なるほど、 これから 新 宿 を 突 走って、 甲 州 街道 を 行 

ける だけ 急げと お つし や るんで すか。 ようご ざいます _ 

相棒、 お客様 は 宿 次ぎと おっしゃる」 

が つ てん 

「合点 だ」 

ごじょ さい 

「時に 旦那、 そうな リ ますと いうと、 御 如才も ござい 

ます ま いがね え …… 」 

「よしよ し、 大概のと ころ は 心得て いるから 安心して 


やれ」 

そこで 兵馬 は、 二 朱 銀 を 幾つか 紙に 包んで 与える。 

「旦那 はわ か つて いらつ しゃら あ、 急ごう ぜ」 

「どれ」 

そこで、 駕籠 屋は棒 鼻 を 向け直して、 別の 方向に 走 

る こと 暫く あ つ て、 

ちゃめし 

「旦那、 茶飯が 参りました から、 ひとつ 腹 を こしらえ 

て 参りとう ございます」 

夜店の 茶 飯屋で 一 人 は あんかけ 豆腐で 茶飯 を かき 込 

む、 一人 は 稲荷 鯧を腹 いっぱい 詰め込んで、 

「さて、 旦那、 旦那 も 一 ついかが でございます、 茶飯 


にあん かけ 豆腐、 稲荷 鯧 —— これから 町 を 離れます と、 

こういう ものが ちょ つ と ございません ぜ」 

「要らない。 さあお 前た ち、 わし は 少し 腹 工合が 悪い 

から、 途中、 飲物 も 食物 も 取らない つもり だ、 通しで 

やろうと も、 宿 次ぎで やろうと も、 一 切お 前た ちに 任 

せる から、 こちらから 求める まで は、 一 切 わしに は挨 

拶 なしで やってくれ」 

「よろしう ございます、 そのつ もりで 一番 馬力 を かけ 

よう ぜ、 相棒」 

「合点 だ」 

駕籠 はまた もや 走り出す。 どうも 揺れが 以前より は 


烈しい ようです。 

言われた 通リ、 彼等 はいつ さい 兵馬に 挨拶な しで、 

兵馬 もこれ 以来 註文な しで、 ひたすら 甲 州 街道 を 走る 

ようです。 

さて また 急に 兵馬が 、 甲 州 松 里 村 を 名 ざ し て 急が せ 

かたき 

るよう になった の は なぜか。 その 辺で 敵の 当りが つ 

いたの か。 松 里 村に は 名 剎恵林 寺が あって、 そこ は 兵 

馬に 有 縁の 地。 

これ は 兵馬と して は 贅沢な 旅行です。 やむ こと を 得 

ざる 必要 以外に は、 今まで 馬 駕籠に 乗った こ ともなし、 

乗るべき 身分で もな し、 かえって 旅装 かいがいしく 


草鞋が け か、 或いは 足駄が けで、 さっさと 五 里 十 里の 

道 を 苦と しなかった もの、 それ を 今 は、 大風に 通し 駕 

籠で なければ 宿 次ぎで、 甲 州へ 急がせよう とする。 

兵馬の 目的に は 頓着な く、 存外 鷹揚な 客と 見た ので、 

駕籠 屋は 勢いよ く 急がせる。 そのうちに、 前後で しき 

りに 聞 ゆる 鶏 犬の 声。 夜 は 白々 と 明け放れ たものと 見 

ゆる。 やがて 道筋が 明るくな つて、 行き交う 人馬の 音 

しゅびき うち 

が繁 くなる。 まさしく 朱 引 内 を 離れて、 甲 州 街道の 宿 

駅 を 走って いるの だ。 

よき 程あって、 駕籠が とまる。 駕籠 屋は 一 息 入れて 

いるので あろうが、 註文 通り、 兵馬に は 一 言の 挨拶 も 


なく、 やがて また、 同じ 駕籠 を 担ぎ出した ところ を 見 

ると、 問屋 場ではなかった らしい。 

まひる 

かなり 正午と も覚 しい 頃、 駕籠 はまた しても 置き 放 

ののし 

されて、 人の 罵る 声が やかましい。 駕籠 屋 ども は 昼 

食に 一膳 飯へ でも 入った のだろう。 相 変らず 約束 を 

守って、 兵馬に は 飲めと も 食えと もい わない。 人の 

騒々 しさから 察する と、 この辺 は 多分、 府中の 宿 あた 

りだろう。 おや、 再び この 駕籠が 動き 出した ところ を 

見る と、 駕籠 屋 ども は 通し を やる つもり かな。 甲 州 ま 

でに は、 小 仏、 笹 子の 両 難所 を 控えて 三十 余 里の 道、 

やせがまん 

ひととおりの 痩我慢で はやれ まいに、 ともかく、 やる 


だけ やらせて みろ。 

かくて、 兵馬 を 載せた 四つ 手 駕籠 は、 そのままで 走 

り 出す。 その 日中 一日 走り 通した こと を 兵馬 は 覚えて 

いる。 無論 この間に は 立場 立場で 多少の 息 は 入れる が、 

彼等 は 一 生 懸命で 通し を やって いるものに 相違ない。 

兵馬 は 飢えが 迫って きた、 咽喉が かわいて きたけれ ど 

も、 一言 も それ を 要求し ない。 日が 暮れ かかった と 思 

う 時分に、 ただ 一回お 関所の 調べ を 受けた。 それ は 小 

仏の 下の 駒 木 野の 関所であろう。 それから 後に 兵馬 は 

眠くな つた。 

飢え も かわき も ある 程度で、 駕籠に 揺られて いると 


幾分の 快感が 起る。 それとも 身心が 疲労の 末 か、 兵馬 

は 眠くな リ、 小 仏 を 越した と覚 しい 時分に は、 もう 

四辺 は 真暗で、 事実上 の 深山幽谷 へ 駕籠 を か つぎ 込ま 

れ たもの のよう です。 

疲労と 快感で 駕籠の 中に 眠って いる 兵馬。 その 眼前 

- J  、 

まっさお かお 

「真 蒼な 面」 

「真 蒼な 面」 

「真 蒼な 面」 

「真 蒼な 面」 

が 後から 後へ と 流れて 行く。 兵馬の 眼前へ 来て、 その 


面が 二つに 分れて、 左右へ 流れて 行く。 それ を 見る と、 

昏々 としてい よいよ 眠くな つて 幽冥の 境へ 誘われる。 

ハツと 途切れた の は、 駕籠 屋が 峠の 道で 物に つまず 

いたのであろう。 それから は 兵馬の 眼前に、 

「悪女 大姉」 

「悪女 大姉」 

「悪女 大姉」 

「悪女 大姉」 

が、 後から 後へ と 流れて 行く。 やはり 兵馬の 眼前へ 来 

ま つ さお 

て、 その 文字が 二つに 流れ 去る。 真 蒼な 面と 悪女 大姉 

とが、 白蠟 のように もつれて 火焰の 如くに 飛ぶ。 その 


真 蒼な 面が、 ある 時 は 想像の 机 竜 之 助の 如く、 或る時 

は 一 撃に 打 たれて 倒れた 兄の 文 之丞の 如く、 悪女 大姉 

まぼろし 

は 文字の 如く、 絵の 如く、 糸の 如く、 幻 の 如く、 消 

えて は 現われ、 現われて は 消え、 からみつき、 ほぐれ 

出し、 物に 触れて 駕籠が 烈しく 揺れる たびに、 いった 

ん 途切れて また 現われる。 

夜中の ある 時、 駕籠が あると ころへ、 ドッと 置かれ 

たと 思う と、 幻が 消えて 眼前に 現われた 大入道。 ブン 

廻し で 描いた ような、 まんまるい、 直径 六尺 もあろう 

…… という 顔。 ォホホ ホホと 笑って 眠る が 如く、 笑う 

が 如く、 半眼で ながめて いるの は 慢心 和尚の 面。 


通しで あつたか、 宿 次ぎで あつたか、 それさえ も わ 

からず、 ようやく 甲斐 国 東 山 梨、 松 里 村の 名 剎恵林 寺 

の 門前に 着いた 宇津木 兵馬。 

へとへとに 疲れて、 慢心 和尚に 面会 を 申し入れ ると、 

無事に 入室 を 許される に は 許された が、 

「何し にお じ や つ た」 

まんまる おもて 

例の ブン 廻し で 書いた ような 真 円い 面に、 拳 を 入 

れて 余り ある 大きな 口、 眠って いるよう な 細い 目の 中 

から チラ リと 白い 光 を 見せられた 時 は、 いい 気持が し 

ませんで した。 

「実は …… 」 


兵馬が 何 か い い 出そうと すると、 

かたきうちし ようばい  もう 

「どうだい、 宇津木、 敵 討 商売 は 儲かる か」 

「儲かりません」 

ぜひな く 兵馬 もこう 答えて しまい ますと、 

「儲からない？ 儲からない 商売 を、 いつまで もやつ 

ている 奴が あるか」 

といつ て 慢心 和尚が 居丈高に 叱る と 兵馬 は、 

「それでも …… 」 

「何が それでも だ」 

慢心 和尚 は 頭から ガミ ガミと 怒鳴りつ けて、 

つら  かたきう も 

「何が それでも だ、 お前の 面 を 見る と、 いつでも 敵 討 


が 丸出しで、 おれ は 昔から 大嫌いな の だ、 敵 討と いう 

やつ は 全く おれの 虫が 好かない」 

「いいえ、 左様な わけで は ございま せんが …… 」 

「そういう わけで なければ 女の ことだろう。 敵 をたず 

ねて 歩く 奴と、 女の 尻 を 追い 廻す 奴 ほど、 気の 利かな 

い 奴 はない もの じ や」 

「全く その 通りで ございます、 全く 私は腑 甲斐の ない、 

意気地の な い、 気の 利かない 奴の 骨頂な の で， > /ざ い ま 

す …… 」 

「何、 何とい つた …… 腑 甲斐の ない、 意気地のない、 

気の 利かない 奴の 骨頂 だと 自分で 知ったら、 ナゼ 早く 


くたばって しまわな いの だ、 この 娑婆 ふさげの 馬鹿 野 

I」 

と 言った かと 思う と 慢心 和尚 は、 いきなり 手で、 兵馬 

の 横面 をピシ ャリと 打ちました。 

「あ ッ！」 

てのひら 

兵馬と して は、 その 掌 を 避ければ 避けられた のか 

も 知れない。 或いは また 避ける 隙 も、 余裕 もない ほど 

に、 和尚の 手が 早かった のか も 知れない。 ともかく、 

ピシャ リとー つ 打 たれて しまいました。 

「ざまを見ろ！」 

「恐れ入りました」 


「何が 恐れ入った」 

「何もかも、 もう 駄目です」 

「何が 駄目 だ、 この 馬鹿野郎」 

慢心 和尚 はヒ ドク 怒って いると 見えて、 この 悪罵と 

共に、 三た び、 拳 を 上げて、 兵馬の 首 を ピシャ リと打 

もろ  しお 

ちました。 兵馬 は 脆く も 打 たれた ままで、 悄れ 返って 

いると、 立ちはだかった 慢心 和尚が、 

「万能 余りあって 一 心 足らずと いうの が 貴様の こと だ、 

馬鹿なら 馬鹿で 始末が いいが、 なまじい 腕の 出来る つ 

ちょこざい 

もりが 癩に さわる、 この 猪口才め」 

といって 慢心 和尚 は、 続けさ まに 兵 を 打って、 打つ 


て、 打ち据えました。 

「恐れ入りました」 

「恐れ入る こと はない わい」 

かしゃく 

すこしの 仮借 もな く、 打って 打ち据えて、 とうとう 

兵馬 を そこ へ 打ち倒して しまいました。 

「和尚 なれば こそ …… 」 

打ち倒されながら 兵馬が、 やっと これ だけの こと を 

いうと、 慢心 和尚 は 透かさず、 

「生意気 千万、 何が 和尚 なれば こそ だ、 和尚 なれば こ 

そどうし たの だ」 

打ち倒された 上 を 更に 滅多打ち。 兵馬の 髪 は 乱れる、 


刀、 脇差 は 飛ぶ。 

「和尚 なれば こそ、 このお 慈悲 …… 」 

なぐ 

「ナ 二、 お 慈悲 だ？ もっと 擲られ たいの か、 この 骨 

無しめ が！」 

といって、 打ち倒した 兵馬 を 突き飛ば すと、 慢心 和尚 

は 足 を あげて 兵馬 を 蹴って 蹴リ つけて、 座敷の 中 を 蹴 

ころがして、 縁へ 蹴落し、 縁に ひっかかつ ている 兵馬 

を、 地面の 上へ 蹴落して しまいました。 

三十 


上野 原の 月見 寺で は、 お喋り 坊主の 弁 信が、 仏前の 

礼拝 を 済まして 廊下 を 戻って 来る と、 お 針 をして いた 

雪 ちゃんが、 

「弁 信さん」 

「え」 

「お入りな さいな、 お茶 を 入れます から」 

「有難う ございます」 

そこで 雪ち やん は、 縫物 を片 づけて、 火鉢の 鉄瓶に 

手 を 当てて みて、 炭 を かき 立てる と、 弁 信 はもう ピタ 

リと 座敷へ 着座 をして しまいました。 

「茂ち やん はいません か」 


お雪が いうと、 

「いいえ、 あの 子 はまた 山 遊びなん で ございましよう」 

と 弁 信が 答える。 お雪ち やん は 早く もお 茶 を いれて、 

せんべ い 

お盆の 上へ お 煎餅 を 盛り上げて 弁 信の 前へ 出し、 

「お 煎餅 を 一 つお 上りな さいな」 

「へえ、 有難う ございます、 遠慮なくいた だきます で 

ございます」 

弁 信 はおし いただいて、 お茶 を 呑みます。 

「さあ」 

お雪ち やん は、 お 煎餅 を 一 一枚 はさんで 弁 信の 掌の 上 

にの せて やり、 


「甘 い のがよう) J ざん すか、 辛い のがお 好きです か」 

「ド チラで もよ ろしう ございます、 結構で ございます、 

そうして おいて 下されば、 わたくしが 自由に 頂きます 

から」 

「茂ち やん も 来る とい いんです がね、 呼んで みまし よ 

うか」 

「いいえ、 あの 子 は 人間と 遊ぶ より は、 山で 兎 や 蛇と 

遊ぶ のが 好きなん ですから、 ほう つ てお きましょう」 

「そうです か」 

お雪 は 弁 信に お茶と 煎餅 を 与えて、 自分 はまた お 針 

仕事に とりかか ると、 


「お雪ち やん、 御 精が 出ます ねえ」 

「いいえ」 

「何 を 縫つ てい らっしゃ るの」 

「何でもありません、 冬物の 仕度 を 少しば かり …… 」 

「そうです か、 お 手 廻し がよう ございま すねえ」 

「急に 思い立った ものです から」 

「え、 何 を 思い立つ たのです か」 

「弁 信さん」 

お雪 は、 ちょっと 針の 手 を 休めて、 弁 信の 面 をな が 

める。 

「何で. j ざいます」 


「あなた は、 人の 心 持が 前以て わか るんで すって ね」 

「何 を おっしゃる のです、 それ はわ かる こ ともあれば 

わからな いこと もあります よ。 あたりまえでしょう。 

私 は 人様の ように、 目で もって 様子 を 見る ことができ 

ません から、 勘で おおよその ところ を 察して みるので 

す。 それが 当る こ ともあれば、 当らない こと も ある 

じゃありません か」 

「です けれども、 弁 信さん、 あなた は 人並みの 目の 見 

えない 方より、 ズット 勘が いいんで すね。 その 証拠に 

は、 たった今 だって そうです よ」 

「たった今が、 どうか 致しました か」 


「今 わたしが、 急に 思い立った といった でしよう、 そ 

の 時に、 あなた は、 え、 何 を 思い立つ たのです か、 と 

聞き直し ましたね、 それが、 わたしの 胸へ ハツと 響き 

ましたよ」 

「それ は、 どういう わけです か」 

「いいえ、 その わけ を あなたに 聞いて みたい のです よ」 

「私 は、 そう 思った から、 そう 聞いて みた だけなん で 

す 力  」 

「ね、 弁 信さん、 わたしが 急に 思い立った といった の 

と、 あなたが お 手 廻し がよう ございます ねとい つたの 

は、 別々 の 心 持でした ねえ」 


「そうです ね、 今から 冬物の 仕度 をな さるの はお 手 廻 

しのよ い 方で、 急に 思い立った とおつ しゃる のと は 調 

子が 合わない ようです から、 何の 気 もな しに 私 は、 何 

を 思い立つ たのです か、 とお 聞き 申して みたので す」 

「弁 信さん、 聞いて 下さい、 わたし は、 こういう こと 

を 思い立って いるんで すよ。 あのね、 盲目の 先生 を 

と-つじ 

湯治に 連れて行って 上げたい と、 そう 思い立つ たのが 

先で、 それから 冬物の 仕度に とりかか リ ましたの です」 

「え、 あの 先生 を 湯治に です つて？」 

「そうです よ」 

「どこへ です か、 どこへ 湯治に お連れな さると いうの 


です 力」 

「それ はずい ぶん 遠い ところです けれども —— 」 

「遠い ところ  なるほど、 この 近辺に は 温泉と いう 

もの は 聞きません ね」 

「ええ、 武 蔵の 国に も、 甲斐の 国に も、 温泉ら しい 温 

泉 は ございません」 

「そうです、 その代り 隣国の 信 濃と 相模に は、 たくさ 

んの 温泉が ございます」 

「弁 信さん、 わたし は 先生 を、 信 州のお 湯へ 連れて行つ 

て 上げたい と 思って いるので す」 

「信 州はド チラのお 湯です か」 


「信 州 も ズット 奥の 方なん です よ」 

「信 州の 奥 —— 信 州 はこの 甲斐の 国よりも い つ そう 山 

が 遠く、 日本の 国の 天井に なって いると 聞き ましたが、 

その 信 州の 奥？」 

「ええ、 信 州 も ズット 奥、 飛驛の 国の 境の 方になる の 

だそう です」 

「飛驛 の 国の 境です か」 

はっこつ 

「そうです、 そこに 白骨のお 湯と いうお 湯が 湧いて い 

なお 

るんだ そうです。 そこへ 入ります と、 難病が みんな 癒 

るの だと 久 助さん が 教えて くれました。 一 冬 そこに 

籠って いれば、 どんな 難病 も 癒って しまいます そうで、 


丈夫な 身体の 人が 入れば、 一 生涯 無病で 暮らせる そう 

でございます」 

「はは あ、 久 助さん が、 そういう こと を 教えた もの だ 

から、 お雪ち やん、 あなた は 直ぐ その 気に おなん なすつ 

たのです か」 

「そうではありません、 わたしが 久 助さん に 尋ねた の 

です、 ど こぞよ い 湯治場はありません かと。 そうする 

と久 助さん が、 いろいろの お湯 を 教えて くれ ましたけ 

れ ども、 ほんとうに 命が けで 難病 を 癒そうと するなら 

ば、 山 は 深い ほどよく、 そこに 一 冬 籠る がよ いと 教え 

て くれました。 つまり、 そこで 久 助さん が、 白骨のお 


湯 …… を 名 ざして 詳しく 教えて くれました」 

「そうして お雪ち やん、 あなた はなんで すか、 その 山 

深い 白骨のお 湯へ、 先生と、 久 助さん と、 三人き りで、 

これから 一 冬 を 籠ろうと いう 決心なん です ね」 

「ええ、 今から 出かけて 行って、 そうして 雪の 山の 中 

に 冬 を 過ごして、 来春、 暖かくな り はじめた 時分に I 

I その 時、 あの 先生のお 目 も 癒り、 わたし も、 少し 弱 

いのです から、 すっかり 身体が 癒って しまえば、 こん 

な 結構な こと はない じゃありません か。 第一、 死んだ 

義姉が どのくらい 喜ぶ か 知れません」 

「お雪ち やん、 あなた はほんと うに まだ 子 共です ね」 


「何 をい つ てるの 弁 信さん、 急に 人 をから かい 出して」 

「お雪ち やん、 あなた は 幾つに おなりな さいます か」 

「ほんと にお かしな 弁 信さん …… 」 

「私 は、 お雪ち やん、 あなた はもう 年頃の 娘さん だと 

ばっかり 思って おります のに、 そういう こと をお つ 

しゃる の だから 驚いて しまいます。 信 濃の 国の 白骨の 

お湯と やらが 良い お湯と 聞いた ばっかりで、 その 間の 

道中が どのくらい 難渋 だか、 そのこと を あなた は 考え 

ておいで になり ません。 また その 難渋の 道中 を つれ 

だって 行く 人た ちが、 善い 人 か、 悪い 人 か、 それ も考 

えて はおいで になり ません  私が ここで うちあけて 


申し上げ ますと、 あなた は その 白骨のお 湯へ おいでに 

なった 後 か、 その 途中 かで、 キッと 殺されて しまい ま 

す、 いきて は 帰る ことができません」 

「まあ  」 

「お雪ち やん、 病んで いる 人 を 癒す 白骨のお 湯 は、 ま 

た いきた 人 を 白骨と して かえす 力の ある こと を 御存じ 

はありますまい」 

「いやな こと を —— せっかく 思い立つ たもの を、 ケチ 

をつ ける ものではありません、 それ も ほかの ことと 

違って- 

「いいえ、 決して ケチ をつ ける ので は ございません。 


お雪ち やん、 あなた は 義姉さん の 志 をつ いで、 あの 先 

生に 再び 日の目 を 見せて 上げたい、 それが 死んだ 義姉 

くよ-つ 

さん へ の 供養と 思って おいでになる 志 はよ くわ かりま 

すけれ ども、 それ をす る 時には、 あなた はや はり 義姉 

さんと 同じ 運命 を 覚悟し なければ なりません よ」 

「何です つて、 弁 信さん、 あなたの おっしゃる ことが 

わかりません」 

「私に はよ くわ かります。 お雪ち やん、 このごろ あな 

たは、 あの 先生 を 好きに なって いるので しょう、 自分 

では 気がつかな いながら、 最初のう ち は 気の 置け る、 

気味の 悪い 人 だと 思って いた 人 を、 このごろ になって 


は、 だんだん 惹 きつけられて、 好きに なって ゆく 心 持 

が、 目に 見る ように 私に はわ かるので す。 それです か 

ら あなた は、 白骨のお 湯へ 殺されに 行く の を 自分で 知 

ら ないで、 自分で 楽しみにして いるので す」 

「弁 信さん、 そういう こと をい つて はいけ ません …… 

あの方のお 目 を 明るく して あげたい というの が 義姉 さ 

んの 志なん で す も の 、 遺言 同様 の 願いじゃありません 

か。 わたしが あの方 を、 好く の 好かない のなん て」 

お雪 はこ こで、 真 赤に なって いいわけ を 試みました 

弁 信 は それ を 肯 おうと もしませんで、 

「ああ —— 私が 傍に いなければ、 あなたと いう 人 は、 


もう 疾 うの 昔に 殺されて しま つ ていたの です」 

弁 信 はこうい つて、 深い 嘆息 を 洩らしました。 

「弁 信さん、 もう、 そういう 話 は 止めに しましょう、 

あなた は、 いつぞや も そんな こと をい いました、 義姉 

を 殺した の は あの 先生 だとい い 出して、 わたし はヒャ 

ヒャ してし まいました」 

「お雪ち やん、 わからな いのです か、 私の いっている 

ことが」 

「もう、 止めて 下さい、 殺す とか、 殺される とか、 そ 

ういう こと を、 わたし は 聞く の はい やで) J ざ います」 

お雪が 座に 堪えない ほどの 心 持 を、 言葉の 調子で 見 


て 取った 弁 信 は、 穏 かに、 

「悪う ございました、 つい また 口が 出過ぎました。 で 

いま 

は、 左様な 忌 わしい 言葉 は 使いません が、 それでも、 

言 いかけた 心 持 は、 言わな いで はおられな いのが 私の 

ひとこと 

気性で ございます …… ただもう 一 言い わせて 下さい。 

心あって も、 なくても、 あなた は あの 先生 を 好きに なつ 

てはいけ ません、 好きに なると 殺されます …… どうも 

失礼 を 致しました」 

といって 弁 信 法師 は、 いわん 方な き 悲痛の 色 を 浮べて、 

そこそこに 辞して この 室 を 立ち 出で ました。 

急に 暗い 心に なった お雪 は、 また 気を取り直して、 


きゅうす  つ 

湯気の 立 つ た 鉄瓶から、 お盆の 上の 急須 へ お湯 を 注い 

ふすま  しず 

で、 別の 襖 を あけて 徐か にこの 部屋 を 立ち 出で ました。 

お雪が お盆の 上へ 急須 を 載せて 持って来た 部屋 は、 

こも 

机 竜 之 助の 籠って いる 部屋です。 竜 之 助 はこの 時、 起 

き 直って 座蒲団の 上に チャンと 坐り、 刀 を 抜いて 拭い 

を かけて おります と、 

お雪が、 

「お茶 を 召 上れ」 

「これ は 有難う」 

「先生、 その 刀です か、 義姉が あなたに 差 上げた の は」 

「これではありません」 


「今 も、 弁 信さん がいやな こと をい いました」 

「弁 信が …… 」 

「あの方 はよ い 方です けれども、 時々 変な こと をい い 

出す ので 困ります」 

「勘が よす ぎる の だ」 

「でも、 気になって たまりません もの」 

「何 をい いました」 

「お怒りに ならない ように。 弁 信さん がいい ますに は、 

私が 傍に いなければ、 お雪 ちゃんと いう もの は、 疾ぅ 

の 昔に あの 先生に 殺されて しまって いるの だと、 こう 

いいました。 そうい われた 時に、 わたし はゾッ としま 


した」 

「でたらめ をい う 奴 だ」 

「なん ぼなんでも、 あんまりじゃありません か。 弁 信 

さん は 先生の こと を、 人 さえ 見れば 殺した くなる 悪人 

のように 思って いるん じ やないで しょうか。 この間 も 

…… あなたの 前で、 あんな こと をい い 出して、 わたし 

はお 気の毒で、 お気の毒で たまりませんでした」 

お雪 はお 茶 をす すめる の も 忘れて、 竜 之 助の 刀の 下 

た わむ 

に 戯れて いる。 戯れて いるので はない、 刀 そのもの 

の 危ない こと を 知らない のです。 無知と 大胆と は、 い 

つも 隣り合つ ている。 


「お雪ち やん、 これが、 あなたの 義姉さん から 貰った 

刀です」 

しら さや 

竜 之 助 は 拭った 刀 を 壁へ 立て かけて、 別に 例の 白 鞘 

の 一 刀 を 取り出しました。 

「そうです か」 

ス ルス ルと 拭いて 見せた 刀 を、 お雪 は 無邪気に のぞ 

き 込んで いると、 竜 之 助が、 

「比べて みたところが、 実によ いあんば いに、 元の そ 

めくぎ 

ちらの 刀の 鞘へ はまる のです、 目釘の 穴まで が、 ピタ 

あつら 

リと 合う の は 跳え たようで すから、 少し 手 を 入れて、 

中身 を 入れ替えて みょうとして いると ころです」 


「それ は、 ようご ざんした ね。 それで、 先生、 どちら 

の 刀が いい 刀な のです か」 

「それ は 無論、 こっちの 方が … … 義姉さん から 貰った 

のがい い 刀です」 

といって 竜 之 助 は、 前と 同じように 拭い はじめました 

「です けれども、 刀に は 祟りが あると いう ことです か 

ら、 御用 心 をなさい まし」 

「祟りの ある ほどの 刀 は、 いい 刀な の だから、 人に よ つ 

て は それ を 好きます」 

拭い 終った 竜 之 助 は、 その 刀 を 前と 同じように 壁へ 

—— 抜 身の ままで 紙 を 枕に して、 手 さぐりに 立て かけ 


る 拍子に、 どうした 小手の 狂い か、 以前に 立て かけて 

あった 刀が カラカラと 倒れました。 それ を 引 起して 立 

て 直そうと すると、 今度 は 後ろに 立てた のが ス ルス ル 

と 壁から 横 つ 走り を はじめます。 

「先生、 わたしが 立て かけて 上げましょう」 

お雪が 見兼ねて 手 を 出す と、 その 手 を 追つ かける も 

のの ように、 刀 はお 雪の 方 ヘス ルス ルと 横つ 走り をし 

て 来ました から、 

「おお 怖い」 

せっかく 手出し をした お雪が、 恐れて その 手 を 引 込 

める と、 竜 之 助 は 早く も 一方 を 立て直して、 一方 を 手 


に 取り上げ、 手 さぐりで、 その 目釘 を 抜きに かかる と 

見えます。 

「お雪ち やん、 そこの 火箸 を、 ちょ つと 貸して 下さい」 

「はい」 

目釘 を 押す ための 火箸 を 取って、 お雪が 竜 之 助の 手 

に 渡そうと する 時、 つい、 着物の 裾が からまって、 用 

心しながら いま 立て かけた 刀 を、 カラカラと ひっかけ 

ると、 

「あれ、 危ない —— 」 

面の 色 を 変えた お雪の 膝の 上へ、 心 ある ものの よう 

に その 刀が 落ち かかりました。 お雪 は ハツと 飛びの く 


と、 その 煽りで、 その 刀が また 横に 飛んで、 ちょうど、 

目釘 を 押えて いる 竜 之 助の 方へ 飛び かかった ものです 

から、 その 柄で 竜 之 助が それ を 受け止めた 形 は、 刀と 

刀と が 絡み合った ようです。 

「先生、 今の を ごらんに なりました か」 

まっさお かお 

お雪 は、 真 蒼な 面の 色に なって いました。 

「ああ、 先生に はお わかりになります まいが、 今の は 

この 刀が、 わたしに 飛びつ いて、 それから また あの 刀 

へ 飛びつ いたのです。 刀が いきて いました」 

竜 之 助 は 頓着せ ず、 二つの 刀 を 押 並べて、 火箸の さ 

きで その 目釘 を 押し 抜いて、 今や、 その 中身の 入 替え 


にかかろう とする の を、 お雪 は 唇の 色まで 変って、 苦 

しそうに、 

「お待ち 下さい まし。 先生、 わたくし は、 その 刀 は 入 

替え をな さらない 方が よいと 思います、 どうも 今の こ 

とが 不吉で ございます もの …… 今、 その 刀が わたしの 

方へ 飛び かかる 時に、 わたしの 眼の 前へ、 ちらりと 

義姉さん の 姿が 浮びました。 義姉さん が 怖い 目 をして、 

およしと いって、 わたし を 睨めた 時に、 この 刀が、 わ 

たしに 向って 飛びつ いて 来たよう に、 わたしに は 思わ 

れて なりません。 きっと、 その 刀 は、 その 鞘に 納まる 

のがい やで、 こちらの 刀 は、 自分の 鞘へ ほかの もの を 


入れる のがい やなんで す、 それに 違いありません、 そ 

うとし き やわた しに は 思われません。 いやな こと を 無 

理 にな さると、 きっと 怖ろ しい 祟りが あります から、 

刀 は そのままに してお 置きなさい まし、 その 方が よろ 

しう ございます」 

やっき 

お雪 は 不思議な ほど 躍起と なりました。 

「物 は 取りよう じ や、 この 二つの 刀の 鞘が 跳え たよ 

うにし つくりと 合い、 目釘の 穴まで がピ タリと 合う の 

は、 あいえん の 証拠に 違いない」 

竜 之 助 はお 雪の 一 生 懸命な 忠告 を 取合わず、 やすや 

すと 中身 を 入れ替えて、 再びぬ ぐい を かけました。 お 


雪 はなん ともい えない 情けない 思い をしながら、 その 

様子 を 見て いました けれど、 ただ 一時の 恐怖と、 幻覚 

から 醒めて みれば、 あながち、 それ を 押 止める 根拠 を 

持たない ところから、 そのままで 引上げました。 

三十 一 

その 日の 夕方の ことです。 お雪 は 寺の 後ろの 井戸端 

で 洗濯物 を 取 入れて いると、 そこへ、 疲れ果てた 一人 

の 若い 旅の さむらいが 来ました。 

お雪に は 知らない 人です が、 これが 宇津木 兵馬で あ 


リ ま 

「少々 御 無心です が、 水 を 一 ぱい 頂かせて 下さい」 

「さあさあ、 どうぞ」 

お雪 は 快く 井戸の 水 を 汲み上げて やりました。 

「このお 茶碗で 召 上れ」 

「有難う ございます」 

水 を 飲んで 若い さむらい は、 さも 元気が ついたら し 

く、 ホッと 息をつき ましたが、 さて、 再び 動き 出す に 

は あまりに 疲れて いると 見えます。 その 痛々 しい 有様 

が、 お雪 をして だまって 見過す に は 忍びな からしめ た 

と 見え、 


「どちら へ おいでにな リま すか」 

その 問いに は 答えずに、 

「ええと  この辺に しかるべ き 旅籠 はありますまい 

力」 

「町へ おいでにな リ ますと」 

お雪 は 返事と 共に、 町まで さえ 出で 悩む 若い 旅人の 

疲れが 気の毒で なりません。 若い 旅の さむらい もまた、 

けしき 

宿 をたず ねる に はたず ねたが、 一 足 も 進む 気色 はなく、 

「甚だ 恐れ入り ますが、 今宵 ー晚、 いずこの 隅に でも 

御 厄介に なれますまい か」 

「そうで ございます ねえ」 


お雪 は 十二分の 同情 を 以て、 この 旅の 若い さむらい 

を 見て、 

「むさくる しいと ころで、 お厭いな くば …… 」 

といわれて、 若い 旅の さむらい は、 もう 占めたと いう 

喜び を 隠す ことができません。 

うろ  しの 

「雨露 を さえ 凌がせて いただけば …… 」 

「お待ちく ださい ませ、 ちょ つ と 聞いて 参ります から」 

お雪 は、 この 旅の 若い さむらい を 泊めて やる つもり 

で、 庫裡の 方へ 行って しまいました。 単純な 同情 だけ 

ではなく、 この 若い 旅の さむらいが、 たとえ 全く 知ら 

ない 人に してから が、 どう 間違っても、 後に わざわい 


を 残す 人で ない という 印象が、 そうさせ たものに 違い 

ありません。 しかし この 娘の 人 は 同情しても、 相談の 

相手が 何とい うか 知らん。 この 寺の 住持が 何とい うか 

知らん。 

恵 林 寺の 慢心 和尚に 叩き出された 兵馬。 ここまで 飲 

まず 食わずに 来たの が、 ここへ 来て 一杯の 水に ありつ 

いたが、 その 水 を 与えた 主の 心 は 温かい —— 水 は 甘 

つるべ 

かった。 その 井戸の 釣瓶の 水で 手拭 を 湿して いると こ 

ろへ、 お雪が 戻って 来て、 

「あの、 せっかくで ございま すが …… 」 

若い 旅の さむらい は、 その 言葉で ハツと したら しい。 


果して、 この 人 は 同情しても、 寺の 実権 者が その 同情 

を受 入れない のか。 

「はい」 

「こっちの 方 はお 客が 泊って おります から、 本堂の 方 

へお 一 人で お休み 下さるならば …… と 申します が、 そ 

のく らいなら いくら も ございま せんから、 わたくしが 

町の 旅籠まで 御 案内 を 致して 差 上げましょう か」 

「いいえ …… それで 結構です」 

と 兵馬 は、 あらが うように 言いました。 

「淋しい ところ は 厭い ませぬ、 が、 なお 申し上げ てお 

しさ い 

きません ければ ならぬ こと は、 仔細あって、 私 は 今の 


身に 一 銭の 蓄えと いう ものが ございませぬ、 いずれ、 

御 恩 報じ は 致す つもりで ございま すが 、それ故に …… 」 

兵馬が 口ごもって いるの を、 お雪 は 打消して、 

「いいえ、 その 御 心配に は 及び ませぬ、 ただ 淋しい と 

ころで、 それだけが お気の毒で ございます —— 」 

ともかくも 兵馬 は、 足 を 洗って 庫裡の 炉辺へ 通り ま 

した。 もう 夜分 は 火が あっても 悪く はない 時分です。 

「ず い ぶ ん お疲れで ござ いましょう」 

お雪が いいます と、 

「疲れました、 不意に 思い立って、 不意に 帰る もので 

す 力ら」 


「江戸の 方へ お帰りで ございま すか」 

「左様 —— 江戸 を 出て、 甲 州の 塩 山に ちょっと 知合い 

が ある ものです から、 そこへ 尋ねて 行き ましたが、 そ 

の 人に 会えず、 空しく 立 帰る ところで ございます」 

「それ は それ は」 

お雪 は、 兵馬が 何故に 甲 州へ 来て、 何故に 帰る の だ 

か 知りません。 兵馬 もまた これ を 尋ねられな いのに、 

答える 必要 はない のです。 

「少しば かり 歩いた とて、 そう 疲れる はず はない ので 

すが、 なにぶん、 今度の は 不意に 思い立った ものです 

から —— 」 


しかしながら、 その 言い わけに 落ちて 行く の も、 お 

雪に と つて は 通り 一 遍で、 

「そのつ もりで 出ません と、 旅 は 疲れる もので ござい 

ます。 あの、 御飯 を 差 上げとう ございま すから、 あち 

らへ お越し 下さい ませ」 

兵馬 は、 ちょっと 動き 兼ねる 風情で、 

「それ は 痛み入り ますが、 おさしつかえなければ、 こ 

こで 御 好意に あずかりましょう、 そうして、 いずれへ 

なリ とも 休ませて いただきとう ございます」 

「それで は …… 」 

といって、 お雪 は 勝手の 方へ 向い、 


「茂ち やん、 茂ち やん」 

と 呼びます と、 

「は— い」 

と 子供の 返事。 

「お客様の お膳 を、 こちらへ 上げて ください」 

「はい」 

黒塗りの お膳 を 捧げて 出て 来た 少年 は、 清澄の 茂 太 

郎 であります。 

「何も ございま せんが …… 」 

お雪が、 そのお 膳 を 兵馬の 前に 据える と、 兵馬 は 恐 

縮して 坐り 直し、 


「あつかましい 至りです けれども、 ドコ まで も 御 好意 

に 甘えて  」 

兵馬 はおし いただいて 膳に 向います。 事実、 食膳に 

ふる 

向う 時、 兵馬 は 色の 白い 飯に 向って、 慄 えつく ほどの 

有難 味 を 感じました。 

兵馬が 箸 を 取り上げた 時、 

あんどん 

「茂ち やん、 済みませんが 行燈を ここへ 持って来て 下 

さいな」 

そこで 以前の 少年が、 身の 丈 ほどの 四角な 古びた 行 

燈をョ チヨ チと 持ち出して、 

「持って来ました」 


「御苦労 さま、 お客様の 傍へ 置いて 下さい、 もう 少し 

こ つちが いいでしょう」 

「ここでい いです か」 

「ちょうど、 ようご ざんしょう」 

お雪 ちゃんが、 何もかもと リ しきって いる もてなし 

むせ 

兵馬 は 涙に 咽ぶ 心 持で 箸 を 取り上げながら、 行 燈を見 

むしょう なつ 

ると 無性に 懐かしく なります。 古びた 紙の 色に 黄が 

かった 光。 見廻す と、 天井が 高くて、 四方が だ だつ 広 

く、 大きな 炉の 傍に はお 雪が 一人、 行燈を 持って来た 

少年 は 立ちながら 栗 をむ いている。 台所で は 誰 やら 水 

仕事 をして いるら しい。 


「塩 山の 恵 林 寺へ 参り ましてな、 あそこの 師家の 慢心 

和尚に、 相談 を かけようと 致した が、 和尚に 追い出さ 

れて、 また スゴ スゴ とこ こまで 戻つ て 参りました」 

兵馬が 問わず語り にいい 出す と、 お雪が、 

「恵 林 寺へ おいでになりました のです か」 

兵馬 はえ りんじと 棒読みに してし まう が、 お雪 はえ 

りんじと 「え」 へ 力を入れて いいます。 

「左様、 恵 林 寺で は、 ヒドィ 目に会い ましたが、 こち 

ら では 温かい 御 好意 を 受けまして、 これで 生き返った 

思いが 致しました」 

「おかまい 申す こと もで きませんで …… 」 


兵馬が 涙に 咽びながら、 徐 かに 一杯の 飯 を 食べ 終つ 

た 時、 どこかで ビ ー ンと絃 の 鳴る 音が しました。 まさ 

しく 平家 琵琶の 調子で ありまし たから、 兵馬 は、 はて、 

この 寺に はま だ 琵琶 法師が いるの だな と 感じました。 

けれども 今の 兵馬に は、 琵琶に 耳 を 傾けて いる 余裕 

がありません。 

食事が 終って、 清澄の 茂 太郎に 本堂へ 案内され た 時、 

「あの 琵琶 を 弾いて いるの は 誰です か」 

「あれ は 弁 信さん です」 

ひと リ がてん 

弁 信さん —— だけで は 茂 太 郎の独 合点で、 兵馬に は 

のみこめない。 


「そうして、 あの 娘さん は、 君の 姉さんで すか」 

「違います、 あれ はこのお 寺の 娘さんです」 

「では、 君 は？」 

いそうろう 

「わたし は 居候 です、 わたし も 弁 信さん も、 それから 

吉田 先生 も、 三人と もに このお 寺の 居候で、 あの 娘 さ 

ん だけが お 寺の 人なん です」 

「そうです か」 

その 時、 茂 太郎は 持って来た 行燈を 片隅に 置く と、 

そこ は 本堂の 一部の 細長い 部屋で、 壁に は 狩 野 派の 山 

水が いっぱいに 描かれて ある。 隣室から 夜具 を 運んで 

来た 茂太郎 は、 早く も それ を展べ 終って、 


「お休みなさい」 

「有難う」 

かいがいしく 世話 をして くれる 少年に、 兵馬 は 何 か 

やりたい もの だと 思い ましたが、 さて 何も 持って おり 

ません。 

ひうち どうぐ  ひきだし 

「行 燈を ここ へ 置きます から。 燧 道具 はこの 抽斗に 揃 

えてあります」 

「それ は それ は」 

「お客様」 

さて 改ま つて この 少年が 兵馬に 向い、 

「この 裏の 戸 は あけない ようにして 下さい」 


「よろしい」 

「もし 何 か 変った ことがあっても、 今のところ からお 

出に なって、 決して この 裏の 戸 を あけない ようにして 

下さい」 

と、 ことさらに 念 を 押す のがお かしい と 思い ましたけ 

れ ども、 兵馬 は、 

「念に は 及び ませぬ」 

そこで 刀、 脇差 を さしおく と、 清澄の 茂太郎 がま だ 

物 足らぬ 顔で、 

こわ ばけもの 

「この 戸 を あける と、 怖い 化物が 出 るんで すよ、 だか 

ら ：：： 」 


そこまで 念 を 押さなければ、 兵馬 もさして 気に も留 

めなかった が、 

「化物が …… 」 

「ええ、 化物が 出る かも 知れません から、 あけないで 

下さい」 

「大丈夫です」 

これ だけ 念 を 押し ておいて、 さて 茂太郎 もや や 安心 

顔に、 再び、 

「お休みなさい」 

といって 出かけよう とすると、 丁度、 その あけて はな 

うな 

らな いといった 方角の 縁の下 あたりで、 唸る 声が 聞え 


ました。 この 唸る 声 を 聞く と、 早く も 面色 を 変えた の 

が 茂太郎 で、 

「いけない」 

といい ました。 さて は、 もう、 その 化物なる ものが 出 

だしてし まった のか。 犬の 唸り 声と して はなん となく 

凄い。 やや 長く 唸り を 引き出し たから、 釘 づけの よう 

に 突立った 茂太郎 が、 

「いけない、 いけない」 

と 畳の 上に 二三 度、 地 団太を 踏んで、 

「だまって おいで、 今、 何 か 捜して 来て 上げる から、 

だまって 待って おいで」 


といって 縁の 方へ 飛び出して、 あけて はならない と 断 

わった 戸口 を、 ガタ ガタと 自分で 一 尺ば かリ あけて、 

のぞ 

外を視 き、 

「吠えて はいけ ない よ …… おとなし くして おいで」 

そこで、 今し も 凄い 唸り を 立て はじめた 化物が、 すつ 

かり 静まって しまいました。 もとへ 戻って 来た 茂太郎 

は、 兵馬に 向い、 さも 妥協 を 申し入れる ような 態度で、 

ごしょう 

「お客様、 だまって いて 下さいね、 後生 だから。 言う 

と、 あたいが 牝られ るんだ から」 

「何です、 今の は」 

「あれ はね、 お客様、 本当の こと をい えば お化け じ や 


な いんです よ、 狼が 二 匹、 この 縁の下に いるんで す、 

あたいが 山から 連れて来て 隠して 置 くんです、 いうと 

みんなに 叱られる からね、 誰に もい わないで 下さいね」 

少年の 哀願 を 聞いて 兵馬 も 驚きました。 なるほど 狼 

を 連れて来て、 隠して おくので は 叱られる にき まって 

いる。 けれども、 こうなる と、 連れて来られた 狼より 

も、 連れて来 たこの 少年が 怖ろ しい。 

三十 二 

別に その 夜更けて、 月見 寺の 裏庭から 動き 出した 真 


黒い 人影が あります。 

やまお かずきん  かお 

これ は 山 岡 頭巾で 面の 半ば 以上 は 隠れ、 黒い 紋 付の 

羽織、 着流しで スラリ とした 形、 腰に 大小、 手に 竹の 

杖 をつ いて、 ふらふら として 夢の 国 を 歩み 出した その 

人 は、 机 竜 之 助で ありました。 

庭 を 越えて、 宫の 台なる 三重の 塔 をめ ぐって 駅路へ 

行く 路、 或いは 動き、 或いは 動かず、 しかしながら 

やみじ  おもむ  まぎ 

闇路 を 縫うて、 徐ろに 下りて 行く の は、 紛れ もない 駅 

路 への 一 筋路 であります。 

打 絶えて こういう ことはなかった。 曾て 甲府の 城下 

にある 時、 また 本 所の 弥勒 寺 長屋 を 出で て、 江戸の 巿 


中 を さまよう 夜な夜な は、 この 姿で、 この 男の 動く と 

ころに は、 必ず 血が 流れて いたのに  今 はもう その 

時で も、 その 所で もなかったろう はずな のに —— ひら 

りひら りと とめど もな く 歩いて 行く手 は 人里。 

自然 は 眠り、 人 は 定まって、 屋の棟 も 三寸 さがる 時 

に、 悪魔 は 人の 寝息 を 嗅ぎに 出る。 

昼 は 光明の 世界、 夜 は 悪魔の 領分。 

光明の 世界に 働いた 人 は、 闇黒の 夜 は 寝て しまえば 

ちょう リ よう  まか 

よい。 闇黒 を 悪魔に 与えて その 跳梁に 任し、 夢の 天 

国 を 自ら 守る 人に は、 永久に 平和が 失われな いので あ 

る。 


天真なる 小児に、 夜歩き を させて はならない。 

老いて 子に 従う こと を 知る 者 も、 また 夜の 悪魔の 領 

分 を 犯して はならない。 

忠実なる 昼の 勤労の 疲れ を 味わう 人 は、 夜の 酣睡を 

ほしいまま にし 得る の 特権が ある。 

美しき も、 美しから ざる も、 若い 娘た ち は 夜歩き を 

して はならない。 

恋が あろうと も、 なかろう とも、 若い 男た ち は 夜 遊 

びに ふけつ て はならない。 

親の 死 目に 急ぐ 旅で さえ も、 なるべく は 悪魔の 領分 

を 犯さない がよ ろしい。 


善良な 夫 は その 妻に 夜歩き を させない。 貞淑なる 

妻 は 夜の 夫の 全部 を 自分の ものと する。 

そうして おけば、 悪魔 は その 食うべき ものが なくな 

る。 闇黒の 世界に 闇黒 を 食うて、 ついに 闇黒 以外の も 

のに 累を 及ぼす という ことが なくなる。 

夜 眠らざる 人 は 罪悪で ある。 或いは その 罪悪 を 守 る 

人で ある。 どうかす ると 火の番の 廃止 を 恐れて、 火 を 

つけて 廻る 火の番 さえ ある。 

ところで、 悪魔 は 大抵 は ひと リ歩 きをす る もので あ 

る。 ひとり 歩き をす る 者の 全部が 悪魔で はない が —— 

天才と 悪魔と は往々 ひとり 歩き を 好む。 


孤独 は 人 を 偉人に する か、 或いは 悪魔に する ことが 

ひと 

ある。 故に 人 は 夜 を 怖る ると 共に、 独り を 怖れな けれ 

ばなら ぬ。 

善良なる 青年 は 早くよ き 処女 を 求むべき である。 か 

くて 良き 夫 はまた その 妻に 好き 子供 を 産まし むべ きで 

ほうゆう 

ある。 良き 子供 はまた なるべく 良き 兄弟と、 良き 朋友 

の 多く を 持 つ のが 幸いで ある。 

したがって、 よき 親 はまた 当然 その子の ために、 よ 

き 配偶 を 心配す る。 

偉人と 悪魔の みが 孤独で ある —— しかし、 この 悲し 

む ベ き 悪魔に 、 今宵 は 連れ の ある ことが 不思議で す。 


机 竜 之 助が、 暗黒の 世界に、 ひとり 闇黒の 身 を 歩ま 

せた その 背後に、 影の 如く、 形の 如く、 彼が とまれば 

これ もとまり、 これが 歩めば 彼 も 歩んで、 ある 一定の 

間隔 を 置いて、 ドコ まで もつ いて 来る 二つの 黒い 物影 

があります。 

や  ばく 

これ は 何。 犬に 似て、 犬よ リは 痩せて いる。 獲と い 

う ものに 似て、 獲より は 残忍。 

それ は 月見 寺の 本堂の 縁の下に いました。 竜 之 助が 

庭へ 姿 を 現わした 時分に、 同じく 縁の下から 這い 出し 

て、 最初 は 少しく 唸りました けれども、 やがて 静かに 

その あと を 音 もな く 歩んで 来る のみです。 


この 二つの 黒い 物影 は 狼 —— 送り狼と いう。 物 を 見 

れば、 それが 転ぶ ところまで ついて 来る。 その物の 転 

ぶ を 待って、 骨まで 食いつ くす のが この 狼の 本性で あ 

リ ま ^9 

そこで 悪魔 は 一 一箇 づれ になり ました。 

けれども この 小規模の ハイランドに は、 む ざむ ざと 

闇黒の 餌食と なるほどの 罪 造り はいない と 見えて、 夜 

の 領分 を、 夜の 人が 行く に 任せて、 驚く 人 も、 驚かる 

る もの もありません。 

黒影の 人と、 送り狼と が、 或いは 行き、 或いはと ま 

り、 見えたり、 隠れたり、 ひらり ひらりと 夜遊び をし 


ている 深夜の ハイランドの 天地 は、 至極 沈静 無事な こ 

とです けれども、 かえって その 別の 方面 は、 無事で は 

ありませんでした。 

寺の 本堂で 熟睡に 落ちて いた 宇津木 兵馬。 それ を不 

意に 呼び 起す もの。 

「モシ」 

この 時 早く、 兵馬 は 眼 を さまして 脇差の 下げ 緒 を 

手繰って いると、 

「モシ、 お 目 ざめ でございます か」 

物 を，， 憚 る 小さな 声。 

「どなたで ござる」 


「御免下さい まし、 私 は ただいま このお 寺に 御 厄介に 

な つ ております 弁 信と 申す 盲目の 小 法師で ございま 

す」 

「どうか 致しました か」 

「はい、 お 静かに 願います、 お 静かに —— 」 

おかしい 物の いいぶ リ だと 思いました。 けれども、 

怪しい 物の いいぶり だと は 思いません。 何 かに 怖れて、 

ォ ドォド として やって来 たもので、 人 を 驚かそう とし 

て 忍んで 来た もので ない こと は 明らかです。 自分が ォ 

ドォド しながら、 お 静かに、 お 静かに、 と 暗い ところ 

を 歩み寄って 来る のが 笑止と いえば 笑止 だが、 何 かの 


変事 を 後ろに 惹 いて 来て いる こと は 間違いな かろう。 

兵馬 も おのずから 固唾をの むと、 

「御免下さい まし、 お休みの ところ をお 驚かし 申して 

甚だ 失礼で ございま すが … … 」 

この 際、 馬鹿丁寧な 前置 はいらな いはず。 

「いったい、 どうした のです」 

「あの、 ただいま このお 寺に 盗賊が 入りまして ござい 

ます」 

「ナ 二？ 盗賊が …… 」 

それ は 聞き捨てに ならない。 

「でございます けれども、 どうかお 静かに 願います、 


入りました 盗賊 は、 たしか 二人で ございます」 

「二人？  二人 だけです か」 

「ェ ェ、 二人 だけの ようで ございま すが、 まァ お待ち 

下さい まし、 私 はこ こで 大きな 声 を 致して よろしい か 

また、 あなた 様に 出合って いただい てよ いか、 それが 

わからな いので ございます。 なぜならば、 もうあの 二 

人の 盗賊 は、 多分、 住持の 老僧と、 お雪 ちゃんと いう 

しんみょう 

娘と、 それから 針 妙 のお 光さん というの を、 三人 だけ 

縛り上げて しまったよ うなので ございます。 ここで 声 

を 立てよう ものなら、 あの 盗賊た ちが 怒って、 あの 三 

人 を 殺して しまう かも 知れません。 ですから、 だまつ 


ていた 方が 無事で しょうか。 知って 知らない ふり をし 

て、 盗賊た ちに 取る だけの もの を 取らせて やった 方が 

無事で しょうか。 それとも ほって おけば、 いい 気に 

なって、 針 妙のお ばさん や、 お雪 ちゃんが あぶない の 

ではないで しょうか。 私の 思案に は 余りました。 あち 

ら にいる 先生のと ころへ、 そっと 参りました ところが 

いつもお いでのと ころに いらっしゃら ないから、 そこ 

で、 あなた 様の こと を 思い出して 御 相談に 上りました 

のです。 何 を 申す も、 わたくし は 目の 不自由な 小坊主 

でございますから  」 

「こうして はおられぬ」 


兵馬 は 脇差の 下げ 緖を 口に くわえて、 手早く 帯 を 引 

結びました。 

「あなた 様、 お出合いになります か」 

「聞き捨て になろう ことか」 

「けれども、 あなた 様、 どうかもう 一 応 お静まり 下さ 

いまし。 人の 危うき を 聞いて 難に おもむく の は 勇士の 

心と やらで ございま すが、 それが ために 二重 三重の 災 

難の 生ずる こと も ございます、 一 旦の はじに 目をつぶ 

れば、 とにかく 目前の 急から 救われる こと も ございま 

す 力ら  」 

「かれこれと い つ ている 場合で は ござらぬ」 


兵馬 は 案内 知 つたる 庫 裡の方 へ と 進みました。 

つの) 

住持の 居間で は、 たしかに 人の 言い 罵る 声が します。 

ぬき あし  ふすま 

兵馬 は 抜 足して、 その 明け 開いた 襖の 蔭に 立 寄って 

うかがう と、 弁 信 法師の 報告 は ほとんど 見て 来たよう 

で、 住持 は 床柱の 下に、 お雪と 針 妙と はや や 離れた と 

ゆわ  さるぐつわ 

ころに、 いずれも 両手 を 結 えられ、 猿轡 を はめられて、 

ほお かむ 

引 転がされて いると ころに、 頰冠リ した 二人の 兇漢が、 

長いの を 畳へ つきさして、 胡 坐 を 組んで 脅迫の 体 は、 

ろうぜき 

物の 本な どで 見る 通りの 狼藉です。 

こういう 場合に は 兵馬 は 経験がない ではない。 そこ 

で、 もう 一 芯 見届けようと 踏みと どまり ました。 それ 


す こもんく 

と は 知らず 二人の 盗賊 は、 おちつき 払って 悽 文句 を 並 

もんき リ がた 

ベて いる。 それ とてもた いてい 紋切 形の 悽 文句で、 こ 

の 寺 は 裕福 だと 聞いて 来たのに、 これん ばかりの 

端金で は 承知が できねえ、 もっと 隠して あるだろう、 

有体に いってし まわね えと 為め になら ねえ、 というよ 

うな こと。 

暫くあって 一人の 盗賊が つと 立って、 お雪の 方へ 寄 

リ ましたから、 兵馬が ハツと しました。 盗賊の 怖る ベ 

き は 物 を 取る よりも、 女 を 脅迫す る ことで ある。 兵馬 

は その 例 を 京都で よく 知っている。 

「御免下さい」 


はず 

お雪の 泣き声。 それ はお 雪 だけの 猿轡 を 外した もの 

です。 

「静かに しねえ と 為め になら ねえ」 

盗賊が 物々 しく その 泣き声 を 抑えつ けて、 その 次に 

わざと 小声で、 

「姉さん、 これから お前 は 土蔵へ、 おれたち を 案内す 

るの だ。 さあ、 鍵が あるだろう、 鍵 を 持って 土蔵へ 案 

内す るが いい」 

と、 こういって 脅迫し はじめた ものです。 

その 脅迫 をのが るる 由 もない お雪 は、 強いて 手燭 を 

持たせられて、 二人の 白刃の 間に ハサ まれて、 この 部 


屋を 出ようと する 時分、 

「盗賊め II 」 

まつこ ラ 

といって 飛び込んだ 兵馬 は、 先に 立った 盗賊の 真 甲 

を 一 太刀き ると、 

「わ ッ！」 

「やった な、 それ みんな、 叩き切つ ちまえ」 

兵馬に きられた のが 倒れる 途端にお 雪 も 倒れて、 手 

に 持たせられた 手燭 を 取 落す。 この 時 一人の 盗賊 は 心 

あんどん  たち ま 

得て、 部屋の 行燈を 蹴倒して しまったから、 部屋 は忽 

ちに 真暗闇です。 兵馬 は、 すり 抜けて、 床柱の 方に、 

三人の 味方 を かくま つて 立って いました。 


そこで、 真暗闇の 室内 は、 混乱 驚愕の 闇 仕 合と なる。 

兵馬と して は、 これらの 盗賊 を 斬る よりも、 家中の 

者 の 安全 を 保護す るが 先で ある。 盗賊 共 は こうなる と、 

物 を 盗る より は 逃ぐ るが 勝ちで ある。 一 人の 奴が 物慣 

れ ている と 見えて、 手当り 次第に そこらの 物 を 取って 

は 投げつ ける の は、 隙 を 見て 逃げ出す つもりに 違いな 

い。 兵馬 は その 方角 をみ はからって、 また 飛び込んで 

斬る と、 

「あ ッ！」 

といった の は 確かに 手答えの ある 声。 

き つ きき 

兵馬 は賊の 投げつ けた 枕 を 払って、 その 切 先で たし 


かに 賊の 背筋 を 切ったら しい。 

け はず 

その 悲鳴 を あとに、 用意の 雨戸 を 蹴 外して、 二人の 

盗賊 は 外の 闇に 飛び下りて しまいました。 

あと を 追い かける より は、 内の もの を 看護す るの が 

急で ある。 そこで 兵馬 は、 

「お 怪我はありません かな、 お 怪我 は？」 

といって、 行燈の 傍 へ 手 さぐりして 火 をつ けようと 

すると、 

「お客様、 有難う ございました」 

「おおお 雪さん、 無事でした か、 お 怪我はありません 

でした か」 


「ええ、 おかげさまで 助かりました」 

「皆さん 無事です か、 早く、 あかり を 欲しい ものです 

な」 

「はい、 ここに」 

といって お雪が 探し 当てた 火 打。 あかり をつ けて 見る 

ろうぜき 

と、 ありと あらゆる 物 を 投げ 散らかした あたりの 狼藉- 

血痕が 襖に も 障子に も 飛び散つ ている。 急いで、 縛ら 

れた 住持と 針 妙の 網目 を 解いて やる と、 いずれも 死に 

近い ほど 恐怖 はして いたが、 怪我と いって は 別段に あ 

りません。 

やがて、 それぞれ 元 気づいた 後、 兵馬 はなお 人々 を 


励まして、 ともかく、 この 事 を 役 向へ 訴え出 づ ると 共 

に、 人 を 集めて 盗賊の 行方 を 追究 させなければ なる ま 

にゅうわ 

い と 言 い 出す と、 柔和なる 寺の 老 住持が 言 いました。 

おもて ざ.. こ 

「まあお 待ち 下さい、 表沙汰に する こと は 見合わせが 

願いたい。 皆々 身体に 怪我 もな し、 取られた の は少々 

の 金、 寺から 緦 付きと いう もの を 出した くもなし、 あ 

のく らい 懲らしめて いただけば、 二度と この 界隈へ 近 

寄る はず もなかろ うから、 何事 もこの ままに」 

と、 さすが は 坊さんら しい 意見で、 この 事 は 訴え もせ 

ねば、 世間へ も 発表せ ず、 これまでの 災難と あきらめ 

てし まおうと いう ことに 一 決しました。 


そこへ、 弁 信 法師 もやって 来る。 何 か 済まない よう 

な 面 をして 清澄の 茂太郎 もやって 来る。 みんな 寄って 

たかって 見舞 やら、 慰問 やらで、 賑やかな ことにな り 

ました。 

なんとい つても、 一同の 感謝 は 兵馬の 上に 集まり、 

よい 人が 泊り 合わせて くれた こと を 喜ばずに はいられ 

ません。 兵馬 はまた、 弁 信 法師の 知らせ 方の 用意周到 

であった こと を 今にな つて 讃め、 家の 者 は 弁 信の 勘の 

よい こと を、 いまさらに 讃 めて 兵馬に 語りました。 

さて、 盗賊の 何者で あるかと いう ことに 就いて、 兵 

馬 は、 どうしても 多少 案内 を 知り、 この 寺の 裕福な こ 


と を 頭に 入れて 来た ものに 違いなかろう というと、 お 

雪が、 

みなお 

「それにつ いて 思い出す の は、 昨日の 日に 箕 直しが 来 

て、 妙に ジロジ 口 わたしの 面 を ながめて、 いやな 笑い 

方 をして 出て 行き ましたが、 あれ は 山窩の 者 かも 知れ 

ません」 

「ああ、 山窩 かも 知れません」 

ふ る 

と 針 妙のお ばさん が、 まだ 慄 えの 止まない 声で いう。 

「山窩？」 

「おおい や だ、 山窩の 奴」 

山窩、 山窩と 口々 にいって、 いやな 顔 をして しまい 


ま ^9 

山窩 は 日本の 国内に あって、 定まった 住所と 籍とを 

持たない、 一 種の 漂泊 人種であります。 彼等の 起源 は 

学者 もよ く 知らないが、 かなり 長い 歴史 を もって 今日 

に 至ってい る こと は 確かで ある。 彼等 は 多く 春夏秋冬 

によって、 なるべく 気候の 温暖 清涼の 地 を それから そ 

たど わた 

れ と迪リ 渉る という。 秋の 末から 翌年の 春に かけて は 

太平洋の 岸、 東海道 は 房 総の 地から 武相、 伊豆 半島 か 

ら駿 遠、 或いは 紀 州から 摂津、 更に 備前、 備中、 備後、 

あ き  きな い 

安芸 等、 畿内から 山陽 道に わたって 漂う の を 常と し、 

これらの 地 を 蚊が 襲うよう になる と、 彼等 は 東海道と 


東 山道、 或いは 山陽 道と 山陰 道との 山脈 間の 村落、 ま 

としょ 1 つ 

たは 北陸 道 方面 を 徒渉す るの を 例と する 由。 

彼等の 中には 世 を 渡る 偽りの 職業と して、 箕 直し、 

かばやきう 

天の 橋 立、 風車 売り、 猿 廻し、 蒲 焼売り など を 業と し、 

人里に 立 入って 様子 を 見届けた 上で、 強盗に 押入る 者 

が ある。 

「山窩の 生活」 の 著者の いうと ころに よると、 彼等 は 

セ プリ (天幕) を 引 揚げる までに 準備 をと とのえ、 女 

子供 は 三十 里の 先へ やって おいて、 一夜に 五軒 十 軒 を 

荒して 巧みに フケ てし まう。 そうして 彼等の 逃走の 範 

囲 は 日本 国中に 及ぶ。 しかしながら 東海道の 山間 近い 


ところが 彼等の 根拠地で、 漂泊の 彼等に、 忘れ 難い 懐 

かしみ の 土地と なって いるら しいと いう ことで ある。 

一同が 山窩の こと をい い 出して、 白け 渡った 時、 

「あ、 奥の 先生 は、 どうしたでしょう、 吉田 先生 は」 

この 時分に なって、 ひとり 残された 机 竜 之 助の こと 

が 問題に なりました。 

「先生のと ころへ 行って 見ましょう。 茂ち やん、 一緒 

に 来て 下さいな」 

お雪 は 思い出す と、 この ことが、 たまらない ほど 心 

配に なった ものと 見え、 茂太郎 と、 弁 信と、 三人 づれ 

で 出かけ ましたが、 暫くして 安心の 色 をた たえて 帰つ 


て 来ました。 

「あの 先生 は、 何も 御存じな く 休んで いらっしゃ いま 

す」 

三十 三 

その 夜 はこうして 明けました けれど、 朝に なって 上 

はず  ひ  み やぐら 

野原の 駅路 外れ、 火の見櫓の 下に、 一 つの 恐怖が 起リ 

ました。 

そこに 無残な 死体が 二つまで ある。 鳥 沢の 馬方が 一 

たち ま 

番 先に それ を 発見して、 忽ち 黒山の ように、 起き抜け 


の 人 を 集めて しまいました。 

「斬られ たんじ やない、 食われ たんだ、 食われ たんだ、 

狼 か、 山犬に 食われた に 違えね えの だ —— 」 

うなず  ふた つ 

誰が 見ても、 一見 それと 頷かれる。 二 個の 死骸の 

どちらの も、 ほとんど 半分が 食い散ら かされて いる。 

で、 山間の 人 は 直ちに 狼 か 山犬 だと 判断す る。 落ちて 

いた 二三の 毛筋 を 拾って、 これが 狼 様の 毛に 違いない 

というものがある。 狼 は 時と すると、 様の 字で 敬畏を 

表象され る ことがある。 

追々 集まって 来た 人 も、 すべて それに 一致す る。 そ 

うして 食われた 人間 は 土地の人 でない こと を も 承認す 


る。 二人ともに 頰冠リ が 食い 残されて いると ころ を 見 

れば、 まさしく 夜 荒し をして 歩いた 悪者に 違いない。 

いわば 自業自得 である。 しかしながら、 かりにも 狼の 

出没 するとい う 形跡 は、 別に 土地の人 を 恐怖 させずに 

はおかない。 今晩から 夜歩き を ことさら 警戒 せねば な 

らぬ、 若い者 は 集まって 悪 獣狩リ をし なければ なる ま 

いという 者 も ある。 そのうち 宿 役た ち も 寄って 来て、 

その 所持品 を 調べて みると、 中から 金 包が 出た。 その 

金 包の 紙 を ほどいて 見る と、 それに は 報 福 寺の 印が あ 

る。 そこで 報 福 寺へ 使が 飛んで 来た。 

お も て ざ た 

表沙汰に しないよ うにとの、 老 住職の 心づ くし も 無 


駄 になって、 どうして もこの 盗賊の 被害者と しての 引 

まぬ か 

合い を 免れない ところから、 柔和な 老 住持 はこれ を 

しょ ラ 

苦にした。 見兼ねて 兵馬が、 その 衝に 当る ことにな つ 

た。 兵馬 とても、 かかり 合い はい や だけれ ども、 こう 

なった 以上 は、 自分が 引受けた 方が よかろうと、 その 

現場へ 出向いて みる ことに 決心し ました。 

しかし、 この 寺に 縁 もない 宇津木 兵馬と いう 名 を 名 

乗りたくない。 この 寺に 親戚の 者で、 ちょうど 泊り 合 

わせた 片柳 なにがし という 名で、 現場へ 出向いて みよ 

うとい うこと。 

兵馬 とても、 同じように 信じて いる。 手 HI を 負った 


二人の 者 共が 深夜 を 逃げの びて 行く手に、 食に 飢えた 

狼 —— この辺に は 出没し そうな ところで、 事実 また そ 

の 出没 を 見届けた もの も 多い という —— に 襲われて、 

その 毒牙に かかった ものに 相違ない、 これ 自業自得、 

天の 配剤、 というよ うに 観察して 来て 見る と、 

「それ、 お 寺 様から おいでになった」 

道 を 開いて 通して くれたから、 兵馬 は、 その 屍骸に 

近づいて 見る。 

それ は、 面 も 向けられない 惨儋 たる もので、 なる ほ 

ど 悪 獣に 食い散らされた 残骸と いう こと は、 一見して 

ほお かむ  て い  しまがら 

兵馬に も わかる。 また その 頰冠リ の 体 や、 着物の 縞柄 


を 見ても、 多分 —— ではない、 全く 昨夜の 悪者 共に 相 

うなず 

違ない と 頷かれた が、 ただし かし、 兵馬が、 もう 一層 

近く 寄って、 この 屍骸 を 検視した 時に、 容易なら ぬ こ 

と を 発見し ました。 

この 屍骸 は、 二つと も 斬られて いる —— 食われる 以 

前に —— その 一 つ は 左の 肩から ほとんど 下腹部まで 垂 

直に —— 他の 一 つ は 横 なぐりに 頭蓋骨 を —— それ は 実 

じんじょ うさ はん 

に 水 も堪ら ぬきり かたで あると 共に、 尋常 茶飯の 如く 

慣れき つたる きり 手で ある。 兵馬 は 舌 を 捲いて 怖れ ま 

した。 

誰もが、 食われた こと を 知って、 斬られた ことに 気 


がっかない。 物に 慣れた 検視なら ば、 やはり 同じよう 

に 戦慄して、 舌 を 捲いて、 怖るべき もの を、 ここに 集 

まっている 人々 は、 誰も そこまで 気がつかない。 

「これ はたし かに、 昨夜 入った 賊 共に 違い ござらぬ、 

この 紙 も、 この 金 も、 たしかに —— しかしながら 解せ 

ぬ こと は …… 」 

兵馬 は、 実に、 これ だけの きり 手 を、 如何様に 想像 

し、 如何様に 判断すべき かに 苦しみました。 

ほ つ そく 

これが ために 宇津木 兵馬 は、 その 日 発足と いう わけ 

にも ゆか なくなりました。 

しかし、 食い散らされた 死体の こと は、 誰も 兵馬と 


同じ 疑い を 抱く もの はなく、 ただ 狼が 人 を 食う という 

うわさ 

噂 のみが、 駅路 筋に 伝わ つ て、 聞く 人 をして 戦慄せ し 

むし 

める に 留まった の は 寧ろ 幸いでした。 ために、 食い 散 

うます てば 

ら された 二 個の 死体 は、 町はずれの 馬棄 場へ 持って 

せめ 

行って 埋められ、 いっさいの 責が 狼に 帰せ しめられて 

しまう と、 自然、 報 福 寺 も 宇津木 兵馬 も、 これ 以上の 

かかり 合いから は 免れた 次第です。 

けれども 兵馬の 胸に は、 解き 難い 疑問が いくつ も 残 

されて いるが、 この 際、 まだ 混乱から 癒されない 頭で 

いとま 

は、 その 一 つ を 選んで 熟考す る遑 がない。 

その 日 一日、 兵馬 は 茫然と して 暮らし、 夜に なって、 


ふとん 

例の 本堂へ 休ませられる 時に、 蒲団 をのべ に 来たの が、 

例の 清澄の 茂太郎 であります。 

「お 床 をのべ て 上げましょう」 

「有難う」 

その 時、 兵馬の 頭に きらめい たの はこの 少年 だ。 昨 

晚、 哀願 的に 自分に 向って 妥協 を 申し入れ たの は —— 

「おじさん」 

「可です」 

「昨夜の こと は、 誰に もい わないで 下さいね」 

「ああ、 誰に もい いはしな いが、 あの 狼 はどうし まし 

た」 


「山へ 逃がして やりました」 

「君 はいった い、 どこから その 狼 を ここへ 連れて来た 

んです 力  」 

「ええ、 あたいが、 山へ 行って そっと 連れてき たんで 

す 力  」 

「昨晩、 火の見櫓の 下で、 盗賊 を 食い散ら したの は そ 

の 狼だろう」 

「あたい もそう だと 思 うんです。 ですから、 それが 知 

れ ると よけい 叱られち ま うんです よ。 けれども、 もう 

大丈夫です、 山へ 逃がして やりました から」 

「君 は、 どうして また、 そんな 怖い もの を ここへ つれ 


て 来たの だ、 狼が 怖く はない のかね」 

「山で 遊んで いるう ちに、 あたいの あと をつ いて 来て 

離れない もの だから、 ついお 友達に なって しまい まし 

た」 

「狼と 友達？」 

あき  おもだ 

兵馬 は 呆れて しまいました、 この 面立ちの 可愛げ な 

少年が、 山へ 行って 狼と 遊び、 狼が その あと を 慕うて 

離れない というの は 奇怪で はない か。 

「ふん、 それで、 お前 は 狼が 怖く はない のかね」 

「怖 かありません、 大好きです。 狼ば かり じゃあり ま 

せん、 山の 鳥 や 獣 は みんな 好きです。 あたいが 好きだ 


から、 向う も あたい を 好きなん でしよう」 

「で、 その 狼 は、 平常から、 君が 大事に して 育てて い 

たので はない のか」 

「いいえ、 昨日、 山へ 行って 口笛 を 吹いたら 出て 来た 

ん です」 

「食いつ かなかった の？」 

「食い つきません とも」 

「不思議 だ」 

おもて 

兵馬 は 驚嘆して、 この 少年の 面 を 見比べ ますと、 別 

段、 山男の 落し 児と も 思われない 目鼻立ち の 清らかな 

少年に 過ぎません。 


「だけど もね、 おじさん、 あたいが 一 つお かしい と 思 

うの は、 ゆうべ、 誰か あの 狼 を この 縁の下から 連れ出 

した 人が あるんで すよ。 それ は、 泥棒の 入った 前です 

ね」 

途方もない こと。 この 少年 を 別にして、 どこの 国に 

狼 を 引 張り込んだ リ、 つれ 出したり する 奴が ある。 兵 

馬 はこの 少年の 平気な 面 を かえ つ て 怖ろ しいと 思い ま 

した。 

「そう 無暗に 狼 を 引き出したり、 引 込めたり する 奴が 

ある もの か」 

と い いますと、 


「いいえ、 狼 だって、 そんなに 怖い もの じゃあり ませ 

ん、 こっちが 怖がる から、 向う も 怖が るんで しょう」 

語気に よって 察する と、 この 少年 は 山に 行って、 あ 

ら ゆる 悪 獣 毒蛇 を も 友と し 得る の 魔力 か、 無邪気 さか 

を 持って いるら しい。 

夜具 を展べ 終った 茂太郎 は、 大きな 桐 火鉢の 縁へ し 

がみつ くように 坐り込み、 

「おじさん」 

兵馬 はお じさんと いわれる のがなん となく 櫟 つた 

ヽ o 

レ 

「何 だ」 


「おじさん は 剣術が 出来 るんだろう」 

「それ は 少し は 出来る」 

「剣術が 出来れば 怖い もの は 無 いんだね」 

「そう もい かないね」 

「荒木 又 右衛門と 柳 生 十兵衛 と、 どっちが 強いの」 

「それ は 柳 生 十 兵衛が 強いだろう、 先生 だから」 

「それで は 柳 生 十 兵衛と 宫本武 蔵で は」 

「それ はわから ない」 

あまく さぐん き 

「おじさん、 天草 軍記の 話 をして くれない か、 寛 永年 

間の 天草 軍記」 

妙な 無心 を はじめた ものです。 


「君 は 話が 好き かね」 

「大好き。 そのうち でも、 あたい 天草 軍記が 大好きな 

ん だから、 おじさん、 知って るなら 教えて おくれよ」 

「わたし は、 よく 知らない」 

「よく 知らな けり や、 少しで もい いから」 

話 を 聞きたがって せがむ ところ は、 世の常の 少年と 

少しも 変り はない。 けれども、 兵馬に はこの 少年の 知 

識慾を 満足せ しめる ほど、 天草 軍記の 知識 を 持って い 

ない という 引け目が あるのと、 もう 一 つ は 何 か 最初 か 

ら 気に かかる ことがあ つ て、 

「それより、 拙者の 方で 君に 聞きたい ことがある、 こ 


のお 寺に は 君と あの 弁 信 殿と、 そのほかに まだお 客が 

あるの？」 

「そのほかに 吉田 先生が います」 

「吉田 先生と は？」 

「あたい は 知らない けれど、 弁 信さん がよく 知ってい 

ます」 

「その 人 は 何 をして います」 

「病気なん でしよう」 

「どこに います」 

「あちらの 奥の 八 畳の 間に 一 人で います」 

「若い 人です か、 お 年寄です か」 


「どう だか 知りません が、 そんなに 年寄 じ やないで 

しょう、 お雪 ちゃんと、 よく 話が 合う くらいだ から」 

「君 は、 その 人と 会った こと はない のか」 

「ありません。 会わせて くれないん だもの」 

「会わせて くれない？ 誰が …… 」 

「弁 信さん が、 あぶない から、 お前、 あそこへ 行って 

はいけ ない と 止める から、 あたい、 一度 も 行かない」 

「どうして 危ない の」 

「どうして だか、 それが わからな いんです。 ただ、 危 

ないから、 あのお 部屋の 傍へ 寄って はいけ ない と、 無 

暗に 弁 信さん が 止める から、 あたい、 変 だと 思って い 


るの。 そのく せ、 弁 信さん は、 自分 じ や 平気で 入って 

行 くんだ からね。 でも このごろ は あんまり 行かな くな 

りました。 その代り、 お雪 ちゃんが ちょいちょい 行き 

ますよ。 あたい、 変 だと 思う けれども、 人が 止める も 

の を 無理に 行きた かないから、 それで 行って 見た こと 

はありません。 悪い 病気の 人 かも 知れません」 

「茂ち やん、 茂ち やん」 

あちらで お雪の 呼ぶ 声。 

「ああい」 

茂 太郎は 大きな 声で 返事 をして 立ち上り、 

「お休みなさい」 


「お休みなさい」 

兵馬 は、 やがて 寝に 就きました。 まもなく、 軒 を 打 

つ 雨の 音。 

庭の 立 木 もさ わぐ。 ようやく 雨が 降りしきる 模様。 

雨 垂に枕 を 叩かせて、 うとうとと 寝入る 兵馬。 昨夜 

も あの 騒ぎで おちおち 眠れない。 このごろ 中よ く 眠れ 

むさぼ 

ない。 今宵 こそ は、 ともかくも 一 夜の 熟睡 を 貪 つて、 

明日 はこの 寺 を 立つ の だ。 

かたき ねら 

現在、 同じ 寺のう ちに、 多年 敵と 覘ぅ 人と 泊リ 合わ 

せの 運命に 置かれながら、 それ を 怪しむ こ ともなく、 


それ を 尋ねる 縁 もな く、 今日はこう してち かより、 明 

日 はまた こうして 離れて 行く。 彗星と 遊星と が、 近づ 

く 時 は 圏内に 入り、 離れる 時 は 何千 万里の 大空 を それ 

て 行く ように。 

三十 四 

両国 広小路の 人混み を 離れた 一 人の 大男、 三 歳ば か 

りになる 男の子 を 十文字に 背負って、 極彩色の 花の 

なか やど  たもと 

中 宿の 日傘 を さし、 両国 橋の 抉まで 来て、 

「もうし、 物 をお 尋ね 申したい が、 あの 本 所の 相 生 町 


と いうの は、 どう 参ったら よろしう ございま すかね」 

「相 生 町へ 行きな さる か …… 」 

尋ねられた 若い 衆 は、 すぎこし 方 を 指さして、 

「それ、 この 橋 を 渡りき ると 左手に 辻番が ある、 それ 

を 左へ 行つ ちゃい けね えよ、 右へ 行 くんだ ね。 右へ 行 

くと 元 町と いうの が あら あ、 それ を 河岸へ 伝って 行く 

と 相 生 町へ 出 まさ あ、 左が 松 坂 町 …… 」 

「どうも有難う ございます。 序にお 聞き 申したい の 

は、 その 相 生 町に、 御 老女 様のお 屋敷と いうの がご ざ 

り ま 力」 

「御 老女 様のお 屋敷 だって？ そんなの は、 ツイ ぞ聞 


かねえ が、 まあ ともかく、 いま 言った 通りに 行って ご 

らんなさい、 相 生 町へ 出たら、 もう 一度 聞いて ごらん 

なさる さ」 

「有難う ございます」 

丁寧に お辞儀 をして、 教えられた 通りに 橋 を 渡 りか 

けた 子持ちの 大男。 

それ を、 やり過ごして 見送って いる 尋ねられた 若い 

者 二三 人。 

「いい かっぷく だな あ、 たしかに 十両が もの は ある」 

その かっぷくに 見惚れて いる 通り、 いま 物 を 尋ねて 

過ぎ去った 大男 は、 たしかに 相撲に 見 まほし き 肥満の 


若者で ありました。 けれども 相撲で はない 証拠に は、 

し つ ぼく 

その 着物と いい、 言葉つ きとい い、 ドコ まで も 質朴な 

いなかもの  かお 

田舎者で、 前髪が ダラ リと 人の よい 面つ きの 広い額の 

上に さがって いると ころ は、 もうかれ これ 二十歳で あ 

わらじ 

ろうのに、 どこかに 子供ら しいと ころが ぁリ、 草鞋が 

けで かなりの 道中 を、 江戸まで ス タス タ 歩いて 来た も 

のと 見えます。 

「えてして、 宝の持ち腐れ という ものが、 この 世間に 

は どのくらい あるか 知れね え、 うまく 掘り出せば 横綱 

しろもの 

になる 代物 を、 一生、 田の 草取りで 終らせる のがい く 

らも あるだろう、 今の なん ぞも 百姓に は 惜しい もんだ」 


おく ことば 

二三の 若い者 は、 これ を捨 ゼリフ の送リ 詞で、 あつ 

ちへ 向く と、 もう 両国の 盛り場の 人混みへ 見えな く 

な つ てし まいました。 

この 大男 は 武州沢 井の 水車 番の与 八。 背に 負うて い 

るの は 机 竜 之 助と お浜との 間に 出来た ことし 三つに な 

る 郁太郎で あります。 

その 尋ねて 行く先 は、 相 生 町の 老女の 家。 

橋 を 半ばまで 渡った 時分に、 人が 争って 南の 欄干に 

集る。 

「相対死」 

「相対死」 


「何です か」 

「つまり 心中なん です、 あれ ごらんなさい、 心中 者の 

死骸が 見つかりました、 ああして 船の 中へ 引き上げた 

と ザ ，- ろです」 

「なるほど」 

「どこの 人です か」 

まおとこ 

「それ はわ かりま せんが、 姦通 だとい うこと です …… 

引き上げられて からまた その 死骸 を、 三日の 間 曝され 

るんだ そうです よ」 

一 J う さ ら 

「業 曝し」 

「罪です ね」 


橋の 下 を 潜り 抜けて、 矢の 倉の 河岸の 方へ 行く 小舟 

に は、 打 重なった 死骸。 白い 肌、 濡れた 髪、 なまめ い 

た 衣裳の 乱れ、 男女 相 抱いた 姿が、 晴天 白日の 射る に 

任せて いる。 

「南無阿弥陀仏」 

眼 をつ ぶった 与 八。 

「畜生、 洒落て やがら、 こっち は 心中 どころ じ やねえ、 

おまん まが 食えね えんだ」 

き 

与 八の 傍で、 憎 たれた 口 を 利いた 一人の 乞食。 この 

声で、 眼 を さました 郁太郎が、 むつ かり 出す の を 与 八 

がな だめて、 その 場 を 外し、 志す ところの 相 生 町へ 急 


ぐ。 

三十 五 

相 生 町の 老女の 家の 一間に、 まだ 新しい 仏壇の 前で、 

お 松 は 赤ん坊 を 抱き、 

I 乳母 や、 ごらんなさい、 登 様が 笑い ましたよ。 まあ 

なんという 可愛い お 児さん でしよう」 

「まあ、 お 可愛い こと」 

乳母 やと 二人、 同じような こと をい つて、 一人の 赤 

ちゃん を 可愛が つてい る。 


「まあ、 成人したら、 どんなにお 立派になる ことで しょ 

う、 この 目鼻立ち、 殿様に そっくり なんです もの」 

「お 姿 は 殿様に 似ても、 お 心 は 殿様に 似ない ように 御 

成人なさい まし、 ねえ、 坊ち やま」 

「何 をい うんです、 乳母 や」 

お 松 は 乳母の い つたこと をた しなめ るよう に、 

「お 心なら、 御 器量なら、 残らず あの 殿様に お あやか 

りなさい まし」 

「いいえ、 お 心 は あの 殿様に 似て はなり ません よ、 登 

様」 

ば あ  ばち 

「乳母 や、 まだ やめない の、 そんな こと をい うと 罰が 


当リ ますよ」 

「いいえ、 罰 は 当たりません、 登 様、 あなたのお 父 様 

は 薄情な お 方です から」 

「いけません、 登 様、 あなたのお 父 様 は、 いいお 方な 

んで すよ」 

「いいお 方なら ば、 こんな 可愛 ゆい 坊ち やま を、 こう 

して はお 置きになります まいに  」 

「でも 仕方が ありま せんね、 お 父 様 はこの こと を御存 

じな いんだから …… そのうち ムクが 帰 つたら きっと、 

あなたのお 父 様から 便りが あります から、 それまで 

待って いらっしゃい、 そうしてお 父 様のお 便りが あつ 


た 時 は、 この 憎らしい 乳母 や を うんと 叱って おやりな 

さい」 

「ほんに、 ムク はま だ 帰りません が、 途中で 間違いが 

あつたん じ やないで しょうか」 

「いいえ、 大丈夫です、 あの 犬に 限って 間違いなん ぞ 

はあり やしません、 きっと そのうちに 殿様のお いでな 

さると こ ろ を 突 留め て 参ります から、 見て いて ごらん」 

「です けれどもお 松 様、 よしんば 殿様 は あの 手紙 を ご 

らんに なっても、 お 返事 を 下さいます か 知ら。 殿様 は 

ふびん 

不憫と 思 召しても、 お 家への 義理で、 知って 知らない 

ふり をな さるん じ やない か 知ら。 またお 附の 衆が、 こ 


んな こと を 知ったら、 かえって 仲 を 隔てる ような こと 

になり やしない かと、 わたし は それ を 心配して います 

よ」 

「いいえ、 駒 井の 殿様 は、 そんなお 方じゃありません 

…… もし、 そういうお 方で したら、 かえって 幸いです 

よ、 このお 子さん を わたしが 弟に してし まいます もの」 

「お 松 様、 あなたが、 坊ち やま を 横奪り なさ るんで す 

まわ リ 

か。 坊ち やまの 周囲に は 怖い 人ば かり 附ぃ ています 

ね」 

「怖い 人が 附 いていて 丈夫に 育てて 上げなければ、 お 

君 様に 申し わけが ありません。 登 様、 あなたのお 父 様 


がほんと うに 薄情な お 父 様で したら、 あなた は、 わた 

しの 子に なって おしまいなさい、 ねえ、 登 様、 登と い 

うお 名前 は、 わたしが 附 けて 上げたん ですからね。 お 

父 様なん ぞ 来なくても いいでしょう、 松が いれば あな 

たは 御 満足でしょう」 

「さあさあ、 乳母 やが おっぱい を 上げます から、 乳母 

やのお 子さん になり なさい、 お 松 様 はお 乳 を 上げる こ 

とがで きません から、 本当のお 母さんに はなれません」 

「乳母 や は、 ああい う 口の 悪い 人です からね、 乳母 や 

に 懐いて はいけ ません よ」 

といって、 二人 はた あい もな く、 一  人の 嬰児 を 可愛がつ 


ている と、 次の間で、 

「あの、 皆様、 もうお 説教が 始まり ますから、 広間へ 

お集まり 下さ いまし」 

「まあ、 そうでし たね、 もうお 説教の 刻限で したのに、 

忘れて いました、 参りましょう。 坊ち やまがむ つから 

なければ、 乳母 や もい らっしゃ いな」 

ちょうもん 

「はい、 わたし も ぜひ 聴聞 を さしていた だきたい つ 

もりで ございます」 

こういって 一 一人 はこの 部屋 を 立ちました。 

広間に は 今、 五十 名 余りの 男と、 三十 余 名の 女と が 

席 を 分けて 集ま つ ています。 


女 座の 方 は、 けんしきの 高い この 屋敷の 御 老女 様 を 

あまた 

中心に、 数多の 女中。 男 は 例の 荒 くれな 浪士 たち を 主 

にして、 老少の 者 も 交って います。 

ここでお 説教が はじまる。 この 取 交ぜた 一座に 聞か 

すお 説教師 も、 相当に 骨が折れる だろうと 心配され る。 

お 松 は 乳母 を 連れて 御 老女の 背後の 方へ 坐る。 しか 

し 容易に お 説教の 導師 は 現われない 先に、 ともかくも 

定員が ほぼ 揃うた と 見き わめて、 前の 方に 控えて いた 

例の 南条 力が、 坐った ままで 膝 を 一同の 方へ 捻じ 向け 

て、 

おぼしめ 

「さて、 おのおの、 今日は 御 老女の 思 召しと、 我々 の 


く つ しょう 

希望と により、 慢心 和尚 を 屈 請 して、 一 席の 説教 を 聴 

聞 致す 次第で ござる が、 和尚 は、 今日、 甲 州の 恵 林 寺 

から 下山 致された。 御 承知で も ござろう が、 甲斐の 恵 

林 寺 は、 武 田信玄 以来の 名刹で、 昔、 織 田 信 長が あの 

あるじ かいせん こくし 

寺 を 攻めて やきうち を 試みた 時、 寺の 主 快 川 国師は 

楼門の 上に 登り、 火に 包まれながら、 心頭 を 滅却 すれ 

しょ-つよう 

ば 火 も おのずから 涼しと いって、 従容と して 死に 就 

えら  どうりき 

いた 豪い 出家で ある。 それで 只今の 慢心 和尚 も、 道 力 

堅固 を 以て 知られて はいるが、 なにぶん 越 格のと ころ 

が 多く、 我々 に は 測り 兼ねる 器用が ござる 故、 今日は 

懇 ろに 請うて、 初 学の 者、 或いは 婦人 子供た ちに も わ 


かるよう に、 特に 垂示 を 煩わす 次第で ござる が、 しか 

し、 あの 和尚の こと 故に、 時々 脱線して …… 凡慮に は 

能わぬ こと をい い 出される や も 知れない。 しかし、 そ 

のうちに は 必ずや 身に な る ベ き 教訓 も 多き ことと 思わ 

るる 故、 神妙に 聴聞な さるよう。 わかっても わからな 

くても、 その 道の 者の 為す こと、 言う ことに はおの ず 

から 妙味の 存 する もの 故に …… 左様な 次第で ござる か 

ら、 和尚 は 今日は 日頃と 違い、 全く ものやわらかに… 

…」 

南条 力が こう 言って 紹介の 半ばに、 一 人の 女中が 廊 

下から 来て、 そっとお 松の 袖 を 引き、 


「お 松 様」 

お 松 も 小声で、 

「何です か」 

「あの、 沢 井の 与 八さん とおつ しゃる 方が、 尋ねて お 

いでに なりました」 

「与 八さん が？」 

といって、 お 松 は 驚き もした し、 この 席 も 立てない 心 

持で、 ちょっと 返答に さしつかえ たが、 思いきって、 

「今 わたくしが 参ります」 

と 言って お 松 は、 そっと この 席 を 外しました。 

くぐ リ 

「裏の 潜 門の 所に 待って おいでな さいます」 


「そうです か」 

お 松 は 廊下から 下駄 を 穿いて、 小 門の 所まで 出て 来 

ますと、 郁太郎 を 背負い、 日傘 を さした 与 八が 立って 

いました。 

「おお、 与 八さん、 よくお いでなさい ましたね」 

「お 松さん、 久しぶりで したね」 

「まあ、 こっちへ お入りなさい」 

「ぉ忙 がしく はねえ です かね」 

「いいえ」 

お 松 は * 々として 与 八 を 自分の 部屋の 方へ 導いて 来 

ました けれど、 久しぶりのお 客 を もてなし たいし、 そ 


れに今 はじまろ うとす るお 説教 も 聞きたい しで、 

「あのね、 与 八さん、 ちょうどよ いところ です、 今ね、 

あの 広間で 有難い お 説教が はじまる ところ なんです か 

ら、 そのまま 足 を 洗って、 広間へ おいでな さいな、 一 

緒に お 説教 を 聴聞 致しましょう。 お 説教が 済んで から、 

いろいろと あなたのお 話 を 伺いましょう、 ね、 いいで 

しょう」 

「それ は 有難い ことで ございます、 そんなら わし も、 

お 説教のう、 ひとつお 聞かせ 申して いただく ベえ」 


お 松 も 再び 席に着き、 与 八 も 郁太郎 を 抱いて 末席に 

ついた 時分に、 慢心 和尚が 壇上に 現われました。 

以前から 近づきの 人 は ともかく、 はじめて 慢心 和尚 

の 姿に 接した もの は、 あつ！ と 驚きの 声 を 禁ずる こ 

とがで きません。 

世の中に は、 こう もま あ 面の まるい 人が ある もの か 

と、 あっけに 取られて その 面 を 見直す ばかりで ありま 

実際、 和尚の 面 は、 ブン 廻し で 描いた ほどに まん ま 

じょうてい  たなび 

るく、 眉と 目 は、 細く 霞の ように 上莛 の 一 部に 棚曳 き、 


鼻 は、 ほんの 申し わけに 中央に 置かれ、 その代り 比倫 

を 絶して 大き いのは その 口と 唇で、 大袈裟に いえば、 

夜具の 袖口 ほどあります。 

で、 正式に 袈裟 法衣 をつ けて、 侍者 を 従え、 ユラ リ 

と 演壇への ぼって、 むん ずと 坐 を 組み、 

「ォホ ホホホ ホホ」 

と 面に 似気ない 愛嬌 笑い を 試みた 時に、 霞の ように 棚 

曳 いていた 細い 眉と 目が、 一時に ドョみ 渡りました。 

「さて」 

慢心 和尚 は笏を 取って、 机 を 一 つ トンと 叩き、 

「今日は、 愚僧に 向って 説教 をせ いとのこと であるが、 


愚僧 は 今日まで トンと 説教と いう こと を 致した ことが 

ないじ ゃテ。 釈迦 も それ 人 を 見て 法 を 説く といった。 

つまり 説教と いう もの は、 その 場 その 場の お客様 次第 

の もの じ や。 法と いう もの は 不増不 減の もの だが、 教 

ゆうずう へんげ 

えとい う もの は 融通 変化、 自由自在で なければ ならん。 

ばけもの 

法 は 本体 じ や、 教え は 化 者 じ や。 うまく 化かされ たの 

がェ ライ、 うまく 化かされ たのが 救われた という わけ 

じ や。 愚僧 もこれ、 多年 坊主 を 商売に している が、 説 

教 をして 人 を 化かす ことが 犬の 不得手で な …… 坊主に 

よるとず いぶん これに 妙 を 得た のがあって、 これ、 お 

どうぎょう しゅう  あした  ゆうべ  なん 

同行 衆 や、 朝に 白骨と なり 夕に 白骨と なる 何かん 


ごしょう あんらく 

とやる と、 それ、 後生 安楽、 南無阿弥陀仏、 バラ バラ、 

さいせん 

バラ バラ (財布から お 賽銭 を 取り出して 投げる 真似 を 

する、 聴衆 笑う) …… さて、 昔、 六 祖慧能 大師と いう 

いしうす 

お 方 は 始終 石臼 を 背負って お歩きに なった、 行く にも 

石臼、 帰る にも 石臼、 悟り 得ざる 時 も 石臼、 悟り 得た 

後 も 石臼、 寝る にも 石臼、 坐る にも 石臼、 人 を 度す る 

にも 石臼、 法 を 説く にも 石臼、 石臼で なければ 夜 も 日 

も 明けない …… 」 

この 時、 突然 聴衆の 中から、 

「石臼と ならば ドコ まで も、 箱 根 山、 白糸 滝の 中まで 

も …… 」 


頓狂 声で 交ぜつ 返した ものが あるから、 ドッと 笑つ 

て、 誰も 彼 も あいた 口が ふさがりません。 

し つ 

「叱！」 

叱る 声と、 笑う 声で ドョみ 渡って いる 中に、 抜から 

ぬ 面で 男子 席の 一 隅に すまし 込んで いるの が 道 庵 先生 

であります。 

さて こそ、 今の 交ぜつ 返し はこの 先生から 出た と、 

先生が 先生 だけに 一 同が 腹 も 立てません。 御 当人 は 多 

分 居眠り をして いたのが、 何 かに 驚かされて、 ふと 眼 

がさめ、 夢うつつ でつ いこんな こと を 口走って しまつ 

あき 

たものと 見えます。 一同が 呆れ返って、 先生 を 目の 


敵に した 時分に は、 先生す ました もので、 再び 舟 を 漕 

ぎ はじめて いるから 始末に いけません。 

「ォ ホホホ ホホ」 

慢心 和尚 は、 さも 嬉しそうに 愛嬌 笑い をして、 

「その 通り じ や、 石臼と ならば ドコ まで も、 箱 根 山、 

白糸 滝の 中まで も。 そこで 相手が 石臼 だから、 ついて 

さんがい るてん 

離れない。 三界 流転のう ち、 離れ 難き は 恩愛の 道 じ や。 

六袓は 石臼 を 引きずって 歩いた が、 生きと し 生ける 者 

の、 恩愛に 引きずられて 歩かぬ という はない」 

おもむ 

慢心 和尚 は それから、 一時 浮き立った 席 を、 徐ろに 

静めて 綿密な 説教 を 進めて 行きました。 


ぎょうじ 

古人の 行 持の 親切な こと を こまごまと 教えて ゆく 時 

は、 自分 も ホロ ホロと 泣いて しまいました。 

リん ざい  おうばく 

「臨 済 は 三た び 黄 檗に道 をたず ねて、 三た び 打 たれた。 

江 西の 馬祖は 坐禅す る こと 二十 年。 百 丈の 大智は 一 日 

な  くら  じょうしゅう かんのん いん 

作 さ ざれば 一日 食わず。 趙州 観音 院の 和尚 は、 六十 

ほ つ しんぐ どう 

一 歳に して、 はじめて 発心 求道の 心 を 起して 諸方に 

あんぎゃ  まさ 

行脚し、 七 歳の 童子な りと も 我に 勝らん 者に は 我すな 

わち これに 問わん、 百 歳の 老翁な りと も 我に 及ばざる 

者に は 我すな わち 教えん といって 歩いた。 古人、 道 を 

学ぶ の 親切な る こと、 ただただ 涙の こぼれる ばかり 

じ や … … これ、 ひと り 参禅 弁 道 のた めの みで は ござら 


ん、 すべて まことの 師道に は、 この 親切と いう ものが 

ござる。 愚僧の 如き も 初めの 頃、 師匠から 打って 打つ 

て 打ちのめされて、 命から がら 漸く 今日まで 永ら えて 

みると、 打 たれた 師の 拳が 有難い が、 今 はこの 丸い 頭 

を 打って くれる 奴が 一 人 も 無い かと 思う と、 無性に 情 

けない のじ や」 

こういって、 また 慢心 和尚が ホロ ホロと 泣き出し ま 

した。 

この 時 は、 しんみりして 誰も 笑う 者が ありません。 

なかには 何 か 知らぬ 哀れに 誘われて、 シ クシ クと 貰い 

泣き をす る 女 たちさえ ありました。 


和尚 は 話頭 を 進めて、 

「養う て 教えざる は 父の あやまち、 教えて 厳な らざ る 

は師 のお こたり、 とそれ 実語教 にも ある 通り、 人の 親 

となり 師 となる ものの 任 は 重い …… 」 

ここまで は 至極 尤もで あつたが、 これから がいけ 

ない。 

「しかるに 今時の 馬鹿野郎 は …… 」 

と 来たから、 男子の 席が、 そら 始まった と 面 を 見合わ 

せる。 

「師匠 も 弟子 もみん な 粗製濫造の ガラ クタば かりじ や、 

ふく  たち ま 

ぴ ゆうと 膨れ 上 つて 忽 ちぺ チャン コ …… それと いう 


のが 出来が 噓 だから、 師匠が 本物で ないから、 力が な 

いから 見識が 立たぬ、 見識が ないから 景気と ゴ マカシ 

ひぼう  おの 

で 世 を 渡ろうと する、 他 を 誹謗す る こと を 知って、 己 

れの徳 を 養う こと を 知らぬ」 

「そこ だ！」 

この 時、 またも 聴衆の 中から 頓狂 声 を 振り上げ たの 

は、 例の 道 庵 先生であります。 舟 を 漕いで いた はずの 

先生が、 突然 奇声 を 張り上げ たから、 またも 一座 を 動 

揺 させました。 

「先生、 静かに —— 」 

その 時、 道 庵 先生 はもう 舟 を 漕いで はおりませんで 


ねぼけまなこ 

した。 トロ リ とした 酔眼 だか 寝惚眼 だか 知らないの を 

^つて、 両の 肩を怒らせ、 掌 を 膝に 置きながら、 首 を 

のべ て 慢心 和尚の 面 を まともに 見つめ、 

「そこ だ！ 今時の 馬鹿野郎 は 物に なって いねえ、 そ 

れ というの は 教育が 悪い からだ、 教育の 根本 を 改良す 

るの が 現代の 急務 だ」 

道 庵 先生 は 途中から 慢心 和尚の 言葉 を 聞き かじ つ て、 

ヒ ドク 共鳴して しまった ものと 見え、 しきりに 昂奮し 

出した の を、 寄って たかって なだめる と、 まもなく 納 

まって、 また コ クリコ クリと 舟 を 漕ぎ はじめました。 

道 庵 先生の 合の手 を、 慢心 和尚 は その 度 毎に 嬉し そ 


うに、 細い 目 を あいて ながめて いました が、 この 時 も 

至極 上機嫌で、 

「ォ ホホホ ホホ、 全く あの 先生の おっしゃる 通り、 教 

育と いう ものが 先に 立 つので ござる から、 ことに 子 を 

持つ 御 婦人 方に は、 教育に 心して いただきたい。 とこ 

ろが、 教育の 根本と いう こと は、 慢心 を 戒める という 

ことで ござる。 慢心が あって は、 すべての ことが 行 詰 

まるば かりじ や。 足らぬ、 至らぬ という 謙遜な 心が 

あって こそ 物事が 上達す る、 上達の 道 は 無限で あるに 

よって、 謙遜の 心 も 無限で なければ ならぬ」 

慢心 和尚の 説教 は、 慢心 を 否定 するとい う 至極 常識 


的な 結論で 終り を 告げました。 

三十 七 

説教が 済んで この 一 座が 崩れて、 おのおの 行きたい 

方へ 散って 行く うちに、 浪土 豪傑 連 は、 裸になって 庭 

の 一 隅に 築いて ある 土俵の 周囲に 集まって、 早く も 

すもう 

相撲の 勝負 を はじめました。 

せきと リ 

今日は これから、 本式の 関取が 来て、 稽古 をつ ける 

の だとい うこと。 

ちょうど、 説教の 席から、 郁太郎 を 抱いて この 場へ 


通りかかつ たのが 与 八の 災難と いえば 災難で、 その 

かっぷくが、 この 素人 相撲の 認める ところと なって、 

その 前途 を 立ち ふさがれ、 

「君、 君 は 相撲だろう」 

とりてき れん  よう 

勇士 豪傑の 取 的 連が 与 八 を 擁して、 これ をみ のがさ 

な い ， ，- とに する。 

「いや、 わし は 相撲取り じ や ござり ましね えよ」 

まう 

「噓 をつ け、 相撲だろう、 そんな 子供 は 抛り 出して、 

ここへ 来て  一 丁 揉め」 

「違います よ、 わし は 相撲取り じ や ござり ましね え」 

迷惑が つ て 与 八が 申し わけ をす ると、 


「まあ、 何でもい いや、 この 身体で は 力 を もてあます 

だろう、 一 丁附 合え」 

「御免なさい、 わし はな ァ、 お 松 様のと ころへ 尋ねて 

来た 与 八と いう 水車 番の 男で ございま さあ」 

「とにかく、 体格と 力量と は 比例す る もの だから、 そ 

の 体格で 力がない とはい わせない、 一丁 来い」 

「御免なさい まし、 わし は 相撲の 手なん ぞ はちつ とも 

知リ ましね え」 

「知らなければ 教えて やる、 また 本式の 相撲に なりた 

ければ、 いいと ころへ 紹介して やる ぞ、 今に 横綱の 陣 

幕 もこ こへ 来る だろう」 


「御免なさい まし、 わし は 水車 番の与 八で ございます」 

「何 だ 貴様、 しきりに 水車 番、 水車 番を 振り 廻して い 

るが、 水車 番 なん ぞは 自慢に ならん、 その 体格で 相撲 

になって みろ、 天下の 力士と して 諸 大名へ お出 入りが 

叶う ぞ」 

「どうぞ 御免なさい まし、 わし は 水車 番で ございます 

から」 

いずも 

「始末の 悪い 奴 だ、 今の 横綱 力士 陣幕 も、 もとは 出 雲 

ひ  した かいざん 

のお 百姓 だ、 それが 今 は 飛ぶ 鳥 を 落す 日の 下 開山で、 

大名 やさむ らいと 膝 組みで 話ので きる 身分に なって い 

る、 貴様 も その 体格で 勉強 さえ すれば、 世間 はいつ ま 


でも 水車 番 では 置かない ぞ」 

「いいえ、 わし は 水車 番で 結構なん でございます」 

「少 々足りない」 

「まあ こっちへ 来い」 

とりてき れん 

勇士 豪傑の 取 的 連 は、 どうしても 与 八 をつ かまえて、 

物にしなければ おかない しっこ さ。 これが ために 与 八 

は 迷惑 を 極めてい る にも拘らず、 それ をグ ングン 土俵 

の 方へ 押して 行こうと する から、 郁太郎が わつ と 泣き 

ました。 

「子供が 泣く から 御免なさい まし」 

「意気地なしめ」 


「与 八さん、 与 A さん」 

そこへ お 松の 声。 

「与 八さん はいません か」 

「はい、 ここにい ますよ」 

与 八 は 助け舟に すがる 心 持で 返事 をす ると、 乳呑児 

を 抱いて 廊下 を龃け 出して 来たお 松が、 

「与 八さん、 こっちへ おいでなさい、 相撲 は あとで、 

ゆっくり 見せて おもらいなさい ましな」 

「ああ、 そう 致しましょう」 

「皆さん、 この 方 はわた くしの お客様で すから、 わた 

くしの 方の 御用が 済まない うち は 皆さんに 貸して 上げ 


ません」 

「これ はこれ は」 

力士 連 は 頭 を かかえて 恐縮す る。 この 場へ 出て 来た 

お 松 は、 勇士 豪傑 をた しなめ るよう に、 

「なに、 あなた 方、 与 八さん にかな う ものです か」 

「お 松 どのに 叱られて はかなわない」 

取 的 連が 頭 を かかえて 恐縮が る ことほ ど、 お 松 はこ 

の 屋敷で 御 老女 様のお 気に入りで、 幅利きに なって い 

ました。 

ここに 奇妙な 二 組の 子 持が 坐って いる。 


与 八 は その 大きな 膝の 上に 郁太郎 を 据え、 お 松 は 後 

みどりご 

生 大事に 嬰児 を 抱いて、 

くど く 

「与 八さん、 それ はよ い 功徳 をなさい ましたね、 大菩 

薩 峠の 上へ 御 地蔵 様 をお 立てなさい まして」 

「ああ、 功徳と いう ほどの ことで もありません が …… 

どうです、 お 松さん、 もう 一 べん あの 峠へ 登って みる 

気はありません かね。 行って みる 気があるなら、 わし 

がと こから 馬に 乗せて 行って 上げ まさ あ」 

「ぜひ つれて 行って 下さい。 そうして 与 八さん の 立て 

たお 地蔵 様 を 拝んで、 お爺さんの 供養 をして 上げたら、 

どんなにお 爺さんが 喜ぶ か 知れません …… 御 老女 様に 


お 暇 をいた だいて みます から」 

「もう 追々 寒くな ります からね、 寒くなる と 雪が 積つ 

て 行けません から、 来春に なって、 あのお 地蔵 様の 供 

養 をしたい と 思って いると ころです から、 お 松さん、 

その 時に おいでな さいな」 

「あ、 そうしましょう、 来春なら ばね。 そうして その 

時に、 与 八さん のお 地蔵 様へ、 わたし も 何 か 御 奉納 を 

して 上げたい と 思います」 

「それ は、 いい 心がけです」 

「何が よいでしょう」 

とうろう 

「そうだね え …… ああ、 お 地蔵 様の 前へ お 燈籠を 一 つ 


上げて いただきましょう」 

「結構です ね。 では、 わたし、 きっと 金のお 燈籠を 一 

つ 御 奉納し ますから」 

「その 前に、 わし は、 一度 あの 峠へ 登って、 お 堂の 屋 

根を葺 いて 来ます から」 

「それ は なかなかお 骨折りで すね、 ずいぶん 費用 も か 

かる Y  J とでしょう」 

「な あに、 それでも、 ぼつぼつ 寄進に ついて くれる 人 

があります でね …… わしが 一人で、 こつこつと 木 を 運 

ん だり、 石 を 運んだり して、 どうやらお 堂の 形が 仕上 

りました」 


「まあ、 できない ことです ね。 です けれどもね、 与 八 

さん、 一人で 行く の はおよ しなさい、 あんな こわい と 

ころへ」 

「な あに、 別段 こわい こと はあり やしま せんよ」 

「いいえ、 あんなお そろし いところ はありません、 思 

い 出しても 怖い ところ。 わたしの お爺さん は 何 だって、 

本街道 を 通らないで、 わざわざ あんな おそろしい 道 を 

通った のでしょう。 わたし は あの 時の こと を 思い出す 

と、 くやしく つてく やしく つて。 あの 峠 を 通り さえし 

なければ、 お爺さん も あんな 目にあわず、 わたし もこ 

れ ほど 苦労 はしないで 済む もの を、 恨みな の は あの 峠 


です。 菩薩なん て 誰が 名 をつ けたんで しょう、 悪魔 峠 

やしゃと うげ 

か、 夜叉 峠で たくさんで すわ。 おそろしい 峠、 にくら 

しい 峠、 いやな 峠」 

「峠が 悪 いんじゃないでしょう、 人間が 悪 いんで しょ 

う」 

「ああ、 人間が 悪い。 あの 悪い 奴 はま だ 生きて るんで 

しょうか。 何の 罪 も 恨み もない、 わたしの お爺さん を、 

あの 峠の 上で 斬って しまった 悪い 奴 は、 机 竜 之 助と い 

うんです つてね …… ほんとうに 悪い 奴、 兵馬さん の 兄 

しわざ 

さん を 殺した の も あいつの 仕業です つてね。 あんな 奴 

ですから、 まだ ほかに どのくらい 人 を 殺して いるか わ 


かりやし ません。 何 だって 神仏 は あんな 人間 を、 この 

世に 生かして おくんで しょう。 それから、 気の 知れな 

いのは 兵馬さん の 姉さん。 どうして あんな 悪い 奴 を 好 

いて、 兵馬さん の 兄さんの ような よい 人を棄 てたん で 

しょう、 ほんと にあれ こそ 魔が さしたん です ね」 

お 松 は、 この ことになると、 我 を 忘れて、 口 を 極め 

て、 悲憤が ほとばしり、 そうして ところと 人と を 呪う 

のが 日頃と は 別人の ようで、 

「ほんとうに 大 菩薩 峠 は、 悪魔 峠です」 

その 時、 何に 驚いた か、 与 八の 膝に 抱かれて いた 郁 

太郎 が、 けたたましい 声で 泣き出しました。 その 泣き 


声に 誘われて か、 お 松の 抱えて いたみ どり 児 も、 悲し 

い 声で 泣き出しました。 

三十 八 

一 一人の 子供が 申し合わせ たように 泣き出し たもので 

すから、 二人の 守 は、 あわてて それ をな だめに かかり 

ました。 

子供が 泣き やんで 笑顔 をつ くると、 呪わし かった お 

きしょく 

松の 気色 も、 忘れた ように 笑顔に なりました。 

それから 二人 は、 一別 以来の こと を 何かと 打 語らい、 


現在の 生活ぶ り をお たがいに 話し合った 中に、 与 八の 

生活 も Y ^ の， > ろ はす Y J ぶる 多忙で、 ことに 感心な こと 

は 日頃 心がけて、 附近の 山々 の あきちへ 杉 苗 を 植えた 

きね 

のが、 早 や 三千 本になる という 話。 水車 も 二三 本杵を 

増して、 人 を 雇うて 働いて もらって いると いう 話。 そ 

の 他、 何かと 近処 から 相談 を 持ち込まれて、 世話 をし 

て やって いると いう 話。 

お 松 もまた、 兵馬の 身の上の こと は 口に 出さず、 自 

ひ いき 

分と して はこの ごろの 生活 は 安定 も あり、 人の 貝 顯貭も 

受けて いるし、 自分 も 働き 甲斐が ある こと を 物語り ま 

した。 


その 晚 はこの 屋敷へ 泊って、 翌朝 ここ を 立って 武州 

の 沢 井へ 帰ろうと する 与 八に、 よい 道 づれが 出来 まし 

た。 

恵 林 寺の 慢心 和尚 も、 同じと ころ を 出で て 甲 州へ 帰 

ろ、 つと すると h ろ。 

しゃくじょう  けさ ごろ も  わらじ 

和尚 は 錫 杖 をつ いて、 笠 を かぶり、 袈裟 衣に 草鞋 

は 

を 穿こうと して 式台に 腰 を かけて いると ころ を、 郁太 

ひざまず  うやう や 

郎を 背負って いる 与 八が、 跪いて 恭 しく その 草鞋 

の 紐 を 結んで やります と、 

「うん」 

といって、 自分の 手 を 休めた 暧心 和尚が、 隞墁な 態度 


で 与 八に 紐 を 結ばせて おり ましたが、 与 八が 丁寧に 結 

あまた 

び 終って 後、 和尚の 背後に は、 数多の 豪傑 連が 送りに 

出て いるのに、 和尚 は 容易に 動こうと もしないで、 与 

八の 姿 を じっと ながめて いたが、 

「ああ」 

と 感嘆の 声 を 洩らし、 そのまま 与 八の 手 を 取る と、 自 

分の 腰 を かけて いたと ころへ 腰 を かけさせて、 自分 は 

その 前へ 土下座 をき り、 三た び 与 八に 向って 礼拝して 

出かけました から、 見送る ほどの 者 共が、 和尚 気が ち 

がった ので はない かと 怪しみました。 

しゅびき うち 

やがて この 道 づれは 滞りな く 江戸の 朱 引 内 を 出て し 


まって、 例によっての 甲 州 街道 を 歩み 行く うちに、 ど 

ちらが 先と いう こ ともなく、  二人が 話 を はじめる。 

慢心 和尚の、 与 八に 対する 態度と いう もの は、 打つ 

て 変った 親切 を 極めた もので、 その 話しぶ りな ども、 

嚙んで 含める ほどに 優しい ものに な つてい る ことが 不 

思議です。 

よろこ  えのう だいし 

与 八から 尋ねられて、 和尚 は欣ん で、 慧能 大師の 石 

臼の 物語 を はじめ、 

「慧 能ガ 厳父 ノ本貫 ハ 范陽 ナリ。 左降シ テ嶺南 一 一 流 

レテ 新州ノ 百姓 トナ ル。 コノ身 不幸 二 シテ父 又早ク 

もう  ひと のこ 

亡ス。 老母 孤リ 遺ル。 南海 ニ移リ 来ル。 艱辛 貧乏。 


まち 

巿ニ於 テ柴ヲ 売ル」 

といって、 貧乏の あまり、 薪 を 売って 母 を 養って いた 

ことから、 ふと お客様が 金剛 経 を 誦する を 聞いて 開悟 

し、 黄 梅の 五 祖弘忍 大師のと ころへ 行って 米 を 春いて 

か 可 を 受け、 ついに 達磨 大師 以来 六 代の 伝 衣 を 受けて、 

し  こめつ 

法 流 を 天下に 布いた こと、 その 米舂 きの 因縁と 石臼の 

ことな ど を 細かに 物語って 聞かせた のみならず、 本来 

は 本街道 を 通って 帰らるべき もの を、 与 八の ために わ 

ざ わざ 裏 街道へ 廻って、 多摩川の 岸 を 沢 井まで、 送ら 

るべき 人が 送る 身に なって、 とうとう 与 八の 水車小屋 

へ 一 晚 泊り込みました。 


それの みならず、 その 翌日 は、 この 水車の 仕事が 面 

白い といって、 和尚 は 法衣の 袖 を 高く からげ て、 来搗 

きから、 粉 挽きから、 俵の 出し入れから、 水門の 上げ 

下ろしから、 穀物の 干 場の 仕事まで、 与 八 を 助けて、 

せっせと 稼いで、 その 稼ぎぶ リの 確かな ことに 本職の 

与 八 を 驚かせ、 夕方に なると、 さっさと 出発して しま 

いました。 

慢心 和尚が 裏 街道 を 甲 州へ 入った 時分、 宇津木 兵馬 

は 上野 原の 月見 寺 を 出て 行方不明に なりました。 行方 

不明と いうの は、 西の方、 恵 林 寺へ 再び 戻る 気配 もな 

く、 東の 方、 江戸の 地へ 足 を 踏み入れた 様子 もな く、 


あれから 横へ 外れて、 つまり 甲 武信三 州の 山々 の 群が 

る 方面へ と 入り込んで しまった のです。 しかし、 それ 

も 一人ではありません。 寺に 逗留して いるう ちに 遊 

かりうど 

びに 来た 獵 人の 案内で、 三日 分 ほどの 食糧 を 携帯した 

ままで、 山 を 分けて 入り込んで しまった のです。 

それから また 一 方、 寺の 娘のお 雪が 机 竜 之 助と 共に、 

案内 知った 久助を 先に 立てて、 信 州の 白骨の 温泉へ と 

志した の は 間 もない ことで ありました。 白骨の 温泉 は 

よく 人 を 活かすべく、 また 人 を 殺す ベ しと 言った 弁 信 

法師 は、 あれ 以来、 留 立て をせ ず、 この 一行の 駕籠の 

出立す る 時 も、 見えない 眼で 見送り をし、 無事 を 祈つ 


て、 自分 は 少なくとも その 帰る まで、 この 寺に 留まる 

こと を 約束し ました。 弁 信が 留まれば、 おのずから 清 

澄の 茂 太郎も 留まります。 


法隆 寺の 夢 殿で 

うきよ がらす 

浮世 急が 


こう 鳴いた 

お つし やらし やらし やら 

しゃ あらし やら 


レカる 力 

斑鳩の 陣太鼓 


おしと ど、 おしと ど 

追い こんで 

お つし やらし やらし やら 

しゃ あらし やら 

ばち あた 

生れた 奴 は 罰当り 

あ- .J.. こ 

明日 死んで は かわいそう 

かわい そうだが 若緑 

お つし やらし やらし やら 

しゃ あらし やら 


天朝 様 も 米の 飯 

おいらの 方で も 来の 飯 

狼 様 は ドコへ 行った 

滝の 上の 三 船 山 

お つし やらし やらし やら 

しゃ あらし やら 

力 マ キリ 三枚 

飛び 飛んで 

ゆうば リ おか がま 

夕 張 丘へ 蟇が 出た 

かつらぎ やま にじ 

葛 城 山へ 虹が 出た 


三枚 草履が ホ— ィ ホイ 

お つし やらし やらし やら 

しゃ あらし やら 

あすか 

飛鳥の 山で は 火が 燃える 

お つし やらし やらし やら 

しゃ あらし やら 

その 晚、 清澄の 茂 太郎は 寺の 庭へ 出て、 ささら をす 

りながら 器量 いっぱいの 声で 歌い 出す と、 弁 信が、 

「茂ち やん、 もうお 月 様が 出ました か」 


「いいえ」 

「お 星 様 は」 

「まだ」 

と 答えた 茂太郎 は、 

くらがり 峠で 日が 暮れた 

ようどう 峠で 夜が 明けた 

お つし やらし やらし やら 

しゃ あらし やら 

暗い 中で、 ささら をす つて 器量い つ ぱいに 歌 を つづ 


けました が、 興に 乗じた と 見えて、 ついに 無我夢中で 

おどり だしました。 
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